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¶.人面墨書土器 (1821)

2.人面塁書土器 (1821)
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1.人画塁書上器 (1821)

2 人面塁書土器 (1822)
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1 人面塁書土器 (1822)

2.人面墨書土器 (1822)
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1.人面墨書土器 (1823)

2.人面墨書上器 (1823)
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1。 人面墨書土器 (1823)

2.人面墨書上器 (1824)



巻
頭
図
版
〇
六
　
石
名
瀬
Ａ
遺
跡

（高
岡
環
状
線
地
区
）

彎
Ｋ
癒
ｙ
″

瀧
…撃ェ群
，

人面塁書土器 (1824)



高岡市域においては、旧石器時代から近世までの 341箇所もの遺跡が現在ま

でのところ周知されています。これら多くの遺跡で醸成された文化は、ご先

祖から脈々と受け継がれ、現在の高岡市の風土や郷土文化がかたちづくられ

ました。

本市におきましては、長年にわたりこれらの保護を実施して参りました。こ

のたび報告いたしますのは、平成 17年度から屋タト本発掘調査を実施しました、

県道高岡環状線の道路工事にともなう石名瀬 A遺跡の発掘調査成果です。
調査の結果、主に弥生時代中期後半から古墳時代前期と、古代の様相が重

複する複合遺跡であることが判明しました。前者においては竪穴住居や方形

周溝墓が確認され、後者では、掘立柱建物や人面墨書土器を出土した河川跡

が検出されるなど、当該地の歴史を語る貴重な資料を得ることができました。

本書が郷土における歴史探求や学術研究にご活用いただければ幸いです。

末尾になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたり、ご協力いただきま

した関係各位、地元の皆様に、厚くお礼申し上げます。

平成 24年 3月

高岡市教育委員会

教育長 氷見 哲正



例 言

1.本書は、高岡市教育委員会が実施 した石名瀬 A遺跡の本発掘調査の報告書である。

2.当調査は、富山県による県道高岡環状線の建設工事にともない実施したものである。

3 現地調査は平成 17年度から20年度までに富山県より委託を受け高岡市が実施し、またこれと並行
して室内整理調査を実施 し、23年度に報告書の編集・作成作業を行った。

なお、屋外発掘調査と室内整理調査については、民間発掘調査会社へ業務委託契約を締結 し実施した。

4 調査関係者は以下のとおりである (高岡市教育委員会文化財課 )。
IIF   長  笹島千恵子 (17～ 19年度)東 保英則 (20年度)大 巻宏治 (21～ 22年度 )

高田克宏 (23年度 )

総括専門員  大村友則 (21年度)高 田克宏 (22年度 )
主   幹  本林弘吉 (17～ 19年度)岡 山哲朗 (20年度)中 野由美子 (22～ 23年度 )
副 主 幹  山口辰― (17～ 21年度 )
主   査  根津明義 (21～ 23年度 )
主   任  栗山雅夫 (17～ 21年度)※ 17年 11月 1日 の市町村合併による。

事 務 員  田上和彦 (23年度 )
嘱 託 職 員  田上和彦 道振弘明 (22年度)

阿原智子 江口雅子 千田友子 宮野美重子 (23年度 )
5 屋外発掘調査のすべてと室内整理調査の多 くは山口が担当し、同人の急逝により21年度末より担当
を根津が引き継いだ。報告書の編集・作成については 23年度において根津・田上の補佐のもと、阿

原が主体的に実施 した。

なお、22年度までは高岡市職員が監督貝 となり民間発掘調査会社に業務委託を実施 した。23年度に

おいては市直営にて報告書の編集及び作成を行った。

本書の執筆は根津・田上・阿原が行つた。文責は下記のとおりである。

第 1章・第 2章 。第 4章は根津が執筆 した。

第 3章 第 1～ 5節 ・第 7節は主に阿原が執筆 した。第 3章 第 6節 。第 8節・第 9節は主に根津
が執筆 した。

各遺物の記述に関しては、弥生・土師器は阿原が、玉作関連遺物・石器は田上が、古代土師器・須

恵器 。その他の遺物、木製品は根津が執筆 した。

6.発掘調査にかかる遺物等の資料は、すべて高岡市教育委員会で一括県管している。

凡 例

1 遺構等の記号は以下のとおりである。

SA:柵 址  SB:掘 立柱建物址  SD:溝   SI:竪 穴建物址  SK:土 坑  Piピ ット

SU:畝 状遺構  SZ:方 形周溝墓  SX:そ の他の遺構 (護岸施設・窪地)
2.遺物実測図の縮尺は 1/3を基本とするが、異なるものはその縮尺を当該図周辺に付記 した。

3.遺構図面の縮尺については、1/80を基本 としながらも、遺構の規格により適宜縮尺を変更 し同図に

明記 した。
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9区 溝 SD001・ SD003・ SD004、 護岸施設 SX101実測図 (1/40、 1/100)

10区 遺構全体図 (1/600)

10区 柵址 SA001,P011実測図 (1/80、 1/40)

10区 溝 SD010・ SD011、 窪地 SX001実波1図 (1/500、 1/100)

10区 溝 SD011、 窪地 SX001遺物分布図 (1/200)

11区 遺構全体図 (1/600)

11区 溝 SD011遺物分布図 (1/80)

11区 窪地 SX001実測図 (1/100、 1/80)

12区 遺構全体図 (1/600)

12区 溝 SD039実浪1図 (1/2000、 1/200、 1/60)

2区 。2b区 出土遺物 (1/3)

2b区・3区 出土遺物 (1/3)

3区 。4区 出土円盤状土製品 (1/2)

4区 竪穴建物址 S1001～ S1003出土遺物 (1/3)

4区 竪穴建物址 S1003～ S1005出土遺物 (1/3)

4区 竪穴建物llL S1005出 土遺物 〔1〕 (1/3)

4区 竪穴建物址 S1005出土遺物 〔2〕 (1/3)

4区 竪穴建物址S1005'S1006出 土遺物 (1/3)

4区 竪穴建物址 S1007出土遺物 〔1〕 (1/3)

4区 竪穴建物址 S1007出土遺物 〔2〕 (1/3)

4区 竪穴建物址 S1007出土遺物 〔3〕 (1/3)

4区 土坑 SK001,SK002出 土遺物 (1/3)



図面 105

図面 106

図面 107

図面 108

図面 109

図面 110

図面 111

図面 112

図面 113

図面 114

図面 115

図面 116

図面 117

図面 118

図面 119

図面 120

図面 121

図面 122

図面 123

図面 124

図面 125

図面 126

図面 127

図面 128

図面 129

図面 130

図面 131

図面 132

図面 133

図面 134

図面 135

図面 136

図面 137

図面 138

図面 139

図面 140

図面 141

図面 142

図面 143

図面 144

図面 145

遺物実淑1図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実沢1図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

4区 土坑 SK002・ SK003出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK004出土遺物 〔1〕 (1/3)

4区 土坑 SK004出土遺物 〔2〕 (1/3)

4区 土坑 SK005～ SK007出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK008・ SK009'SK011・ SK013出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK013・ SK014出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK014・ SK016。 SK017・ SK022・ SK023出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK026出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK027・ SK030出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK031'SK033・ SK035出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK035'SK036出 土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK036出土遺物 〔1〕 (1/3)

4区 土坑 SK036出土遺物 〔2〕 (1/3)

4区 土坑 SK036。 SK040出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK040出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK041出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK041～ SK043出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK044・ SK047・ SK048。 SK050。 SK051・ SK053出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK053・ SK054出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK057～ SK059出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK060～ SK063・ SK066出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK067～ SK069出土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK072,SK075'SK079'SK080出 土遺物 (1/3)

4区 土坑 SK080。 SK091・ SK092・ SK099出土遺物 (1/3)

4区 溝 SD001～ SD003出土遺物 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔1〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔2〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔3〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔4〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔5〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔6〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔7〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔8〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔9〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔10〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔11〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔12〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔13〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔14〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔15〕 (1/3)

4区 溝 SD004出土遺物 〔16〕 (1/3)



図面 146 遺物実測図 4区 溝 SD004出土遺物 〔17〕 (1/3)

図面 147 遺物実預1図  4区 溝 SD004出土遺物 〔18〕 (1/3)

図面 148 遺物実預1図  4区 溝 SD004出土遺物 〔19〕 (1/3)

図面 149 遺物実測図 4区 溝 SD004出土遺物 〔20〕 (1/3)

図面 150 遺物実測図 4区 溝 SD006・ SD009出土遺物 (1/3)

図面 151 遺物実測図 4区 溝 SD009～ SD011・ SD015。 SD017・ SD018'SD021出 土遺物 (1/3)
図面 152 遺物実測図 4区 溝SD021出土遺物 (1/3)

図面 153 遺物実測図 4区 溝 SD023出土遺物 〔1〕 (1/3)

図面 154 遺物実測図 4区 溝 SD023出土遺物 〔2〕 (1/3)

図面 155 遺物実測図 4区 畝状遺構 SU出土遺物 〔1〕 (1/3)
図面 156 遺物実浪1図  4区 畝状遺構 SU出土遺物 〔2〕 (1/3)
図面 157 遺物実測図 4区 畝状遺構 SU出土遺物 〔3〕 (1/3)

図面 158 遺物実測図 4区 畝状遺構 SU出土遺物 〔4〕 (1/3)
図面 159 遺物実測図 4区 P出土遺物 (1/3)

図面 160 遺物実浪1図  4区 遺構外出土遺物 〔1〕 (1/3)

図面 161 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔2〕 (1/3)

図面 162 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔3〕 (1/3)
図面 163 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔4〕 (1/3)
図面 164 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔5〕 (1/3)
図面 165 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔6〕 (1/3)
図面 166 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔7〕 (1/3)
図面 167 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔8〕 (1/3)
図面 168 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔9〕 (1/3)
図面 169 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔10〕 (1/3)
図面 170 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔11〕 (1/3)
図面 171 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔12〕 (1/3)
図面 172 遺物実測図 4区 遺構外出土遺物 〔13〕 (1/3)

図面 173 遺物実測図 4区 玉作関連出土遺物 〔1〕 (2/3)

図面 174 遺物実測図 4区 玉作関連出土遺物 〔2〕 (2/3、 1/1)

図面 175 遺物実測図 4区 玉作関連出土遺物、遺構内出土石器 (1/1、 1/2、 1/3)

図面 176 遺物実預1図  4区 溝 SD004、 遺構外出土石器 (1/3)
図面 177 遺物実浪1図  4区 溝 SD004出土木製品 (1/6)

図面 178 遺物実測図 5区 土坑 SK008～ SK011、 P573出 土遺物 (1/3)
図面 179 遺物実測図 5区 土坑 SK002・ SK013・ SK016・ SK018、 P574、 溝 SD003出土遺物 (1/3)
図面 180 遺物実測図 5区 溝 SD003出土遺物 (1/3)

図面 181 遺物実測図 5区 畝状遺構 SU、 遺構外出土遺物 (1/3)
図面 182 遺物実測図 5区 遺構外出土遺物 (1/3)

図面 183 遺物実測図 5区 玉作関連出土遺物、石器 (1/3、 2/3、 1/1、 1/2)

図面 184 遺物実測図 6区 周溝状遺構出土遺物 〔1〕 (1/3)

図面 185 遺物実測図 6区 周溝状遺構出土遺物 〔2〕 (1/3)
図面 186 遺物実測図 6区 竪穴建物址 S1701～ S1703'S1706・ S1707出土遺物 (1/3)



図面 187

図面 188

図面 189

図面 190

図面 191

図面 192

図面 193

図面 194

図面 195

図面 196

図面 197

図面 198

図面 199

優]属
=200
図面 201

図版 001

図版 002

図版 003

図版 004

遺物実潰1図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実浪1図

遺物実測図

遺物実測図

遺構写真

遺構写真

遺構写真

遺構写真

6区 竪穴建物址 S1707周溝 (SX406・ SX407)出土遺物 (1/3)

6区 竪穴建物l■ S1707周溝 (SD231)出土遺物 (1/3)

6区 竪穴建物址 S1707周溝 (SD231'SD232)、 掘立柱建物址 SB611出 土遺物 (1/3)

6区 土坑 SK308。 SK309'SK311出 土遺物 (1/3)

6区 Ltt SK304・ SK307'SK311'SK322・ SK330。 SK345、

溝 SD201・ SD204、 畝状遺構 SU出土遺物 (1/3)

6区 畝状遺構 SU、 遺構外出土土器、その他出土遺物 (1/3、 1/2、 1/1)

7区 。7b区 出土遺物 (1/3、 1/2、 1/1)

7区 出土石器、 8区 方形周溝墓 SZ301・ SZ302出 土遺物 (1/3)

8区 方形周溝墓 SZ302・ SZ303・ SZ311、 遺構外出土遺物 (1/3)

9区 溝 SD001出土遺物 (1/3)

9区 溝 SD001・ SD003出土遺物 (1/3)

9区 。10区 ,10b区・11区 出土人面墨書土器、 9区 出土石器 (1/3)

10区 出土遺物 (1/3)

10区・11区 出土遺物 (1/3)

10区 。11区・12区 出土遺物 (1/3、 1/6、 1/1、 1/2)

図 版 日 次

1.調査地区全景 (南東)

2,調査地区全景 (真上 )

1.溝 SD001土層断面 1(北 )

2.溝 SD001土層断面 2(北 )

1.調査地区全景 (南 )

2.調査地区全景 (真上 )

1.土坑 SK001・ SK002完掘 (北西 )

2.土坑 SK003完掘 (北 )

3.土坑 SK004完掘 (北 )

1.土坑 SK005完掘 (北 )

2.土坑 SK006完掘 (北 )

3.土坑 SK007完掘 (北 )

1 土坑 SK008完掘 (北 )
2.土坑 SK011完掘 (北 )

3.土坑 SK012完掘 (北 )

1.溝 SD003検出状況 (南東 )

2.溝 SD003遺物出土状況 (北北西)

1.土坑 SK008検出時遺物出土状況

2.検出時遺物出土状況 1(南 )

3,検出時遺物出土状況 2(北東 )

1.調査地区全景 (南 )

1区

1区

2区

2区

優]周死005 遺構写真 2区

優]洵死006 遺構写真 2区

図版 007

優]用叉008

遺構写真

遺構写真

2区

2区

図版 009 遺構写真 2b区



図版 014

図版 015

図版 016

遺構写真

遺構写真

遺構写真

図版 010 遺構写真 2b区

図版 011 遺構写真 2b区

図版 012 遺構写真 2b区

図版 013 遺構写真 2b区

調査地区全景 (真上)

調査地区北側全景 (南 )

土坑 SK001完掘 (西 )

土坑 SK002完掘 (南 )

土坑 SK003完掘 (南 )

溝 SD003護岸施設 (西 )

溝 SD003、 土坑 SK002完掘 (南 )

溝 SD004完掘 (南東 )

溝 SD001ト レンチ 2遺物出土状況 (北 )

溝 SD001ト レンチ 3遺物出土状況 (直上 )

調査地区全景 (真上 )

溝 SD001完掘 (北東 )

調査地区全景 (南 )

調査地区全景 (真上 )

掘立柱建物址 SB001完掘 (北東 )

掘立柱建物址 SB003完掘 (東北東 )

掘立柱建物址 SB004完掘 (西 )

掘立柱建物址 SB004 Pl-2木柱 (北 )

掘立柱建物址 SB004 P2-1木柱 (西 )

掘立柱建物址 SB004 P3-1木柱 (西 )

竪穴建物址 S1001完掘 (北 )

竪穴建物llL S1001内 土坑 SK001完掘 (商東)

竪穴建物址 S1002完掘 (北 )

竪穴建物址 S1005完掘 (北 )

竪穴建物址 S1005P-2礎板出土状況 (北東 )

竪穴建物址 S1005P4礎板出土状況 (北西 )

竪穴建物址 S1006全景 (真上 )

竪穴建物址 S1006P-2礎板出土状況 (北 )

竪穴建物址 S1006P‐3礎板出土状況 (北東 )

竪穴建物址 S1001・ S1002・ S1005'S1006完 掘全景 (真上 )

竪穴建物址 S1007全景 (真上 )

竪穴建物址 S1007え化物出土状況 (南東)

竪穴建物址 S1007完掘 (南西)

竪穴建物址 S1007南側溝遺物出土状況 (南東)

竪穴建物址 S1007東側溝遺物出土状況 (西 )

竪穴建物址 S1004完掘 (北西 )

竪穴建物址 S1003完掘 (北 )

竪穴建物址 S1003遺物出土状況 1(南 )

竪穴建物l■ S1003遺物出土状況 2(北東 )

土坑 SK001完掘 (東 )

土坑 SK003遺物出土状況 (南 )

3区

4区

4区

図版 017 遺構写真 4区

図版 018 遺構写真 4区

図版 019 遺構写真 4区

図版 020 遺構写真 4区

図版 021

図版 022

図版 023

遺構写真

遺構写真

遺構写真

4区

4区

4区

優]ん叉024 遺構写真 4区

図版 025 遺構写真 4区



図版 026 遺構写真 4区

屁]用叉027 遺構写真 4区

図版 028 遺構写真 4区

鬱ζ洵死029 遺構写真 4区

じ]洵児030 遺構写真 4区

4区図版 031 遺構写真

図版 032 遺構写真 4区

優]用見033 遺構写真 4区

図版 034 遺構写真 4区

優]河死035 遺構写真 4区

図版 036 遺構写真 4区

優]用見037 遺構写真 4区

区]局叉038 遺構写真 4区

土坑 SK003完掘 (北東)

土坑 SK002完掘 (東南東)

土坑 SK004遺物出土状況 (東 )

土坑 SK004完掘 (南西 )

土坑 SK005完掘 (南東 )

土坑 SK006完掘 (東 )

土坑 SK008完掘 (北西 )

土坑 SK009完掘 (南東 )

土坑 SK010完掘 (西南西)

土坑 SK011完掘 (南東)

土坑 SK012完掘 (南西 )

土坑 SK014遺物出土状況 (南西 )

土坑 SK014完掘 (東 )

土坑 SK013完掘 (北西 )

土坑 SK017完掘 (北東)

土坑 SK019完掘 (北東)

土坑 SK021完掘 (南 )

土坑 SK023遺物出土状況 (北 )

土坑 SK023完掘 (北西 )

土坑 SK022完掘 (北西 )

土坑 SK024完掘 (西 )

土坑 SK025完掘 (南東 )

土坑 SK026完掘 (東 )

土坑 SK027完掘 (北北東 )

土坑 SK028完掘 (南東 )

土坑 SK029完掘 (南東 )

土坑 SK030完掘 (西 )

土坑 SK031完掘 (北西)

土坑 SK032完掘 (南東)

土坑 SK033完掘 (北西 )

土坑 SK034完掘 (南 )

土坑 SK035'SK036完掘 (北東 )

土坑 SK036遺物出土状況 (北 )

土坑 SK039完掘 (南 )

土坑 SK040完掘 (南 )

土坑 SK041完掘 (南西 )

土坑 SK042完掘 (東 )

土坑 SK043・ SK044完掘 (南西 )

土坑 SK044完掘 (北 )

土坑 SK045完掘 (西 )

土坑 SK047・ SK048遺物出土状況 (南東 )図す板039 遺構写真 4区



図版 040 遺構写真 4区

図版 041 遺構写真 4区

優]洵見042 遺構写真 4区

図版 043 遺構写真 4区

優]乃叉044 遺構写真 4区
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第 1章

第 1章 周辺地域の概要等
第 1節 周辺の環境
石名瀬A遺跡は、庄川水系により形成された扇状地と、東西を北流する千保川と祖父川により浸食・形

成された標高約 10～ 20mを呈する「佐野台地」に所在する。

同台地上には、石名瀬A遺跡を含む複数の遺跡が密集し、その分布状況は「石塚遺跡群」と呼ぶべき一

つの遺跡群を形成している。遺跡群における最古の歴史的様相は現状では縄文時代後期と目されるが、次

代は弥生時代中期後半まで断絶するため、この最古の様オロは単発的な存続を呈した可能性が高い。ちなみ

に、後続する弥生時代中期後半の様相とは土層的にも 1層の中間層が存在する。

石塚遺跡群の歴史的様相が継続性を呈するようになるのは、畿内第 3様式並行期の弥生時代中期後半以

降であり、以後は各時代の様相が展開され今日に至 り、空間的にも時間的にも周辺は独自の遺跡群を形成・

維持 していく。

なお、上述 した弥生時代中期後半の様相をめぐっては、弥生時代前期が希薄な北陸地方にあって比較的

早い段階での弥生文化の受容を意味する。また、古墳時代には小規模ながらも前方後方墳を含む古墳群が

造営され (石塚遺跡)、 古代においては官衛的機能が存在 したほか、「布忍 (師)郷」刻書なども検出され

ている (東木津遺跡・下佐野遺跡 )。 ちなみに同郷は『和名類衆抄』の布師郷のことをさすとみてよい。

第 2節 石名瀬A遺跡の概要
石名瀬A遺跡は上述の佐野台地上に所在する。北西側には弥生中期の集落遺跡として名高い石塚遺跡が

近接 し、東側は弥生時代後期の集落遺跡として注目されてきた下佐野遺跡が隣接する。ちなみに、下佐野

遺跡については 9世紀後半代以降の官衛的様相も存在 したことが近年明らかとなっているが、北接する東

木津遺跡ではこの前代の官衛的様オロが展開されていたことが判明している。

こうした環境下にある石名瀬A遺跡は、昭和 40年代に初めてその存在が確認され、当初は「寺野遺跡」

と称した。同 57年 には周辺の国場整備にともない試掘調査が実施され、弥生時代中後期の土器が出土し

たことにより、当該期の集落の存在が想定された。石塚・下佐野両遺跡の中間地点に位置する石名瀬A遺

跡におけるこの成果は、弥生時代中後期の様相が所在する範囲の拡大を意味した。

平成 6年には、今回報告する4区南端と近接する地において個人住宅の建設にともなう約 700ゴの本発

掘調査が実施された。その際、1可川跡 1条のほか、溝状遺構や土坑など多数の遺構を検出したが、この河

川跡は今回報告する4区 SD001と 位置的に連結する可能性がある。

この河川跡からは、弥生時代中期後半から古墳時代前期までの上器類を中心とする多量の遺物が出土し

たほか、最上層からは古墳時代後期の須恵器や古代の土師器などもごく少量出土した。しかしながら、面

積に比してのその出土量は過去の周辺遺跡の調査例でも類をみず、近隣には当該期における集落等が所在

するものと予想された。

その後、小規模な試掘調査等をのぞき石名瀬A遺跡はほとんど調査機会がなかったが、平成 17年度に

は今回の高岡環状線建設工事にともなう大規模試掘調査が実施された。その結果、多数の遺構や遺物を検

出した。また、包蔵地の範囲外とされた地にも広がることが判明し、包蔵地の範囲を現在の 196,138∬に

大きく拡大することとなった。
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第 1図 庄川扇状地図と石名瀬A遺跡
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1石名瀬A遺跡
2下佐野遺跡
3西佐野千代遺跡
4泉 ヶ丘遺跡
5諏訪遺跡
6東木津遺跡
7石塚遺跡
8石名瀬 B遺跡
9中木津遺跡

10西木津遺跡
11北木津遺跡
12上北島遺跡
13下北島住吉遺跡
14石塚江之戸遺跡
15石塚五俵田遺跡
16石塚蜻保遺跡
17石塚六方遺跡
18辻遺跡

第 1章

19樋詰遺跡
20中保○遺跡
21中保A遺跡
22中保 B遺跡
23蔵野町東遺跡
24荒見崎北遺跡
25西藤平蔵遺跡
26蔵野町遺跡
27荒見崎村内遺跡

28赤丸古村遺跡
29近世北陸道遺跡
30立野地頭田遺跡
31駒方遺跡
32高田新茅道遺跡
33高田新西後遺跡
34小竹A遺跡
35小竹 B遺跡
36小竹 C遺跡

37駒方南遺跡
38下老子笹川遺跡
39上開発遺跡
40今市遺跡
41本保遺跡
42三ケ遺跡
43土倉兵衛館跡
44二歩遺跡

第 2図 周辺の遺跡

- 3 -



第 2章

第 2章 調査にいたる経緯・経過
平成 15年度、富山県高岡土木センターより県道高岡環状線の建設にかかる埋蔵文化財包蔵地の照会が

高岡市教育委員会に打診され、協議の結果、まずは試掘調査を実施し地下における埋蔵文化財の有無や内

容を確認し、そのうえで必要に応じて建設工事に合わせ随時本発掘調査を実施していくことで合意を得た。

ちなみに、この工事計画は石名頼 A遺跡のほか複数の埋蔵文化財包蔵地を通過し、且つ東方から西方
へと工事を進める工程であつたため、当初は東端に位置する下佐野遺跡から試掘調査等が着手されること

となった。

一連の動向の中、石名瀬A遺跡の発掘調査は、平成 15年度に実施した小規模な試掘調査が端緒となった。

調査の本格化は翌 16年度からであり同年には大規模な試掘調査が実施され、17年度からはこの結果をう

けた本発掘調査が随時実施されていき、20年度に冒頭の開発計画に係るすべての屋外発掘調査が終了した。

なお、室内整理調査については屋外発掘調査と並行して行い、22年度までに基礎的なものを概ね終了

した。そして翌 23年度に報告書の編集・作成作業を経て全業務を終了し、今日に至る。

屋外発掘調査は開発側の工事工程に合わせて計 14地区を4ヵ 年度にわたり実施した。ただし、総対象

面積が 39,102だ と広大であるため、監督業務他を除き、業務の多くを民間発掘調査会社へ業務委託するか

たちをとった。各年度の調査地区と面積については以下のとおりである。

平成 17年度

平成 18年度

平成 19年度

平成 20年度

1区 (3,900だ )

7区 (3,625∬ )

5区 (1,760∬ )

2b区 (450だ )

2区 (2,025∬ )

8区 (4,225∬ )

9区 (2,405ゴ )

6区 (2,200ポ )

3区 (1,012だ )4区 (3,250∬ )

10区 (4,875だ )

7b区 (600∬ ) n区 (4,550∬ )12区 (4,225だ )

第 3図 石名瀬A遺跡 (高岡環状線地区)各 調査区位置図
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第 3章

第 3章 調査の成果
第 1節  1区の遺構と遺物 (図面002～ 000

検出遺構 :溝 3条 (SD001～ 003)

1区は調査地区北西側で北陸本線に面 している。調査地区の北側は、全体に遺構検出面が大きく削平さ

れている。中央には 2b区 に続 く幅 22m、 深さ2m以上の流路 (SD001)が 南西からやや弧を描きながら

北東方向へ と走 り、その東側には 2区から続 く流路 (SD0021が南北方向に廷びる。隣接する 2b区の調査

結果より、中央河川址は弥生から中世にかけて永続 した流路であることが分かった。1可川範囲は 3時期 (弥

生・古墳・古代そして中世 )にかけて変遷する (図面 015)。

出土遺物は SD001か ら、土器の破片 (弥生土器他 )が少量のみ出土 している。

第 2節  2区・ 2b区・ 3区の遺構と遺物 (図面007～ 017・ 093～ 09め

検出遺構 : 2区 土坑 12基 (SK001～ SK012)、 溝 3条 (SD001～ SD00o
2b区 土坑 3基 (SK001～ SK003)、 溝 7条 (SD001～ SD007)、 ピット4基 (P)
3区 溝 2条 (SD001,SD002)

2区は中央に北東方に続 く河川l■ (SD001)があ り、北側は小さな谷が走る窪地である。この窪地は中世

までには堆積がなされたようである。調査区南東側には一部遺構面が残 り、弥生時代の土坑 12基、古墳

時代初頭の溝が検出されている。土坑内より上師器や石器が出土 している。SD001は 1区 SD002か ら続き、

4区 SD024へ続 く。SD002は 1区 SD002よ り続 く。SD003か らは土師器、土製品、石器が出上 している。

2b区 は調査区大半を自然流路 (SD001)が 占めるものの、北西側では弥生時代の遺構が残る面を確認で

きた。土坑 3基は弥生時代の遺構 と見られる。

3区は旧河川址で礫層が大部分をしめてお り、この礫層を刻む形で溝址が確認されている。SD001は 2

区 SD003か ら続 く溝l■Lである。

2区・2b区 。3区はともに遺構の分布が希薄であるが、比較的遺構面を残す 2b区で検出された主要
遺構について記述することとする。

2b区土坑

SK002(図 面 014)

調査区北西端に位置し、長軸 1.4m、 短軸 lm、 深さ0.5mを測る。土坑内には被熱面が 2面確認されており、

第 1次使用面は長軸 1l m、 短軸 0,7m、 厚 さ 0.08mを 測る。被熱面は橙褐色で、その直下は粘質と砂質

の土が確認された。2次使用面は、1次使用面のす ぐ下で検出され長軸 0.5m、 短軸 03m、 厚さ005mを

測る。被熱面の下は 1次使用面と同様、粘質と砂質の上が確認された。1次使用面の上からは弥生時代の

遺物がややまとまって出土している。
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SK003(図面 014)

調査区西側中央に位置し、その大部分は削平を受けている。覆上には焼土層が確認できるものの、被熟

面が無いことより、SK002の 焼土を廃棄した場所 と考えられる。

2b区溝 (図面 012～ 014)

SD001は 1区 SD001に続 く流路である。長さ22m以上、幅約 30mを測る。深さは湧水のため確認で

きなかった。出土遺物より弥生から中世にかけて流れていたとみられる。

SD002～ SD007は弥生時代の溝である。SD002・ SD003は 底面に板を差 し込んだとみられる浅い溝が

確認され、堀的な要素を持つと推測される。

SD005は調査区北側で南西から北東へ緩やかに弧を描 く溝で、長さ43m、 幅 05m、 深さ05mを 測る。

SK002を 中心 としたときに円を描 くように掘 られている。SK002を 炉と考えた場合、平地式住居 となる

可能性がある。石名瀬 A遺跡の居住域は 4・ 5。 6区周辺と考えられているが、SK002-SD005を 平地式

住居とした場合、1区・2区 ・2b区で確認されている流路を挟んだ北側 (2b区周辺)に も居住域が存在

することとなり、集落の範囲が拡大する可能性がある。

2b区ピット

検出された 4基は調査区北側で散発的に広がつて確認された。いずれも断面観察において柱痕は確認で

きなかった。

2b区出土遺物

弥生土器・土師器 (図面 093・ 094、 第 2表 )

弥生土器は主に中期後半に属すると考えられるものが出土 している。SK002と SD001か ら一定量出土

している。SK002出土弥生土器は奏・重がやや多量に出上 している。奏は口縁端部に刻みを施すもの (098

-2・ 3'9)、 口縁内面に羽状刺突文を施すもの (098-8)、 斜行短線文を施すもの 1093-41がある。

弥生時代終末か ら古墳時代前期の上器は SD001と SD002か ら少量出上 している。SD001出 土有段甕

(094-13・ 14)は口縁部が長 く外反するものである。 くの字甕 (094-15)は 、先端部が尖るものである。

SD002出上高杯 (094-18)は 裾部で強く屈曲外反する畿内系の高杯である。

その他の遺物

SD001か らは須恵器や珠洲が出土している。須恵器は杯 B身がほぼ完形で出土し、その他は奏片である。

8世紀後葉から9世紀前葉と推定される。珠洲は鉢等が出上 している。14世紀頃と推定される。

SD009と SK002か らは弥生土器の他、玉の石材片が出土 している。

3区出土遺物

弥生土器 。その他 (図面 094・ 095、 第 2表 )

遺構外より弥生土器と土錘、円盤状土製品が出上 している。いずれも調査区北側で検出されている。

弥生土器は奏である (094-24)。 口縁端部に刻み目が施され、器面調整は内外面ともにハケメ調整である。

時期は中期後半に属すると考えられる。円盤状土製品 (095-26)に は直線文と焦状文が施されてお り、奏

からの転用品と推測される。
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第 3節  4区 の遺構 と遺物 (図面018～ 037・ 095～ 17の

検出遺構 :竪穴建物址 7棟 (S1001～ S10071、 掘立柱建物llL 4棟 (SB001～ SB004)、

土坑 104基 (SK001～ SK104)、 溝 24条 (SD001～ SD024)、 畝状遺構 326条 (SU)、 ピツト203基 (P)

第 1遺構面から第 4遺構面まで存在 し、弥生時代から中近世に至る各時代の遺構・遺物が多 く検出され

ている。第 3遺構面では建物址が検出されてお り、本調査区が居住域であることが判明した。1・ 2・ 2b

区では,可川l■が確認されており、水利を容易に得られる場所に集落を営んでいることが分かる。

以下、主要遺構について記述する。

第 1遺構面 (中近世 )

SD001(図面 018～ 020)

調査区の西側を南北に走る。幅約 4m、 長さ75mにわたり検出され、さらに調査区外へと延びている。

深さは約 05mで南側は浅 くなる。近世の陶磁器やキセルが出土 しており、江戸時代後半期には埋まった

ものと考えられる。

第 2遺構面 (奈良平安 )

畝状遺構 (SUl群 )(図面 018)

調査区北側から東側にかけて検出された。生産域の遍遷を考慮していくうえで、便宜的に4区の畝状遺

構をSUl群とする。SUl群は大別新旧2時期に分けられ、新しい時期の遺構 (256条 )はおおむね南北に走る。

北寄りでは、北北西～南南東方向に走り、南寄りでは真南北近く走る。古い時期の遺構 (70条 )イよおおむ

ね東西に走る。出土遺物は土器の細片が少量のみである。

覆土は地山とされる砂層やその上位に堆積する黒褐色土を母胎とし、黒褐色土が塊状または礫状に堆積

する。覆上の花粉分析を行った結果ではイネ属の花粉は極微量しか確認されず、母胎となる黒褐色土から

検出された量と差が認められなかった。このため畝状遺構が稲作に関連していると結論づけることは、現

段階では難しい。ただし当時の耕作が溝を排水施設とし、溝から掘り上げた上を作土として利用していた

とすると、調査結果より当時の耕作土は削平され残されていないことになる。用途については庄川扇状地

の類例と併せて検討していく必要がある。

第 3遺構面 (古墳時代 )。 第 4遺構面 (弥生時代)(図面 019・ 020)

第 3遺構面より竪穴建物址、掘立柱建物址、土坑、溝等が確認されている。時期は出土遺物より弥生時

代終末から飛鳥時代までと推定される。この中で遺構・遺物とも中心は弥生時代終末から古墳時代初頭の

ものである。

当地から北へ 700m離れた地点に古墳時代初頭の石塚古墳群が所在する。前方後方墳、方墳から成るこ

の古墳群を形成した人びとの集落が本調査区に該当する可能性があるといえる。なお石名瀬A遺跡から東

南東 700m離れた下佐野遺跡でも同時期の竪穴建物llLが確認されている。

第 4遺構面からは土坑が確認されている。石塚遺跡の南端部と4区との間は250mを測るに過ぎず、弥

生中期遺跡について石塚遺跡と併せて考える必要があると思われる。
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掘立柱建物址

SB001(図面 021)

調査区中央北寄 りに位置する。南北棟の総柱建物である。桁行 3間 14.6m)× 梁行 2間 (43m)を測る。

柱穴は円形ないし楕円形を呈 し、径約 0.34m、 深さ 008～ 022mを 測る。木柱が出土 している。建物の

方位はN-2℃ ―Wである。
SB002(図面 022)

調査区北部に位置する。建物の中央部を撹乱に、西側は SD001に 切 られているが、東西棟の側柱建物

であると推測される。東西に 2間 (32m)確認されている。西側はさらに延びる可能性がある。南北は中

央柱が撹乱のため不明だが、3.2mを 測る。柱穴は円形ないし楕円形を呈 し、径約 042m、 深さ0.08～ 0,17

mを測る。方位は W-18℃ 一Nである。
SB003(図面 022)

調査区北都西寄 りに位置する。東狽1は SD001に 切 られている。東西棟の側柱建物であると推測 される。

東西 2間 (36m以上 )× 南北 2間 (38m)を 測る。柱穴は円形ないし楕円形を呈 し、径約 039m、 深さ 008

～ 019mを沢1る。建物の方位は W-16℃ ―Sである。
SB004(図面 023)

調査区中央南寄 りに位置する。東西棟の側柱建物である。桁行 2間 e7m)× 梁行 2間 G4m)を 測る。
柱穴は円形を呈 し、径約 033m、 深さ041～ 0,70mを 測る。木柱が出土 している。建物の方位は W一

16℃ ―Sである。

竪穴建物址

S1001(図面 024)

調査区南端部に位置し、北側にある S1006の 南角を小さく壊 して構築されている。住居の南端部は調査

区外 となる。平面形は隅九方形を呈する。規模は北西 ―南東 6.6m、 南西―北東 655m、 床面積 4147ゴ

を測る。床面施設は柱穴 5基、土坑 1基、周壁溝が検出されている。柱穴は規則的に四方に配され、径 0.4

～ 065m、 深さ0.16～ 044mを 測る。周壁溝は幅 014～ 0,48m、 深さ0.16～ 02mを 測る。床面の調査より、

S1002の拡張建て替え住居であることが確認された。

S1002(図面 025)

調査区南端部に位置する。床面のみ確認できる。平面形は隅丸方形を呈する。規模は北西一南東 6.26m、

南西一北東 5.8m、 床面積 35 1l� を測る。床面施設は柱穴 4基、炉 1基、溝 1条、周壁溝が検出されている。

柱穴は不規則に配され、径約 032m、 深さ012～ 0.44mを測る。炉は建物のほぼ中心に位置 し、楕円形

を呈する。長軸 096、 短軸 048m、 深さ014mを測る。周壁溝は幅 0.1～ 02m、 深さ012～ 0.16mを 測る。

S1003(図面 026)

調査区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈する。規模は北西一南東 475m、 南西一北東 4,36m、

床面積 20.03ど を測る。床面施設は柱穴 6基、炉 1基、周壁溝が検出されている。柱穴 P01～ P04は 規則

的に四方に配され、径 02～ 0.36m、 深さ0.1～ 0.32mを測る。炉は建物のほぼ中心に位置 し、円形を呈

する。径 0.44m、 深さ0.12mを 測る。周壁溝の幅は0.12～ 0.26m、 深さ0.lmを 測る。南壁際東寄 りからは、

重がほぼ完全な形で出土している。

S1004(図面 028)

調査区中央北寄 りに位置する。床面のみ確認できる。平面形は隅丸方形と推測され、南西―北東 447m、

北西―南西 4.51m、 面積は 20.16∬を測る。床面施設は炉 1基、土坑 1基を検出している。柱穴、周溝壁

は確認されなかった。炉は建物の南寄 りに位置し、長軸 102m、 短軸 0,72、 深さ0,08mを 測る。
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S1005(図面 027・ 028)

調査区南部に位置する。南側は撹乱に切 られている。平面形は隅九方形で、規模は北西 ―南東 9,94m、

北東 一南西は推定約 102m、 床面積約 100.16ど を浪1る 大型の住居である。床面施設は柱穴 10基、周壁溝

が検出されている。柱穴 Pl・ 2・ 4・ 7は 四方に配され、径 056～ 096m、 深 さ 0,4～ 044mを 測 る。周

壁溝の幅は 0,12～ 036m、 深さ 008mを測る。 P2、 P4か らは礎板が出土 している。また未成の石製品が

出土 していることより、工房跡の可能性がある。

S1006(図 面 029)

調査区南部、S1001と S10o5に 挟まれるように位置 している。床面のみ確認できる。平面形は隅丸方形

を呈する。規模は北西一南東 564m、 南西 一北東 588m、 床面積 3213だ を測る。床面施設は柱穴 4基、

周壁溝を検出している。柱穴は不規則に配され、径 04～ 0.84m、 深さ028～ 032mを測る。P2、 P3か

らは礎板が出土 している。周壁溝の幅は 0.16～ 0.3m、 深さ008mを測る。外部施設として、北側には幅 0.5

～ 0,7mの溝 (SD0141を伴う。この溝が S1005の床面を切つていることから、S1005の破棄直後に構築され

たと考えられる。

S1007(図面 030・ 031)

調査区中央東側に位置する。平面形は円形を呈する。検出規模は長径 485m、 短径 438m、 深 さ 028

mを測る。床面規模は南北約 426m、 東西 4.lm、 面積 1372∬を測る。床面施設は柱穴 8基、炉 1基、

周壁溝を検出している。柱穴は不規則に配され、径約 0.24～ 0.4m、 深さ約 0.2～ 0.32mを 測る。炉は建

物のほぼ中心に位置 し、径約 06m、 深さ0.24mを測る。周壁溝の幅は約 02～ 035m、 深さ約 0.lmを

測る。住居内には広範囲に炭化物が確認された。さらに民化材 も出土していることより、焼失住居である

と考えられる。出土 した炭化材による放射性炭素年代測定では、紀元前 4世紀後半～紀元前 3世紀前半で

あるという結果を得ている。また外部施設として、南側と東側に周溝を伴う。周溝の幅は約 0.48～ 22m、

深さ約 024～ 036mを測る。

土坑 (図面 032・ 033)

SK001、 003、 004、 013の覆土には多量の上器が混入 してお り、遺物廃棄土坑であると考えられる。

調査区北側に位置する SK080 1よ 、長軸 394m、 短軸 3.88m、 深さ057mを測る円形を呈する土坑である。

土坑内より土器や土製品のほか、多量の玉作関連遺物が出土 している。管玉の未成品や石針未成品・成品

が多 く見られるため、玉製作遺構 と考えられる。

溝

SD004(図面 034～ 036)

調査区の東端部を南北に走る。最大幅 1l m、 深さ 0.8mで、442mに わたり検出され、さらに調査区

外へ続 く①埋土は大 きく3層 に分けられる。上層 (1層 )は黒褐色土層で古墳時代の土器が出土 している。

中層 12層 )は褐色の植物遺体層で木製品が多数出土 している。下層 13層 )は灰色の砂礫層で、弥生時代終

末から古墳時代初頭の土器が多量に出土 している。中層と下層から出土 した炭化物の波射性炭素年代測定

からは、中層は 4世紀末～ 6世紀頃、下層は 3世紀前半から4世紀前半という結果が得られている。1・ 2

層を対象 とした珪藻分析結果からは、次第に流れの影響が少なくなり、沼沢湿地的な環境へと変化 したこ

とが指摘 されている。これら自然科学分析の結果を参考にすると、SD004は 、3～ 4世紀頃は流路 として

機能し、4世紀以降に流路から沼沢湿地へと変化 していつたことが推測される。

SD009(図 面 037)

調査区の中央から始まり北東方向へ走る。東端はSD004に切られている。長さ 15.Om、幅 1.Om、 深さ044
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mを測る。西端では掘方に整地 し、底面を整形 していることが確認された。覆土からはほぼ完形の壺 (弥

生時代終末)が口縁部を下に転げ落ちたような状態で出土している。

4区出土遺物

4区出土遺物は弥生土器、土師器、土製品、工作関連遺物、石器、木製品など多岐にわたる。中でも弥

生時代中期後半～古墳時代初頭にかけての上器が多量に確認されている。弥生土器・土師器については建

物址出土土器、土坑出土土器、溝出土土器に分け、玉作関連遺物、石器、木製品については種別に記載す

ることとする。

また細かな時期区分として、弥生土器は八 日市地方編年 (文 36)に 従い、土師器は下老子笹川編年 (文

9)に従い表記することとする。

以下、 I 弥生土器・土師器、Ⅱ 玉作関連遺物、Ⅲ 石器、Ⅳ.木製品として概要を述べる。個々の

遺物の詳細については遺物観察表を参照されたい。

I.弥生土器・土師器 (図面 096～ 172、 第 2表 )

建物址出土土器 (図面 096～ 103)

S1001～ 006出土土器は、弥生時代終末から古墳時代初頭の様相を呈する。周溝や埋土からは弥生時代

中期から後期の上器が混入 している。弥生土器については主に八日市地方編年の 9～ 10期 に帰属するも

のである。

切 り合い関係が見られる竪穴建物は、調査区南端に位置する S1001・ 002、 005、 006で ある。その中で

古い様相を呈するものは S1005で 、概ね下老子Ⅲ-2～Ⅲ-3の様オロを呈する。甕、壼、高杯、器台、鉢、

蓋が見られる。甕は有段口縁と、くの字口縁のものが多 く出土 している。有段口縁については擬凹線を施

すものは少ない。壷は長頸壼 (099-121)や 体部に突帯がつ く台付壼 (099-124)、 体部が下膨れになる東

海系 (099-1221が 見られる。高杯は大型のものが多 く、有段で伸展するものが目立つ。

S1006は 下老子Ⅲ-3～下佐野式の様相を呈する。奏、高杯、鉢、蓋が見 られる。有段甕 (100-157)
は内面の段がほどんど消滅 している。高杯 (100-15動 は内外面ともミガキ調整、赤彩が施されている。

蓋はつまみが付 くものと、印籠蓋状で擬凹線がめぐらされるものが見られる。周溝から出土 した高杯 (100

-163)は 2孔 1対の穿孔が見られ、脚部はハの字に開脚する形状である。

S1001'002は 下老子Ⅲ-3～下佐野式の様相を呈する。甕、重、高杯、器台、鉢が見 られる。器面に

は密なミガキ調整がなされ、一部には赤彩が施される。S1006と S1001・ 002に はほとんど時期差が見られ

ない。

調査区北狽Jに位置する S10031よ、主として下老子Ⅲ-2～ Ⅲ-3式の様相を呈する。壁際から出土 した

重 (097-76)は ほぼ完形である。有段口縁であるが、内面の段はほぼ消滅している。胴部最大径はやや上

半に位置し、密なミガキ調整が施される①有段甕には擬凹線をめぐらすもの (096-68)と 、無文のもの (096

-66・ 69'71)が見られる。擬凹線をめぐらすものには口縁部内面に指頭圧痕が見 られる。

調査区中央北寄 りに位置する S1004は 、下老子Ⅲ-2～下佐野式に比定される土器が出土 している。貼

床からくの字口縁奏 (097-83)や 高杯 (097-86)が出土している。SK001か らは、弥生時代中期後半

の八 日市地方 10期に比定される甕が出土 している (097-77・ 78・ 80)。

調査区中央東側に位置する S1007は建物址の中では最も古 く、弥生時代中期後半の土器が出土している。

甕、壷、鉢が見られる。甕は日縁外面に連続刻み日、内面には羽状刺突文、連続刺突文が施されているも

のが見られる。調整は斜め方向のハケメが主体であるが、体部の上位を縦方向のハケメで仕上げているも

- 10 -



第3章

のもある。広口重は口縁外面に連続刻み日、内面には羽状刺突文、連続刺突文が施されている。長顎重 (102

-182)は 頸部に櫛描の斜格子文を加飾 した突帯が付されている。無頸壼はハケメ調整後、ミガキ調整お

よびナデ調整で器面全体を仕上げている。口縁部外面に羽状刺突文を施すもの (102-185)、 突帯を付す

るもの (102-186)が見られる。鉢は 1孔 1対の小型もの (102-191'192)と 、木器の影響を受けた

把手がつ くもの (102-194)が 見られる。時期は八 日市地方の 9期に帰属する。

上坑出土土器 (図面 104～ 128)

土坑出土土器はほとんどが弥生時代中期後半、八 日市地方 9～ 10期 に帰属する。土器が多量に出土 し

た SK001は八日市地方の 9期、SK003は 10期、SK004 1よ 8～ 9期、SK013は 10期に帰属する。

甕と重の加飾表現については連続刻み日、羽状刺突文が主体である。古い様相としては指頭押圧による

波状口縁のものが見られるが、9期の範疇であると考えられる。壷についても回縁部の加飾表現について

はほぼ同じであり、長頸壺の頚部には貼付突帝に連続刺突文や格子文が施される。鉢には木の目沈線文が

見られ (110-318、 116-416)、 中期後半の新 しい様相を呈す。底部については、ケズリ調整を残すもの

が多 く、八 日市地方 9～ 10期の調整技法の特色を示 している。SK002か らはジョッキ形土器 となる可能

性がある土器 (104-232)が 出土 している。類例 としては、石塚遺跡きぼう地区 S1002や 上越市吹上遺跡

などで出土 している。SK013に は体部に格子状に籠 目がのこる籠 目土器 (110-31り が出土 している。ま

た SK062や SK066か らは栗林式の模倣土器と考えられる壼 (125-512、 518)が出土 している。

土坑出土土器は石塚遺跡の宮崎地区や、きぼう地区に近い様相を示している。他の時期の遺構はSK029

が弥生時代後期、SK057、 SK058が弥生時代終末期の下老子Ⅲ-3に帰属する。SK029か らは有段脚部で、

山陰系の S字スタンプ文が施された器台 (113-367・ 369)が出土している。

薄出土土器 (図面 129～ 154)

SD023は 八 日市地方 9期、SD002、 003、 017、 018、 021、 0231よ 八 日市地方 9～ 10期 に帰属する。

SD009は 下老子Ⅲ-2、 SD011は下老子Ⅲ-3、 SD015は弥生後期の法仏式段階頃に帰属すると考えられる。

SD004では多量の土器が出土している。弥生時代中期後半、弥生時代終末から古墳時代初頭の土器が多

く見られる。

弥生時代中期の上器は、甕、壺、鉢、高杯、ミニチュア土器が出土している。時期的には概ね八日市地

方 9～ 10期に帰属すると考えられる。ただ、甕、壼の口縁に円形浮文、三角刺突文などが見られるもの

もあるので、八日市地方 8期に帰属する土器もあると考えられる。特色的ものとしては、栗林式の模倣土

器 (133-631・ 632・ 633)が出土している。コップ状の土器 (133-625)は小竹管文、本の目沈線文で

装飾されている。

弥生時代後期以降の上器については、概ね弥生時代終末から古墳時代初頭の下老子Ⅲ-2～下佐野式段

階のものが目立つ。甕、壼、鉢、高杯、器台、蓋等が出土している。調整技法は奏を除き、概ねミガキ調

整が主体で、赤彩を施すものが多い。壼、高杯、器台はバリエーシヨンが多く、様々なタイプのものが見

られる。器台の受部に透かしを持つもの (146-856・ 857)イよ、県内での出土例は射水市上野遺跡、HS

-04遺跡、富山市清水堂南遺跡など数遺跡である。

SU・ P。 遺構外出土土器 (図面 155～ 172)

弥生時代中期の土器としては八日市地方 9～ 10期 に帰属するものが多いが、一部 8～ 9期のものも

見られる。古い様相を示すものは、奏や壷の回縁に円形浮文や三角刺突文が施される。器種は甕、壼、

鉢、高杯、ミニチュア土器が見られる。特色的な土器としては、栗林式の模倣土器 (156-1026、 165-

―
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1159)、 栗林系の土器 (166-1163)が 見られる。八日市地方 10期 に帰属する高杯 (166-1171)は、脚

部上位に木の目沈線を3条、その下端部には裾部にかけて円形刺突文を配 し、裾部には連続刺突文を加飾

する。把手付鉢 (166-1176)は 、把手、形状 ともに木器模倣の可能性が高い。外面と底面に記号文が刻

まれている鉢 (166-1177)も 見られる。

弥生時代後期以降については、弥生時代終末から古墳時代前期の土器が多 く見られる。甕、壼、鉢、高

杯、器台、蓋等が出土している。 ミガキ調整が主体で、赤彩を施すものが多い。重、高杯、器台は様々な

形式のものが見られる。

■ .玉作関連遺物 (図面 173～ 175、 第 3表 )

管玉荒割工程品 (図面 173-1311～ 1314)

荒割工程品は自然面を残すものが多い。剥片の石核になっているもの (173-1311)は 、側面に横長の

柱状剥片を 3～ 4枚剥離 したと考えられる。石材は緑色凝灰岩である。それ以外は鉄石英であり、自然面

を残すもの (173-1313)があるが、角柱状に整形している。

管玉形割工程品 (図面 173-1315～ 1330)

1点 (173-13181を 除いて施溝分割の痕跡が確認される。複数の溝を使用 し施溝分割を行つた工程が観

察 される。石材は緑色疑灰岩 (173-1318'1319・ 1325。 1329・ 1330)と 鉄石英 (173-1320～ 1324、

1326～ 1328)を 確認 している。

管玉研磨工程品 (図面 173-1331～ 1337)

ほぼすべてが研磨 されているが、その中で施溝分割の痕跡を残す ものがある (173-1331・ 1332・

1335。 1337)。 石材はすべて鉄石英である。

管玉穿孔工程品 (図面 174-1338～ 1342)

四角柱状のもの (174-1338～ 1340)、 円柱状に近いもの (174-1341・ 1342)が ある。穿孔を行うが

貫通していないものがある (174-1338・ 1342)。 また、上面に穿孔 しようとした痕跡が残るものもある (174

-1341)。 石材は緑色凝灰岩 (174-1338～ 1340。 1342)、 鉄石英 (174-1341)を 確認している。

管玉完成品 (図面 174-1343～ 1347)

ほぼ円柱状に近 く、丁寧に研磨されている。両面から穿孔されているもの (174-1346・ 1347)があり、

孔の大きさには偏 りがある。石材はすべて緑色疑灰岩である。

勾玉 (図面 174-1348)

長さ 13.45mm、 幅 8 86mm、 厚さ 407mm、 重量 091gを測 り、C字形を呈 している。裏面より穿孔されてお

り円錐形になっている。表面にある窪みは欠損 した部分を磨いたためにできた可能性がある。石材はネフ

ライ ト (軟玉)である。

臼玉 (図面 174-1349～ 1364・ 1366～ 1368)

全体的に表面がでこぼことしたものが多い。表面に線状痕が確認できるものがある (174-1349・

1356・ 1359。 1361。 1362・ 1364)。 これらは組を通 した際の痕跡だと考えられる。石材はすべて緑色凝灰

岩である。

ガラス玉 (図面 174-1365。 1369。 1370)

色調は青色を呈 し透明である。ガラスが厚いもの (174-1365)、 薄いもの (174-1369)や 断面が丸

みを帯びたもの (174-1370)が ある。上記の臼玉と共有 して使用されたものと考えられる。

石鋸 (図面 174-1371～ 1374)

いずれも破片である。板状の素材を使用 し、全面に研磨を施 している。玉製作における施溝分割に用い

られたと考えられる。石材はすべて結晶片岩である。
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石針未成品 (図面 174-1375～ 1390、 図面 175-1391～ 1397)

石針未成品は、管玉製作の工程を踏むと考えられる。4区に荒割工程の資料はない。形割工程は角柱状

を呈しており、すべてに施溝分割の痕跡が確認される (174-1375～ 1387)。 研磨工程は欠損しているも

のが多い。多角柱状を呈し、施溝分割の痕跡が認められるものがある (174-1389。 1390、 175-1391)。

石材はすべて安山岩である。

石針完成品 (図面 175-1398～ 1418)

石針の完成品の大きさは欠損部もあるが、5.2mm～ 11.92mmの幅で構成される。多角柱状に整形されてい

る。回転痕を残すもの (175-1398～ 1409。 1411～ 1416)があり、管玉穿孔段階で使用したと考えられ

る。使用したものについては先端が九まっているか欠損しているものが多い。また、長さは短いが、上面

には施溝分割の痕跡が確認される (175-1409)。 石材はすべて安山岩である。

Ⅲ.石器 (図面 175、 176、 第 4表 )

4区からは、磨製石斧、打製石斧、石鏃、石包丁、石剣が出土している。

石鏃 (175-1419～ 1422)の うち、蛇紋岩製 (175-1419)、 チヤート製 (175-1421)の無≧石鏃は、

全面研磨された磨製石鏃であり、先端部は鋭くなっている。チャート製の無茎石鏃 (175-1420)は 、左

右とも均整のとれた形状である。下呂石製の有茎石鏃 (175-1422)は、形状を整える段階で作業が停止

した未成品である。

磨製石斧 (175-1424～ 1427・ 1429、 176-1434・ 1439・ 1442)の うち、チャー ト製の磨製石斧片は、

刃部が残存しており片刃であるもの (175-1424)と 、扁平な形状を呈するもの (175-1429)が ある。

前者は全面研磨されている。小型で玉作に関連する可能性がある。砂岩製の磨製石斧片 (175-1426)は 、

中央部のみ残存している。ホルンフェルス製の磨製石斧 (175-1425)は、刃部は両刃で研磨されている。

一部欠損している。砂岩製の磨製石斧片 (175-1427)は 、上部のみ残存しており全面研磨されている。

小型磨製看斧のうち、粘板岩製のもの (176-1434)は 長さ 5 7cm、 幅■2cm、 厚さ 1 7cmを 測る。刃部は

片刃で、全面は丹念に研磨され滑らかである。透閃石岩製のもの (176-1439)は 長さ 3.3cm、 幅 2 4cm、

厚さ0 7cmを 測る。刃部は片刃であり全面研磨されている。このような小型磨製石斧は、楔や選の役割を

担っていたと考えられる。砂岩製の太型蛤刃石斧 (176-1442)は 長さ 11.4cm、 幅 5 6cm、 厚さ3.9cmを 測る。

刃部は両刃であり、全面が滑らかに研磨されている。上部には敲打痕が確認される。大型蛤刃石斧は木材

伐採に使用された可能性がある。

石包丁 (175-1423・ 1428。 1430、 176-1441・ 1443)は 5点を図化している。ホルンフェルス製のも

のは2点あり、板状の素材を利用しているものである。うち 1点 (175-1423)は紐孔の半分が欠損して

いるが、穿孔の際の回転痕は明瞭に残っている。下端部には研磨痕がみられる。もう 1点 (175-1428)

は下端部に刃部が残存し、研磨痕が認められる。緑色凝灰岩製のもの (175-1430)は 、表面に自然面を

残す大型剥片を素材としている。裏面側から加工を施し刃部としている。裏面には使用痕が認められる。

凝灰岩製のもの (176-1441)は風化と欠損が激しい。しかし、紐孔は残存し穿孔の際の回転痕は明瞭で

ある。表面が自然面である砂岩製のもの (176-1443)は、原石を打ち欠いた際の大型剥片を素材として

いる。表面側から加工を施し刃部としている。また、表面の両側縁には研磨痕が残っている。

石剣 (175-1431、 176-1440)の うち、ホルンフェルス製のもの (175-1431)は 、側縁に敲打痕が

残存することや研磨が完全でないことから未成品である。砂岩製のもの (176-1440)は 、両端は欠損し

ているが、残存部は滑らかに研磨されている。断面は楕円形を呈している。

敲石 (176-1432)は、自然石を素材として下部に敲打痕を残す。打製石斧や石包丁の加工 。調整に使

用されたと考えられる。
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砥石 (176-1433・ 1435。 1436)は 、花商岩製で板状 を呈するもの (176-1433)、 凝灰岩製で角柱状

を呈するもの (176-1435。 1436)が見られる。凝灰岩製のものは全面研磨痕を残す。

打製石斧 (176-1437・ 1438)の うち、花尚岩製のもの (176-1437)は 、長さ 20.2cmを測る。表面に

自然面を残 し、側縁だけではなく下部にも加工を施 し整形 している。凝灰岩製のもの (176-1438)は風

化が激しい。研磨痕が一部見られる。下半部は欠損 している。

Ⅳ .木製品 (図面 177、 第 5表 )

木製小型容器 (図面 177-1444)

四脚を有する浅型の木製容器である。容器の部分は平面形が長楕円形を呈 し、全長 12.Ocm、 幅 10.lcmを

呈する。容器外面の断面のラインは方形を呈するが、対する内面のそれは浅い U字形を呈 し、このため

口唇部付近は鋭角的な三角形を呈する。

脚部は容器部分と同一の素材から削 り出し全長 2cm程度を呈する。先端にむけてやや先を細 くする。4

区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層より出土した。年代は不明である。内外面に漆状のものが付着する。

木製鐙 (図面 177-1445)

壼鐙、または輪鐙とみられる木製品である。足を収納する部分とこれを吊るす部分とで構成される。本

品を吊るす鐙草に相当するものは付属 しない。また一隻のみの出上である。

足を収納する部分は正面左側と爪先部分とを久損 しており、輪鐙 となる可能性を残す。全体的に爪先側

にむけて下方へ傾斜するほか、横長の楕円形を呈する。外形の推定幅 17cm程 度、内幅は 13cm程度である。

高さも 12 5cm程 度、内高も入 り回付近で 7.5cn程度である。爪先の方向にいくにしたがい孔の横幅は小さ

くなる。

鐙を吊るす部分は二段構成となっており、先端付近には径 2cmほ どの孔が穿たれている。ただしこの孔

は両外側にいくにしたがい径が大きくなる。

なお、本品については柄杓 とする意見もあるかと思われるが、その場合は柄にあたる部分が二段構成と

なり手に持つ際に不便とみられることや、孔が存在することから相応 しい形状とはならない可能性がある。

4区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層より出土した。

弓 (図面 177-1446)

両端を欠損する全長 33,7cmを呈する弓とみられる木製品である。他の弓と異なり断面はむしろ板状を呈

するが、これが欠損によるものかは不明である。他の弓と同様に 4区 の溝状遺構 SD004の Ⅲ層より出土

した。年代は不明である。

弓 (図面 177-1447)

全長 72 7cmを 呈する木製の弓である。断面は引の部分を除き円形を呈 し、最大径は 2.5cmを はかる。 FJH

の部分は最大長 ■8cm、 幅 0,7cmを はかり、断面は前方にむけてやや先を細 くする。4区の溝状遺構 SD004

より出上 した。年代は不明である。

弓 (図面 177-1448)

片側を欠損するものの全長 44.8cmを呈する木製の弓である。断面は弱の部分を除き円形を呈 し、最大径

は 2.5cmを はかる。引の部分は最大長 2 1cm、 幅 ■Ocmを はかり、断面は前方にむけてやや先細 りとなる。4

区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層より出土 した。年代は不明である。

棒状木製品 (図面 177-1449)

全長 56.Ocmを 呈する棒状木製品である。両端付近は断面形がやや台形を呈するものの、それ以外の部位

は断面形方形を呈する。全体的に表面が削平されている。年代・用途とも詳細は不明である。4区の溝状

遺構 SD004よ り出上 した。
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棒状木製品 (図面 177-1450)

人工的な加工により先端を尖らせた棒状の木製品である。片側端部は細かな加工により先端を尖らせる

のに対 し、他方はそのような状況が見受けられず久損をしているものとみられる。現状では全長 51.5cm、

最大幅 9 5cmを はかる。断面形は不正形ながら一部に平坦部を有する。4区の溝状遺構 SD004よ り出土 した。

年代・用途とも詳細は不明である。

木針 (図面 177-1451)

全長 31 lcm、 幅 2 2cm、 厚さ 1.5cmを 呈する。片側を欠損するが残存する他方は人工的な加工により先端

を鋭角に仕上げ、また付近に 7.5mm程度の不整形の孔が穿たれている①年代・用途とも詳細は不明である。

4区の溝状遺構 SD004の Ⅲ層より出土した。

箆状木製品 (図面 177-1452)

全長 36.7cmを呈する外形が箆状の木製品である。片側端部は細かな加工により箆状に成形されている。

断面形は浅い半円形を呈する。年代・用途とも詳細は不明である。4区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層より出土

した。

不明木製品 (図面 177-1453)

片側端部を欠損するが、最大長 14,3cm、 最大幅 5 8cmを 呈する。直径 9mmの 穿孔が貫かれる。外面は全

体的に火を受けている。年代・用途とも詳細は不明である。4区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層より出土した。

不明木製品 (図面 177-1454)

柄杓のような外形を呈する全長 25 4cmの 木製品である。最大幅 10 2cm、 最小幅は 3.3cmを呈する年代・

用途とも詳細は不明である。4区の溝状遺構 SD004の Ⅱ層下位より出土 した。

第 4節  5区の遺構と遺物 (図面038～ 042、 178～ 189

検出遺構 :掘立柱建物址 1棟 (SB001)、 土坑 25基 (SK001～ 025)、

溝 4条 (SD001～ 004)、 畝状遺構 121条 (SU)、 井戸 1基 (SE001)、 ピット10o基 (P)

遺構面は2面存在する。第 1遺構面は古代 (奈良平安時代)頃の畝状遺構群、第 2遺構面は弥生～古墳

時代の建物址、土坑、溝等が検出されている。調査区西側の一部は、遺構検出面が礫層となっているが、

この範囲からも多数遺構が検出されている。本調査区で確認された建物址は掘立柱建物llL l棟のみである

が、玉作関連遺構を確認している。

以下、主要遺構について記述する。

第 1遺構面

畝状遺構 (SU2群 )(図面 038)

調査区東側で 121条確認されている。5区の畝状遺構を便宜上 SU2群 とする。これらは南接する6区ヘ

と続 くものである。大別新旧2時期に分けられ、新しい時期 (東西)が 115条 と多く、古い時期 (南北 )

は 6条 と非常に少ない。4区第 2遺構面で検出された畝状遺構とは新旧で方向が逆転しており、耕作地に

おいて作物の作りわけを行っていた可能性がある。また畝の条数については新しい時代のものの方が多く、

4・ 5区両地区ともに生産が拡大されたことを窺わせる。
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古い時期 新しい時期

4区 東西方向 70条 南北方向 256条

5区 南北方向 6条 東西方向 115条

第 1表 4区 日5区畝状遺構 新旧条数表

第 2遺構面 (図面 039)

掘立柱建物址

SB001(図面 040)

調査区南端西寄 りで検出された掘立柱建物である。現状では 12基の柱穴が確認されているが、後世の

撹乱等により掘方や柱穴を一部消失 した可能性がある。よって本来は総柱建物であつた可能性のほか、間

仕切 りを有する側柱建物の可能性 も考えられる。南接する 6区でも外見の類似する掘立柱建物が検出され

ているが詳細は不明である。

柱穴からは出土遺物がなく存続年代を窺う資料は希少であるが、柱列が乱れる箇所がみられるほか、方

位が正方位に近い等の特徴より、中世以降の可能性も考えられる。

土坑 (図面 041)

SK001

調査区東端北側に位置する。長軸 13m、 短軸 0.96m、 深さ 0.3mを 測る円形の土坑である。この土坑

内からは管玉の未成品や石針、破損品、石鋸の破片等が多量に出土 している。玉製作遺構の規模 としては

小さいことより、工房内で不要になった物を廃棄するための遺構であると考えられる。

SK002

SK001の す ぐ西隣に位置する。長軸 上4m、 短軸 ■3m、 深さ 0.3mを 測る不整円形の上坑である。この

土坑内からは SK001と 同様、工作関連遺物が出土しており、玉製作際の廃棄遺構であったと考えられる。

SK004

調査区南側の礫層面で確認された。長軸 18m、 短軸 ■74m、 深さ0.51mを 測る円形の深い土坑である。

形状はす り鉢状で、覆土から土師器が多数出土 している。

SK013

調査区北側西寄 りに位置する。長軸 255m、 短軸 182m、 深さ 0,38mを 測る長円形の土坑である。土

坑内からは廃棄されたと見られる土器がまとまって出上 しており、甕や重が主である。時代は弥生から古

墳時代である。

SK016

調査区南側中央に位置する。長軸 2,78m、 短軸 1,91m、 深さ024mを淑1る長円形の土坑である。土坑

の東側には土器がまとまって廃棄されている。土坑が使用されなくなってから廃棄場所となったようであ

る。土器は甕が主で、時代は弥生時代である。

溝

SD003(図面 042)

調査区東側を南北に走る。長さ96m、 幅 072m、 深さ 0.29mを 測る。緩やかに弧を描 く短い溝で、西

隣に位置する SD004を 切る。溝内からは木製品や土師器が多 く出土 している。木製品 (細い角材等)は

底面付近に北側と南側で確認されたが、製品 (日用品)と 言えるものはほとんどなかった。むしろ転用 し

たものの使用不能で廃棄処分されたような物である。中央付近には土師器がまとまって出土 している。
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ピット (P)

調査区中央に集中して検出された。100基確認されたうち、柱痕を確認できるものが数基ある。

井戸

SE001

調査区東側南寄 りに位置する。礫層を掘 り込み、底部には円形の木枠を配して作られているが、深さは

遺構検出面から 0.5mと 浅いものである。

5区出土遺物

土坑・溝より出土した土器のほか、玉作関連遺物、石器を確認 している。以下 I 弥生土器・土師器、Ⅱ.
玉作関連遺物、Ⅲ.石器に分け概要を述べる。

I.弥生土器・土師器 (図面 178～ 182、 第 2表 )

土坑出土土器は、概ね八日市地方 9～ 10期 に比定される。甕は加飾が少なく、口縁部内面に羽状刺突

文 (178-1456)、 斜行短線文 (179-1479)を 施す ものが一部見られるのみである。壷は頸部に斜格子

文が施されるもの (178-1457)、 体部に籠目がのこるもの (178-1460)が 見られる。

調査区南端近 くに位置する SK018か らは二重口縁壼や高杯脚部が出土 してお り、古墳時代初頭の様相

を呈 している。

溝出土土器は主に SD003か ら多量に出上 している。古墳時代初頭の下佐野式に帰属する。壼 (179-

1483)、 高杯 (179-1480。 1481)、 器台 (179-1482)は丁寧なミガキ調整がなされ、赤彩が施されている。

奏はくの字口縁が多い。台付のもの (180-1492)も 見られる。有段口縁の奏 (180-1484)は 山陰系の

もので、口縁端部がやや肥厚 している。

SU。 遺構外出土土器については、弥生土器は中期後半の八 日市地方 9～ 10期 に帰属する。奏の回縁部

内面に羽状刺突文、斜行短線文が見られる。弥生時代後期以降の土器は下老子Ⅲ-3～下佐野式に帰属す

るものが多い。甕は有段口縁に擬凹線をめぐらすもの、無文もの、くの字回縁のものが見られる。重、高

杯、器台、蓋は丁寧なミガキ調整がなされ、赤彩が施されている。

■.玉作関連遺物 (図面 183、 第 3表 )

管玉荒割工程品 (図面 183-1534～ 1536)

サイコロ状を呈 してお り、全面が剥離面で構成される。形状を整える調整ではなく、石核 として用い

られたものがある (183-1534)。 3点 ともに施溝分割の痕跡は認められない。石材は緑色凝灰岩 (183-

1534)と 、鉄石央 (183-1535・ 1536)である。

管玉形割工程品 (図面 183-1537～ 1542・ 1544)

ほぼすべてが角柱状を呈 してお り、施溝分割の痕跡が認められる。石材は緑色凝灰岩 (183-1538・

1540。 1541・ 1544)と 鉄石英 (183-1537・ 1539・ 1542)である。

管玉研磨工程品 (図面 183-1543・ 1545～ 1555)

管玉完成品に近い法量 となってお り、多角柱状を呈する。 1点 (183-1543)を 除いて全面に研磨が

施されてお り、その中でも研磨が進行 し円柱状になるものがある (183-1549・ 1554・ 1555)。 また、上

面に施溝分割の痕跡が認められるものがある (183-1546・ 1547・ 1550)。 石材は緑色疑灰岩が 1点 (183

-1549)、 それ以外は鉄石央である。
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管玉完成品 (図面 183-1556・ 1557)

上半を欠損するもの (183-1556)と 両側穿孔が明瞭に確認されるもの (183-1557)が ある。石材は

どちらも緑色堤灰岩である。

石針未成品 (図面 183-1574～ 1578)

荒割工程は、裏面に自然面に残す大型剥片を素材 としている (183-1574)。 形割工程は、角柱状を呈

してお り施溝分割の痕跡を残 しているものがある (183-1575・ 1576・ 1578)。 また、裏面に研磨痕を確

認されるもの (183-1576)も ある。石材はすべて安山岩である。

石針完成品 (図面 183-1558～ 1573)

石針の完成品の大きさは欠損部もあるが、4 4mm～ 17 27mmの 幅で構成される。回転痕を残す もの (183

-1558～ 1569・ 1571～ 1572)があり、管玉穿孔段階で使用 したと考えられる。使用したものについては

先端が九まっているか欠損 しているものが多い。また、U宇状の窪みが施溝分割の痕跡と考えられるもの

がある (183-1563)。 石材はすべて安山岩である。

石鋸 (図面 183-1579)

流紋岩製である。板状の素材を利用し側縁が研磨されている。玉作 りに関連すると考えられる。

Ⅲ.石器 (図面 183-1579～ 1582、 第 4表 )

5区からは、石斧片、石包丁、石鏃が出土 している。

石包丁 (183-1580)は砂岩製である。全体の 1/3を 久損 しているが、紐孔は残存 してお り穿孔の際の

回転痕 も明瞭である。

石斧 (183-1581)は透閃石岩製の磨製石斧片である①破片であるが、残存部は研磨されている。

石鏃 (183-1582)は黒色頁岩製の有茎石鏃である。左部分がわずかに欠損 している。

第 5節 6区の遺結と遺物 (図面043～ 067、 184～ 19動

検出遺構 :掘立柱建物址 H棟 (SB601～ SB611)、

周溝状遺構 1基、竪穴建物址 5凍 (S1701～ 703、  706、 707)、

土坑 55基 (SK301～ SK355)、 溝 34条 (SD201～ SD234)、 畝状遺構 199条 (SU)、 ピット249基 (P)

遺構面は 2面存在する。第 1遺構面は古代から中世の溝・畝状遺構群、第 2遺構面は弥生時代中期後半

～古墳時代前期の建物llL、 土坑群が検出されている。

第 2遺構面で確認された掘立柱建物llLは調査区全体に広がるが、弥生時代終末～古墳時代初頭の遺構 と

目される周溝を持つ竪穴建物址は、調査区東側に偏つて検出されている。また確認された土坑のうち、土

坑墓の可能性を持つもの (SK304・ 308～ 311・ 313～ 316・ 318・ 334)は調査区西側に偏つて検出されている。

以下、主要遺構について記述する。

第 1遺構面 (図面 043)

畝状遺構 (SU2・ 3群 )

調査区全域に広がる。東西方向、南北方向、北西一南東の3種の方向が確認できる。調査区西側に位置

するSD201を 境に畝状遺構の方向が異なっており、SD201が畑跡の用水路のような機能を持っていたと

推測される。大別してSD201よ り西のものを5区から続くSU2群、東側のものをSU3群とする。SU2群
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は 3つ に細分可能である。南北方向の畝状遺構のうち、東西方向の畝状遺構を切つているものは調査区の

南西にまとまり、切 られているものは北西にまとまっている。これらより、SU3群 (A)、 SD201西側に

広がる東西方向 (B)、 北西に広がる南北方向 (C)、 南西に広がる南北方向 (D)の 4単位に分けられる。

重複関係により耕作時期は、C→ A・ B→ Dの 3時期に分けられる。

上記の調査結果 と 4・ 5区の成果を踏まえて、上層で検出された畝状遺構 (SUl群～ 3群)の変遷を推

測することができる (図面 068)。

溝

SD201

調査区東端付近に位置し、南北方向にはしる溝状遺構である。現状では全長 28.2m以上、幅 1.0～ 18m、

最大深 0.3mを測る。

当調査区が後世の開発により上面を削平されている可能性を鑑みるならば、周辺に所在する溝状遺構や

土坑なども本来は同一の溝状遺構を呈 していた可能性があるかと思われる。ただし、この東方の SD214

については若千方位が異なるうえに一部切 り合いもみられる。

その他の遺構

調査区北西側で焼土が確認されている。上面は撹乱を受けており、底面のみ残存 した炉状の遺構 と推沢1

される。平面形は角九三角形、断面形は浅い孤状を呈する。掘方の規模は長軸 112m、短軸 098m、 深さ012

mを測る。焼土範囲の規模は長軸 072m、 短軸 0.63m、 厚さ0.02mか ら0.04mを 波1る。畝状遺構の空白

範囲に位置し、重複関係においてもほぼ同じ時期 と推定されることから、畝状遺構に伴う遺構 と推測され

る。

第 2遺構面 (図面 044)

掘立柱建物址

SB601(図面 045)

調査区北西端付近で検出した掘立柱建物である。片側が調査区外に所在するため一部を検出したにとど

まる①

確認された範囲では3基の柱穴が検出され、1間以上×1間以上の掘立柱建物になるとみられる。上

面は削平されており、現状で掘方の平面形は円形を呈する。覆土の土層には柱痕が観察される。遺物は

P525か ら出土しているが、細片のため詳細は不明である。

SB602(図面 046・ 047)

調査区西端中央付近より検出された桁行 3間 ×梁行 1間の側柱構造を呈する掘立柱建物である。桁行 5.0

m、 梁行 3.9mを はかる。

平面形が円形を呈する掘方は8基検出され、そのすべての土層で柱痕が確認されている。遺物は P517・

P529。 P540,P553・ P585・ P5011'P5012か ら出上しており、古墳時代前期と推測される奏が確認されて

いる。SB610と 切り合うが新旧関係は不明である。

SB603(図面 048)

調査区中央からやや北西の地点で検出された掘立柱建物である。溝状遺構 SD220と 重複 し掘方等が不

明な部分 もあるが、2間 × 1間の側柱建物とする一柔があると思われる。

前者とする場合は桁行 390m、 梁行 370mを はかる。平面形が円形を呈する 5基の掘方ない し柱穴か

らは、いずれも柱根やその痕跡 も検出されていない。遺物は P5042～ 5044,P5046・ P5047か ら出土 して
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いるが、細片のため詳細は不明である。

SB604(図面 048)

調査区中央付近で検出された桁行 2間 ×梁行 2間の側柱構造を呈する掘立柱建物である。桁行 32m、

梁行 315mで ある。

掘方ないし柱穴は、平面形が円形を呈する計 4基が検出されている。覆土は柱根やその痕跡は確認でき

ていない。遺物は P5096・ P5115か ら出土 しているが、細片のため詳細は不明である。

SB605(図面 049)

調査区北側中央付近で検出された桁行 2間 ×梁行 1間以上の側柱構造を呈する掘立柱建物である。全体

としては桁行 367m、 梁行 3.18mを はかる。

平面形が円形を呈する計 6基の柱穴を確認しており、このうちの2基からは柱根が検出されている。重

複関係ではP5133・ P5140が 堅穴建物址 S1707の周溝 (SD231)を切り、P5058'P5087は 撹乱を受けている。

SB606(図面 049)

調査区北東部で検出された掘立柱建物である。現状では 5基の柱穴を確認するのみで、桁行 2間 ×梁行

1間の側柱構造を呈するとみられる。全体 としては桁行 3.29m、 梁行 291mを はかる。

柱穴の覆土からはとくに柱痕等は確認されていない。遺物は P5030'P5032・ P5059か ら出土 しているが、

細片のため詳細は不明である。重複関係では P508'P563が撹乱を受ける。調査中には確認できなかつたが、

西端の柱穴は周溝状遺構を切る形で重複すると想定 している。

SB607(図面 050)

調査区東端で一部を確認した、掘立柱建物 もしくは柵の可能性をもつ構造物である。現状では 3基の掘

方が確認されるのみで全体の規格等は不明である。掘方の一つからは土層観察より柱痕が確認されている。

遺物の出土がなく直接的に年代をはかる資料は得られていない。

SB608(図面 050)

調査区北東部で検出された桁行 2間 ×梁行 2間の総柱構造を呈するとみられる掘立柱建物である。全体

としては桁行 2.87m、 梁行 2.85mを はかる。

掘方ないし柱穴は平面形が円形を呈する計 8基が検出されている。覆土からは遺物の出土がなく直接的

に年代をはかる資料は得られていない。また柱痕なども確認されていない。竪穴建物llL S1707と 重複する

が本llLの方が新 しいとみられる。

SB609(図面 051)

調査区中央付近で検出された桁行 3間 ×梁行 1間の側柱構造を呈する掘立柱建物である。全体としては

桁行 5.03m、 梁行 361mを はかる。

掘方ないし柱穴は平面形が円形を呈する計 8基が検出されている。そのうち 1基で土層観察より柱痕が

確認されている。覆土からは遺物の出上がなく、直接的に年代をはかる資料は得られていない。竪穴建物

址 S1706と 重複するが本址の方が新 しいとみられる。

SB610(図面 046・ 047)

調査区西端中央付近より検出された桁行 2間 ×梁行 2間の側柱構造を呈する掘立柱建物である。桁行 248

m、 梁行 208mを はかる。

平面形が円形を呈する掘方及び柱穴が 8基検出されている。そのうち 1基の土層からは柱痕が確認さ

れている。遺物はP5020'P5022,P5023・ P5024か ら出土しているが、細片のため詳細は不明である。

SB602と 切り合うが新旧関係は不明である。

SB611(図面 052)

調査区の西側で検出された布掘構造を呈する建物である。布掘は桁行両側にそれぞれ 2箇所ずつ計 4箇
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所施されている。また梁行方向で柱穴は検出されていない。全体 としては桁行 710m、 梁行 456mを呈

する主軸北西―南東の側柱建物である。

布掘構造は長い溝 (SX402・ SX405)と 短い溝 (SX403・ SX404)が交差するように配置され、一段掘 り下

げた中に柱穴を 2～ 3基設ける。それぞれ南西端溝を SX402(長軸 4.2m、 短軸 08～ 0,87m)、 南東端溝

を SX403(長軸 2.57m、 短軸 107～ 119m)、 北西端溝を SX404(長軸 252m、 短軸 088～ 097m)、 北東

端溝を SX405(420m、 短軸 0,82～ 0.97m)と した。SX402に は Pl～ 3の 3基、SX403に は P4・ 5の 2基、

SX404に は P6。 7の 2基、SX405に は P8～ 10の 3基の柱穴を確認できる。Pl～ 10は 長軸 0,82～ ■21m、

短軸 08～ 119mを測る。平面形は概ね角九方形、断面形は深い逆台形状を呈する。柱穴内には拳大～人

頭大の礫が重鎮され、根巻石 (P2・ 4・ 5・ 8)、 根石 (P動 を確認 した。また柱痕を確認 し、柱は径 0.2～ 03

mと推定される。

周濤状遺構 (図面 053)

調査区北西端に位置する。約半分は調査区外 に広がってお り、規模は南北 1207m、 東西 925mの 範

囲を検出している。周溝より内側は大 きく撹乱を受けている。SD211以 外は撹乱下部より検出された。

SD211・ 216・ 217・ SK312・ SX401は周溝、SK303・ P507・ 511・ 514は内部施設に相当すると推測される。

SD216・ 217・ SK312,SX401は重複 して検出されている。重複関係は SD216が SD217と SK321を 切 り、

SD217は SX401を 切る。遺物は各遺構から多量に出土している。周溝内側の撹乱内からも多量の遺物が

出土しており、周溝状遺構に伴う遺物と推測される。SK303周辺では撹乱を除去すると、方形状のくぼみ

となる。竪穴建物の可能性もあるが、遺物が極多量に出上しており、S1701～ 703。 S1706'S1707と は様

相が異なる。また内部施設が不明瞭であることから竪穴建物とは明確にせず、周溝状遺構とした。

竪穴建物址

5棟検出された竪穴建物址のうち、S1701・ S1702・ S1706・ S1707は 外部施設として周溝をもつ建物であ

ることを確認している。そのうちS1701・ S1706。 S1707は 重複しており、周溝をもつ竪穴建物の変遷をた

どることのできる良好な資料である。

S1701(図面 054・ 055)

調査区中央やや南寄 りに位置する。平面形は方形で、北と南に L字状の周溝 (SD229・ 225)を 持つ竪穴

建物である。内部施設は周壁溝が全周に巡 り、柱穴は不規則に 5基検出された。炉跡は検出されなかった。

建物と周溝の間には周堤を確認できなかったが、ピットを7基検出している。

規模は北西 ―南東 386m、 南西一北東 394m、 床面積 1466∬ を測る。床は中央部が標高 12.26m、 周

壁溝付近が標高 12.20mと 中央部が高 くなっている。掘方までの深さは検出面から0.16mで、掘方も周囲

が低 く中央部が高 くなっている。柱穴の規模は径約 0.22～ 0.34m、 深さ約 0.12～ 04mを 測る。柱穴 P5

は底面に柱材を確認できる。柱材は径約 01m、残存高は腐食土を合わせて 0,18mを 測る。周壁溝は幅 008

～ 024m、 深さ007～ 0.14mを 測る。周溝の断面は浅い弧状を呈 し、幅 037～ 077m、 深さ013～ 0.18

mを測る。建物と周溝の間は約 2mの幅を持つ。覆± 2層 は床面もしくは床面下部と推測される。

重複関係では SD229が SD222、 SB604(P5)に 切 られ、SD228・ 232を 切る。上面が削られていることを

考慮 しても、建物と周溝の深さは他の竪穴建物より浅 く、周溝は簡略化され、柱穴は小さく不規則なもの

となっている。遺物は高杯・甕など少量出土 している。

S1702(図面 056)

調査区南側に位置する。建物南側の大半は撹乱により消失している。残存 しているのは周壁溝の北東端

と周溝 (SD226・ 234)の 一部で、周堤は確認できなかった。周壁溝 と周溝の間にはピットが 4基検出され
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ている。残存部分から復元すると、平面形は方形で北東部分が開回する周溝をもつ竪穴建物である。

規模は周壁溝の幅 0.19～ 0.25m、 深さ008mを波1る。周溝は幅 0.52～ 0.94mを 測る。ピットは径約 02

～ 03m、 深さ0.12～ 02mを預1る 。建物 と周溝の間は約 2.25～ 2.38mの幅を持つ。重複関係では SD226

が SD227を 切る。出土遺物は少量である。S1701と 類似 しているが、S1701よ りやや大きく、周溝の開口

部は少ないものと推測される。

S1703(図面 057)

調査区中央やや東寄 りに位置する。平面形は角九方形で、周溝を持たない竪穴建物である。内部施設は

周壁溝がほぼ全周に巡 り、南東部分が一部開口する。柱穴は4基検出された。炉跡は検出されなかつた。

規模は北西―南東 3.37m、 南西 ―北東 3.54m、 床面積 1099だ を測る。床は中央部が標高 12,24m、 周

壁溝付近が 1213mと 中央部が高 くなっている。柱穴はほぼ規則的に四方に配されている。柱穴は掘方底

面で検出されたので、規模は不明瞭である。周壁溝は幅 022～ 0.46m、 深さ02～ 031mを測る。覆土は 3・

4層が床面と推測される。5～ 7層 は互層になっており、5。 7層 は中央部にのみみられ、炭化物が炭状に

入る。

重複関係は S1707周 溝 (SX406)を切 り、S1706周 溝 (SD228)に 切 られる。遺物は高杯・壷・甕などの土

器と砥石などで、やや多量に出土 している。

S1706(図面 058・ 059)

調査区中央やや北寄 りに位置する。平面形は方形で、円形に近い隅丸方形の周溝を持つ竪穴建物である。

外部施設は溝 (SD23011条、内部施設は柱穴 5基、炉 1基、土坑 1基、周壁溝を検出している。

総規模は北西―南東 11,lm、 南西―北東 114m、 総面積 12154だ を沢1る。建物規模は北西―南東 575m、

南西―北東 56m、 面積 29.16∬ を測る。建物と周溝の間は約 2～ 2.25mの幅を持つ。床は中央部が標高

12,20m、 周壁溝付近が標高 1216mと 中央部が高 くなっている。検出面から掘方までの深さは 0.1～ 015

mで、掘方も周囲が低 く、中央部が高 くなっている。柱穴は建物の四方に配置されている。円形を呈 し径

約 041～ 066m、深さ035～ 0.47mを 測る。柱穴には柱痕を確認でき、柱は径約 0.15～ 0.2mと 推定される。

炉跡は建物のほぼ中央に位置する。円形を呈 し径約 05m、 深さ0.12～ 015mを 測る。覆土は炭化物を多

量に含むが、被熱面は確認できなかった。土坑は周壁溝の開田部付近に位置する。円形を呈 し径約 07m、

深さ 0.43mを 測る。覆土には多量に炭化物を含むが、機能は不明である。周壁溝は南東部分で開口する。

幅 0.2～ 04m、 深さ011～ 016mを 測る。周溝は建物の周囲を円形に巡 り、南東部分で開口する。幅 03

～ 0.6m、 深さ018～ 0.3mを測る。覆土は 16層 が床面と推測される。SD230は建物と周溝の間にあり、

建物の北西からのび L字状を呈する。幅 031～ 034m、 深さ0.1～ 015mを 測る。

重複関係では Pl・ 2が SB609(P5145。 5147)イこ、周溝が SD222,S1701周 溝 (SD229)に 切 られる。また、

周溝が S1703・ S1707周溝 (SD231・ 2321。 S1707を切る。遺物は高杯・壷・奏など多量出土 している。特に

周溝南側に集中している。

S1707(図面 060～ 063)

調査区北狽J東寄 りに位置する。平面形は方形で、連結土坑をもつ竪穴建物である。外部施設は周溝

(SD231・ 232・ SK338・ 340-343・ 348´-354。 SX406・ 407)、 SD233、  ピッ ト7基、 内部施設 t劫主穴 6基、

炉 1基、土坑 2基、溝 2条、周壁溝を検出している。

総規模は北西―南東 1408m、 南西―北東 16.84m、 総面積 399ど を瀕1る。建物規模は北西 一南東 7.28m、

南西―北束の残存部分 828m、 面積 57.65∬ を測る。建物と周溝の間は約 2～ 5mの幅を持つ。床は中央

が標高 12.24m、 周壁付近が 1219mと 中央部が高 くなっている。掘方までの深さは検出面から01～ 0.3

mで、掘方も周囲が低 く、中央部が高 くなっている。柱穴は建物の四方 (Pl～ 4)と Plと P4の 間に P5。

6が配されている。四方のものは大型で、P5・ 6は小型である。平面形は円形を呈 し、大型は径約 06～
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089m、 深さ0.44～ 0.6m、 小型は径約 0.2～ 03m、 深さ約 0,3mを 測る。P2・ 3・ 4では柱痕を確認でき、

柱は径約 014～ 022mと 推定される。炉跡は建物のほぼ中央部に位置する。円形を呈 し径約 08m、 深さ

02mを浪1る。掘方には径約 0.08mの杭の痕跡 (S1707B第 15層 )を確認できる。覆土は炭化物を極多量に

含んでいるが、被熱面は確認できなかった。土坑は建物の南西部 (SKl)と 南東部 (SK2)の周壁溝付近に位

置する。円形を呈 し径約 0.7～ 1,lm、 深 さ 086～ 048mを沢1る 。SK2に は 2条の溝 (SDl・ 2)が連結 し、

炉跡方向に延びている。周壁溝は南西部分を S1706に切られ、建物縁辺を 1周巡るかは不明である。幅 0,2

～ 05m、 深さ012～ 016mを 測る。覆土は S1707A16層 。S1707B3層が床面と推測される。SD233 1よ建

物の北西からL字状にのび、先端は S1701周溝 (SD229)に 切 られている。幅 033～ 0.44m、 深さ0.19m

を測る。

連結土坑は建物の周囲を円形に巡 り、北西に SD231、 南西に SD232、 南に SX406と 土坑群 (SK348～

354)、 東に SX407、 北東に土坑群 (SK338・ 340～ 34oを 配し、建物の四隅に当たる東西南北と南東におい

て開口する。SD231 1よ 全長 15,4m、 幅 08～ 24m、 深 さ0.1～ 0.4mを 測る。SD232は全長 814m、 幅

08～ 3,lm、 深さ約 0.2～ 03mを 測る。SX406は 長軸 519m、 短軸 358m、 深 さ 02～ 0.34mを 測る。

SX407は 角九方形の平面形を呈し長軸 56m、 短軸 464m、 深さ01～ 032mを測る。

重複関係は SD201・ S1701周 溝 (SD229)。 S1706。 S1706周溝 (SD228)、 SB605。 608・ 609に切 られる。遺

物は高杯・鉢・壺・甕など多量に出土 している。特にSD231で は南西端と北東端に集中している。

SD233と SKl・ 2については S1706の SD230と SKlと 共通する施設であるが、機能等は不明である。

土坑

調査区西側で検出された土坑群の中には箱状に土層が堆積 しているものを確認でき、木棺を納めた跡で

ある可能性を持つ。

SK307(図面 064)

調査区北側西寄 りに位置する。北側を撹乱に切られているが、平面形は楕円形になるものと推測される。

断面形は階段状を呈 し、西側が浅 く東側が深 くなっている。推定規模は長軸 ■08m、 短軸約 0.63m、 深

さは浅い部分 006m～ 018m、 深い部分 0.38mを 測る。出土遺物は上層から多量に出土し、下層には少

量の遺物を含む程度である。

SK345(図面 064)

調査区中央南寄 りに位置する。平面形は角丸方形である。断面形は箱状を呈 し、掘方の半ばでは内傾す

る部分が一周巡る。規模は長短軸 135m、 深さ058mを預1る 。遺物は高杯・壺・甕等多量に出土 している。

3層 からは木片などの有機物が出土 している。

SK308(図面 064)

調査区西側やや北寄 りに位置する。平面形は角九長方形で、断面形は階段状を呈する。規模は長軸 202

m、 短軸 上69m、 深さは0.2～ 04mを 測る大型の土坑である。断面観察より、土坑縁辺の上層 (5層 )が

垂直に堆積 し、箱状を呈することが確認された。箱状部を復元すると長軸約 ■52m、 短軸約 14mと 推定

される。遺物はやや多量出土している。

SK309(図面 065)

調査区西側南寄 りに位置する。平面形は楕円形で、断面形は階段状を呈する。規模は長軸 2.41m、 短

軸 228m、 深さ0.14～ 0,46mを 沢1る大型の土坑である。断面観察より、3～ 7・ 9層が箱状に堆積 してい

ることを確認できた。この箱状の位置は平面での深い部分と一致する。平面形は角九長方形で、長軸約 1.6

m、 短軸約 ■4mを 測る。遺物は奏などやや多量に出土している。
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SK3■ (図面 065)

調査区南西隅に位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長軸 2.62m、 短軸 1.71m、

深さ031～ 0.37mを 浪1る大型の土坑である。断面観察より、7・ 8層 を切るように 1～ 6・ 9。 10層が箱状

に堆積 していることを確認できた。箱状部を復元すると、平面形は長方形で長軸 2.2m、 短軸 ■2mを測る。

遺物は甕を中心に円盤状土製品・石鏃・鉄石英の石核など多量に出土 している。7・ 8層 には遺物はなく、

箱状堆積土層の 1～ 6・ 9。 10層から出土 している。特に 6層で多量に出土 している。

SK314(図面 066)

調査区西側南端寄 りに位置する。平面形は楕円形で、断面形は弧状を呈する。規模は長軸 095m、 短軸 0.6

m、 深さ024mを測る小型の上坑である。断面観察より、1層が 2層 を切るように箱状に堆積 しているこ

とを確認できた。遺物は少量出土 している。

SK315(図面 066)

調査区南西隅に位置し、約半分は調査区外である。残存部分から推定すると、平面形は楕円形で、断面

形は台形状を呈 し中場を有する。規模は残存長 0.97m、 短軸 lm、 深さ046mを測る中型の土坑である。

断面観察より、6層 を切るように 1～ 5層が箱状に堆積 していることを確認できた。箱状部を復元すると、

平面形は長方形で残存長 08m、 短軸 0.7mを測る。重複関係はSK311に切 られる。遺物は少量出土している。

SK316(図面 067)

調査区南西端西寄 りに位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈 し中場を有する。規模は長軸

167m、 短軸 上46m、 深さ0,3～ 0.35mを 測る中型の土坑である。断面観察より、3層 を切るように 1・

2・ 4～ 6層が箱状に推積 していることを確認できた。箱状部を復元すると、平面形は長方形で長軸 ■3m、

短軸 08mを測る。遺物は少量出土 している。

SK318(図面 066)

調査区西側南西端寄 りに位置する。平面形は精円形で、断面形は階段状を呈する。規模は長軸 116m、

短軸 081m、 深さ011～ 03mを 測る小型の土坑である。断面観察より、3・ 4層が箱状の中に堆積 して

いることを確認できた。箱状部は長方形で、長軸 0,9m、 短軸 0,7mを測る。重複関係は SK314に切られる。

遺物は少量出土している。

SK334(図面 067)

調査区西側南寄 りに位置する。平面形は楕円形で、断面形は台形状を呈する。規模は長軸 1,31m、短軸 1.2

7m、 深さ03～ 032mを測る小型の土坑である。断面観察より、 1層が 3層 を垂直に切るように箱状に

堆積 していることを確認できた。SK314と類似 している。重複関係は SB611(SX404)イ こ切られる。遺物

は少量出土している。

6区出土遺物

6区では建物l■・土坑から多量の上器が出土 している。その他、少量の玉製品と石器が出土 している。

以下 I 弥生土器・土師器、Ⅱ。その他の遺物に分け概要を述べる。

I.弥生土器・土師器 (図面 184～ 192、 第 2表 )

周溝状遺構出土土器 (図面 184・ 185)

概ねⅢ-3～下佐野式段階に帰属する。甕、重、高杯、器台、鉢、蓋が出土している。奏は有段口縁と

くの字口縁が見られるが、後者のほうが目立つ。有段口縁のものに擬凹線をめぐらすものは少ない。壷、

高杯、器台、鉢、蓋には丁寧なミガキ調整がなされ、赤彩を施すものも目立つ。
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建物址出土土器 (図面 186～ 189)

周溝を持つ竪穴建物である S1707・ S1706。 S1701は、調査区中央で重複 している。

まず、連結土坑状の周溝を持つ S1707出 土土器は、SX406、 SX407、 SD231、 SD232か ら多量に検出さ

れている。概ね下老子Ⅲ-2～ Ⅲ-3式に帰属する。甕は有段口縁 もの、有段回縁に擬凹線をめぐらすも

の、くの字口縁のものが見られるが、 くの字口縁甕は少ない。SX406と SD231は擬凹線の多用や刻み日、

波状文など古い様相を呈す。一部下佐野式に帰属する器台 (186-1633、 187-1652)も 見られる。S1707

を切る S1706出 土土器はⅢ-3～下佐野式に帰属すると思われる。甕、壷、高杯、鉢が見られる。甕はく

の字口縁のものである。S1706を 切る S1701出 土土器は、Ⅲ-3～下佐野式に帰属すると思われる。奏は

有段口縁とくの字口縁が見られ、やや古い様相を呈すが、小型器台 (186-1615)イよ下佐野式段階以降見ら

れるものである。

調査区南側に位置する S1702は 、出土土器が少量で詳細は不明である。周溝 より出土 した奏 (186-

1619)は くの字口縁のもので、端部は九縁である。

S1706の南東に位置し、S1706周 溝 (SD228)イこ切られる S1703出 土土器は、Ⅲ-2～Ⅲ-3式に帰属す

ると思われる。甕 (186-1620)イよくの字口縁で端部は付加状のものである。器台脚部 (186-1621)に

は擬凹線と刻み目が見られる。壼 (186-1622・ 1623)に は丁寧なミガキ調整と赤彩が施される。

調査区南西端に位置する SB611(布 掘建物)出土土器は、SX402で はやや古相 を呈するが、SX404・

405出土土器は下老子Ⅲ-3～下佐野式に帰属すると考えられる。

土坑出土土器 (図面 190。 191)

SK308、 SK309、 SK311出 土土器は、弥生時代中期後半の八 日市地方 9～ 10期 に並行するものである。

奏や壼の加飾表現は、櫛状工具による連続刺突文や羽状刺突文が主体であり、直線文や斜行短線文は見ら

れない。器面調整はハケメ調整の後、体部下半にミガキ調整を施す ものが多い。底部の調整については底

面のケズリ調整が目立つ。

SK345は下老子Ⅲ-2～ Ⅲ-3式に帰属する。重、器台、鉢、蓋が見られる。壷と蓋は丁寧なミガキ調

整が施されている。

SK304、 307、 322、 330出土土器は下佐野式まで下ると考えられる。奏はくの字甕で平縁のもの (191

-1704)、 九縁のもの (191-1703)が 出土 している。壷は二重口縁重 (191-1705)が 出土している。

SU。 遺構外出土土器 (図面 191・ 192)

おもに下老子Ⅲ-2～下佐野式に帰属する土器がみられる。奏は有段口縁、有段口縁に擬凹線をめぐら

すもの、くの字口縁のもの、受口状口縁のものが見られる。壼はフラスコ形の胴部のもの (192-1726)、

日縁部に棒状浮文を貼付するもの (192-1737)が見られる。

Ⅱ。その他の遺物 (図面 192-1746、 第 2～ 4表 )

円盤状土製品、石鏃、ガラス玉が出上 している。

石鏃 (192-1744。 1745)は、流紋岩製で≧部が久損 しているもの (192-1744)と 、凝灰岩製の有茎

石鏃 (192-1745)で ある。

ガラス玉 (192-1746)は 、S1705か ら 1点出上 している。
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第 6節  7区・ 7b区の遺構 と遺物 (図面069～ 071、 193'190

検出遺構 :7区  土坑6基 (SK301～ 305。 3101、 溝7条 (SD201～ 20り、畝状遺構 10条 (SU101～ 1101、
ピット23基 (P)

7b区 掘立柱建物 2棟 (SB601'6021、 土坑 1基 (SK301)、 溝 8条 (SD201～ 207・ 2091、 畝状

遺構 3条 (SU)

多数の遺構・遺物が検出された 5・ 6区の東側に位置する調査区であるが、7区・7b区 ともに遺構の分

布は希薄であり、遺物の出土もほとんどなかった。 しかし一方で、区画するように配された溝 (SD202・

203'205・ 2061が検出されてお り、その区画内には掘立柱建物址 2棟を確認 している。

以下、主要遺構について記述する。

7区畝状遺構 (SU3群 )(図面 069)

調査区北西端付近に位置する畝状遺構である。6区 SU3群から続 くものである。SU101を はじめとす

る同一方位の小規模溝状遺構により構成される。遺構は最深部でも01m程度であ り上面を削平されてい

るものとみられる。出土遺物はとくに出土せず年代等は不明である。

7区土坑

SK310(図 面 070)

7区の北端付近に所在する土坑である。とくに遺構群の一角をなすことなく単独で検出されている。平

面形は逆三角形にちかい不整円形を呈 し、長径 3.15m、 短径 2.65m、 最大深 0.85mを呈する。暗灰掲色

土層の下に樹皮が敷かれているが、用途等は不明である。

7区溝

SD201(図 面 070)

調査区南西部においてやや弧を描きはしる溝状遺構である。北東端は調査区外へ と達する。隣接する 6

区の溝状遺構 SD206がこの延長部分の可能性があるかと思われる。一方の端部は調査区南端付近で終結

するが、同様のライン上にある 7b tt SD202と 本来は同一の溝状遺構であつた可能性がある。

調査区外の延長部分をのぞき、現状では全長 29.5m、 幅 06～ 15m、 深さは 015m程度である。中世

土師器 (193-1747)を 出土した。

SD203

調査区南東部において検出された溝状遺構である。調査区南端の中央付近から北上 した後に東方へ 90

度近 く屈曲し、さらに東端付近でも90度近 く屈曲し調査区外に達する。幅は 04～ ■8mと 所により差異

がある。深さは 0.20～ 0,35m程度である。

覆土からは漆器が出土してお り中世から近世の存続年代が想定される。同時に、本l■ を含む区画溝と掘

立柱建物の年代 も同様の時期が検討される。

7区 。7b区土地区画

複数の溝状遺構をもって土地を方形に区画されている箇所をさす。ある程度正方位を意識 して造営 した

とみられ、東西方向の溝の配置には規則性が窺えるものの、南北方向は外反傾向にある。各遺構の深度を

- 26 -



第3章

鑑みるに後世の開発により部分的に消失 している可能性 もあるが、7区及び 7b区 においては 4箇所の区

画が残存する。

上記のうち北端に位置する区画は、東方を 7区 SD203に 、南方は同 SD205と 206で 区画される。西方

は同 SD202の 延長部分とみられる溝状遺構により区画されるが、北方には明確な溝等は検出されていな

い。区画内には土坑やピット数基が検出されている。

北から2番 目に位置する土地区画は、東方と南方を7区 SD2031こ より形成され、北方は同SD205と 206に、

西方は SD202に より区画される。北方及び西方には溝の途切れる部分がみられるが、これが有機性をも

つか後世の削平によるものかは不明である。区画内部において遺構は検出されていない。

北から3番 目にあたる区画は 7区から7b区 にわたり所在する。7b tt SD207と 同 SD205に より東方 と

南方が区画され、西方は両区にまたがる二重の溝により区画される。北方は 7区 SD203に より区画され

ているかにみえるが、両調査区の境界付近に別の区画溝が所在する可能性 もあるかと思われる。また東側

は 7区の部分で区画溝が検出されていない。区画内には掘立柱建物 SB601の ほか、ピット数基が検出さ

れている。

南端に位置する土地区画は、東方と南方を 7b tt SD207に 、北方は同 SD205に より区画される。西方

については調査区外に達するため未確認であるが、SD204ら によって区画されているものと思われる。区

画内部には掘立柱建物 SB602の ほか、土坑 SK301が検出されている。北方の区画溝には一部途切れる部

分があり、2棟の掘立柱建物をほぼ最短距離でつなぐ状況にあるが、これが故意によるものかは不明であ

る。ちなみに当該地付近の溝の深さは遺構確認面から008mと 非常に浅い。

7b区掘立柱建物

SB601(図面 071)

7b区から検出された 2間 ×2間 の総柱構造を呈する掘立柱建物である。周囲を溝により区画され、そ

の中央よりやや東方に選地されている。隣接する SB602も 同様に周囲を溝により区画される。

規模は桁行 3.8m、 梁行 35m、 柱間は等間となる可能性がある。方位は正方位に対 し若干西側にふれ

る程度である。

柱穴は平面形が円形を呈する計 9基検出されているが、いずれも規模が大 きくはないため、上面は後世

の削平を受けているとみられる。覆土は 9基すべてが単一層であり柱根の痕跡も検出されていない。西列

中位の柱穴の位置がやや特異であるが、掘抜 き穴を伴う可能性 もあるかと思われる。

柱穴からは特に出土遺物はないが、周辺に位置する区画溝の 7区 SD203は 漆器の出土により中世から

近世の存続年代が想定されており、本址についても同時期の可能性がある。ちなみに柱穴と区画溝の覆土

は類似する。

SB602(図面 071)

7b区から検出された 2間 ×2間 の現状で側柱構造を呈する掘立柱建物である。上述の SB601と 同様に

周囲を溝により区画されるが、本建物は区画の中央付近に位置する。

規模は桁行 40m、 梁行 3.6m、 柱間は等間となる可能性がある。方位は正方位に近いが SB601よ りも

さらに西側にふれ同方位とはならない。

柱穴は平面形が円形を呈する計 8基検出されているが、いずれも規模が大 きくなく、深度も浅い。また、

8基すべてが単一層であり柱根の痕跡も検出されていないことから上面は後世の削平により消失している

とみられる。またこれにより掘方や本来存在 した柱穴も失われた可能性がありうる。

周辺に位置する区画溝の 7区 SD203は 漆器の出土から中世から近世のものとみられ、また柱穴 と区画

溝の覆上が類似することから本址 も同時期の可能性が考えられる。
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7区・ 7b区出土遺物

7区・7b区からは古代以降の遺物が主である。少量ではあるが玉作関連遺物、石器も出土 している。

以下 I 弥生土器・土師器、工.古代土師器・須恵器 。その他、Ⅲ 玉作関連遺物、Ⅳ 石器と分け概要

を述べる。

I.弥生土器 。土師器 (図面 193-1750～ 1755。 1766・ 1767、 第 2表 )

甕、重、高杯が見られるが、少量のうえ細片である。加飾としては口縁部外面に連続刺突文、内面に羽

状束1突文を確認できる。

■.古代土師器・須恵器 。その他 (図面 193、 第 6表 )

古代土師器 (図面 193-1748)

7区の溝状遺構 SD201よ り出上の上師器の椀である。口径 13 0cm、 器高 4.lcm、 底径 5 0cmを 呈する。焼

成は良好で内外面に回転ナデを施す。

中世土師器 (図面 198-1747・ 1756・ 1757)

1747は、7区溝状遺構 SD201よ り出土の土師器の皿である。口径 9.2cm、 底部を欠 くが現状では残存高 1.4

cmを呈する。焼成は良好で内外面に赤彩を有する。

1756は、7区のⅡ～Ⅲ層で検出した土師器の皿である。破片が小さく口径や器高等は不明である。残存

する範囲では、内外面ともヨコナデがなされるが、焼成は良好で、外面では指頭痕もみられる。

1757は 、7区 より検出した土師器の皿である。口径 12 0cm、 器高 2 5cm、 破片が小さく口径や器高等は

不明である。残存する範囲では、内外面ともヨコナデがなされるが、焼成は良好で、外面では指頭痕もみ

られる。

古墳時代須恵器 杯蓋・杯身 (図面 193-1758・ 1759)

1758は 、7区のⅡ～Ш層にかけて検出された古墳時代の須恵器の蓋杯である。口径 12.Ocm、 器高 3 95cm

を呈する。焼成は良好で内外面とも回転ナデがみられる。

1759は、7区の遺構外より出土の古墳時代の須恵器の杯身である。口径 12.2cm、 残存の器高 3 8cmを 呈する。

焼成は良好で内外面とも回転ナデが確認できる。

古代須恵器 壺 (図面 193-1749)

7区の溝状遺構 SD202よ り出上の須恵器の壼の口縁部である。口径 14 6cm、 残存の器高 6.3cmを 呈する。

焼成は良好で内外面とも回転ナデ、外面には叩目がみられる。

灰釉陶器 (図面 193-1769)

7b区の遺構外より出土の灰釉陶器であり椀 とみられる。底径は 6 4cmを 呈する。底部はヘラ削 りである。

K90型式に該当すると思われる。

珠洲 壺 。すり鉢 (図面 193-1761・ 1762・ 1764・ 1765)

1761は 、7区のⅡ層から出土 した珠洲の壼の口縁部である。破片が小さいため口径は不明である。国唇

部及び口縁部外面に横描波文がみられる。

1762は、7区遺構外より出土した珠洲のすり鉢である。一部の出土にとどまるため口径は不詳、残存高

は 5 4cmを 呈する。基本的には回転ナデにより調整され、12条一組の擦 目がみられる。

1764は 、7区遺構外より出土の珠洲のす り鉢である。一部の出土にとどまるため底径等は不詳である。

外面はロクロナデ、内面には 11条一組の擦 目がみられる。底外面は糸切 りか。

1765は、7区遺構外より出土の珠洲のす り鉢である。一部の出土に留まるものの口径は 30 0cmを 呈する

とみられる。内外面とも回転ナデ、内面には擦目が確認できる。
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陶器 (図面 193-1763・ 1770)

1763は 、7区の遺構外より出上の陶器のすり鉢である。高台付近を出土 したにとどまるが底径は 17 2cm

をはかる。外面はロクロナデ、底外面は糸切 り、内面は擦目がみられる。

1770は 、7区の遺構外より出土の肥前の皿とみられる。底径 7 4cmを呈 し内外面ともロクロナデが確認

できる。

Ⅲ.玉作関連遺物 (図面 193、 第 3表 )

荒割工程品 (図面 193-1771・ 1772)

上面に自然面を残すもの (193-1771)と 、一面に研磨を施されるもの (193-1772)が ある。どちら

も荒割の最終形を表していると考えられる。2点 とも施溝分割の痕跡は認められない。

管玉形割工程品 (図面 193-1773)

角柱状剥片であり、表面には研磨痕が確認される。しかし、施溝分割の痕跡は確認できない。

石針完成品 (図面 193-1775)

長さ 136711m、 幅 1.60Hlm、 厚さ 1.60mm、 重量 02gを測る。先端に回転痕が確認される。石材は安山岩である。

剥片 (図面 193-1774)

メノウ製の剥片である。石材から実用の石器というよりも玉作りに関連すると考えられる。

Ⅳ.石器 (図面 193・ 194、 第 4表 )

打製石斧と石鏃が出土している。

無茎石鏃 (193-1776)は安山岩製で、先端は欠損している。

打製石斧のうち、ホルンフェルス製の撥型石斧 (194-1777)は、背面に自然面を残すが、両面からの

加工によって整形されている。凝灰岩製の分銅型石斧 (194-1778)は、背面に自然面を残すが、両面か

らの加工によって整形されている。下端には擦痕が見られ、使用痕の可能性も考えられる。いずれも表土

中から出土している。

第 7節  8区 の遺構 と遺物 (図面072～ 080、 194・ 190

検出遺構 :方形周溝墓 11基 (SZ301～ 311)、 土坑7基 (SK201～ 2071、 溝1条 (SD101)、

畝状遺構 36条 (SU401～ 436)

本調査区は大部分が礫層であるが、この礫層範囲からも方形周溝墓が検出されている。多数に及ぶ方形

周溝墓の検出により、本調査区が弥生時代中期の墓域であることが判明した。 しかし本調査区内では、こ

れらの墓を造営 したと考えられる人々の集落は確認されていない。

以下、主要遺構について記述する。

畝状遺構 (SU4群)(図面 072)

調査区の南西部と東端部で検出された畝状遺構である。便宜上 SU4群 とする。後世の開発等により上

面を削平され現状はその残存部分のみが検出されているにすぎない可能性がある。南西部では主に南南西

―北北東、東端部では北西一南東方向に走る。出土遺物はとくになく年代等は不明である。
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方形周溝墓

11基の方形周溝墓を確認 している。その配置は、調査区の南西隅から北西方向に向かって緩やかな弧

を描いている。形態としては、単体で造営されるものと、隣同士で溝を共有するものに分けられる。また

SZ301・ 302・ 304は砂層ないしシル ト層の部分から検出され、他は礫層より検出されている。

SZ301(図 面 073)

調査区南西隅に位置する。南側の大部分が調査区外となるため、全体の規模は不明である。周溝の幅 1.5

～ 22m、 深さ0.3～ 0.54mを測る。北側に陸橋を持つ。埋葬施設は確認できなかった。遺物は東溝から

弥生土器が出土 している。西溝からの出土遺物は確認できなかった。

SZ302(図 面 074・ 075)

調査区南端西寄 りに位置する。主軸は北西 ―南東方向である。墳丘規模は長軸 888m、 短軸 727mを

沢1り 、北西溝中央部が三角状にやや突出し、南角が陸橋部となる。周溝の幅は 05～ 286m、 深さ0.28～

0.56mを 測る。埋葬施設は確認できなかった。遺物は周溝全体から出上 している。ほぼ完形の弥生土器は

周溝両末端部に集中して確認されている。

覆± 6層 より採取された炭化物の放射性炭素年代測定結果からは、紀元前 1世紀～ 1世紀前半に相当す

る結果を得ている。

SZ303(図 面 076)

調査区中央に位置する。礫層上で検出された最大のもので、主軸は真北よりやや西に傾 く。墳丘規模は

長軸 11,9m、 短軸 8.6mを測る。周溝は東西南北の 4条に分かれる。南溝が L字状を呈 し、SZ306東溝 と

繁がっているが、新旧関係は不明である。周溝の規模はすべて異なり、西側のものが最大で全長 10,8m、

最大幅 2.5m、 検出面からの深さは 0.65mを 測る。東側は全長 9.8m、 最大幅 138m、 深さ 0.43、 北側は

全長 5,lm、 最大幅 1.56m、 深さ034mを 測る。南側は全長 6.6m、 最大幅 ■24m、 深さ03を 測る。埋

葬施設はSK205の 可能性 もあるが不明である。西側周溝と東側周溝から弥生土器が出土している。

SZ304(図 面 077)

調査区北側に位置する。主軸は北北西一南南東方向にやや傾 く。南側では周溝は確認されず、周溝はコ

の字状を呈する。墳丘規模は南西―北東方向で 456mを測る。周溝の幅は 02～ 0.62m、 深さ016～ 022

mを測る。埋葬施設、遺物は確認できなかった。

SZ305(図 面 077)

調査区中央南寄 りに位置 し、礫層より検出された。周溝は隅が切れるものである。主軸は真北よりやや

東に傾 く。墳丘規模は東西方向で 4.lmを測る。周溝は長軸 2.26～ 3m、 最大幅 1.lm、 深さ018mを測

る。北溝があるべき位置には比較的浅いSK206が検出されている。SZ305と SK206の関連性は不明である。

埋葬施設、遺物は確認されなかった。

SZ306(図 面 078)

調査区中央 SZ303と SZ305の 間に位置 し、礫層より検出された。西側 と東側で溝を確認 しているが、

東側の周溝は北端で L字状に西方向に屈曲し北溝となる。この北溝は、北側に位置する SZ303と 共有 し

ている。北溝と東溝は繋がっているが、切 り合い関係は不明である①主軸はほぼ南北方向で、墳丘規模は

東西 5.52mを 測る。西溝 と東溝は位置が少 しずれ、大きさも異なる。西溝は長さ 5.24m、 最大幅 0.82m、

深さ 0.14m、 東溝は長さ 672m、 最大幅 1.32m、 深さ016mを測る。埋葬施設は確認できなかった。

SZ307(図 面 078)

調査区中央北端近 くに位置し、礫層より検出された。周溝は隅が切れるものである。西側を除く3方向

で周溝が確認された。主軸はほぼ南北方向である。墳丘規模は南北方向で 6.8mを測る。周溝は長さ302

～ 3.75m、 最大幅 092～ lm、 検出面からの深さ02～ 0.28mを 測る。埋葬施設は確認できなかった。
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東溝からは弥生土器が出土している。

SZ308(図 面 079)

調査区中央北端近 く、SZ307の北西に位置し、礫層より検出された。北溝を除く3方向で周溝が確認さ

れた。主軸は真北よりやや西に傾 く。墳丘規模は東西方向で 5,13mを 測る。東溝は北側と南側で三分され、

形状もやや異なる。南狽1ではL宇状に屈曲し、西方向に廷びる。この部分ではSZ308が SZ310の北溝を切っ

て重複 している。西溝は長さ4.5m、最大幅 0.88m、 深さ038mを測る。東溝北側は長さ 436m、 最大幅 15

m、 深さ 0.34m、 南東溝は幅 0.32～ 082m、 深さ02mを測る。埋葬施設、遺物は確認できなかった。
SZ309(図 面 079)

調査区北端、SZ308の北西、SZ304の東に位置 し、礫層より検出された。西側を除く3方向で周溝が確

認された。主軸は北北西―南南東に傾 く。墳丘規模は南北方向で 6.2mを測る。東溝は北端が L字状に西

方向へ屈曲し北溝を形成するが、北溝部分は 1.3mと 非常に短い。南溝は長さ 3.9m、 最大幅 0,9m、 深さ

0.16mを 測る。北東溝は幅 0.32～ 082m、 深さ 0.2mを 測る。埋葬施設、遺物は確認できなかった。

SZ310(図 面 080)

調査区中央北寄 り、SZ307の西、SZ308の 南に位置し、礫層より検出された。北と東の 2方向で周溝が

確認された。主軸は北北東一南南西に傾 く。墳丘規模は不明である。北溝は SZ308に切 られ重複 している。

長さ 206m、 最大幅 0,9m、 深さ 0.22mを 測る。

東溝は長さ 4.62m、 最大幅 0.86m、 深さ026mを測る。埋葬施設、遺物は確認できなかった。

SZ311(図 面 080)

調査区北側、SZ308の 西、SZ304の南に位置し、礫層より検出された。検出された溝の形状から、1基

以上の周溝墓が重複 していると考えられるが判然 としない。北北西から南南東に延び東に屈曲するライン

を SZ311と し、SZ308の 西溝が SZ311と 共有すると考えるなら、墳丘規模は東西方向で約 7.4mを 測る。

南側に突出する部分は深さ 0.05mと 非常に浅い。埋葬施設は確認できなかった。北側の長さ23m、 最大

幅 ■22m、 深さ 0.32mを 測る掘 り込みからは弥生土器が 1個体出土 している。

8区出土遺物

遺物量は少ないが、方形周溝墓の溝内よりほぼ完形の弥生土器が出上 している。

弥生土器 (図面 194・ 195、 第 2表 )

方形周溝墓からの出上のため少量ではあるが、主に弥生時代中期後半の八 日市地方 9期 に帰属すると思

われる。

SZ301か らは鉢が出土 している。外傾する体部をもち、内外面ともハケメ調整がなされている。

SZ302か らは甕、壼、鉢が出土 している。奏、壷の口縁内面には羽状刺突文が加飾されている。甕 (195

-1784)は 外面全体に斜め方向のハケメ調整を施すが、頸部のみさらに横方向になされる。肩部の一部

には櫛状工具による刺突文が見られる。壷は長胴で大型のもの 2個体 (194-1782、 195-1783)と 、小

型のもの 1個体 (195-1785)が 出土 している。いずれも口縁下端部に連続刻み目が施される。器面はハ

ケメ調整の後、ナデやミガキを施す。

SZ303か らは重が出土 している①口縁内面には羽状刺突文を施す①

SZ311か らは壼が出土 している。外傾する口縁をもち端部に刻み目が施される。顎部に直線文、肩部に

は波状文が見られる。器面はハケメ調整の後、体部下半にはミガキを施す。八 日市地方 10期に帰属する

と思われる。
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古代須恵器 蓋 (図面 195-1788、 第 6表 )

8区の遺構外 より出上の須恵器の蓋である。一部の出土にとどまり摘み及び天丼部の一部を欠 く。復元

形は口径 11.4cm、 器高 1 8cmを 呈する。内外面に回転ナデが確認できる。

第 8節  9区 ・ 10区・ 11区の遺構 と遺物 (図面081～ 090、 196～ 201)

検出遺構 : 9区 溝9条 (SD001～ 009)、 護岸施設1基 (SX101)
10区 溝 5条 (SD002・ SD010～ 013)、 ピット15基 (P001～ 015)、 窪地 1(SX001)

■区 溝 26条 (SD010。 SD011'SD015～ 38)、土坑 3基 (SK001～ 003)、 ピット1基 (P017)、

窪地 1(SX001)

SD002は 9・ 10区 にわた り検 出され、SD010・ 011は 10区 。11区 にわた り検 出されている。窪地

SX001も 10区 。11区 にまたが り検出されている。また出土遺物についても時代や性格に共通項が見 られ

ることから、本書ではこれらをまとめて記述することとする。

9区 SD001(図 面 082・ 083)

調査区西端で検出された南北方向にはしる溝状遺構である。辛うじて掘削は遺構底部まで達したものの、

西側肩部は一部を検出したにとどまり、西接する 8区でも延長部分は検出されていない。

確認される範囲では、全長 70m以上、幅 17m程度、最大深 1.15mを測る。遺構断面は遠浅で皿状を呈する。

遺構の北側では護岸施設 SX101が検出されている。SD003や 009と 切 り合 うが新旧は不明である。ちな

みに、古代の土師器椀 (197-1795)や 人面墨書土器 (198-1821)は 本l■ とSD003の 双方から破片が

出土し接合 したものである。

上層では陶磁器片がみられるものの、下層では古代の遺物が多数出土しており、食膳具を主とする土師

器や須恵器のほか、「西家」等の墨書土器、そして上記の人面墨書土器が出土 している。この状況か ら長

期にわたる存続期間が想定される。

9区 SD003(図 面 082・ 083)

9区の中央やや西側に位置する溝状遺構である。SD001に 付随するように南北方向に走 り、南北両端は

同遺構 と接合する。

確認される範囲では全長 45m程度、幅 2.8～ 43m、 最大深 04mを はかる。出土遺物は古代の食膳具

を主とする土師器や須恵器のほか、人面墨書土器の一部が検出されている。

9区護岸施設 SX101(図面 083)

9区の溝状遺構 SD001の 北側において検出された護岸施設と考えた遺構である。SD001と 003の接合部

付近に位置するが、土層断面等の状況からは前者を護岸 しているものとみられる。現状ではごく狭い範囲

で検出されたに過ぎないが、同様の施設が広範囲に所在 したかは不明である。

川岸に板状の木製品を一列に打ち込むものであるが、部分的な検出にとどまり用途等は不明である。板

材は全長 45～ 73cm、 幅 20cm前 後のものを主とする。地上側先端には破損がみられるが、他方は先端を尖

らせ土中に打ち込み易いよう加工されている。

- 32 -



第3章

9区・ 10区 SD002

9区の東端、10区の西方で検出された南北方向にはしる大型の溝状遺構である。9区では大部分が後世

の撹乱により消失している。双方を合算すると全長 7980m、 幅約 2880m、 最大深 ■24mを測る。

9区南方では同様の方位をとる溝状遺構 SD004が検出されているが、覆土の内容や遺構深度を鑑みるに

本来は SD002と 同一のものであった可能性があるかと思われる。10区東側では小規模な溝状遺構 SD012

及び 013と 切 り合 う。 またその南方では柵 SA001が所在する。覆土からは珠洲の甕やす り鉢 (199-

1849～ 1851)が出土 してお り、埋没時期は概 して中世以降と考えられる。

10・ H tt SD010(図面 086)

10区の東方で検出された溝状遺構である。10区北端から15mほ ど南下 した後、やや東方に屈曲し隣接

する 11区に達する。漑方を合算すると全長 925m、 最大幅 75m、 最大深 0,96mを はかる。覆土からは

中世の土師器 (200-1875)が 出土しており、埋没は中世以降と考えられる。溝状遺構 SD011と 切 り合うが、

土層分析や出土遺物の傾向から本址の方が新 しいものと考えられる。

10・ ■ 区 SD011(図面 086・ 087・ 089)

10区 と 11区の境界付近を南北方向にはしる溝状遺構である。一部に溝状を呈する窪地 SX001と 接する

が出土遺物からは同時共存するものとみられる。

両区の成果を合計すると全長約 71m、 幅約 38m、 最大深 039mを はか り、一部に全長 17m程度、幅 8

m程度、最大深 0,95mを呈する付属施設様の部分がある。

覆土中からは古代の上師器や須恵器のほか、人面墨書土器や木製祭祀具が検出されている。祭祀場であつ

た可能性が窺える。個々の遺物の出土地点及び接合関係は図 087及 び 089に示すとおりである。

10・ 11区窪地 SX001(図面 086・ 087・ 090)

10区 と 11区を東西方向にひろがる窪地である。両区の成果を合算すると全長約 26m、 最大幅約 40m、

最大深 0.39mを はかる。溝状遺構 SD011と 接 しているが同時期の遺構 とみられる。

覆土中からは古代の土師器や須恵器のほか、人面墨書土器や木製祭祀具が検出されている。祭祀場であつ

た可能性が窺える。個々の遺物の出土地点及び接合関係は図 087に示すとおりである。

10区柵址 SA001(図面 085)

10区の溝状遺構 SD002の東岸に位置するL字形を呈する柵である。溝状遺構に面 し並行するかたちで

5間の長辺が、そしてこの南端で直角に屈曲し1間の短辺が残存する。

掘方ないし柱穴は平面が円形を呈 し、径 0.4m程度を基本とする。深さは 0.12～ 0.32mである。 P011

からは礎板のみが検出されている。出土遺物はない。

9区出土遺物

SD001・ 003よ り古代以降の土師器・須恵器が中心に出土 している。その中で墨書土器や人面墨書土器

が確認されている。また同遺構より石鏃が出土している。以下 I 古代土師器・須恵器 。その他、Ⅱ 石
器に分け記述する。

I。 古代土師器・須恵器 。その他 (図面 196～ 198、 第 6表 )
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古代土師器 養 (図面 196)

SD001か ら出土 している。 くの字口縁で内面に鋭い稜 を持つ。調整は内外面 とも荒いハケメが中心であ

る。内面にはケズリを施すものもあるが、荒 く粘土接合痕を残す。底部形は九底と推測される。

古代須恵器 蓋 (図面 197-1798。 1815。 1816)

1798は 、9区溝状遺構 SD001よ り出土の須恵器の蓋である。口径 16.4cm、 器高 2 4cmを 呈する。内外面

に回転ナデを確認できる。

1815及び 1816は 、9区溝状遺構 SD003よ り出上の須恵器の蓋である。摘み及び天丼部の一部が出土し

たのみで口径や底径等は不明である。

古代須恵器 杯類 (図面 197-1796・ 1797・ 1799～ 1801・ 1803～ 1814・ 1818。 1819)

9区からは、溝状遺構 SD001と 同 003よ り須恵器の杯や椀が多数出土している。概 して 9世紀代を中心

とし数量的には同中頃から後半代のものが多いとみられる。各桐体の規格等は遺物観察表のとお りである。

古代須恵器 壷 (図面 197-1802・ 1817)

1802は 、9区の溝状遺構 SD001よ り出上の須恵器の壺である。底部を欠くものの最下部はこの付近の

部位になるとみられる。日径 12 0cm、 残存する器高は 10 2cmを はかる。内外面とも回転ナデが確認できる。

1817は、9区溝状遺構 SD003よ り出土の長頸壼である。一部の出土にとどまり顎部からくびれ部まで

を確認できる。内外面とも回転ナデを最終調整とし、自然釉またはその痕跡をみることができる。その形

状から上述の杯類の年代に近いものとみられる。

墨書土器 (図面 197-1794・ 1800・ 1814)

1794は 、9区 の溝状遺構 SD001よ り出土の土師器の椀の口縁部に「西家」と墨書されたものである。

石名瀬 A遺跡の東方に位置する下佐野遺跡では県道高岡環状線建設工事にかかる C2地区で「西大家」が、

個人住宅の建設にかかる豊原地区で「西」墨書が検出されており関連性が検討される。ちなみに上記 2地

区からは別途「曹司」墨書も検出されている。口径 11 9cm、 器高 4.25cm、 4 8cmを 呈する。内外面 ともナデ

がなされているが、内面には一部ミガキが、外面にはケズリがみられる。

1800は、9区 の溝状遺構 SD001よ り出土の須恵器の杯 Bの底外面に墨書がなされているものである。

口縁部の上部を欠損 しており口径は不明であるが、残存器高 3 1cm、 底径 6 4cmを 呈する。墨書の釈文は不

明である①

1814は 、9区の溝状遺構 SD003よ り出土の須恵器の杯 Bの底外面に墨書がなされているものである。

口縁部の上部を欠損 しており口径は不明であるが、残存器高 2.4cm、 底径 6.Ocmを 呈する。墨書の釈文は不

明である。

越中瀬戸 皿 (図面 197-1820)

9区遺構外から出土 した。底部付近のみの出土にとどまり口径や器高は不明である。底径は 5,Ocm、 内

外面とも回転ナデがみられる。

人面墨書土器 (図面 198-1821)

9区及び 10区からは 4個体の人面墨書土器が出土 している。人面はいずれも土師器の甕や鉢の胴部に

描かれており比較的多 くみられる事例と共通する。人面については似顔絵 とも疫病神とも解される傾向に

あるが、本遺跡のものは確認されるかぎり険しい表情はむしろ少ないようである。また、1個体につき複

数の人面が描かれていることが特徴としてあげられるほか、底部を欠損する傾向にある。

1821は、9区の溝状遺構 SD001及 び 003よ り破片を出土 した人面墨書土器である。完形ではなく全容

不明ながら3面 を確認できる。図の左に掲載 した人面は、左の眉と目のほか、鼻、髭、日の表現がみられ

る。図の中央にある人面は両目と両眉のみ確認でき、右端の人面は右の眉と日、そして鼻、髭、国の表現

を確認できる。人面は 8世紀後葉から9世紀初頭の土師器の甕の胴部に描かれている。土器 としては口径
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9.7cmを 呈する。底部が未検出であるが、残存する器高は 8,7cmを はかる。

Ⅱ.石器 (図面 198-1825・ 1826、 第 4表 )

9区からは石鏃が出土 している。

下呂石製の石鏃である。SD003か ら出土したもの (198-1825)は 、有茎石鏃であり左右とも均整のとれ

た形状である。SD001か ら出上 したもの (198-1826)は無茎石鏃である。

10区出土遺物

9区 と同様古代以降の土師器・須恵器が中心に出土 している。主に SD011と 隣接する SX001よ り多量

に出土 しており、その中には人面墨書土器や木製祭祀具も確認される。

古代土師器・須恵器 。その他 (図面 198～ 200、 第 6表 )

古代土師器 椀 (図面 199-1827・ 1828)
1827は 、10区溝状遺構 SD011か ら出土 した土師器の椀である。口径 13.2cm、 器高 4,7cm、 底径 45cmを

はかる。内外面とも回転ナデがみられる。

1828は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の土師器の椀である。日径 12.8cm、 器高 4 6cm、 底径 5 8cmを

呈する。内外面とも回転ナデがみられる。

古代須恵器 蓋 (図面 199-1844～ 1846・ 200-1853・ 1854)
1844は 、10区溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の蓋である。端部を欠 くが残存する器高は 3.2cmを は

かる。内外面とも回転ナデがみられる。

1845は 、10区溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の蓋である。口径 16.4cm、 器高 3.9cmを呈する。内外

面とも回転ナデがみられるが、外面の摘みの存在 した付近には回転ヘラ切 りがみられる。

1846は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の蓋である。摘み及び天丼部の一部を欠 く。口径

16.6cm、 残存器高 2.6cmを呈する。内外面とも回転ナデがみられるが、外面の摘みの存在 した付近には回

転ヘラ切 りがみられる。

古代須意器 杯 。椀類 (図面 199-1831～ 1843、 200-1855)
1886は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Aである。口径 12 0cm、 器高 3 0cm、 底径 8 3cm

をはかる。内外面とも回転ナデがみられ、底外面には回転ヘラ切 りがなされる。

1832は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Aである。口径 11.6cm、 器高 3.5cm、 底径 8 0cm

をはかる。内外面とも回転ナデがみられるが、底外面には回転ヘラ切 りがなされている。

1833は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯 Aである。底部の一部を久 くが口径 12.Ocm、 器

高 3 5cm、 底径 7.7cmを はかるとみられる。内外面とも回転ナデがみられるが、底外面には回転ヘラ切 りが

なされている。口縁部がやや外反する。

1834は、10区溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯Aである。口径 120cm、器高 3.2cm、 底径 7.8cmを はかる。

内外面とも回転ナデがみられ、底外面には回転ヘラ切 りがなされる。国縁部内面に油煙が付着する。

1835は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Aである。日径 12.Ocm、 器高 3.2cm、 底径 6.8cm

をはかる。内外面とも回転ナデがみられる。底外面には回転ヘラ切 りがなされている。

1836は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯 Aである。口径 14.Ocm、 器高 3 5cm、 底径 9 0cm

をはかる。内外面とも回転ナデがみられ、底外面には回転ヘラ切 りがなされる。

1837は 、10区溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Bである。口径 10.2cm、 器高 4.15cm、 底径 7 7cmを
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はかる。内外面とも回転ナデがみられる。また底外面には「×」字状のヘラ記号が刻まれている。

1838は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯 Bである。日径 10,9cm、 器高 4.lcm、 底径 7.2cm

を呈す。内外面とも回転ナデがみられ、底タト面には回転ヘラ切 りがなされている。

1839は、溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯 Bである。日径 13 2cm、 器高 3.8cm、 底径 8.2cmを はかる。

内外面とも回転ナデがみられるが、底外面には回転ヘラ切 りがなされている。

1840は 、10区溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Bである。底部の中央付近を欠 くが、口径 11.6cm、

器高 3,7cm、 底径 7 1cmを はかる。内外面とも回転ナデが、底外面には回転ヘラ切 りがみられる。

1841は、10区溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の杯 Bである。口径 16.2cm、 器高 6.6cm、 底径 6 3cmを

呈する。内外面とも回転ナデがみられるが、底外面には回転ヘラ切 りがなされている。

1842は、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Bである。口径 14 4cm、 器高 6.7cm、 底径 6.7cm

を呈する。内外面とも回転ナデがみられる。

1843は、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の杯 Bである。口径 16 2cm、 器高 6 6cm、 底径 9 9cm

を呈する。内タト面とも回転ナデがみられる。底外面には回転ヘラ切 りがなされている。

古代須恵器 壺 。鉢類 (図面 199-1847・ 1848)

1847は、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の小型の鉢である。底部を一部欠 くものの口径 1 8cm、

器高 3 2cmを はかる。内外面とも回転ナデがみられる。

1848は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の須恵器の長頸壼である。頸部からくびれ部が残存する。内

外面とも回転ナデがみられ、タト面には自然釉が付着していた痕跡がある。

人面墨書土器 (図面 198-1822・ 1823・ 1824、 199-1829。 1830)

1822は、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の人面墨書土器である。完形ではなく全容は不明ながら人面

は 4面存在するものとみられる。図面の左端では辛うじて人面らしきものがみられ、日、耳、髭などを描

いた可能性があるかと思われる。左から二番の人面は頭部から額の付近を欠 くものの多 くを知ることがで

きる。顔の輪郭のほか、髯または烏帽子、左眉、両日、右耳、鼻、国などがみられるが、左耳が描かれて

いない可能性がある。左から3番 目の人面はほぼ全容を知ることができるが、頭上の表現するものは不明

である。他の人面に比してこの部分 と耳の表現に特徴がある。図の右端の人面は破片の久損のため顔の左

半分が未確認である。頭部の表現が特徴的であるが烏帽子または僧侶をあらわすかは検討を要する。土器

は口径 13 8cm、 器高 11.7cm、 底径 7 3cmを 呈する 8世紀後葉から9世紀初頭の上師器の奏である。

1823は、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の人面墨書土器である。破片の欠損により人面の詳細が把握

しづらいが、耳の位置関係から3面が存在するとみられる。内容が比較的顕者なのは図の右端に掲載した

もので、両眉、両日、鼻、日、両耳、髭のほか、頭髪様の表現がみられる。土器は底部を欠 くものの回径

13 0cm、 残存器高は最大で 12 0cmを はかる 8世紀後葉から9世紀初頭の土師器の奏である。

1824は、10区の溝状遺構 SD011と 別途発掘調査をした「10b区」の SD003よ り破片が出土 した人面墨

書土器であり、大小 4面の人面が確認できる。図の左端に掲載した人面は、両眉、両日、左耳、そして鼻、日、

髭などをあらわすかと思われる表現がある。頭部については破片の欠損のため確認できない。左から2呑

目の人面は他の 3面に比して小さく描かれ、また描かれる位置もこの人面のところだけ狭い。両眉、両日、

鼻、日のほか、両耳とおぼしき部分と顔の輪郭が描かれており、顔の全体を知ることのできる唯―の人面

となる。頭部については頭髪や鳥帽子などの表現がみられない。図の左から3番 目の人面は、眉または額

の敷などとみられる表現のほか、両日、鼻、髭、日、両耳、頬から顎までの輪郭、そして喉元の衣服の可

能性をもつ表現がある。ただし頭部については何 も描かれていない。図の右端の人面は、鳥帽子または髯

のほか、両眉、両日、鼻、両耳、そして一部を欠 くものの顔の輪郭が描かれている。土器は 8世紀後葉か

ら9世紀初頭の上師器の鉢である。
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1829は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出上の人面墨書土器とみられるものである。口縁部から胴上半部

までの出土にとどまるため人面の全容 も不明である。土器としては日径 13 0cm、 残存器高 6 3cmを 呈する

9世紀初頭の土師器の甕である。

1830は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土の人面墨書土器とられるものである。部分的な検出にとどま

り人面の全容は不明であるが、類例から髭や口を表現するものとみられる。胴部の一部を出土 したにとど

まり型式等は不明であるが、土師器の甕の胴部に人面とみられる墨書がなされている。

珠洲 養 。すり鉢 (図面 199-1849～ 1852、 200-1856・ 1857)
1849は、10区の溝状遺構 SD002よ り出上の珠洲の甕である。細片のため口径等は不明であるが、口縁

部から肩部の一部が確認できる。調整法は内面がナデ、外面は国縁部がナデ、肩部は叩目がみられる。

1850は、10区の溝状遺構 SD002よ り出上の珠洲の甕のくびれ部付近である。細片のため口径等の規格

は不明である。調整法は内面と外面のくびれ部より上位がナデ、外面の肩部には叩目がみられる。

1852は 、10区遺構外より出土の珠洲の甕である。細片のためくびれ部から肩部を確認するのみである。

内面と外面のくびれ部より上位がナデ、タト面の肩部には叩日である。

1851は 、10区の溝状遺構 SD002か ら出土 した珠洲のす り鉢である。日縁部付近の出土にとどまるため

口径等規格は不明である。調整法は外面がナデ、内面にはナデのほかに擦目がみられる。

1856は 、10区の第 I層から出土 した珠洲の甕である。口縁部の細片が出土 したのみであり口径等の規

格は不明である。内外面ともに回転ナデがみられる。

1857は 、10区の第 I層から出土 した珠洲の甕である。口縁部から肩部が出土 したのみであり規格等は

不明である。調整法は内外面ともに回転ナデのほかに自然釉が確認され、また口唇部付近に研磨痕状の部

分がみられる。

H区出土遺物
10区 より続 くSD010・ 011か ら古代以降の土師器、須恵器が中心に出土 している。また 10区 と同様、

SD011か らは人面墨書土器や木製祭祀具が出土 している。

古代土師器・須恵器 。その他 (図面 200・ 201、 第 6表 )

古代土師器 皿 (図面 200-1881)
11区の遺構外より出土 している。高台を有 し有段の口縁部が外反する。口径 11 8cm、 器高 3 0cm、 底径 58

cmを呈する。

中世土師器 皿 (図面 200-1875。 1879・ 1880)
1875は 、11区の溝状遺構 SD010か ら出土 した土師器の皿である。口径 8 0cm、 器高 2.lcm、 底径 3 5cmを

呈する。内外面とも回転ナデがみられるが、底部については内面がヨコナデ、外面は回転ヘラ切 りである。

回縁部の内外面に油煙が付着しており灯明皿として使用されたとみられる。

1879は、11区遺構外より出土の上師器の皿である。日径 7 2cm、 器高 ■4cmを 呈する。調整は内外面と

もヨコナデである。

1880は 、11区遺構外より出上の土師器の皿である。日径 8.5cm、 器高 1 9cmを 呈する。調整は内外面と

も回転ナデで、底部外面には指頭痕がある。日縁部の内外面に油煙が付着しており灯明皿として使用され

たとみられる。

古代須恵器 蓋・杯 (図面 200-1876・ 1877・ 1882～ 1888)
11区の溝状遺構 SD011及 び 10区 。11区遺構外からは多数の須恵器の杯や蓋が出上 している。完形の
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ものは少なく、多 くは細片のみの出土にとどまるが、本書では実測可能なものを極力掲載 した。概 して 8

世紀後半代から9世紀前半を中心 とするものがみられる。各個体の規格や調整法等は別途の遺物観察表の

とおりである。

古代須恵器 奏・壺等 (図面 200-1872～ 1874・ 1889)

1872は 、11区の溝状遺構 SD011よ り出土 した須恵器の甕である。口縁部から肩部にかけて接合が確認

されているが、詳細な規格は不明である。現状では口径 20 4cm、 残存器高 9.8cmを 呈する。口縁部は内外

面ともナデ、肩部は内面に叩日、タト面には叩目のほかに若千のハケメがみられる。

1873は 、11区の溝状遺構 SD011よ り出土 した須恵器の壼の胴部である。頸部より上方と底部付近を欠

くため全容は不明である。胴部は「 く」の字状に屈曲する。調整法は内外面とも回転ナデである。肩部外

面に自然釉の剥落痕がみられる。

1889は、11区遺構外より出土の須恵器の甕または鉢である。調整法は内外面とも回転ナデである。口

縁部の細片が出土したのみであり、器種や規格、年代等は不明である。

墨書土器 (図面 200-1858)

11区の溝状遺構 SD011よ り出上の須恵器の底外面に「主」と書かれたものである。周辺の確たる出土

事例にはないが、東木津遺跡出上の「庄」墨書を「主」と解する案がある。口縁部の上方を欠き口径等は

不明であるが、残存器高 2 0cm、 底径 6 4cmを はかる。

珠洲 蓋 (図面 200-1878)

窪地 SX001よ り出土 している。珠洲焼の浄瓶 (水瓶)の蓋、もしくは押圧具 (当 て具)と 考えられて

いるものである。類例としては石川県珠洲市南黒丸遺跡、石川県珠洲市寺家 5号窯、石川県珠洲市大畠 2

号窯、石川県珠洲市法住寺 2・ 3号窯、富山県黒部市北堀切遺跡Ⅶ-1区が挙げられる。側面を面取 りし、

線刻による文様を持ち、つまみは引き出すようにつ くられている。

瀬戸 おろし皿 (図面 200-1890)

11区遺構外より出土 している。細片が出土 したのみであ り口径や底径等の規格、及び年代等は不明で

ある。底外面には回転糸切 りが、内面にはおろし目がみられる

皇宋通費 (図面 201-1906)

11区の溝状遺構 SD011よ り出土 した北宋銭の皇宋通賓である。儀文の書体は象書である。外縁部を一

部欠き、全体的に磨耗及び腐食がみられる。輸入品であるか国産の模倣であるかは不明である。径 2 4cm、

厚さ 0,lcmを 呈する。

鉄滓 (図面 201-1907)

11区の溝状遺構 SD011よ り出土 した鉄淳である。最大長 5,7cm、 最大幅 3.9cm、 最大厚 2.2cm、 重量 261g、

全体は不整形を呈する。遺跡全体の中でも鉄津はこの 1点のみの出土にとどまり、周辺に鉄生産や簡易的

な鉄加工の存在を明確に示すとは言い難い。

10区 。11区出土木製品 (図面 201、 第 5表 )

人形 (図面 201-1895～ 1897)

1895は 目及び鳥帽子とみられる表現をもつ人形の頭部である。現状では全長 9,2cm、 最大幅 3.Ocm、 厚

さは 0.3cm、 一部欠損がみられるが断面は基本的に方形を呈 したとみられる。10区の SD011よ り出上 した。

1896は、頭部から胴部に該当する部分までを残存する人形である。現状では全長 20,7cm、 最大幅 6 0cm、

厚さは 0.5cm、 断面は磨耗や欠損が一部にみられるが方形を呈 したとみられる。眉、日、国の表現がみられる。

10区の SD011よ り出土した。

1897は 、10区の SD011よ り出土 した頭部や片足の約半分などを欠損する人形とみられる木製品である。
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現状では最大長 21 5cm、 最大幅 2 7cm、 厚さは胸部または腹部で 0.9cm、 脚部で 0.6cm。 断面形いずれも方

形を呈する。両足がつくり出されてお り人形と認識しうる。

斎串 (図面 201-1893・ 1898～ 1900)

1893は 、10区窪地 SX001よ り出土 した斎串であり、全長 15 1cm、 最大幅 2.lcm、 厚さは最大 0 5cm、 断

面はやや不整の方形を呈する。下方端部は片側から斜めに切 り込まれ先端を鋭角に尖らせ、上方先端はこ

れよりもやや緩 く尖らせる。左方 2箇所に 2つずつ計 4箇所の切 り込みがみられ、右方は 1箇所に計 3つ

の切 り込みを有する。

1898は 、10区窪地 SX001よ り出土 した斎串であり、全長 15 7cm、残存する最大幅は下方の屈曲部で 1 4cm、

厚さ 0.3cm、 断面は方形を呈する。上下の両端部を鋭角に尖らせるが下方は上部よりもさらに鋭角をなす。

上部の先端から下方の屈曲部までを久損 しており右方の一部は不明であるが、左方のやや上方では 2つ の

切 り込みがみられる。

1899は、11区の溝状遺構 SD011よ り出土 したほぼ完形の斎串である。全長 16.2cm、 最大幅 1.5cm、 厚さは03

cm、 断面は方形を呈する。上方先端は鈍角に下方は鋭角に尖らせる。上部に若干の加工がみられるものの

他の斎串とは異なり切 り込みはみられない。

1900は 、10区窪地 SX001よ り出土 した斎串である。全体的に磨耗がみられ現状の断面は鋭角的な三角

形を呈する。また上部右方や左方の切 り込みも欠損 しているものとみられる。現状では全長 11 2cm、 最大

幅 2 4cm、 厚さは 0,3cmを 呈する。

人形または斎串 (図面 201-1891'1892・ 1894)

人形または斎串となる可能性をもつ木製品である。明確に一方に特定することを困難なため標記のよう

に区分 した。

1891は 、10区の溝状遺構 SD011の Ⅳ層の B地点より出土した、下部を欠損する人形もしくは斎串とな

る可能性をもつ木製品である。以下現状で全長 13.8cm、 最大幅 2 7cm、 厚さは 0 5cm、 断面は方形を呈する。

他の斎串に比べ異質な点は大型であるほか、人形の頸部にも類似する部位が作 り出されていること、切 り

込みが下方から上方に向けて入ってお り腕を表現する可能性を残すことが挙げられる。ただし、鳥帽子を

表現するような加工もなく、また目や口などを描 くといつた人形をあらわす明確な特徴 もみられない。

1892は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土 した、下部を欠損する人形 もしくは斎串となる可能性をもつ

木製品である。現状では全長 11.8cm、 最大幅 ■9cm、 厚さは 0.5cm、 断面は方形を呈する。人形の肩部に類

似する部位が作 り出されているほか、切 り込みが下方から上方に向けて入ってお り上記同様に腕を表現す

る可能性を残す。ただし、目や口などは描かれておらず、また全体の規格 も他の斎串と大きな差異はない。

1894は 、10区の溝状遺構 SD011よ り出土 した木製品である。人形とするならば頭部に該当する部分の

みが検出されたかたちである。現状では全長 8.2cm、 最大幅 4 5cm、 厚さは 0,4cm、 断面は方形を呈する。

他の斎串に比して大型であるが目や口などが描かれておらず、明確に人形と解することもできない。

木簡様木製品 (図面 201-1901・ 1902)

石名瀬 A遺跡からは木簡様を呈する木製品が 2点検出されている。

このうち 1901は 、10区 の溝状遺構 SD011の 砂層の B地点より出土の木簡様の木製品である。全長

11.8、 最大幅 2 6cm、 厚さ 0.7cm、 断面方形を呈する。片側の左右に切 り込みがあり木簡に例えれば 032型

式に該当する。

1902は 、10区の窪地 SX001よ り出土の木街様の木製品である。全長 9 2cm、 最大幅 3.Ocmを呈する。厚

さは 1 lcmと 木簡とするならばやや厚 く、断面は不整方形を呈する。片側の左右に切 り込みを有し、他方

は角を削るものの尖らせてはいない。

いずれも釈文及び墨痕はみられず本品をして木簡とは言えないが、本品を木簡として使用する意思が
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あった可能性が考えられるほか、周辺にそうした活動を行う施設の存在 した可能性が考えうる。

箸 (図面 201-1903)

11区 の溝状遺構 SD011よ り出土した。先端部を欠損するが、残存長 19.9cm、 最大幅 0 9cm、 断面方形を呈する。

独楽形木製品 (図面 201-1904)

10区の溝状遺構 SD011の底直上より出土 し、全長 11,7cmを 呈する。全体的に細かな加工により整形さ

れている。正面形はやや変形の逆 T宇形を呈する。仮に部位を 3大別するならば基壇状の部分のほか、

これより続き斜行する中間部分、さらにこの上位にある突出部からなる。

基壇状の部分は最大径 11.6cm、 高さ平均 3 5cm程度の円柱状を呈する。中間部分は高さ平均 2cm程度を

呈 し、上位にある突出部は高さ 6cm程度、最大径 7 4cmを 呈する。頂部には若干の欠損がみられるが、先

端は鋭角的にはならず上部突出部の正面形は変形の五角形を呈する。

鋤先形木製品 (図面 201-1905)

10区の溝状遺構 SD011よ り出土している。全長 32 7cm、 最大幅 17 9cm、 最大厚 1 5cmを呈する。また柄

の接合部分には縦 5 8cm、 横 4 5cm程度の方形の孔が穿たれている。

全体的に磨耗がみられるが使用によるものかは不明である。また刃を取 り付けるべき部分には若干の加

工もみられる。使用するべ き方向に対 し正目が採用されている。

第 9節 12区の遺構 と遺物 (図面091,092、 201)

検出遺構 :土坑7基 (SK004～ 010)、 溝58条 (SD015・ 023・ 039～ 094)、 畝状遺構 38条 (SU)、

ピット11基 (P018～ 028)

石名瀬 A遺弥 (高岡環状線地区)の東端に位置する調査区であ り、これより東方は一般道を隔て下佐

野遺跡の包蔵地となる①

12区からは、隣接する 11区の東方と同様に大小の溝状遺構を中心 とする多数遺構が検出されている。

しかし、複数の遺構が集結 し有機性を発する遺構群などはなく、また西方の調査区と異なり遺物の出土量

も少ない。

なお、年代的には古代を中心とするようであり、4区等でみたような古墳時代の様相はみられず、むし

ろ調査区東端の畝】犬遺構にみられるように下佐野遺跡などを中心に展開される古代の様相が当地区にまで

波及している可能性がある。

以下では、12区のうち主要遺構とみられるものについて解説するものとする。

畝状遺構 (SU5群)(図面 091)

12区の調査区東端付近で検出された畝状遺構である。調査区北東端に計 15条からなる畝状遺構と、調

査区南東端では計 23条で構成される一群がみられる。便宜上 SU5群 とする。双方とも現状ではその西端

部を主に検出しているものとみられるが、東接する下佐野遺跡でも同様の遺構が検出されており、この西

限が検出された可能性がある。年代等のわかる出土遺物はなく、畝状遺構の存続年代は不詳である。

SD039(図面 092)

12区の東辺に並行するようにはしる溝状遺構である。北側端部は調査区外へと達し、南端も撹乱によ

り切られるが、現状では全長約 66m、 最大幅12m、 最大深 027mを測る。
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年代のわかる遺物が出上したほとんど唯―の遺構であるが、覆土からは須恵器の杯 (201-1998・

1909)の ほか、土錘等が出上している。

12区出土遺物

須恵器・その他 (図面 201、 第 6表 )

須恵器 蓋 (図面 201-1913)
遺構外より蓋 1点が出上している。摘みの部分はなく、端部から天蓋部付近までの一部が出土したのみ

である。口径 17.Ocm、 残存する器高は 1.85cmを はかる。

須恵器 杯 (図面 201-1908～ 1912)

計 5点の杯や椀が出上している。全体像が復元できるもの 1点 (201-1909)の ほか、口縁部のみ 1点

(201-1908)、 底部から口縁部にかけてものが 3点 (201-1910～ 1912)と 、調査区の面積イこ比して希

少な存在といえる。

1908及び 1909の みが溝状遺構 SD201の 出上であり、同遺構の年代をはかる資料となる。個々の規格等

は遺物観祭表及び図面のとおりである。

陶器 (図面201-1914・ 1915)

1914は、遺構外出土の陶器の椀である。日縁部の下位から高台までが残存する。高台部の径は4.Ocm、

口縁部側の残存最大径は914cmである。年代等は不明である。

1915は、遺構外出上の陶器の重である。胴部下半から底部にかけて残存する。底部の径は5,4cmを はかる。

年代等は不明である。
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第 4章 まとめ
今回、石名瀬 A遺跡を横断するかたちで対象面積約 40,000だ の発掘調査がなされた。道路建設工事に

ともなう今回の調査区は既設の道路部分なども含め全長約 700m・ 幅約 65mに及ぶが、概して東側では

古代の様相がひろがり、西側では弥生時代中期後半から古墳時代前葉までの様相がひろがる傾向がみてと

れる。また東端は下佐野遺跡に近接するが、もっとも東に位置する 12区では同遺跡でみられた畝状遺構

が続くことが判明した。

以下では調査区の東西、すなわち弥生時代から古墳時代にわたる様相と、古代のそれについてそれぞれ

の概要をまとめることとする。

弥生時代から古墳時代の様相について

当該期については、4区から6区にかけて竪穴建物址 12棟のほか、方形周溝墓、玉製作遺構、布掘構

造の掘立柱建物址などといった遺構が確認された。また、出土遺物についても弥生時代中期後半から古墳

時代前葉を中心とする多量の土器類が同区を中心に出土している。

従来的に、当該地域をめぐっては弥生時代中期の遺跡として石塚遺跡が注目され、同時代後期の遺跡と

して下佐野遺跡が知られていた。しかし、度重なる大小の発掘調査により徐々にその実像が明らかになり

つつあり、その結果、周辺の遺跡を包括した遺跡群としての検討を要する状況となっている。そして、各

時代の様相は石塚遺跡群の範囲において適宜中心地を移動する傾向にあることが明らかになりつつある。

今回発掘調査を実施した石名瀬 A遺跡は、平成 6年 に最初の小規模な本発掘調査がなされて以来、こ

れまで本発掘調査がなされることはなかったが、この時多量の遺物を出土したことにより近隣に中心的な

様相が所在するものと認識されていた。

今回、約 40,000∬ もの発掘調査を実施し、上記の予想が正しく、上記 2遺跡の中間に位置するこの地に

も明確な集落が存在したことが確認されることとなった。また、多量に出土した遺物は、当該地域におけ

る土器編年研究への良好な資料となるとみられる。遺跡群としては未調査区がいまだ多数を占めており、

今後も発掘調査を重ねていく必要はあるが、こうした地道な文化財保護活動により当該地域の歴史も明ら

かになっていくとみられる。

古代の様相について

石名瀬 A遺跡の周辺では、弥生時代から連綿と継続される歴史的様相があり、またこれは佐野台地の

一角において独立的に形成されていく。弥生時代以降に根付いたおそらく農耕文化を主体とするこの様相

は古墳時代になり首長層を生み、つづく古代では東木津遺跡において官衡的な様相が成立し周辺を統括す

る任務が継続される。

石名瀬A遺跡 (高岡環状線地区)における古代の歴史的様相については、人面墨書土器や木製祭祀具の

出土が特筆され、且つそれは周辺にひろがる同年代の官衡的様相、ことに東木津遺跡や下佐野遺跡のそれ

との関連が検討される。

東木津遺跡では、「布忍 (師)郷」刻書をはじめ、同様な方位を呈する建物群、種子札などを含む各種木簡、

円面硯や転用硯などの文具、「宅」「西家」「庄」などの墨書土器、その他帯金具などが出土し、概して官

衡的な様相が検出されている。

なお、上記した東木津遺跡の官衛的様相は8世紀中頃から9世紀前半までにほぼ限定されるが、東木津
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遺跡と南接する下佐野遺跡がこの機能を受け継いだとみられる。下佐野遺跡では東木津遺跡と入れ替わる

ように9世紀後半代から古代の様相が顕著となり、富山県埋蔵文化財センターで発掘調査した地区では庭

園様との一案のある遺構群のほか、「西大家」「曹司」といつた墨書、墨画土器 (馬描土器)な ども検出さ

ている。

また、周辺に位置する豊原地区からは年代不確定ながら田租または賃租に関わる木簡も検出されたほか、

ここでも「西」「曹司」といつた墨書が検出されたほか、緑釉陶器の瓦塔水煙が検出されているなど、槻

して東木津遺跡に所在した勢力が 9世紀後半代に下佐野遺跡の地に移動したことを窺わせる。

上述した環境の中、石名瀬 A遺跡の古代の様相はこれらと関連し存続を遂げたとみられる。

今回検出された主要遺構としては、河川跡 SD011や 窪地 SX001な どにみられる祭祀場が挙げられる。

なお、「西家」墨書のほか、掘立柱建物なども検出されているが、大型のものは存在せず、また「院」

の構成や方位の統一性も窺えない。出土遺物においても官衛色が明確ではない。これらを鑑みるに、石名

瀬A遺跡 (高岡環状線地区)は周辺地域における古代の中心地ではなかったとみられるが、人面墨書土器

のほか、人形などをはじめとする木製祭祀具がまとまって出上した点、及び他地域ではこうした状況が顕

著ではないことなどを鑑みるに、当該調査区は古代における石塚遺跡群の主要な祭祀場の一つとして機能

したことが窺われよう。
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縁
外
端
連
続
刻
み
目

%
土
錘

3区
遺
構
外

&4
粗
位
砂
多

良
淡
黄

涯
昔

ナ
デ

土
製
円
盤

3区
(調
査
区
北
側
)

46
極
粗
粒
砂
少
、
砂
礫
少
、
海
綿
骨
針

良
に
ぶ
い
黄
橙

直
線
文
、
簾
状
文
、
墓
よ
り
転
用

土
製
円
盤

4区
SI
Ol
17

粗
粒
砂
少
、
種
粗
粒
砂
徴

灰
白

浅
黄
橙

重
量
■
lg

23
土
製
円
盤

4区
S1
00
7

2つ
中
粒
砂
多
、
組
粒
砂
少
、

種
粗
粒
砂
徹

灰 責

黄 灰
重
量
83
g、
イ
七 径
α
4c
m
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図
面
番
号
No

器
 
橿

調
査
区

還
 
構
 
名

径 長

口 全

商 言

器

“

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
訓

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

園 面 ① 九 五

土
製
円
盤

4区
_R
II
X1
7

1粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

に
が
い
澄

に
ぶ
い
橙

重
豆
12
9g
、
孔
径
0駐
m

30
土
製
円
盤

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

並
橙 ０

重
量
11
3g
、
Tし
径
05
cm

上
製
円
盤

SK
Ol
14

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

並
浅
責
橙

栓
重
ミ

能
土
製
円
盤

SK
01
3

粗
粒
砂
微
、
極
粗
粒
砂
少

並
橙
黄 望 ”

浅 赤
重
登
35
g、
孔
径
0 
4c
m

土
製
円
盤

SK
01
6

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、

極
程
粒
砂
や
や
多
、
砂
礫
微

良
橙 明
赤
褐
～
黒
褐

重
量
15
0g

上
製
円
盤

25
粗
粒
砂
少

Et
に
ぶ
い
貨
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒
褐

重
量
15
g、
孔
径
03
cm

土
製
円
盤

4区
SK
02
9

07
中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、

LD
t粗
粒
砂
微

灰 i交
黄
橙

重
量
70
g、
Tし
径
0 
5c
m

土
製
円
盤

4区
SK
03
6

07
粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

橙 橙

貨 責

浅 浅
重
見
89
g

37
土
製
円
盤

4区
SЮ
40

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
月
針
、

赤
色
粒

苦 ■ 黄

灰 灰
重
量
13
3g
、
子
し 径
0 
6c
m、
子
し 買
通
せ
す

土
製
円
盤

4区
S(
08
0

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微

灰
黄

灰
黄
褐

童
量
63
g、
孔
径
0 
3c
m

土
製
円
盤

4区
S(
08
0

粗
粒
砂
少
、
極
4a
粒
砂
微

灰
黄

黒
lF
～
に
ぶ
い
黄
橙

重
量
12
4⊇

土
製
円
盤

4区
51

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
微

に
ぶ
い
黄
褐

明
黄
褐

重
量
20
0g
、
未
完
成
孔
あ
り

土
製
円
盤

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

並
浅
黄

浅
黄

重
置
85
g

土
製
円
盤

SD
00
4

50
“

粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、

毎
綿
骨
針
、
8m
m大
石
1個

並
灰
黄
褐

に
が
い
黄
造

重
登
13
5g
、
孔
径
05
cm

土
製
円
盤

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
慣

重
量
84
g

土
製
円
盤

SD
02
1

41
粗
粒
砂
微

並
灰
責

に
ぶ
い
猾

重
ミ
12
1g

土
製
円
盤

4区
SD
02
]

中
粒
砂
多
、
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

並
黄
灰

灰
黄
褐

重
量
54
g、
Tし
径
0 
5c
n

土
製
円
盤

遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

度
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

重
且
74
g、
孔
径
04
cm

土
製
円
盤

lu
構
外

44
中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、

極
粗
粒
砂
微

度
灰
黄

灰
黄

重
里
15
5g

土
製
円
盤

4区
選
硝
外

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微
、
砂
礫
微

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

重
豊
16
6g

土
製
H盤

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
多

並
〔
黄
こ
ぶ
い
黄
橙

重
最
17
6g
孔
径
0 
5c
n

土
製
円
盤

4区
遺
格
外

粗
粒
砂
微
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
責
橙

協
灰

重 ・
l・
18
8g
、
孔
貫
通
せ
ず

図 面 ０ 九 六

4区
創
∞
1 
∞
2

19
8

甑
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
尺
自

え
自

ハ
ケ
メ

91
・
面
煤
刊
差

4区
SI
ll
l1
1 
00
2

1&
3

Ⅲ
粒
砂
多
(白
色
粒
多
x海
綿
骨
針

長
渡
責
橙
～
暗
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

Ⅲ
直
線
文
 
外
面
煤
付
着

53
底
部

4区
SI
00
1 
 0
02

It
i砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

良
褐
灰

灰
費
褐

ナ
デ
ハ
ケ
メ

底
部

Ы
∞
l 
ll
l1
2

47
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
、

赤
色
粒

良
淡
橙

橙

ケ
ズ
リ

菱
SЮ
01
 0
02

海
綿
骨
針
、
極
粗
粒
砂
多

良
浅
黄
橙

浅
費
橙

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

底
部

SI
Cl
11
 0
02

海
綿
骨
針
、
中
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

細
礫
や
や
多

灰 に
ぶ
い
黄
橙
～
灰
黄
褐
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
陸
滅
 
底
面
一
部
黒
斑

57
SЮ
01
 0
02

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
微

に
ぶ
い
黄
橙

明
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
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当
面
番
号

配
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長

高 菖

器

“

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
副

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

目 面 ０ 九 六

鉢
4区

SI
IX
li
  
ll
l1
2

粗
粒
砂
多

明
赤
褐

明
赤
褐

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

脚
部

4区
S1
00
1 
 0
0?

79
祖
粒
砂
極
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙

浅
黄
橙

台
部
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
か
、
裾
部
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

外
部
内
面
剥
離
に
よ
り
調
整
不
明
隣
、
外
面
er
■
減
に
よ
り

調
整
不
明
瞭

高
杯

4区
SI
Ol
11
  
00
2

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
微

良
橙 赤
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
lR

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

器
台

SI
00
1 
11
11
2

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
崎

基
部
ナ
デ
、
裾
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

底
部

S1
00
1 
 0
02

中
粒
砂
少

並
褐
灰
～
黒
褐

に
ぶ
い
I■
H

ナ
デ
、
指
圧
FR

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
黒
斑
あ
り
 
外
面
摩
減
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

SЮ
01
 0
02

海
綿
骨
針
多
、
粗
粒
砂
微
、
極
粗
粒
砂
微

並
灰
自
～
褐
灰

灰
白
～
褐
灰

ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
接
合
戻

SЮ
01
 0
09

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
仄 灰

体
部
ハ
ケ
メ
ー
部
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

霊
SЮ
03

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
肴

針
少

並
黄
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

タ ト
面
摩
減
、
剥
離

莞
S1
00
3

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
中
礫
微
量

良
浅
黄
橙

浅
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

芍
面
墜
波
 
外
面
媒
付
着

伊
登

S1
00
3

61
赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
橙

掲
灰

胴
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
都
ナ
デ

有
外
底
面
全
体
に
煤
付
着

∝
霊

SI
ll
l1
3

1粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙
、
灰
黄
褐

に
ぶ
い
費
袴

口
IF
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ロ
緑
～
顕
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

コ
縁
外
擬
凹
線
6条
 
外
面
一
部
煤
付
着

憂
4区

SI
IX
13

こ
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
埼

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

70
霊

4区
S1
00
3

→
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少

長
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
袴

ミ
ガ
キ

勺
外
面
磨
滅
 
外
面
媒
付
着

霊
4区

SЮ
03

■
粒
砂
や
や
多

長
え
褐

え
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

■
面
煤
付
着

壷
4区

延
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
や
や
多

良
に
ぶ
い
貨
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
か

Ⅲ
面
陸
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

脚
部

4区
S1
00
3

1粒
砂
微
、
海
綿
骨
針
多

良
天
白

貢
自

外
部
ミ
ガ
キ
、
台
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か
、
摩
減

器
台

4区
豊
粒
砂
少

良

赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

有
段
部
夕
1連
続
刻
み
目
、
擬
凹
線
1条
 
内
タ
ト面
赤
彩

S1
00
3

笠
粒
砂
や
や
多

良
月
赤
褐

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、 
ミ
ガ
キ

図 画 Ψ ハ 七

お
4区

SI
ll
l1
3

釣
0

延
粒
砂
少

良
天
褐

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

4区
SЮ
04
 S
Kl
l1
1

区
粗
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多
、
赤
色
粒

良
浅
黄
橙
～
橙

に
パ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
外
連
続
刻
み
自

SЮ
04
 S
K0
01

組
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

良
え
責
掲

疋
費
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
煤
付
着

底
部

4区
S1
0ω

極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

外
面
煤
付
着

底
部

4区
赤
色
粒
、
中
粒
砂
や
や
多

こ
ぶ
い
貢
橙

曳
黄
橙
～
橙

ナ
デ

高
イ

4区
SЮ
04

赤
色
粒
、
細
粒
砂
(白
色
粒
)や
や
多

良
ミ
ガ
キ
、
底
面
ナ
デ

内
外
面
赤
彩

高
雰

4区
S1
00
4

海
綿
骨
針
、
細
粒
砂
(白
色
粒
)や
や
多

良
卜
褐

ナ
デ

タ
ト面
赤
彩

整
4区

S1
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
支
責
橙

党
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
一
部
煤
付
着

葵
4区

S1
00
4

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

少
良
ぶ
い
黄
橙

が
い
貨
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

調
4区

SЮ
04

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
召
針
少

良
ぶ
い
貢
橙

ぶ
い
澄

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
連
続
し
た
指
圧
痕

ロ
イ表
外
擬
回
線
10
粂

高
イ

4区
粗
粒
砂
多

良
明
赤
褐
、
茂
責
橙

ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
面
摩
減
 
内
外
雨
赤
彩
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

選
 
僣
 
名

口
径

全
長

器
高

幅

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 〇 九 七

V
琵

4区
)5
mm
～
ll
 a
の
粗
ly
砂
少

良
が
い
貰
橙

ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

「
緑
内
極
浅
い
抑
圧
文
 
外
端
亥
Jみ
日

4区
SЮ
05

粗
粒
砂
多
、
海
綿
‖
争「

良
寛
黄
怜

支
黄
澄

ケヽ
メ
、
ナ
テ

日
縁
内
工
具
に
よ
る
ナ
デ

帥
疑

4区
S1
00
5

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
橙
～
に
ぶ
い
責
橙

が
い
栓

、 ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

回
縁
内
羽
状
瀬
1突
文
、
外
刻
み
日

90
4区

S1
00
5

)5
mm
の
中
粒
砂
多
、

)5
mm
～
lm
mの
l■
粒
砂
少

Et

に
が
い
賞
橙

浅
資
橙

ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

頚
割
`外

面
ハ
ケ
】犬
具
の
角
に
よ
る
押
圧
、
担
続
刑
突
文

笑
部
最
小
径
■
2c
m 
内
画
墜
滅
に
よ
り
調
整
不
ll
l瞭

壷
4区

S1
00
5

伸
桂
砂
多
、
海
綿
骨
針

良
黄
灰

浅
黄
橙
、
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ
後
ハ
ケ
メ

ナ
デ

ミ
都
何
か
の
圧
真
か
、
小
F∫
刑
突
状
の
も
の
あ
リ
 
タ ト
■

と
滅

発
4区

創
Ol
15

}5
mm
～
lf
am
の
粗
粒
砂
多

良
|こ
バ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ
後
ハ
ケ
メ

コ
緑
内
小
竹
省
(2
個
1対
)1
こ
よ
る
非
1突
文

93
然
 t
巴
手

1粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
痕
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

桁
円
状
の
把
手
、
9個
1州
の
ひ
も
穴
あ
り

)5
n」
l前
後
の
中
粒
砂
少
、
精
良

良
に
が
い
責
橙

に
が
い
橙

口
縁
那
れ
円
状
の
把
手
に
2個
I対
の
ひ
も
穴
か

SI
∞
5

19
7

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
府
良

良
浅
費
橙

潜
昔
恰

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
下
に
穿
孔
2個
1対
の
ひ
も
穴

図 面 ０ 九 八

9o
斐

S1
00
5

赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少

甕
賛
橙

隻
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
タ
ト
擬
凹
椒
4条

器
台

海
綿
骨
釧
、
赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
少

浅
貰
積

浅
黄
澄

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

発
SI
O0
5

粗
粒
砂
少

良
灰
白

に
ぶ
い
黄
橙
、
1と
灰

ヨ
ヨ
ナ
デ

雖
極
粗
粒
砂
多

賞
灰 望 ヽ

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ケ
ス
リ

ヨ
コ
ナ
デ

タト
面
煤
何
若

箋
4区

SI
IX
 5

粗
粒
砂
少

良
浅
費
橙

浅
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

菱
4区

粗
粒
砂
多

灰
自

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
媒
付
猪

賓
4区

S1
00
5

粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
黄
橙

掲
灰
、
黒
褐

コ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

コ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
操
付
着
 
内
面
部
分
的
に
副
Xt

10
3

霊
4区

粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
賣
橙

に
が
い
責
橙

コ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ

ヨ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ
か

10
4

発
4区

SI
IX
15

粗
粒
砂
多

橙
、
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

ヨ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

コ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
～
胴
部
ハ
ケ
メ

琵
4区

S1
00
5

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

灰
黄
褐

褐
灰
、
黒

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕

甕
4区

SЮ
05

極
粗
粒
砂
少
、
糧
粒
砂
少

口
縁
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
1岡
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

10
7

霊
4区

粗
粒
砂
少
、
極
4H
粒
砂
や
や
多

浅
黄
橙

浅
黄
栓
、
黒
褐

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
」
|～
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

霊
極
粗
粒
砂
や
や
多

天
責
褐

ら
,天

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
郡
板
ナ
デ

回
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
指
庄
項

内
外
面
う
す
く
lk
刊
着

菱
S1
00
5

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
黄
増

口
緑
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
指
圧
凍

′ 卜
面
一
部
煤
Il
斎

甕
中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

微
良
灰
白

灰
自
、
黒
褐

口
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

回
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

外
面
娯
付
着

発
粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
貢
橙

に
が
い
責
澄

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
指
圧
f.
C

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

努
Ы
00
5

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

皮
に
が
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
剖
;ハ
ケ
メ

外
面
剥
離
に
よ
り
調
整
不
明
14

菱
粗
粒
砂
や
や
多

良
浅
黄
澄

に
が
い
燈

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
指
圧
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ

発
4区

20
3

粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
裕

灰
責
褐
、
早
褐

回
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
指
庄
痕

外
面
う
す
く
炭
化
物
付
着

誕
4区

SЮ
05

17
2

極
粗
粒
砂
多

良
疋
黄
褐
～
褐
灰

尺
黄

口
縁
～
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

回
縁
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
胴
部
ハ
ケ
メ

内
面
畢
斑
、
日
縁
部
一
部
蹂
付
着
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図
面
番
号

器
 
種

PI
l査
区

逮
構
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
■

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 画 ０ 九 八

整
4区

Ⅲ
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
少

灰
貢
褐

に
が
い
黄
橙

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ
か

口
縁
～
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

麓
4区

SI
l1
05

区
粗
粒
砂
多

長
灰
黄

に
ぶ
い
黄
橙
、
寅
灰

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ll
面
黒
斑
 
内
外
面
 
底
面
景
J離

4区
SЮ
∝

IE
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

良
灰
責
褐

黒
(煤
の
色
)

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

1面
全
体
に
煤
付
着

図 面 ０ 九 九

重
4区

SЮ
05

,粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

長
赤
、
に
が
い
橙

赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

Ⅲ
擬
凹
線
9条
、
連
続
刻
み
目
 
底
部
穿
孔
2個
内
外

窟
赤
彩

12
0

4区
SЮ
05

■
粒
砂
少

良
褐 褐

赤 赤

口
縁
ミ
ガ
キ
、
顕
部
ハ
ケ
メ

外
ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

4区
SЮ
05

Ⅲ
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

Ⅲ
面
沈
線
ユ
条
 
頸
著 卜
最
小
径
5 
1c
m

4区
S1
00
5

五
IB
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
費
橙
～
黄
灰

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒
褐

日
緑
部
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

ロ
緑
～
肩
部
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ナ
デ

頃
那
径
8&
m 
】同
部
下
半
媒
か
不
明
(黒
褐
色
)、
外
面

一
部
に
黒
斑

4区
SЮ
∝

Ⅲ
粒
砂
少

良
月
赤
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
 
ハ
ケ
メ

牛
面
 
口
緑
部
内
面
赤
彩

台
付
壺

4区
SЮ
05

■
粒
砂
少

良
掲 褐

赤 赤

ナ
デ

ミ
ガ
キ

1面
赤
彩

4区
SI
O0
5

72
五
粗
粒
砂
多

並
灰
黄
～
黄
灰

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
か

Ⅲ
面
に
一
部
煤
付
着

底
菩
[

4区
SI
O0
5

工
粗
粒
砂
微
、
中
粒
砂
多

並
に
ぶ
い
袴

灰
褐

ナ
デ
、
指
庄
痕
、
板
】大
具
に
よ
る
ナ
デ
か

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

12
7

底
菩
ト

4区
S1
00
5

こ
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

良
橙

責 責

浅 浅

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

句
タ
ト面
一
部
黒
斑

高
杯

4区
S1
00
5

Ⅲ
粒
砂
多
、
糧
粒
砂
や
や
多

良
に
が
い
栓

橙

高
杯

4区
Ⅲ
粒
砂
少

良
に
パ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
構
、
に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

有
段
部
外
梃
凹
線
2条
 
内
面
摩
減

高
杯

4区
■
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
級

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

高
杯

4区
S1
00
5

任
粒
砂
や
や
多

史
月
赤
褐

凋
ホ
褐

内
外
面
赤
彩

高
杯

4区
S1
00
5

中
粒
砂
少

良

褐 褐

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

高
杯

SI
ll
l1
5

19
4

1粒
砂
少

良
褐 褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

高
杯

4区
SЮ
05

86
5

笠
粒
砂
少

長

褐 褐

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

舛
面
一
部
赤
彩
的
な
所
あ
り

高
杯

4区
S1
00
5

Ⅲ
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
費
橙

鉢
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
絞
り
痕
、
ナ
デ

外
ミ
ガ
キ

外ヽ
面
と
も
に
摩
減

脚
部

4区
S1
00
5

α
粒
砂
や
や
多

良
疋
自

え
白
、
構

氏
面
ミ
ガ
キ
、
ミ
ガ
キ
、
台
部
基
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

勺
面
黒
色
、
外
商
赤
彩

高
杯

4区
S1
00
5

87
豊
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
え
贅

ズ
支

ミ
ガ
キ

凍
り
痕
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

穿
孔
敷
不
明
、
穿
孔
径
1 
0e
n

高
杯

4区
SI
IX
15

■
粒
砂
や
や
多

長
に
ぶ
い
責
構

橙

不
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ス
ソ
部
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

外
画
部
分
的
に
赤
彩
残
る

13
9

高
杯

4区
団
lX
15

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
責
0

ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ス
ソ
部
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

高
杯

4匡
Ы
CX
15

粗
粒
砂
少
、
海
綿
看
,1
少

長
に
ぶ
い
責
橙
 
赤

赤

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
上
半
ミ
ガ
キ
か

穿
孔
2個
縦
に
1対
3箇
所
、 穿
イ
t径
08
cm
 
内
面
歴
減
、

部
分
的
に
赤
彩
F「
t、
タ
ト
面
赤
彩

高
打

4区
SI
IX
15

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
召
斜
級

良
登
、
に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

裾
部
に
援
凹
線
1条
 
内
外
面
に
赤
彩
 
内
面
全
体
に
康

滅

図 面 一 〇 〇

器
台

SI
ll
l1
5

中
粒
砂
多

良
支
責
橙

ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

内
タ
ト
面
席
減
 
外
面
剥
離
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

器
台

4区
Ⅲ
粒
砂
や
や
多

長
褐 擢

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

1坐
器
台

4区
S1
00
5

Ⅲ
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

R
明
赤
栂
、
に
ぶ
い
貢
橙

赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

穿
子
し
数
不
明
 
内
雨
摩
減
、
部
分
的
に
赤
彩
戻
、
外
面
赤

彩
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図
面
番
号

器
 
極

調
査
区

選
 l
l 
名

径 長

口 全

器

“

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

訓
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 Ｏ Ｏ

高
杯

4区
中
粒
砂
や
や
多

橙
、
浅
黄
橙

橙
、
灰
白

日
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
外
画
赤
彩

鉢
S1
00
5

19
中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
に
ぶ
い
橙

浅
責
橙
、
浅
蓑
澄

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ
、
後
ナ
デ
、
底
都
ナ
デ

底
部
穿
を
し
、
年
孔
径
09
cm

勢
4区

SI
l1
05

粗
粒
砂
多

良
明
灰
褐

明
灰
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ

底
部
黒
斑
あ
り

1螂
蓋

4区
Ы
IX
15

中
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

赤
、
浅
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少

良
橙
、
灰
自

橙

ミ
ガ
キ

内
面
歴
減
 
内
タ
ト
面
赤
彩

蓋
4区

中
粒
砂
や
や
多

良
に
バ
い
黄
橙

に
ぶ
い
赤
橙

ミ
ガ
キ

紐
部
～
体
部
ミ
ガ
キ

内
面
赤
彩
辰
残
る
、
タ
ト面
赤
彩

蓋
4区

SЮ
05

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
徴
、
海
lV
骨
針
少

良
月
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
天
丼
部
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
、
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
3 
65
cm
 
内
外
面
赤
彩

蓋
4区

S1
00
5

中
粒
砂
や
や
多

良
喝
赤
褐

ミ
ガ
キ
か

内
夕
1面
赤
彩
 
内
外
面
景
∫ 離
に
よ
り
調
整
不
明
lF
I

誕
lm
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
泉

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

コ
唇
部
内
外
に
ハ
ケ
1大
具
に
よ
る
押
圧
 
刺
突
文

4区
SЮ
06

■
粒
砂
少
、
極
粗
村
砂
微
、
海
綿
骨
針
微
R

白

に
ぶ
い
貨
橙

わ
ず
か
に
ハ
ケ
メ
痕
残
る

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
工
呉
に
よ
る
ナ
デ

頸
部
沈
線
3条
、
頸
部
最
小
径
ど1
 6
cm
 
内
面
fl
離
に
よ

り
調
整
不
明
瞬

整
4区

罰
ll
C 
6

,綿
骨
針
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少

橙 愉

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
緑
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ホ
面
煤
付
着

i4
S1
00
6

細
粒
砂
多
(白
色
粒
夕
X

極
凝
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
贅
橙
～
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
日
縁
端
部
ナ
デ
、
板
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
口
縁
端
部
ナ
デ
、
板
ナ
デ

口
縁
穿
了
し
2個
1対

壺
ST
00
6

13
3

粗
粒
砂
(赤
色
泣
)極
多
、
極
粗
粒
砂
多
、

海
綿
骨
針
や
や
多

良
橙
黄 昔

浅 灰

口
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

回
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ミ
ガ
キ
 
ナ
デ
か

15
8

高
杯

4区
創
lX
16

中
粒
砂
少

罠
明
赤
褐

明
赤
褐
、
に
ぶ
い
俗

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
夕
1面
全
体
赤
彩

高
杯

SЮ
∝

中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少

良
橙 に
ぶ
い
貨
橙

杯
部
ミ
ガ
キ
、
裾
部
ハ
ケ
メ

穿
孔
径
08
cm
、
穿
孔
4箇
所

蓋
SЮ
06

中
粒
砂
少

良
赤
褐

赤
灰

マ
ミ
径
2 
1c
m 
全
体
赤
彩

蓋
Ы
ll
16
 S
KO
弱

中
粒
砂
少

褐 褐

明 明

ミ
ガ
キ

外
面
擬
四
線
 
内
外
面
赤
彩

底
部

4区
SI
Ol
16
周
澁
(S
D0
14
)

0 
5m
m～
1剛
の
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2凹
の

極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
召
針
多

良
黄
灰

に
が
い
橙
～
蓑
灰

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
外
面
と
も
庵
減
著
し

高
打

4区
S1
00
6周
絆
(S
D0
14
)

粗
粒
砂
多

褐
灰

明
赤
褐
～
褐
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
戻

円
形
透
孔
単
位
3 
外
面
に
鼻
斑
 
赤
彩

高
杯

4区
S1
00
6周
溝
(S
D0
14
)

粗
粒
砂
少

明
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

脚
部

4区
創
∞
6周
溝
(S
D0
14
)

極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
澄

台
上
半
ケ
ズ
リ
、
台
裾
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

上
半
ハ
ケ
メ
、
裾
部
ナ
デ
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

図 面 一 ０ 一

16
6

霊
4区

Im
4～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
全
体
に
媒
付
着

発
S1
00
7

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
黄
灰

に
ぶ
い
橙
、
早

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着

箋
S1
00
7

lm
m～
1翫
mの
極
粗
粒
砂
少
、

21
1～
3m
mの
細
礫
多

良
に
パ
い
黄
橙

に
が
い
袴

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
外
連
続
刻
み
目
 
内
外
面
共
に
歴
減
著
し
く
調
整
不

霊
S1
00
7

5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
費
裕

灰
安
褐

ケ
メ
、
指
庄
痕

ケ
メ
、
指
圧
戻
(外
全
体
に
煤
付
着

)

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
瑞
部
凹
線
1条

17
0

霊
4区

Ы
IX
17

lm
I～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

ミ
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
3条
、
外
亥
1み
目
 
内
画
一
部
う
す

い
黒
斑

17
1

霊
SЮ
W

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
徴

良
に
ぶ
い
貨
栓

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
縁
内
連
続
刺
突
文

霊
S1
00
7

豹
2

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

並
「
k黄 に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

日
緑
外
亥
Jみ
日
 
外
面
煤
付
着

霊
4区

SЮ
∝

狙
粒
砂
少

良
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ぶ
い
橙
、
黒
|.
B

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

回
縁
外
刻
み
日
、
外
面
胴
部
簾
状
文
 
内
外
面
媒
付
着

外
面
部
分
的
に
剥
離



|

ω

|

図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

回 全

高 高

器

“

径 さ

底 厚
胎
  
i

焼
成

色
  
訓

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 ０ 一

ミ
ー
チ
ユ
ア
整

形
土
器

4区
S1
00
7

IB
粒
砂
や
や
多

良
浅
黄
橙

灰
白
、
黒

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

ケヽ
メ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
テ

¬
緑
内
lH
J続
オ
J突
文
、
外
刻
み
日
 
外
面
媒
付
着
、
多
面

隻
部
黒
斑

誕
4区

SI
O0
7

■
9
05
mm
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
や
や
多

良
黄
灰
～
暗
灰

に
ぶ
い
橙
～
灰

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
す旨
圧
痕

ケヽ
メ
、
底
面
ナ
デ

Ⅲ
面
全
体
に
煤
付
着

4区
S1
00
7

70
IJ
A粗
粒
砂
微
、
粗
粒
砂
少

長
に
ぶ
い
責
橙

に
が
い
責
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ

内
面
の
ハ
ケ
2種
類
使
用
か
(細
)内
面
底
部
一
部
需

lk
l、
外
画
部
分
白 ,
に
煤
れ
着

lη
底
部

4区
S1
01
17

51
05
mm
～
ll
mの
粗
粒
砂
多
、
1側
～
2m
mの

極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
℃

に
ぶ
い
責
橙

ナ
デ
、
ナ
デ
あ
げ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

17
8

発
4区

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

良
に
が
い
責
椅

に
ぶ
い
営
袴

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
摩
減

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
外
面
炭
化
物
付
着
 
摩
滅
、
特
に
外
面
摩
減
に
よ
り
調

岡 面 一 ０ 二

壺
4区

S1
00
7

Im
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
瑛
部
ハ
ケ
メ

外
面
一
部
黒
班

霊
4区

SI
O0
7

0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

パ
い
橙

ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
張
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

壺
4区

SЮ
07

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
責
橙

こ
が
い
責
袴

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
羽
】犬
刺
突
文
4条
、
タ
ト
端
刻
み
日
 
内
面
一
部
黒

斑

4区
SI
O∝

〕
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
こ
ぶ
い
責
橙

こ
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

頸
部
H古
付
突
帝
に
斜
格
子
文

4区
S1
00
7

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
完
責
橙

党
黄
橙

ケヽ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
内
羽
状
刑
突
文
、
竹
昔
に
よ
る
円
形
刺
突
文
、
タ
ト端

亥
Iみ
目

無
顕
壺

4区
)5
闘
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
支
黄
橙

完
責
橙

ナ
デ
、
指
圧
戻
、
日
縁
吉
[ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
か
ナ
デ

BI
B部
上
方
に
極
浅
い
凹
縁
か
?途
中
で
消
え
る
 
外
面

口
縁
吉
[内
面
赤
彩
 
外
面
は
全
体
に
磨
減

無
願
壷

4区
S1
00
7

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

1伊
綿
骨
創

良
こ
ぶ
い
黄
橙

登
、
に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

回
縁
外
羽
状
刺
突
文
、
沈
線
1条

18
6

無
顕
壷

4区
S1
00
7

14
15

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
貢
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
工
具
に
よ
る
ナ
デ
か
、
ミ
ガ
キ

口
縁
外
突
竹
 
三
J離
、
累
」B
r面
ハ
ケ
TI
Y/
 
穿
孔
2舶
〕

対

底
部

SI
O0
7

中
礫
1個
、
極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
女
橙

に
が
い
責
橙
～
灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
底
部
一
吉
卜黒
Jj
F、
媒
付
着
、
内
面
―
部
黒
JI
J

鉢
4区

S1
00
7

中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

良
浅
黄
橙

i完
黄
橙

ナ
デ
、
強
い
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

壷
底
部
を
転
用

底
部

SЮ
07

ll
T～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

ll

に
パ
い
貰
橙

に
パ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

底
郡

SЮ
07

粗
粒
砂
多
、
海
4T
召
針
微

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
袴

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
底
部
一
部
黒
斑

S1
00
7

)5
鰤
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
オ 書

に
ぶ
い
栓

ケヽ
メ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

日
緑
端
部
に
穿
孔
1個

鉢
S1
00
7

粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

良
灰
白
～
浅
黄
橙

灰
白
～
浅
黄
栓

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

日
緑
穿
子
し 対
面
に
な
1残
、
両
側
欠
損
の
為
2 
1H
l対
力
Ч
よ

不
明

鉢
S1
00
7

)5
1m
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

R
に
ぶ
い
黄
栓

に
ぶ
い
輩
裕

ハ
ケ
メ
、
口
緑
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

19
4

鉢
4区

S1
00
7

24
7

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

良
に
ぶ
い
0～
灰
責
褐

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
緑
部
に
柿
1ケ
孔
1個
 
把
手
の
部
分
は
欠
損

創
∞
7

粗
粒
砂
多

ミ
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

ケヽ
メ
、
ナ
デ

tガ
キ

外
面
摩
減

底
部

粗
粒
砂
多

良
灰

ケヽ
メ
、
底
面
ナ
テ

外
面
煤
付
着

底
部

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
褐

灰 灰

黒 明

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

′ヽ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
底
面
ナ
デ

底
部

S1
00
7

粗
粒
砂
多

良
灰 褐

里 卜 明

里 向 一 ０ 三

斃
S1
00
7

■
粒
砂
少

に
ぶ
い
橙

日
緑
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

20
0

発
20
1

極
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
イ
ロ
縁
樹
状
具
に
よ
る
ナ
デ
)

タ ト
面
煤
厚
く
付
蒲

箋
S1
00
7

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微

良
灰
自

灰
白

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
施
文
が
雑
、
特

に
外
の
刻
み
国

整
4 
FX

S1
00
7

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
割

良
褐
灰
～
に
ぶ
い
橙

it
l灰
～
に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
痕

口
緑
内
羽
状
刺
突
文
 
外
面
煤
付
着



‐ ― 　 伽 ふ 　 ― ―

図
面
番
号

器
 
種

謝
杢
区

遺
 
構
 
名

口
笹

全
長

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
ノ
下
段
外
面
)

術
  
考

凹 面 一 ０ 三

寵
4区

SI
Ol
17

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

灰
白

浅
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文

変
4巨

S1
00
7

炒
9

極
粗
粒
砂
微

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
精

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日

20
5

菱
4区

S1
00
7

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
微

灰
白
、
黒

に
が
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
斑
、
外
面
煤
付
素

20
6

霊
4区

細
礫
多

浅
責
橙
～
褐
灰

浅
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

甕
創
∞
7

lm
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

微
良
に
パ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
底
剖
`ナ

デ

コ
伝
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
底
面
ケ
ズ
リ

内
面
の
底
面
に
黒
斑
か
、
外
面
全
体
に
煤
強
く
付
着

匁
98

篭
4区

S1
00
7

15
6

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
多
、
海
綿

唱
針

灰
自

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
外
媒
付
着
、
底
部
内
一
部
黒
斑

霊
4区

SЮ
∝

rr
I粒
砂
多

黄
灰

浅
貨
橙

ケ
メ
後
ナ
デ
か

内
面
剥
雄
に
よ
り
調
整
不
明
rt
l、
タ ト
面
磨
耗

誕
4区

S1
01
17

組
礫
多
、
赤
色
泣

橙 橙

黄 黄

浅 浅

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
媒
付
着
、
内
外
面
黒
斑

21
1

菱
95
mm
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多
、

赤
色
粒
多

良
に
が
い
橙

に
ぶ
い
橙

底
部
ナ
デ
、
指
圧
痕

指
圧
痕
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

内
底
面
に
黒
斑
 
外
面
全
体
に
赤
彩
痕
、
一
部
副
離
面
に

瀕
卜
が
し
み
込
ん
で
い
る

SI
O0
7

こ
粗
流
砂
多

良
浅
黄
橙

浅
貰
橙

ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
縦
に
粘
上
を
重

ね
て
成
形

底
部

4区
S1
00
7

中
粒
砂
多
(自
色
粒
多
)、
粗
粒
砂
多
、
赤

色
粒

良
唇
灰

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

勺
面
剥
離

霊
創
lX
17

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
澄

に
ぶ
い
澄

ケ
メ

ケ
メ

戻 戻

圧 圧

指 指
外
面
全
体
に
媒
ll
着

賽
S1
00
7

粗
粒
砂
や
や
多

良
明
灰
褐

明
灰
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
涙

ケヽ
メ

口 面 一 ０ 四

鉢
SK
00
1

極
粗
粒
砂
少

ミ
に
ぶ
い
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
媒
付
着

菱
極
4a
粒
砂
少
、
赤
色
地

並
浅
貢
澄

に
ぶ
い
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

日
縁
都
小
波
状
 
外
媒
付
落

霊
SK
OO
l

極
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
喧

浅
責
鳩

ナ
デ

日
緑
内
羽
状
刺
突
文
(3
粂
か
)、
外
連
続
刻
み
日

疑
4区

SK
00
1

極
粗
粒
砂
少
微
量

良
灰
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文

22
0

箋
4区

SK
00
1

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

良
こ
ぶ
い
黄
橙

天
褐
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

外
面
煤
付
増

底
部

4区
43

中
粒
砂
多
(自
色
粒
多
)

良
〔
黄
褐

と
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

底
部

4区
SK
00
1

中
粒
砂
多
(自
色
粒
多
米
粗
粒
砂
少

良
え
責
禍

疋
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着

"3
鉢

4区
SK
00
1

Ⅲ
粒
砂
多
(白
色
粒
多
x

田
礫
や
や
多
、
海
綿
骨
針

長
浅
黄
栓

に
ぶ
い
費
俗

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ

底
部
穿
孔
1個
(径
上
0 
9c
mt
t 
ic
m)

4区
SK
ll
ll
l

15
2

互
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
'1
少

良
浅
責
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
画
日
縁
部
刻
み
目
4個
 
内
外
面
と
も
陸
耗

4区
SK
00
1

11
9

互
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
多
、
赤
色

立
、
海
綿
骨
針

並
黄
灰

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

コ
縁
ク
ト
連
続
刻
み
日

滋
6

壷
SK
00
1

盟
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

長
灰
白
～
暗
灰

橙
～
灰
白

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

言
部
沈
線
に
よ
る
1条
の
波
状
文

″
7

底
部

SK
00
1

糧
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
灰
白

灰
自
～
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

卜
面
～
底
部
一
部
黒
斑

22
8

霊
)5
ma
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
灰
責
褐

灰
黄
褐

口
縁
～
胴
部
ハ
ケ
メ
、
頸
部
に
指
圧
項

目
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
緑
外
連
続
刻
み
日
、
タ ト
 
回
唇
部
に
斜
位
の
刻
み
日
外

面
全
体
に
煤
付
着

霊
SK
00
2

逐
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

良
褐 褐

黄 黄

灰 灰

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
桜
着
痕

口
縁
外
連
続
亥
1み
日
 
外
面
煤
付
着

誕
SK
O∝

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

浅
責
橙

浅
責
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ
か

口
緑
内
小
波
状
、
外
進
統
刺
突
文
 
口
縁
吉
卜外
面
媒
付
着

底
都

4区
SK
00
2

84
中
粒
砂
多

灰 浅
黄
橙

ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

露
暑

2V
鉢

■
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
黄
緒

ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
指
圧
・
PA

Ⅲ
面
底
部
 
内
面
黒
斑

凹 面 一 ０ 五

SK
O0
2

17
0

粗
粒
砂
や
や
多

良
橙 浴

責 資

浅 浅

ヨ
ヨ
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

日
縁
内
斜
行
短
線
文
、
押
引
列
点
文
、
外
直
線
文
 
外
画

口
縁
部
内
面
赤
彩

23
4

SK
O0
2

In
粒
砂
や
や
多

良
に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ケヽ
メ

ケヽ
メ

外
連
続
刺
突
文
、
櫛
描
直
線
文

23
5

発
SK
00
3

粗
粒
砂
多

長
灰
責
褐

に
な
い
貨
橙
、
黒

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
(綾
杉
状
ハ
ケ
メ
ロ
米
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

憂
SK
00
3

I「
m～
2a
rの
粗
粒
砂
多

浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
タ
ト
面
全
体
に
燥
付
着

菱
S(
00
3

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

栓
～
に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
lA

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

変
⊃
Э
6

粗
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨

,十

R
浅
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
緑
部
僅
か
に
煤
付
着

23
9

発
4区

SK
00
3

20
0

粗
粒
砂
少
、
1/
2m
m～
lm
m赤
色
l‐
多
、
海

綿
骨
針
微

に
ぶ
い
黄
橙
～
褐
灰

に
ぶ
い
栓

ナ
デ
、
横
lI
ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕
多

ナ
デ
、
tl
l位
、
横
ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕
多

外
面
媒
付
斉

24
0

甕
4区

4v
E礫
微
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
黄
俗

浅
責
橙
～
に
ぶ
い
費
綺

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
工
具
に
よ
る
ナ
デ

ハ
ケ
メ
1/
/ナ
デ

口
縁
外
刻
み
日
 
外
面
部
分
的
に
煤
付
着
、
内
面
一
部
黒

班

霊
4区

SK
Ol
13

粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
袴

に
ぶ
い
橙
～
黒

ナ
デ
、
指
圧
凍
、
横
～
斜
位
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
逆
統
亥 1
み
ロ
 
タ ト
面
煤
付
着

24
2

斑
4区

SK
00
3

極
粗
粒
砂
少
、
04
 X
 O
am
の
細
礫
1個
、

赤
色
粒
、
自
色
粒
少

1支
黄
橙

に
ぶ
い
袴
～
早

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
若

切
り
返
し
右
り
、
単
位
不
明

4区
87

組
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

減
貢
橙

橙

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

内
外
面
ハ
ケ
メ
摩
減

底
部

4区
SK
00
3

51
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
や
や
多
、
赤
色
粒
、
良
望 一
(

に
ぶ
い
責
燈

ハ
ケ
メ

内
面
黒
斑
、
外
底
面
一
部
黒
斑

回 面 一 ０ 六

鶏
4区

S【
Ol
14

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

に
ぶ
い
黄
塔

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

煤
付
着

誕
4E

SK
OЭ
4

粗
泣
砂
少

並
浅
黄
袴

に
が
い
橙

ケ
メ
後
所
々
ミ
ガ
キ
か
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
目

発
SK
00
4

lI
I 
m～
1 
5m
lの
極
粗
粒
砂
多

良
褐
灰

に
が
い
黄
橙

ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

回
緑
部
小
波
状
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

蓮
SK
00
4

極
粗
粒
砂
微
、
海
綿
骨
針

良
に
ぶ
い
黄
橙

ケ
メ

ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
竹
菅
文
、
外
連
続
刻
み
日

変
SK
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
釘

並
橙 浅
黄
栓
、
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
● R

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
自

箋
SK
00
4

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

R
に
ぶ
い
黄
橙

橙
羽
状
束
1突
文
、
円
形
刺
突
文

底
部

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
黒
褐

橙
 
単
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着
、
内
外
面
黒
斑

底
部

4区
SK
00
4

粗
粒
砂
多

こ
ぶ
い
橙

こ
ぶ
い
橙
、
黒

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
黒
斑

斑
4区

SK
00
4

粗
粒
砂
多

並
パ
い
橙
、
明
黄
褐

ぶ
い
貨
橙
、
褐
灰

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

内
外
面
と
も
歴
耗
し
、
狩
に
外
面
は
調
整
不
明
瞬
 
外
面

煤
付
着

25
4

壺
4区

SK
Ol
14

粗
粒
砂
多

良
完
責
橙

支
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
廉
1突
文

25
5

4区
SK
00
4

21
1

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
釧

良
支
黄
橙

党
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文

4区
糧
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

並
浅
黄
橙
、
橙

浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

コ
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日

4区
SK
Ol
14

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
微
、
海
綿
骨
針
、
赤

色
粒

並
浅
黄
橙
～
橙

淡
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

外
沈
線
、
直
線
文
、
簾
状
文
、
斜
行
短
線
文
、
円
形
オ
1突

文
 
内
面
一
部
畢
斑

脚
部

4区
SK
 X
4

五
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
割

に
ぶ
い
黄
橙

赤
彩

ハ
ケ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
裾
部
連
続
刻
み
日
 
外
面
赤
彩

底
部

S“
]9
04

軽
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

図 面

一 ０ 七
20
9

SK
00
4

粗
粒
砂
多

並

灰 灰

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

頭
郡
径
10
9c
m 
内
外
面
と
も
摩
減
 
外
面
底
都
黒
斑
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図
面
番
号

ll
o

器
 
種

調
査
区

避
 
構
 
名

径 長

回 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
士

焼
成

色
  
嗣

(上
段
内
面
/ド
段
外
面
)

調
  
整

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 〇 七

年
.F
壺

4区
SK
Ol
14

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
際
や
や
多
、

赤
色
粒
、
海
綿
骨
創

並
に
ぶ
い
費
橙

浅
責
橙
～
橙

ケ
メ
、
ナ
デ

穿
孔
2個
1対
残
 
内
外
面
底
都
に
黒
斑
 
口
縁
部
外
面

歴
滅
不
1月

26
2

高
杯

4区
SK
Ol
14

)5
mm
前
後
の
中
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
栓
～
黄
灰

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
連
続
非
1突
文

ミ
ニ
チ
ュ
ア
霊

形
上
器

4区
SK
O1
4

五
粗
粒
砂
微
、
赤
色
粒

良
橙 橙

黄 責

浅 浅

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

小
型
上
器
、
輪
積
み
成
型

奏
SK
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
多 ‖
や
や
多

並
に
ぶ
い
費
橙

内
外
両
と
も
に
剰
離
雅
減
著
し

堅 口 一 ０ 八

超
粒
砂
や
や
多

良
明
褐

日
縁
片
口
状

底
部

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

良
晴
灰

に
が
い
澄

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
斑
か

26
7

底
部

S(
00
5

1粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多
、

胡
礫
少
、
海
tt
it
tf
l、
赤
色
粒

良
仄
白

ナ
デ
、
指
圧
痕

板
ナ
デ
、
ナ
デ

内
外
商
黒
斑
あ
り

26
8

SK
00
5

中
粒
砂
多
(白
色
粒
多
X赤
色
村

並
浅
贅
橙

橙
把
手
剖
'径

2 
11
cm
×
1 
8c
m、
厚
さ
09
c田

霊
)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、

どr
n前
後
の
制
礫
少
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
～
掲
灰

に
ぶ
い
責
橙
～
褐
灰

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
部
小
波
状

27
0

茎
S(
00
6

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

並
橙 橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
目

整
SK
00
6

18
3

五
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少

浅
女
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
アヽ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

27
2

整
SK
ll
16

lm
m～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
、
4・
j粗
粒
砂
多

浅
女
橙

灰
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
三
角
刺
突
文
、
外
端
刻
み
目

27
3

霊
SK
O0
6

炒
8

粗
粒
砂
少
、
種
粗
粒
砂
微

並
浅
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刑
突
文

発
粗
粒
砂
多
、
極
粒
砂
少

並
黒
、
黄
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
後
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
班
か
 
内
面
全
体
磨
耗
不
明
、
タ
ト
面
磨
耗

底
部

SK
Ol
16

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

並
褐
灰

に
ぶ
い
黄
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

27
6

底
部

SK
ll
16

53
中
池
砂
多
(白
色
粒
多
)、
極
粗
粒
砂
や
や

多
、 
pl
綿
骨
針

良
橙
～
黄
灰

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

底
部

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
多

浅
黄
栓

に
が
い
褐

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

底
面
穿
孔
ユ
(径
最
大
0■
m)

27
8

底
部

SK
O0
6

52
粗
粒
砂
多
、
中
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多
、

海
綿
骨
針

暗
灰

灰
黄
褐

ナ
デ
、
指
圧
浪

板
ナ
デ
、
ナ
デ

外
面
媒
■
着

4区
SK
00
6

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
赤
色
粒

並
灰 灰

口
縁
外
連
続
刻
み
目
 
内
面
接
合
痕
残
る

28
0

無
頭
壺

SK
00
6

)5
mm
～
lr
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
釘
多

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
浅
責
洛

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
テ
テ

口
縁
外
肥
厚
帝
に
羽
状
方
1突
文

無
顕
壺

4区
SI
Cl
ll
16

粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

灰 灰

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ケヽ
メ
、
ミ
ガ
キ

穿
孔
l残

28
2

SK
00
6

lm
m～
15
4u
の
極
粗
粒
砂
多

浅
黄
澄

浅
費
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

顕
部
姑
付
突
帯
に
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
刺
突
文
、
顕
部
径

■
2c
m

底
部

SK
00
6

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
中
粒
砂
多
(白
色
TI

多
)、
海
綿
骨
針

良
浅
責
橙

浅
黄
橙

不
明

内
面
使
用
に
よ
り
剥
離
 
黒
斑
あ
り

28
4

訴
ll
l1
6

71
粗
粒
砂
や
や
多

灰
白

灰
白
、
底
部
黒

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

外
面
底
部
黒
斑

28
5

赤
色
粒
、
海
綿
召
金 ‖

に
が
い
貨
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

口
緑
端
、
タ
ト
運
統
刺
突
文

28
6

然
4区

塁
00
6

17
9

粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

に
ぶ
い
黄
橙
～
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
アヽ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

器
台

中
粒
砂
少

良
彩 形

赤 未

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

28
8

底
部

SK
OM

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

灰
色

に
ぶ
い
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

図 面
一 ０ 九

型
粗
粒
砂
微

長

橙 橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ

夕
(面
煤
付
着
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図
面
番
号

Il
o

器
 
種

調
査
区

遺
 
橋
 
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

TJ
H 
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

‐
回 面 一 ０ 九

29
0

発
SK
IX
18

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
褐
灰
、
灰
自

i寃
黄
袴
、
黒

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着

琵
S(
00
8

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微
、
赤
色
粒

II

に
ぶ
い
橙

灰
褐

ナ
デ

ナ
テ

口
縁
内
B】
状
刺
突
文

29
2

4区
S(
00
8

粗
粒
砂
や
や
多

浅
責
澄

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

奏
SK
O∞

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
灰
黄
褐

灰
黄
褐
～
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
口
顎
胴
部
ハ
ケ
メ

顕
部
に
工
具
兵
 
内
面
輝
く
媒
付
着
、
阪
部
外
面
煤
句
者

鉢
4区

SK
Ol
19

粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

コ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

コ
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
都
ナ
デ

29
5

底
部

4区
粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

黄
灰

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

高
杯

4区
SK
Oコ

精
良
、
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
裕

に
ぶ
い
責
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

菱
4区

SK
01
3

lB
k粗
粒
砂
多
、
中
粒
砂
多
(白
色
粒
多
)

浅
責
橙

に
ぶ
い
黄
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
緑
外
連
続
刻
み
日

29
8

妻
4区

lm
r～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
裕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
唇
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
外
端
刻
み
日
 
外
面
煤
lE
着
 
内
面
う
す
く
ヨ
ヨ

29
9

霊
4区

極
粗
粒
砂
多

茂
賓
橙

に
ぶ
い
栓

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
外
連
続
刻
み
目
 
内
面
口
縁
端
部
ま
で
,デ
あ
け

30
Э

霊
4区

極
粗
粒
砂
や
や
多

浅
貨
橙

i支
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
原
付
指

雛
4区

SK
01
3

20
6

極
粗
粒
砂
多

天
白

麦
責
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
工
具
票

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
日

30
2

発
4区

SK
01
3

Im
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

浅
責
橙

i完
責
澄

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

回
縁
外
端
刻
み
自
 
回
縁
著
卜外
面
に
う
す
く
煤
(ヨ
ゴ
レ

付
着

発
4区

SK
01
3

05
硼
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

浅
黄
褐

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

回
縁
内
斜
行
短
線
文
2粂
x外
彦
1み
日
 
外
面
日
緑
部

に
媒
ll
着

菱
4区

Sと
ζ 9
13

lm
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
釘

含
む

に
ぶ
い
黄
旧

に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
口
縁
部
外
面
に
燦
■
斎

30
5

琵
4区

SK
01
3

粧
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
微
量
、
海
綿
骨

11

橙 橙

責 贅

浅 浅

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
亥
1み
目

甕
4区

lm
m～
2m
mの
沐u
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
喧

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
目
 
口
縁
部
 
顕
部
に
煤

ll
着

発
4区

SK
01
3

極
粗
粒
砂
少

良
浅
貢
橙

浅
貨
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
緑
内
羽
】大
刑
突
文
、
外
端
斜
格
子
文

図 面 一 一 〇

霊
SK
01
3

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
級

良
に
ぶ
い
貢
橙
、
簡
灰

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
涙

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

外
面
煤
付
着

甕
S(
01
3

粗
粒
砂
多

並
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
媒
付
若

底
部

SK
01
3

lT
 n
～
21
1の
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
含

む
良
灰
貨
褐

ナ
デ
、
指
庄
痕

'ヽ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ
ナ
デ
、
底
面
に
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
外
底
面
に
黒
斑

底
部

76
lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
君
針
含

む
良
掲
灰
～
黒
褐

浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

内
タ ト
面
に
黒
斑
、
内
面
に
炭
化
物
付
着

SK
01
3

)5
mm
～
ln
I「
の
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

日
縁
外
刻
み
目

極
粗
粒
l1
/少
、
れ
粒
砂
多
、
海
綿
弓
チ
1微

灰
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
泉

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

4区
SK
O1
3

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多
R
橙
～
灰
白

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

口
縁
内
羽
イ大
床
1突
文

SK
01
3

11
n～
2r
mの
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多
良
橙
～
黄
灰

橙
～
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
す
デ

頸
部
貼
ll
突
帯
に
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
刺
突
文
、
顎
部
径

11
 0
cm

無
霰
臣

S【
01
3

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2m
mの
良
浅
黄
橙

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

一
部
か
す
か
に
ハ
ケ
メ
痕

外
面
全
体
に
嬌
減

壺
4区

SK
01
3

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
含
む

尺
貢

ハ
ケ
メ

外
面
純
日
、
煤
付
着

鉢
4区

SK
01
3

粗
粒
砂
少

良
支
黄
橙

完
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

口
縁
都
外
ハ
ケ
状
工
具
に
よ
る
沈
線
1粂
、
穿
孔
1残
(2

lF
l 
i対
か
)
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獄
面
番
号

聘
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全

高 冨

器

“

径 さ

底 厚
Л台
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 画 一 一 〇

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

並
灰
自

灰
白
～
浅
貨
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
表

ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

勺
外
面
一
部
黒
斑
 
タ
ト
面
摩
減
に
よ
り
調
整
不
明
腑

32
0

壷
D5
mf
か
ら
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
合

む
良

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
亥
1み
国
 
内
外
面
磨
耗
著
し

)5
m4
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
灰
黄
～
責
灰

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

□
繊
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
 
ヨ
ヨ
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
2個
晰
付

図 面 一 一 一

39
2

霊
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
寄

並
灰
白

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
タ
ト連
続
刻
み
目
 
内
面
上
部
摩
旗
不
明

32
3

鉢
社
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒

良
灰 灰

褐 褐

暗 明

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

拿
孔
(2
個
1対
)の
う
ち
1個
残
(も
う
1個
は
端
が
僅

か
に
残
る
)

32
4

底
部

4区
SK
01
6

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

罠
橙

褐 責

灰 浅

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

発
SK
01
6

13
8

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
澄
、
黒

灰
IE
・
、
黒

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
煤
付
蒲

SK
01
6

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
多

賞
褐
灰

褐
灰
、
に
ぶ
い
黄
種

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
底
面
ナ
デ
、
部
分
的
に
ミ
ガ
キ

霊
SK
01
7

粗
粒
砂
少

並
灰 灰

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
刻
み
ロ
 
タ
ト面
煤
イ十
若

発
S(
0″

極
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
や
や
多
(白
粒
砂

や
や
多
)、
海
綿
召
針

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
戻

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
亥
1み
日
 
外
面
煤
付
着

霊
SK
02
2

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
貢
橙

灰
黄
褐
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
よ

回
縁
外
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

箋
極
粗
粒
秒
、
粗
粒
砂
多

並
浅
資
橙

に
ぶ
い
貨
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
か

口
縁
外
刻
み
目
 
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

斐
4区

粗
粒
砂
微
、
極
粗
粒
砂
lk

良
に
ぶ
い
黄
俗

に
ぶ
い
贅
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
緑
部
小
波
状

SK
02
2

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

jL
責 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
内
面
剥
離

艶
4区

SK
02
E

)5
mm
～
lo
Tの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
2個
貼
付
、
タ
ト
端
に
刻

み
目

箋
SK
02
2

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
紛

吹
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻
、
底
面
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

内
面
黒
斑
、
外
胴
部
に
煤
刊
着
 
底
部
庄
l■
有
り

4区
lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
秒
多

史
尺
寅
褐

こ
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
か
、
底
面
ナ
デ
凹

外
底
部
辺
～
底
面
に
黒
斑

33
6

底
部

4区
SK
02
2

粗
粒
砂
や
や
多

良
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

底
面
一
部
黒
斑

高
杯

4区
SK
02
3

中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

少
ミ
登
、
灰
白
、
暗
灰

ミ
ガ
キ

内
タ
ト面
赤
彩
 
外
面
黒
斑

壺
4区

SK
OE
3

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

ミ
灰 士

責 序

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
斑

図 面 一 一 三

箋
4区

SK
02
6

極
私
粒
砂
多
、
細
媒
や
や
多
、
赤
色
r_
、

海
綿
骨
針

並
完
責
澄
～
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
都
小
波
状
 
頸
部
に
穿
孔
2個
1対
あ
り

記
4区

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

莞
黄
橙

こ
ぶ
い
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
亥
1み
日
 
外
面
煤
刊
娼

34
1

霊
4区

SK
02
6

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

並
え
白

手
昔
搭

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
廉
1突
文
(縦
列
気
味
xタ
ト
連
続
夕
1み
日

斃
4区

SK
02
6

中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

良
完
黄
橙
、
暗
灰

営
灰

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

コ
縁
内
羽
状
廉
1突
文
、
外
連
続
刻
み
日

34
3

霊
4区

SK
∝
6

租
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

良
浅
費
橙

に
ぶ
い
褐

ケヽ
メ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
rA
l羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
亥
1み
目

4区
SK
02
6

笠
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
が
い
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
綴
者
摂

ケヽ
メ

コ
緑
内
羽
状
刺
突
文
 
外
面
煤
付
着

整
4区

SK
O弱

α
粒
砂
多
、
赤
色
粒

長
浅
黄
橙

に
ぶ
い
褐

ナ
デ

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ

コ
縁
内
羽
】大
刺
突
文
、
霊
線
(単
位
不
明
x外
連
続
刻

猟
日

1粒
砂
多
(白
色
粒
多
)、

■
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多

に
ぶ
い
責
橙
～
黒
灰

に
ぶ
い
黄
澄

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

対
面
煤
付
着

底
部

SK
02
6

55
五
粗
粒
砂
多

良
浅
貨
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

勺
外
全
面
媒
付
蒲
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圏
面
番

恥
器
種

調
査
区

置
構
名

後 長

回 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成
(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

底
部

SK
02
6

中
粒
砂
多
(自
色
粒
多
)、
種
瓶
粒
砂
少
並
敵 醜

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

34
9

壷
SK
l1
26

12
3

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

立
灰

チ
デ
、
指
圧
痕

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文

35
0

重
SK
02
6

10
3

中
粒
砂
多
、
細
礫
徹

並
泳
悔 白

明 灰

ナ
デ

ナ
デ

口
縁
外
現
状
刺
突
文
 
内
外
摩
滅

壺
4区

SK
02
6

la
4

中
粒
砂
多
(自
色
粒
多

)、
粗
粒
砂
少
、
海

鶴
召
針

並
に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
澄

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
亥
!み
目

35
2

壺
4区

SK
02
6

粗
粒
砂
多
、
種
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
、

赤
色
粒

並
浅
黄
橙

ナ
デ
、

ナ
デ
、

痕 痕

圧 庄

指 指
貼
付
突
帯
に
連
続
刺
突
文
、
直
線
文

35
3

重
SK
02
6

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
、
細
礫
微
最

並
橙 橙

資 黄

茂 虎

ハ
ケ
メ

ナ
デ

口
縁
外
刻
み
目
5個
残
(単
位
不
明
)外
面
摩
滅
に
ょ

り
調
整
不
明
瞭

35
4

一 霊
SK
02
6

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

黄
橙

ナ
デ
、

ナ
デ
、

ケヽ
メ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ

口
縁
端
部
連
続
刻
み
日

35
5

SK
02
6

極
粗
粒
砂
や
や
多

並
橙 橙

賞 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

顕
部
擬
回
線
3条
、
顕
部
径
Hl
枷
 
外
面
一
部
黒
斑

壷
4区

SK
02
6

粗
粒
砂
多

級 廂
ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

頸
部
蹴
付
突
帝
に
斜
格
子
文
、
家
部
径
13
 1
cm

35
7

壷
4区

SK
02
6

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
組
礫
少

並
褐
灰

橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

顕
部
財
付
突
帯
に
斜
格
子
文

底
部

4区
S【
02
6

10
9
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
、

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
接
着
痕

ナ
ア

底
面
黒
斑

底
部

4区
SK
02
7

種
粗
幾
砂
多
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

浅
黄
橙

ナ
デ
、
クヽ
ケ
メ

ナ
デ

外
面
磨
滅
 
一
部
黒
疑
あ
り

36
0

菱
4区

SK
02
9

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多

良
浅
黄
橙
～
褐
灰

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
画
ケ
ズ
リ
は
斜
位
の
ち
縦
位
 
外
面
煤
付
着

底
部

4区
SK
02
9

)5
Fd
～
lm
の
相
粒
砂
多

責
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
底
面
に
ナ
デ

外
面
に
媒
付
着
、
底
部
～
底
部
辺
黒
斑

36
2

4区
SK
02
9

赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

恒 橙

頁 責

概 浅

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
目

36
3

壷
4区

SK
02
9

海
綿
骨
針
、
赤
色
粒
、
細
礫
徹

良
浅
黄
橙

浅
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

36
4

壷
4区

海
綿
骨
針
、
極
組
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少

灰
ハ
ケ
メ

底
面
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

外
面
黒
斑
あ
り

高
杯

4区
SK
02
9

25
4

海
編
骨
針
少
、
赤
色
粒
、

中
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

36
6

高
杯

4区
SK
Op

中
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多
、
海
綿
骨
針
や
や

多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
露
橙

ヨ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ミ
ガ
キ

口
縁
外
擬
凹
線
9条

36
7

器
台

4区
SK
02
9

中
粒
砂
や
や
多

黒
褐

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

裾
部
外
S字
形
ス
タ
ン
プ
文
、
擬
凹
線
1条
 
摩
滅

36
8

台
付
鉢

4区
SK
02
9

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

黄
灰
、
灰

灰
黄
、
浅
黄
橙

杯
部
ハ
ケ
メ
、
脚
部
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

36
9

器
台

4区
SK
02
9

中
粒
砂
や
や
多

褐 褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

脚
部
外
S字
形
ス
タ
ン
プ
文
、
穿
孔
8箇
所
残
存
 
表
面

駒
鉢

4区
SK
03
0

16
11

細
礫
や
や
多

表
貢
疫

曳
黄
橙

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
媒
付
着

底
部

4区
Sk
03
0

粗
粒
砂
多
(白
色
粒
多
)、
細
礫
微

橙 橙

費 黄

ナ
デ

ナ
デ

外
面
一
部
黒
斑
あ
り

3ワ
壷

4区
SK
l1
31
1

種
粗
粒
砂
多
、
細
礫
多

良
白 告

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
底
面
黒
斑

37
3

蓋
4 
tZ

粗
粒
砂
多

ミ
ガ
キ
か

ツ
マ
ミ
径
30
cm
 
内
外
面
と
も
康
滅
し
調
整
不
明
瞭

37
4

壼
4区

S和
03
3

粗
粒
砂
多

良
に
が
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

瑛
部
径
lα
6c
m 
内
面
摩
減
に
よ
り
調
整
不
明
瞭
 
多
面

下
部
副
離

37
5

〕 霊
4区

S【
03
3

組
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多
、
海
綿
骨
針
少

並
に
ぶ
い
責
橙
～
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
ス
指
庄
痕

37
6

器
台

4区
SK
03
8

種
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
沸
橙
～
赤
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

卜
面
赤
彩
痕
 
内
外
面
と
も
摩
滅
、
特
に
外
面
は
全
体
に

盛
減
し
て
い
る
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

選
 
箱
 
名

日
経

全
長

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 一 四

乳
4区

17
2

05
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

え
貨
橙

文
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

顎
部
に
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
る
積
位
の
短
い
凹
線
を
施
す

内
外
面
に
燦
付
着

茎
4区

SK
03
5

粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多

浅
責
橙

i完
資
橙
、
褐
灰

ハ
ケ
メ

外
面
―
者
[煤
対
着
、
内
面
黒
斑
、
ヨ
ゴ
レ
か

37
9

翼
4区

SK
03
5

中
粒
砂
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
袴

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
綜
内
羽
】夫
刺
突
文
 
外
面
煤
付
着

贅
4区

SK
03
5

中
粒
砂
少

に
ぶ
い
賣
澄

に
ぶ
い
責
崎

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
指
圧
典

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
縁
外
連
続
亥
1み
日
 
外
面
煤
付
着

霊
4区

SK
03
5

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
黄
種

に
ぶ
い
黄
進

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
l■
付
着

託
ll
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
赤
色
粒

良
浅
煮
橙

浅
責
橙

斜
位
の
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

横
位
の
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

回
縁
部
小
波
状
 
内
面
彦
減
 
外
面
煤
付
着

霊
S(
03
5

lm
m～
2m
fの
粗
粒
砂
少
、
2m
m～
3m
mの

細
礫
少

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
メ
、
ナ
デ

日
緑
部
小
波
状

38
4

露
S(
03
5

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
す
デ
、
指
庄
戻

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
波
状

図 面 一 一 五

底
部

SK
03
5

IS
粒
砂
多

並
に
ぶ
い
責
澄

黒
、
に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ
か
ナ
デ

ナ
デ

内
面
黒
斑

38
6

底
部

4区
SK
03
5

2n
4～
3 
5m
mの
細
礫
多

度
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
に
lk
刊
者
 
内
タ
ト
面
一
部
に
黒
JI
Il

底
部

中
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

皮
灰
自

浅
責
浴

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

ケヽ
メ

煤
句
着

底
部

SK
08
5

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
褐
灰

に
が
い
資
褐

ナ
デ
、
指
圧
痕
、
一
部
ハ
ケ
メ
残
る

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
面
に
少
し
煤
ll
君

墾
SK
03
5

極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
地

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
工
具
に
よ
る
ナ
デ

内
面
工
具
に
よ
る
縦
位
の
幅
約
05
11
mの
筋
状
の
痕
あ
り

SK
03
5

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
浅
黄
増

i支
黄
焙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
表

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

回
縁
部
小
波
状
 
内
外
面
磨
耗
者
し

SK
03
5

極
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
橙
、
明
褐
灰

に
ぶ
い
橙
、
浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

板
ナ
デ
後
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ

内
面
剥
離

一 霊
4区

SK
03
5

粗
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨

割
良
こ
ぶ
い
栓
～
灰
褐

完
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
2個
一
対
の
刻
み
目
が
9単
位
 
内
面
剥
離

不
明

4区
S(
03
5

12
2

05
「
m以
下
の
中
粒
砂
多
、
0 
5m
mか
ら
lm
m

の
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
橙

束
lg

ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

側
面
と
底
面
に
煤
付
着

底
部

4区
SK
03
5

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、

細
礫
微
、
海
綿
骨
針

B灰 こ
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

39
5

底
部

4区
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
、

海
綿
骨
針

良
え
白

え
白

ナ
デ
(指
ナ
デ
)

ナ
デ
(板
に
よ
る
ナ
デ
)

内
面
一
部
黒
斑
あ
り

39
6

4区
粗
壮
砂
多

良
ぶ
い
橙

ぶ
い
責
橙

口
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

回
縁
～
顎
部
ハ
ケ
メ
後
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

39
7

奨
4区

SK
∝
6

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
黄
褐

に
本
い
貨
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

コ
縁
部
小
波
状

39
8

4区
)5
剛
～
lm
mの
粗
粒
砂
/1
/

良
に
ぶ
い
橙

に
が
い
橙

ハ
ケ
メ

コ
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
目

4区
SK
03
6

延
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
 
軍
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ヨ
縁
外
刻
み
日
 
外
面
媒
付
i‐

露
4区

SK
03
6

肛 膊
とm
mの
粗
粒
砂
多
、
2m
m～
3m
rの

に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
俗

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
反

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
胴
部
ハ
ケ

芍
外
面
全
体
に
燥
ヨ
ゴ
レ
付
着

4区
SK
03
6

24
15

■
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
澄

灰
責
褐

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
縁
内
円
形
痺
1突
文
、
タ
ト連
続
刻
み
日

図 画 一 〓 ハ

甕
4区

1粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微
、
細
礫
1個

掲
灰

に
が
い
橙
～
橙

ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
部
早
斑

ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
部
黒
斑

7k
面
煤
付
着

底
部

SK
03
6

咀
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

並
浅
黄
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
面
全
体
的
に
黒
斑
、
外
面
部
分
的
に
煤
付
着
、
底
部
部

本
的
に
黒
斑

底
部

SK
03
6

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微
良
黄
灰

灰
黄
褐

ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
う
す
く
煤
付
着

底
部

SK
03
6

53
0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2m
「
の

極
粗
泣
砂
少

良
褐
灰
～
灰
貰

灰
輩
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
底
面
粒
状
圧
痕

外
面
煤
刊
着
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図
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番
号

器
 
種

調
査
区

担
 
構
 
名

径 長

回 全

器
高 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト
面
)

備
  
考

固 面 一 一 六

底
部

4区
S(
09
6

05
m田
～
ll
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

灰
黄

灰
白

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

40
7

底
部

4区
SK
03
6

ユm
m～
24
mの
極
粗
粒
砂
多
、
2m
m～
4「
冊

の
細
礫
少
、
赤
色
泣

橙 袴

黄 黄

浅 浅

ナ
デ
、
指
圧
rR
、
ハ
ヶ
メ

ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

外
面
に
燦
付
着

底
部

4区
極
粗
壮
砂
微
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

え
白
～
に
ぶ
い
資

ケ
メ
後
ナ
デ

有
面
剥
離
、
摩
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞬
 
底
部
外
面
内
黒

40
9

SK
03
6

5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
増

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
(一
部
に
ハ
ケ
メ
痕

)

コ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
 
ヨ
コ
ナ
デ

顕
部
内
面
黒
斑
か
 
媒
付
着
(外
顕
部
う
す
く
煤
付
着

)

一 臣
SK
03
6

5R
II
n～
lm
mの
粗
泣
砂
少

良
橙 橙

黄 責

浅 浅

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

一 霊
SK
l1
36

54
1「
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

勺
面
摩
滅
剥
離
著
し
い
 
口
縁
部
外
面
に
赤
彩
痕

重
SK
03
6

lm
m～
2側
の
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微
良
に
ぶ
い
澄

に
ぶ
い
橙

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ

日
縁
～
頸
部
に
2個
1対
の
穿
孔

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

く
含
む

良
橙 橙

ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

日
縁
端
部
に
亥
1み
日
(4
個
x回
縁
部
は
ゆ
る
い
渡
状
と

な
る
 
渡
頂
の
単
位
は
12
か

壺
SK
03
6

粗
粒
砂
多

並
橙 橙

黄 斎

浅 浅

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
後
ナ
デ

回
縁
外
単
位
の
あ
る
刻
み
目

SK
03
6

5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
贅
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
す
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
テ

頭
部
に
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
沈
線
3条

SK
03
6

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙
～
黄
灰

浅
黄
橙
～
に
ぶ
い
黄
橙
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

口
縁
外
、
上
端
に
刺
突
文
、
沈
線
3条

底
部

4区
S(
08
6

)5
mm
～
1 
5m
mの
粗
ri
砂
、
極
粗
粒
砂
多

良
灰 灰

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
全
体
に
磨
滅
 
外
底
面
一
部
に
黒
斑

記
4区

粗
粒
砂
や
や
多

罠
灰
黄

浴
、
褐
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
上
部
ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着
、
内
外
面
底
部
黒
斑

図 面 一 一 七

SK
03
6

12
3

Σ
粗
粒
砂
少

ミ
浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
板
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
黒
斑
あ
り

42
0

4区
SK
03
6

)5
11
「
～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
精
良

良
に
ぶ
い
黄
橙

袴
～
に
が
い
責
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

頚
部
に
三
角
刺
突
文
 
内
面
剥
離
著
し
ヽ

SK
03
6

粗
粒
砂
多
、
中
粒
砂
多
、

海
綿
督
針
微

良
灰
黄

浅
責
橙
、
灰
責

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
板
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

頸
部
外
2条
の
刻
み
日
、
頸
部
径
12
 5
cm
 
内
外
面
炭
化

物
Il
着
 
内
面
歴
減
、
剤
離
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

SK
03
6

10
2
粗
粒
砂
多

並

灰 灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
F4
減
 
外
面
早
斑

図 面 一 一 八

壼
SK
03
6

粗
粒
砂
多

並
灰
自

灰
白
、
浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
1離
に
よ
り
調
整
不
明
際
 
接
合
j・
t多
く
残
る
 
外

面
摩
減

斐
4区

SK
04
0

lm
m～
25
1n
の
極
粗
粒
砂
少

度
に
ぶ
い
責
橙

仄
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
反

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
外
端
刻
み
目
 
内
外
面
に
煉
付
着

乾
S(
04
0

)5
mm
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

口
縁
外
刻
み
日
 
外
画
全
体
に
lX
付
着

奨
4区

SK
l1
40

中
粒
砂
や
や
多

良
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ
、
指
圧
痕

外
面
媒
付
着

霊
4区

SK
l1
40

粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
少

海
綿
骨
,l
l・
Ik

良
完
黄
褐

支
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

兼
部
に
穿
孔
あ
り
、
2個
1対
か

4郷
範

4区
SK
04
0

極
粗
粒
砂
少

良
尺
自

束
白

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
外
面
煤
付
着

霊
4区

lm
m～
1 
5m
nの
極
粗
粒
砂
少

良
こ
が
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
指
圧
戻

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
庄
痕

回
縁
部
小
波
状
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

霊
4区

SK
04
0

lm
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
部
小
波
状
 
外
面
全
体
に
強
く
煤
付
着

図 面 一 一 九

整
4区

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ

内
外
面
使
用
に
よ
る
も
の
か
磨
耗
(多
面
剥
離
)内
面

黒
斑
、
外
面
煤
付
着

変
4区

SK
04
0

0 
5m
m～
lm
mの
程
粒
砂
多
、
21
n～
3m
mの

細
礫
多

良
黄
灰

に
ぶ
い
責
澄
～
灰
費
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
外
面
一
部
摩
耗
 
外
面
に
う
す
く
探
付
着

SK
WO

64
二
粗
粒
砂
少

並
ミ
4g
J

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ナ
デ

内
面
黒
班
 
外
面
媒
付
着

43
4

十 霊
4区

SK
04
0

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

勺
面
一
部
に
黒
斑
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名

口
径

全
長

器
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幅

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 〓 九

壺
4区

SK
04
0

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

員
資

に
ぶ
い
責
澄

コ
縁
内
羽
状
オ
J突
文
、
外
刻
み
目
 
内
面
早
斑

壷
4区

SK
04
0

12
3

伍
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒

並
に
ぶ
い
橙

浅
貨
橙

ナ
デ

口
縁
内
斜
行
短
線
文
5条
 
円
形
浮
文
2個
 
垂
線
、
外

連
続
刻
み
自

鹿
4区

SK
04
0

1粒
砂
少
、
海
綿
娼
tl
少

史
に
ぶ
い
貨
橙

に
ぶ
い
黄
惜

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

回
縁
外
連
続
亥
1み
日

4鵠
SK
04
0

14
3

粗
粒
砂
多

並
浅
責
給
、
橙

橙
、
浅
責
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
l‐
/ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
内
面
磨
耗

43
9

無
頸
壺

SK
Om

54
狙
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多
、
海

縮
骨
針
少

良
に
が
い
貨
0

に
ぶ
い
責
袴

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

2対
の
穿
孔
2ケ
所
 
外
面
黒
斑

44
0

SK
04
0

lm
l～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
少

長
浅
黄
橙

に
ぶ
い
費
僣

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
外
面
全
体
に
磨
耗

SK
l1
40

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

並
淡
黄

灰
白
浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
 
ミ
ガ
キ

無
頸
壷

SK
04
0

13
2

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

穿
子
し
の
有
無
不
明

鉢
SK
04
0

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒

捜
費
橙
～
灰

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ
 
板
ナ
デ

国 面 〓 一 〇

n4
4

誕
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
中
粒
砂
や
や
多

良
浣
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
板
ナ
デ

夕
(面
煤
付
着

箋
SK
l1
4】

20
0

粗
泣
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ
、
指
庄
痕
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ
、
ナ
デ

外
面
部
分
的
に
煤
IE
着
、
内
画
部
分
的
に
黒
斑

発
4区

SK
04
1

極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
外
連
続
亥
1み
目

霊
4区

SK
04
1

21
7

0 
5n
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

灰
白

浅
責
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
lx

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
緑
都
小
波
状
 
内
外
面
媒
付
着

霊
4区

S(
04
1

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状

菱
4区

SK
04
1

ll
I「
～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

灰
黄

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
Th
~部
小
波
状
 
回
縁
部
外
面
に
燥
刊
着

費
4区

22
2

粗
粒
砂
多

良
灰
黄

灰
費

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
波
状
 
外
面
燥
刊
着

4区
類
粒
砂
多
(白
色
粒
多
x赤
色
粒

長
惜 橙

黄 黄

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
内
面
摩
波
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

型
4区

Im
m～
2m
mの
種
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

海
綿
骨
針
徴

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
外
端
刻
み
目
 
口
縁
部
外
面
煤
対

着
 
内
面
磨
減

筆
4区

SK
04
1

21
6

lm
m～
21
mの
極
粗
粒
砂
多

浅
責
橙

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
内
斜
行
短
線
文
、
外
刻
み
日
 
日
縁
部
外
面
に
煤
刊

着
 
内
外
面
と
も
全
体
に
歴
減

菱
4区

05
剛
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2m
mの

極
粗
粒
砂
少

黄
灰
～
に
が
い
貰
橙

に
が
い
黄
栓

ハ
ケ
メ
、
す
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
内
羽
状
束
1突
文
、
竹
管
(2
個
1対
)に
よ
る
非
」突
文

外
面
に
煤
■
詣

霊
4区

極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多
、

に
が
い
構
、
灰
黄

に
ぶ
い
綺
 
皇

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

回
緑
丙
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
日

図 画 一 二 ｉ

菱
4区

SK
04
1

赤
色
粒

良
に
が
い
橙
～
灰
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
亥
1み
日
 
氏
部
内
外
に
一

部
黒
斑
あ
り

4区
SK
04
1

81
極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

並
笹 橙

ケ
メ

ケ
メ
、
指
圧
痕

蹟
部
内
面
摩
減
に
よ
り
調
整
不
ll
H際

底
部

4区
中
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微

良
Π 吾
灰

に
ぶ
い
栓
、
暗
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
画
全
体
髯
斑
、
外
面
底
部
黒
斑

45
9

底
部

4区
SK
l1
41

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
褐
灰
、
暗
灰

暗
灰
、
褐
灰

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
黒
斑
、
内
面
全
体
黒
班
カ

16
0

壺
S率
]Э
41

五
粗
粒
砂
や
や
多
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針
良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

底
面
一
部
黒
斑
あ
り

弩
SK
04
2

中
粒
砂
少

並
灰
白
～
橋

灰
白
～
橙

ケ
メ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ナ
デ
、
指
庄
痕

口
縁
内
に
接
合
戻
残
る

霊
SK
04
2

23
0

lm
a～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

罠
黄 責

灰 灰

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

日
緑
都
小
波
状
 
外
面
に
う
す
く
媒
付
者

菱
SK
04
2

05
mm
～
1 
5m
mの
組
粒
砂
多
、
赤
色
粒
含

む
ミ
浅
黄
澄

浅
黄
鳩

ハ
ケ
メ
、
指
圧
反

内
外
面
磨
耗
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

退
 
構
 
名

径 長

口 全
編 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
訓

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 二 一

壺
4区

SK
04
2

0前
m1
4m
の
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
パ
い
黄
澄

ケヽ
メ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

頚
部
外
援
凹
線
1条
、
顎
都
径
10
 2
cm

46
5

4区
SK
04
2

粗
粒
砂
多
、
1/
2～
ll
m赤
色
粒
多
、
海

綿
骨
針
少

並
え
黄

え
黄
、
黒
褐

ナ
デ
、
指
圧
ll
k

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
面
摩
減
に
よ
り 「
II
整
不
明
瞭
 
外
面
黒
TI
J

46
6

霊
4区

SK
l1
43

16
0

極
粗
粒
砂
少
、
砂
礫
少
、
赤
色
短

良
浅
責
橙

に
な
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

卜
面
媒
付
着

46
7

壷
4区

SK
04
3

粗
粒
砂
や
や
多
、
Tj
綿
骨
針
、
赤
色
粒

並
妄
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

4E
租
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
栓
～
黒

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
外
面
煤
付
着

46
9

4区
SK
04
3

21
0

D5
mm
～
14
rの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

コ
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
亥
Jみ
国
 
内
面
一
部
黒
斑

47
0

壺
4区

S(
04
3

)5
mm
～
lr
」 「
の
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
狼

4区
α
粒
砂
少
、
柾
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
、

卜
色
粒

良
天
白

疋
自
～
浅
貨
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
板
状
工
具
に
よ
る
ナ
デ

図 面 一 三 二

4区
SK
04
4

Ⅲ
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
が
い
貢
健

橙
～
浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
療

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
填

勺
面
一
部
に
接
合
痕
残
る

4区
SK
04
7 
04
8

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
封
少
、

よ
色
粒
多

R
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ロ
縁
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
肩
部
ミ
ガ
キ

外
面
1/
2に
う
す
く
煤
付
着
、
内
外
面
約
二/
2に
う
す
く

黒
斑

変
SK
04
7 
04
8

霊
粒
砂
多
、
赤
色
粒
10
 5
mm
～
lm
m)
多
、

経
綿
骨
針
や
や
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
、
黒

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、  
Fl
部
ナ
デ

日
縁
部
～
験
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

タ ト
面
媒
付
着

菱
4区

SK
05
0 
05
1

生
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
費
橙

灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

■
面
胴
部
櫛
描
直
線
文
18
条
)タ
ト面
煤
lE
蒲

4区
SK
05
0 
05
1

互
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

良
浅
黄
橙

浅
黄
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ヨ
縁
内
羽
】夫
刺
突
文
、
外
亥
1み
日
 
外
面
煤
勺
浩

底
部

4区
五
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

良
灰
白
、
灰

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
外
面
黒
斑
、
タ ト
面
煤
荷
蒼

47
8

SK
05
0 
05
1

15
6

鉦
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
浅
黄
、
黒

浅
責

ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ
か
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

コ
縁
外
連
続
刻
み
国
 
内
面
黒
斑

47
9

4区
SK
05
0 
05
1

15
mm
～
15
m田
の
41
1粒
砂
多

泉
に
ぶ
い
栓

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

鎮
部
貼
付
突
帝
に
斜
格
子
文

48
0

疑
4区

SK
05
3

)5
剛
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2「
mの

こ
粗
粒
砂
少

長
褐
灰

灰
責
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
天
 
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
戻

勺
外
面
共
に
炭
化
物
付
着

4匡
延
粒
砂
多

並
浅
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
外
連
続
刻
み
日

図 面 一 三 二

4区
SK
05
3

生
粒
砂
少
、
中
粒
砂
少

良
橙
～
浅
黄

に
ぶ
い
IE
D、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ

■
面
媒
Il
若

底
部

4区
Й
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

良
黄

に
ぶ
い
黄
袴
、
灰
黄
褐

ナ
デ
、
底
部
工
具
に
よ
る
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

Ⅲ
面
煤
付
着

底
部

4区
SK
05
3

鋭
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
ln
唱
針
微
、

報
礫
2イ
固

良
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
部
に
一
部
黒
斑
あ
り

無
頸
童

4区
SK
05
3

ll
Jr
～
15
1m
の
粗
粒
砂
多

浅
責
橙

浅
黄
橙
～
減
貰
橙

'ヽ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

コ
縁
部
に
2個
1対
の
穿
孔
1

48
6

壺
4区

Ⅲ
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

長
に
が
い
黄
橙

裕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
外
沈
線
1条
 
外
面
全
体
赤
彩

壷
4区

SK
05
3

廷
粒
a1
/少
 
海
綿
骨
割
微

良
天
責

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
部
分
的
に
ミ
ガ
キ
か

ヨ
縁
部
小
波
状
 
タ
ト面
赤
彩
、
日
縁
部
内
面
赤
形

4区
S(
05
3

■
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
微

長
灰
黄
、
暗
灰

橙
、
明
赤
褐

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
か

■
面
全
体
赤
彩
 
内
面
黒
JI
E

4区
SK
05
4

従
粒
砂
多

良
え
白

え
自
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
rl
t

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
仄

口
縁
外
刻
み
日
 
外
面
媒
付
着
 
ロ
イ衰
謝
`内

顧
i部
分
的
に

爪
rR

49
0

底
部

4区
SK
05
4

79
縁
綿
骨
針
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多
良
灰
黄

浅
黄
橙
～
灰
黄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

指
圧
戻
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
か

対
タ
ト底
部
一
部
黒
jl
l

高
杯

4区
SK
05
4

■
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
橙 赤

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

勺
外
面
共
に
ハ
ケ
メ
明
離
 
内
タ
ト面
赤
彩

19
2

器
台

4区
SK
05
4

■
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
少

並
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
澄

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

碑
部
円
形
透
孔
平
位
3、
孔
径
約
0∝
m 
受
部
内
面
う

す
く
赤
い
が
赤
彩
か
不
明



|

③
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長

器
商

幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
画
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

=図 =面
49
3

粗
粒
砂
少

良
橙 明
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
1 
85
cm
 
内
外
面
赤
彩

図 画 一 こ 四

曳
4区

SK
05
7

粗
粒
砂
や
や
多

良
灰
褐
色

ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着
、
内
面
ヨ
ゲ
あ
り

粗
粒
砂
多

灰 褐

費 黒
ケヽ
メ
後
荒
い
ナ
デ
、
紐
部
上
面
ナ
デ

蓋
S(
05
7

粗
粒
砂
多
、
中
礫
1個
、
海
綿
召
lt
多

良
に
ぶ
い
黄
掲

に
が
い
責
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ツ
マ
ミ
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
4盈
m

蓋
SK
05
7

粗
粒
砂
多

褐 褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
ナ
デ

ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
燦
付
着

疑
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
が
い
橙
～
黄
灰

に
ぶ
い
責
袴

口
頭
部
ハ
ケ
メ
、
顕
胴
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
一
部
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

口
縁
端
部
一
部
に
黒
斑

SK
05
8

粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
少

に
ぶ
い
責
澄

i莞
黄
橙

ガ
キ
、
一
部
ハ
ケ
メ
痕
残
る

口
縁
部
端
欠
損
、
擬
凹
線
3粂

5C
Kl

疑
4区

SK
05
9

17
3

)5
11
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
暮
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
頭
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
綜
部
外
端
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
刻
み
日

発
4区

SK
05
9

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多
、
海
綿
骨
針
、

赤
色
粒

灰
白
～
橙

灰
白
～
橙

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

日
緑
部
小
波
状

墾
4区

SK
05
9

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

に
ぶ
い
黄
橙

黒
褐

外
面
煤
付
着

50
3

菱
4区

SK
O∞

17
1

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多

責 黄

浅 浅
ナ
デ
、
アヽ
ケ
メ

50
4

誕
4区

SK
05
9

粗
粒
砂
多

協
灰
、
に
ぶ
い
黄
栓

に
ぶ
い
澄
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

内
外
面
燥
付
着

50
5

4区
SK
05
9

極
粗
粒
砂
少

灰
白

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
緑
内
刻
み
目
5以
上
、
単
位
不
明

4区
SK
05
9

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

曝
灰

☆
黄
橙

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
摩
減
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

器
台

4区
SK
05
9

粗
粒
砂
少

天
褐

ミ
ガ
キ

図 面 一 二 五

疑
4区

19
6

極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

浅
責
橙
、
オ
リ
フ
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

曰
縁
部
小
波
状
 
外
面
煤
付
着

整
4区

S(
06
0

lm
m～
2剛
の
極
粗
粒
砂
多

褐
灰
～
掲
灰

橙
～
灰
赤

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

内
面
全
体
に
歴
減
 
外
胴
部
下
半
被
熟
に
よ
り
赤
色
化
撃

減
著
し
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

費
4区

lm
f～
1 
5m
mの
種
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

微

賠
灰

に
が
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
面
に
煤
付
芳
、
内
面
黒
斑

甕
4区

α
5m
l～
lm
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
浴

に
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
コ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
都
外
刻
み
目
 
内
外
共
に
媒
何
着

細
口
壺

4区
SK
06
2

D5
mm
～
lm
Tの
粗
粒
砂
少
、
精
良
 
赤
色

粒
多
い

袴 に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

頸
部
凹
R/
12
条
間
に
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
連
続
非
1突
文
、
顕

部
長
小
径
74
cm
 
全
体
に
磨
耗

賢
4区

SK
06
3

5m
m～
ユm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
オ
J突
文
、
外
端
刻
み
目

底
部

SK
06
3

lm
m～
1 
5n
lm
の
極
粗
粒
砂
多

良
灰 に
ぶ
い
黄
袴

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
全
体
に
媒
付
着
、
内
面
黒
斑

壺
SK
06
6

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
褐
、
早

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕
多

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
刻
み
日
 
外
面
厚
く
煤
付
着

整
SK
06
6

中
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
橙
、
灰
責
褐

に
ぶ
い
責
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
亥
1み
日
 
外
面
煤
付
着

51
7

箋
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
袴

に
ぶ
い
貨
橙

′ヽ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
痕

回
縁
内
羽
状
痺
1突
文
、
外
端
刻
み
日
 
外
面
強
く
煤
付
着

SK
06
6

10
0

α
51
1～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多
、

精
良

良
橙 に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
狼

口
緑
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

顕
部
～
胴
部
に
直
線
文
と
波
】大
文
 
外
面
全
体
に
煤
強
く

付
着

底
部

4区
SK
06
6

0 
5f
lm
～
lm
mの
粗
泣
砂
多
、
lm
m～
2m
mの

細
礫
多
、
lr
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
橙

ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
痕
残
る
、
指
庄
戻

ハ
ケ
メ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

底
部
外
約
1/
2早
斑
、
内
面
底
部
う
す
く
黒
斑

底
部

SK
O“

3■
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
'「

微
、
赤
色
粒
多
良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
、
底
面
ハ
ケ
メ

外
面
黒
斑
あ
り

図 面

一 一 一 エ ハ

発
4区

細
礫
や
や
多
、
海
綿
骨
封
、
赤
色
泣

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
袴

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ

外
面
媒
付
着
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目
面
番
号

ll
e

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

図 面 」 二 六

整
4区

極
粗
粒
砂
少
、
組
礫
少
、
海
綿
骨
針

灰
白
～
浅
貨
湾

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
連
続
刺
突
文
 
外
面
煤
付
着

甕
4区

lm
m～
1飾
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
大
粒

多

橙 橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

内
外
面
共
に
摩
滅
 
外
面
胴
部
に
煤
付
蒲

斐
4区

SK
06
8

粗
粒
砂
や
や
多

褐
灰
、
黒

浅
黄
橙
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
部
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

外
面
部
分
的
に
媒
付
着

4区
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

灰
白
～
灰

灰
白
～
淡
℃

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

日
縁
部
小
波
状

鉢
4区

巫
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少

に
が
い
黄
橙

に
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
穿
孔
2個
1対
、
対
面
に
も
あ
り

発
縣
06
9

5E
 I
～
ll
Jr
の
粗
粒
砂
少

橙 袴

黄 曽

浅 浅

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文

52
8

整
lm
m～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

勺
外
面
全
体
摩
滅
 
外
面
煤
付
着

回 画 一 三 七

52
9

霊
4区

SK
07
2

20
2

赤
色
粒

並
浅
責
橙

口
縁
外
・
1統
刻
み
目

発
lm
m～
15
鰤
の
粗
粒
F1
/多
、
海
綿
骨
針

橙 椅

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
全
体
に
煤
付
着

茎
SK
07
5

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

並
灰
黄
褐
、
橙

橙
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
狼

rl
面
燦
付
着

53
2

賓
4区

SK
07
5

生
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
袴

暗
灰
黄
、
黒

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
菓

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

牛
面
媒
付
着

底
部

Ⅸ
07
5

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

良
黄 黄

浅 浅

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

勺
面
一
部
黒
斑
、
外
面
部
分
的
に
煤
付
着

露
4区

SK
07
5

41
玉
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

に
ぶ
い
橙
、
早

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

勺
面
黒
斑
、
外
面
下
部
黒
斑
、
外
面
煤
付
増

発
4区

SK
07
5

互
粗
粒
や
や
多
、
中
粒
砂
多

灰
黄
、
暗
灰

灰
自
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
部
煤
付
着
、
黒
斑

4区
Ⅲ
粒
秒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
資
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
JR

口
縁
内
羽
状
廉
J突
文
、
外
刻
み
目

発
4区

SK
07
9

粗
粒
砂
多

良
灰
自

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
媒
付
着

底
部

4区
SK
07
9

極
粗
粒
砂
多

良
灰
自

浅
責
橙
、
黒
褐

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
媒
付
着

53
9

飾
m～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
多

良
黄
灰

に
が
い
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
緑
内
斜
行
短
線
文
5～
6条

54
0

SK
07
9

6硼
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
に
ぶ
い
貰
橙

に
が
い
質
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
fl
t

ナ
デ

日
縁
外
羽
状
策
1突
文

託
SK
08
0

極
粗
粒
砂
少
、
海
HI
骨
針
少

良
に
ぶ
い
貧
橙

傷
灰

ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
娘

口
縁
端
沈
線
2条
 
外
1同
部
粗
い
ハ
ケ
メ
、
蒙
都
細
か
い

ハ
ケ
メ
 
外
面
全
体
煤
付
着

変
SK
08
0

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

外
面
煤
幻
着

菱
SK
08
0

粗
粒
砂
微
、
中
粒
砂
少

良
灰
責
褐

浅
昔
オ軒

ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
媒
付
着

回 面 一 三 人

箋
Sと
急 9
80

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
赤
、
明
褐
灰

回
縁
内
羽
状
刑
突
文
、
タ
ト連
続
非
J突
文
 
内
外
面
赤
彩

5Ъ
SK
08
0

)5
側
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
含
む
良
に
ぶ
い
橙
～
黄
灰

に
ぶ
い
橙

ケ
メ
、
ナ
デ

口
lR
内
羽
】犬
刺
突
文
、
斜
行
短
線
文
5条
、
円
形
浮
文
4

個
貼
付
、
外
刻
み
目

縦
頭
壺

S(
08
0

)5
4R
～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙

に
ぶ
い
捨

ケ
メ
、
す
デ
、
指
圧
戻

ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

日
縁
外
肥
厚
部
に
羽
状
瀬
1突
文

鉢
SI
k0
80

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
徴

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
責
橙

日
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ

内
面
一
部
に
う
す
く
煤
付
岩

鉢
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多
、
赤
色
泣
多

に
ぶ
い
橙
～
橙

橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ

頭
部
に
一
部
黒
斑
、
頚
都
径
15
 0
cm
 
夕
1面
摩
減
著
し
ヤ

発
SK
09
1

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
灰
黄

灰
黄
掲

ケ
メ
、
指
圧
戻

外
面
口
縁
付
近
薄
く
媒
付
着

55
0

無
顕
壺

SK
09
1

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

並
灰
白

灰
自
～
浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
 
ミ
ガ
キ

穿
子
と
2個
1対
残
存
 
外
庫
減
の
為
不
明
隣



|

③

|

図
面
番
号

配
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

日
径

全
長

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
■

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

図 面 一 二 人

無
頭
壺

4区
SK
09
1

21
65

粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

並
安

に
ぶ
い
費
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
か

1面
摩
耗
に
よ
り
謝
Fk
不
明
瞭

発
4X

SK
09
2

lg
粒
砂
や
や
多

弦
浅
文
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
日
唇
部
ナ
デ

]縁
内
羽
】犬
刺
突
文

4区
SK
09
8

咀
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
褐

黒
鶴

ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着

箋
4区

SK
09
9

lu
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
釘

少
良
に
ぶ
い
黄
崎

に
ぶ
い
き
締
、
皇

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

国
緑
外
連
続
夕
1み
ロ
 
タ
十面
沖
く
煤
何
着

図 両 一 二 九 一

底
部

4区
48

,l
l■
砂
少
、
細
僚
傲
、
II
I種
砂
少
、
II
A租

笠
砂
微

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ

逐
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
婦
針

並
栓 橙

口
緑
部
小
渡
状
 
歴
演
不
明
箇
所
あ
り

極
粗
粒
砂
少

良
灰 灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ

外
面
部
分
的
に
煤
付
斉
、
一
部
長
斑
あ
り

55
8

器
台

SD
OO
I

)5
mm
～
lE
II
の
粗
粒
砂
少
、
粘
良

良
灰 浅
責
橙

′ヽ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

脚
部
円
形
刑
突
文
間
に
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
半
行
の
押
庄
瀕
|

突
に
よ
る
沈
線
5粂

55
9

4区
SD
00
1

中
粒
砂
少

R
灰
黄

責
灰
、
赤

日
縁
端
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
日
縁
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
 
歴
減

56
1

鉢
4区

SD
00
1

粗
粒
砂
少

賞
赤 赤

ガ
キ

ガ
キ

口
縁
部
に
す巴
手
貼
刊
 
内
外
画
赤
彩

高
杯

SD
00
1

粗
粒
砂
多

橙
、
に
ぶ
い
黄
橙

栓
ミ
ガ
キ

内
タ
ト
面
赤
彩

器
台

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

浅
黄
橙
、
灰

褐
灰

脚
部
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

穿
孔
3個
、
穿
Tし
径
0&
m外
面
赤
彩
、
内
面
著
卜分
的
に

赤
彩
泉
受
部
内
面
歴
減
に
よ
り
調
整
不
明
瞭
、
外
面
席
減

疑
SD
00
2

和
E礫
少

良
に
パ
い
黄
橙

浅
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
唇
那
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
ヨ
ヨ
ナ
デ

発
SD
00
2

粗
粒
砂
微
、
細
礫
微
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨

割
良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状

5“
魂

4区
Sつ
00
2

極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
貰
橙

灰
黄
掲

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
内
斜
行
短
線
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

4区
粗
粒
砂
少
、
細
礫
傲
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
亥
Jみ
日

4区
SD
00
2

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
赤
良

持 橙

責 黄

浅 浅

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

56
8

鉢
4区

極
粗
粒
砂
少

浅
黄
栓

浅
責
橙

ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
端
ハ
ケ
状
具
に
よ
る ・
●
続
亥
1み
日
 
外
面
 「
lF
部

内
面
赤
彩

霊
4区

SD
00
2

17
3

粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
苦
橙

'ヽ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
.1
部
よ
り
下
ハ
ケ
メ

57
0

箋
4区

SD
00
3

16
5

租
粒
砂
少
、
細
礫
徴

1莞
貢
橙

i完
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ロ
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

回
縁
外
連
続
亥
1み
日
 
外
面
媒
刊
着

発
SD
00
3

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

に
ぶ
い
黄
橙

に
バ
い
橙

ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

菱
4区

SD
00
3

細
礫
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
引

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
2個
1対
の
三
角
刺
突
文
4 
外
面
煤
付
着

養
4区

SD
00
3

″
6

粗
粒
砂
少
、
細
礫
微
、
海
綿
骨
釧

史
橙 橙

黄 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕

口
縁
部
小
波
状
 
内
面
黒
兇

底
部

4区
SD
00
3

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
袴
～
掲
灰

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
 
ナ
デ

外
面
煤
付
着

57
5

底
部

4区
SD
00
3

租
粒
砂
多
、
種
粗
粒
砂
微

良
に
が
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ

底
部
外
に
植
物
に
よ
る
圧
痕
カ

図 面 〓 二 〇

整
SD
00
4

逐
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
恒 橙

頁 一 貢

残 ふ 俵
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
涙

外
面
煤
ll
詣

驚
五
粗
杜
砂
多

良
に
ぶ
い
澄

に
ぶ
い
橙

'ヽ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ
 
条
痕

発
SD
ll
l1
4

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
探
付
蒲

養
SD
00
4

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
橙

橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
緑
部
小
波
状
 
タ
ト
面
一
部
煤
付
蒲
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烈
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

回
径

全
長

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

図 面 二 〓 ０

58
0

箋
SD
00
4

)O
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

褐
灰

灰
黄
掲

回
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
口
緑
頸
部
ハ
ケ
メ

ロ
顕
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
瑞
亥
Iみ
日
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

養
粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

褐
灰
～
に
ぶ
い
黄
電

褐
灰

ハ
ケ
メ

回
縁
内
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

58
2

変
ユm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
責
澄

灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

「
H唇
部
刻
み
日
 
外
面
全
体
に
媒
付
落

発
4区

極
粗
粒
砂
微

良
浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
痕

ハ
ケ
メ
 
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
接
着
痕

口
縁
内
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

整
4区

SD
00
4

22
5

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
泣

浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
泉
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
妹
lE
着

菱
4区

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
黄
橙
、
早
褐

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
夕
骸
1み
日
 
外
面
煤
付
斎
、
内
面

黒
斑

58
6

菱
4区

SD
00
4

0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
内
円
形
刺
突
文
1条
、
タ
ト刻
み
目

58
7

韮
4区

SD
Ol
14

0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

灰
女
褐

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
内
三
角
声
1突
文
3条
、
タ
ト亥
Jみ
日
 
外
面
全
体
に
螺

付
着

58
8

霊
4区

極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

に
ぶ
い
褐

口
縁
内
連
続
粛
」突
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
刊
寿

58
9

発
4区

SD
00
4

15
6

粗
粒
砂
少

え
白

支
黄
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
日
形
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
自

59
0

鍵
4区

SD
00
4

16
7

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
格
子
状
刺
突
文
1条

篭
4区

SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ

日
縁
内
羽
状
刑
突
文
、
外
連
統
刻
み
自

整
4区

雅
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少

並
に
ぶ
い
黄
橙

に
3・
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
目

甕
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
赤
色
池

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
き
お

日
縁
内
羽
状
刑
突
文
、
外
連
続
刻
み
日
 
内
外
面
―
郡
尿

仕
若

図 面 〓 二 一

鶏
4区

SD
00
4

極
粗
社
砂
や
や
多
、
細
礫
少

に
ぶ
い
橙

ナ
デ

日
縁
内
羽
状
剥
突
文
、
外
連
続
刻
み
目
 
内
タ
ト
面
赤
彩

口
縁
端
部
媒
付
着

菱
4区

SD
00
4

細
礫
少

i完
黄
橙

浅
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
稼
内
斜
行
短
線
文
、
外
連
続
オ
J突
文
 
外
面
媒
付
者

誕
4区

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
台
割
多
、

赤
色
粒

並
橙
～
褐
灰

橙

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
殖
1突
文
、
円
形
刺
突
文

59
7

発
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
少
、
海
綿
帝
針

良
に
が
い
黄
橙

橙
～
に
が
い
黄
橙

ケ
メ
、
ナ
デ

回
線
部
小
波
状
 
外
面
煤
刊
着
、
内
面
底
都
コ
ゲ
ll
着
。

59
8

底
部

SD
00
4

1粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、

畑
礫
少

並
掲
灰

に
が
い
責
橙

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

黒
斑
あ
り

底
部

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や

多

に
ぶ
い
責
橙

に
が
い
黄
橙

ケ
メ

ケ
メ
、
ナ
デ

黒
斑
あ
り

60
0

底
部

SD
O0
4

種
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
責
袴

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

底
面
黒
斑

底
部

SD
Ol
14

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

長
暗
灰
責

に
ぶ
い
澄

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

黒
斑
あ
り

60
2

底
部

SD
IX
14

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や

多
、
細
礫
微

並
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

媒
付
着

60
3

底
部

4区
SD
00
4

70
)5
1m
～
lm
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
俺

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

底
面
一
部
黒
斑

60
4

底
部

SD
00
4

)5
m～
1翫
mの
粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多

良
灰
白

浅
黄
橙
～
淡
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痰

内
外
面
一
部
黒
斑

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微

並
貢 責

演 浅

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

60
6

SD
Ol
14

細
礫
少
、
中
粒
砂
少

並
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

口
縁
端
連
続
刻
み
目

60
7

4区
SD
00
4

lm
m～
15
m「
の
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
か

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
皮

国
縁
外
刻
み
国
 
内
面
全
体
に
摩
減
 
外
面
全
体
に
う
す

く
黒
斑
か

粗
粒
砂
多
、
海
4V
骨
針
少

良
明
黄
褐

黄
褐

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
シ
ボ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
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]面
番
号

酌
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全

器
高 幅

底
径

厚
さ

胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

壺
4区

SD
O飩

)5
劇
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多
良
に
ぶ
い
貢
橙

灰
黄
褐

口
唇
部
ハ
ケ
メ
状
具
に
よ
る
ヨ
コ
ナ
デ
か

口
唇
部
刻
み
日
、
日
縁
端
刻
み
目

壺
SD
Ol
14

題
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒
良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
輩
袴

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

霞
SD
a1
4

12
9

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

良
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
指
圧
戻

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
統
刻
み
目

壺
4区

SD
00
4

中
粒
砂
多
(白
色
/●
多
)、
極
粗
粒
砂
少
、

海
綿
脅
針

良
灰 灰

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
0個
、
外
連
続
刻
み
日

壼
SD
00
4

中
粒
砂
多
、
微
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

並
橙 に
ぶ
い
橙

ナ
デ
か

口
緑
内
斜
行
短
線
文
、
円
形
浮
文

壺
Sつ
00
4

23
つ

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文

壷
4区

SD
ll
lM

2「
Dつ

中
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
負

橙 橙

黄 黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
目

4区
SD
∞
4

)5
酬
～
I剛
の
粗
粒
砂
多

良
疋
黄

こ
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ

口
縁
部
に
緒
円
状
の
小
突
起
貼
付
(単
位
不
明
)外
面

一
部
黒
斑

4区
SD
00
4

)5
硼
～
ユm
mの
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
黄
橙

ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
口
唇
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
束
!突
文
、
外
刻
み
目
 
内
面
磨
滅

壼
4区

SD
00
4

20
8

極
/H
V砂
多

良
こ
ぶ
い
橙

支
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
内
斜
行
短
線
文
、
外
連
続
刻
み
日

壷
4区

中
粒
砂
多

並
天
黄
褐

え
黄
褐

ナ
デ

ナ
デ

コ
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
4個

62
0

無
頸
重

4区
SD
O0
4

中
粒
砂
多
(白
色
粒
多

)
並

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
外
羽
状
刺
突
文
、
端
部
刺
突
文
 
字
孔
1個
残

無
頸
壺

4区
SD
00
4

16
2

区
粗
粒
砂
微
、
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄

に
ぶ
い
黄

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

62
2

壺
4区

SD
00
4

12
9

霊
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
(白
色
粒

)、
赤
色

守
良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
TP
R～
畢
褐

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
外
BΣ
状
刺
突
文

62
3

壷
4区

SD
00
4

Ⅲ
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

ヨ
縁
外
羽
状
刺
突
文

6解
4区

SD
00
4

24
6

難
砂
多

長
傷
灰

ヨ
縁
外
羽
状
刺
突
文
、
端
部
小
波
状
押
圧

62
5

一 車
4区

SD
00
4

)5
面
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
え
責
～
貢
灰

登

コ
縁
外
円
形
刺
突
文
と
押
圧
沈
線
文
、
上
端
に
日
形
の
押

=文
か
 
内
外
面
と
も
摩
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

62
6

4区
SD
l1
04

1粒
砂
や
や
多
(白
色
粒

)、
海
綿
骨
針

慎
に
パ
い
黄
澄

暗
赤
～
赤
婁

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

疑
凹
線
9条
 
外
赤
黒
い
赤
彩
 
搬
入
品

62
7

豆
4区

SD
00
4

霞
租
粒
砂
多
、
中
泣
砂
多
、
海
綿
骨
針
、
並
に
ぶ
い
黄
IE

に
ぶ
い
黄
橙

外
面
顕
部
に
簾
状
文
、
肩
部
に
沈
線
5条
あ
り
 
内
外
面

と
も
庫
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

壷
4区

SD
00
4

五
粗
泣
砂
多
、
中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
、

ボ
缶
粒

並
浅
黄
橙

灰
色

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

頸
貼
付
突
帯
に
沈
線
2条
、
鎮
部
径
10
随
m

62
9

4区
SI
10
04

五
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

鎖
部
沈
線
3粂
、
顕
部
径
■
6c
m

63
1

4区
SD
00
4

)5
r」
a～
lm
mの
粗
粒
砂
少

並
灰
黄
褐
～
褐
灰

に
ぶ
い
責
橙
～
黒
褐

頸
部
ミ
ガ
キ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

顕
部
最
小
径
■
3c
m 
内
外
面
に
黒
斑

63
1

SD
00
4

1剛
～
2剛
の
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少
良
灰 に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

外
面
沈
線
2条
間
で
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
荒
い
波
状
文
、
上

下
に
櫛
状
具
に
よ
る
雑
な
波
状
文
 
全
体
に
摩
滅
著
し
い

63
2

範
SD
O0
4

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
吾
針

良
に
ぶ
い
黄
澄
、
浅
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
灰
白

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

外
面
沈
線
、
円
形
状
刺
突
文
 
外
面
赤
彩
 
栗
林
系

63
3

壺
霊
粗
粒
砂
少
、
細
礫
徹
、
海
綿
骨
針

負
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

円
形
浮
文
、
沈
線
 
栗
林
系

63
4

底
部

SD
00
4

狙
粒
砂
多
、
種
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

並
t3
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ

63
5

底
部

SD
O0
4

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
徴

褐
灰

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒
褐

ハ
ケ
メ

黒
斑
あ
り

底
部

4区
SD
IX
14

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
褐
、
黒

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
面
黒
斑

63
7

底
部

4区
SD
00
4

海
綿
骨
針
微
、
極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

底
部
外
面
一
部
に
黒
斑
あ
り
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雪
面
番
号
Nl

器
 
種

調
査
区

逮
 
構
 
名

口
径

全
長

器
高

幅

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/■
段
外
面
)

調
  
墾

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 三 二

底
部

SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
極
lH
粒
砂
や
や

打ヽ
並
灰
黄

に
ぶ
い
責
権

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

底
部

極
粗
粒
砂
や
や
多

良
浅
黄
澄

浅
責
橙

ケ
メ
、
す
デ

ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
猿

底
部

SD
00
4

5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
黄
灰

に
ぶ
い
澄

ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

内
面
剥
BL
著
し
い
 
外
底
面
黒
班

SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
赤
色
泣

良
灰
白

淡
橙
～
に
ぶ
い
黄
橙

条
痕
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

粂
Il
t、
ハ
ケ
メ
 
ナ
デ

図 面 〓 二 四

SD
00
4

中
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
海
縮
骨
針

良
に
ぶ
い
女
橙
～
黒
褐

に
ぶ
い
貨
橙
～
灰
黄
掲

ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
狼

ケ
メ
、
ナ
デ

頸
部
径
10
■
m 
ク
ト面
媒
ll
着

壼
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
灰 浅
黄
袴

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
円
形
刺
突
文
 
連
続
殖
!突
文
 
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
連

続
刺
突
文
 
沈
線

SD
00
4

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
2m
m極
粗
粒
砂
良
暗
灰
黄
～
黄
灰

に
ぶ
い
責
袴
～
に
が
い
黄
橙

板
状
具
に
よ
る
ナ
デ

枚
状
具
に
よ
る
ナ
デ

利
面
剥
離
者
し
、
タ ト
面
条
戻
瓜
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
不

図 面 一 三 五

SD
00
4

1粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
タ
ト面
接
合
痕
残
る

壺
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少
、
海
綿
宥
針
良
に
ぶ
黄
褐

に
が
い
資
崎
～
に
ぶ
い
責
花

ケ
メ
、
ナ
デ
、
条
痕

ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
黒
斑
あ
り

64
7

鉢
SD
00
4

5m
m～
1l
mの
粗
粒
砂
少

良
に
が
い
褐

に
が
い
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

平
行
沈
線
2本
と
S本
の
問
を
鋸
歯
文
(三
角
の
中
に
平

行
沈
I・
R)
で
う
め
る

台
付
鉢

4区
SD
ll
l1
4

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少
、
赤
色
粒
、
海
綿

骨
割

並
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

台
付
鉢

4区
SD
00
4

64
D5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
灰 灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
 
台
菩
I外
店
而
ナ
デ

勺
外
面
焼
成
時
の
炭
付
着

図 面 一 三 六

死
4区

SD
00
4

17
1

粗
粒
砂
や
や
多

良
に
パ
い
黄
橙

lg
J灰

回
緑
ヨ
コ
ナ
デ
、
質
部
ハ
ケ
メ

外
面
媒
付
着

霊
中
粒
砂
多

に
ぶ
い
貢
橙

に
ぶ
い
☆
活

口
緑
端
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
回
緑
ハ
ケ

ロ
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
要
部
ハ
ケ
メ

斑
4区

SD
00
4

iH
粒
砂
多
、
粗
杜
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

暉
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
板
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
コ
コ
ナ
デ

外
面
煤
付
着

甕
4区

SD
O0
4

極
粗
粒
砂
や
や
多

1莞
黄
橙
～
鵜
灰

に
ぶ
い
埼

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
画
煤
付
着

甕
4区

SD
00
4

海
獅
骨
針
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

橙
～
灰
資
橙

褐

回
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ

外
面
煤
/1
着

藷
4区

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

浅
黄
橙
～
澄

に
ぶ
い
澄

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

整
4区

SD
O∝

極
粗
粒
砂
多

に
が
い
橙

に
パ
い
橙

回
縁
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
胴
都
ケ
ズ
リ

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

鶏
4区

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
黄
橙
～
に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
責
橙
～
褐
灰

口
緑
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ

ロ
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
剖
`ハ

ケ
メ

外
面
煤
勺
nI

“

8
箋

4区
SD
00
4

海
冊
指
針
、
赤
色
粒
、
中
粒
砂
多
、
枢
粗

粒
砂
多

に
が
い
責
捜

筆
褐

日
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ

El
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
朋
部
ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ

外
面
煤
イ,
着

密
4区

SD
00
4

赤
色
粒
 
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
雲
母
や
や

多
赤
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
外
擬
凹
線
4条

鍵
赤
色
粒
、
中
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
責
橙

浅
黄
橙
～
に
ぶ
い
橙

日
縁
～
顎
剖
`ヨ

ヨ
ナ
デ
、
Л Π
部
板
ナ
デ

日
縁
コ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ナ
デ

日
緑
外
擬
凹
線
4粂
 
内
外
面
煤
付
着

巽
4区

SD
00
4

19
2

赤
色
粒
、
中
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少

良
天
責
掲

場
灰

回
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ロ
縁
～
頭
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

日
緑
外
lA
凹
線
5条
 
タ
ト
面
煤
付
着

発
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
赤
色
粒

灰
貢
褐

掲
灰

口
緑
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
緑
外
擬
凹
線
2条
 
タ
ト
面
煤
■
者

66
3

菱
4区

極
粗
粒
砂
多
、
雲
母
少

に
ぶ
い
費
特

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
煤
付
着

霊
4区

働
00
4

極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

肩
部
に
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
連
続
刻
み
日
 
外
面
に
う
す
く

煤
Il
着

霊
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
多

天
黄
褐

天
責
褐

ケヽ
メ
、
頭
部
ナ
デ

ケヽ
メ
、
頸
部
ナ
デ

外
肩
部
斜
行
刑
突
文
 
外
面
煤
付
着

底
部

4区
SD
00
4

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
天
責
褐
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全

器
高

幅

径 さ

底 摩
胎
  
土

焼
茂

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

lF
  
考

図 簡 一 三 七

66
7

台
付
壺

4区
中
Fi
砂
多
、
租
4■

‐ 砂
や
や
多
、
涯
綿
信
針

や
や
多

良
こ
ぶ
い
芸
橙

こ
ぶ
い
貨
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ

外
面
有
段
部
擬
凹
線
3条

66
8

台
付
壺

4区
SD
OЭ
4

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
引
少

良
ぶ
い
責
橙

ぶ
い
貨
橙

ケヽ
メ
、
す
テ

ミ
ガ
キ

66
9

4区
SD
00
4

Ⅲ
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
赤
褐
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
後
板
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

Ⅲ
面
赤
彩
か
 
外
面
媒
付
着
か

器
台

4区
士
粒
砂
や
や
多

填
赤
、
に
ぶ
い
支
橙

赤

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
か

口
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

村
外
面
赤
彩
 
内
面
歴
減

高
杯

SD
00
4

笠
粒
砂
や
や
多

良
褐 褐

赤 赤

明 明

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

67
2

高
杯

4区
中
粒
砂
多
、
細
礫
1個
、
海
綿
骨
針
少

良
黄
灰

明
赤
褐

工
具
に
よ
る
ナ
デ

ミ
ガ
キ

脚
部
に
粘
土
接
合
の
為
刺
突
痕
あ
り
、
脚
部
粘
土
接
合
猿

が
明
解
、
穿
子
ヒ
3ケ
所
残
存
、
孔
径
0 
7c
m 
外
面
赤
彩

再
杯

SD
00
4

中
粒
抄
や
や
多
、
海
綿
骨
針
や
や
多

良
に
ぶ
い
赤
褐
、
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
赤
褐

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
工
兵
に
よ
る
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
 
杯
部
内
面
赤
彩

高
杯

SD
00
4

中
粒
砂
多
、
赤
色
粒
や
や
多

良
橙
、
に
ぶ
い
黄
橙

橙

杯
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
杯
部
底
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

杯
部
右
段
部
擬
□
線
2条
、
脚
部
有
段
面
擬
凹
線
3条

外
面
 
杯
部
内
面
赤
彩

高
杯

4区
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
賞
橙

国
縁
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

高
杯

4区
SD
Ol
14

粗
粒
砂
多
、
海
綿
日
針
微

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

67
7

器
台

4区
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
や
や
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
、
黒

タ
ト
面
煤
付
着

67
8

器
台

4区
SD
00
4

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少

灰
黄
褐
～
褐

に
ぶ
い
黄
橙
～
褐
灰

ミ
ガ
キ

ロ
縁
コ
ヨ
ナ
デ
、
基
部
ミ
ガ
キ

67
9

器
台

4区
SD
O0
4

狙
粒
砂
少

覚
赤 暗
赤
、
黒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

芍
外
面
赤
彩
 
外
面
燥
付
着

器
台

SD
00
4

中
粒
砂
多
、
海
綿
召
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

個
1対
の
穿
孔
あ
り
、
穿
孔
径
05
cm

外
SD
Ol
14

49
5

48
粗
粒
砂
多

皮
に
が
い
褐

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

外
面
黒
斑

脚
部

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
輩
橙

鉢
部
太
い
ミ
ガ
キ
、
台
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

太
い
ミ
ガ
キ

脚
部

SD
Ol
14

粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
貢
橙

灰
黄
褐

鉢
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
台
部
ミ
ガ
キ

図 面 〓 工 八

68
4

箋
4区

SD
∞
4

粗
粒
砂
少

良
パ
い
褐

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顎
部
～
胴
部
ナ
デ

回
縁
～
頭
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
η同
部
ハ
ケ
メ

日
緑
外
ご
く
浅
い
擬
凹
線
5条

甕
4区

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
え
責
褐

え
黄
褐

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
テ

ロ
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ

内
外
面
煤
 
ヨ
ゴ
レ
刊
着

68
6

霊
4区

SD
00
4

15
8

FE
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
女
橙

に
ぶ
い
黄
栓

口
緑
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ

卜
面
う
す
く
煤
付
着

4区
SD
Ol
14

五
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
黄
浴

に
が
い
黄
鳩

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

■
面
全
体
に
強
く
煉
付
着
、
内
面
全
体
に
ヨ
ゴ
レ
41
者

68
8

菱
15
2

五
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
賞
橙

に
ぶ
い
き
澄

口
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
顎
部
～
胴
部
ハ
ケ
メ

回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
頸
部
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
全
体
に
爆
何
君

露
SD
Ol
14

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
貰
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
灰
責
褐

口
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

霊
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
責
澄

に
が
い
黄
橙

ケヽ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

内
面
歴
滅

69
1

霊
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

69
2

託
4区

SD
09
4

17
3

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

内
外
面
一
部
黒
斑

69
3

発
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多
、
海
綿
骨
針
微

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
糟

ヨ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

コ
縁
～
頭
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

内
外
面
う
す
く
煤
付
着

範
4区

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
(3
 5
mm
)微

に
な
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
緑
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
緑
～
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
全
体
に
強
く
媒
付
着

誕
4区

ll
l粒
砂
多

黄
褐
、

に
ぶ
い
黄
澄

日
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ロ
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ

内
面
コ
ゲ
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図
面
番
号

器
 
種

訓
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全
縮 幅

径 さ

底 厚
胎
  
■

焼
成

色
  
剖

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 二 三 人

69
6

甕
4区

SD
Ol
14

粗
粒
砂
多

良
こ
が
い
橙

こ
ぶ
い
澄

ナ
ア
、
胴
部
ケ
ズ
リ
後
工
具
に
よ
る
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
41
着

69
7

班
4区

SD
Ol
14

極
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
黄
澄

ぶ
い
責
澄

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ロ
縁
部
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

付
タ ト
面
強
く
煤
 
炭
化
物
付
着

69
8

SD
00
4

15
3

■
粒
砂
極
多

良
に
が
い
黄
橙

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ロ
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
媒
付
着

∞
9

4区
SD
00
4

狙
粒
砂
や
や
多

R
灰
責
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
Lk
付
着

70
0

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
割
少

R
天
黄
掲

天
黄
褐

ミ
ガ
キ

70
1

菱
4区

SD
00
4

a粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微
良
に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
 
車
部
指
圧
症

髭
凹
線
浅
く
不
明
琥
7条
 
口
縁
部
に
強
く
煤
付
着

占 翌 耐 一 三 九

4区
五
粗
粒
砂
多

長
灰
楊

ナ
デ
ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

/1
面
煤
付
着

70
3

誕
4区

SD
00
4

瑾
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
緑
端
面
平
縁
 
外
面
全
体
に
強
く
煤
付
着

70
4

霊
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
召
割
や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着

発
SD
00
/1

』
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
櫓

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
テ
デ

回
緑
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

勺
面
う
す
く
外
面
強
く
媒
付
箔

70
6

甕
4区

SD
Ol
14

極
粗
粒
砂
多

良
褐
灰

に
ぶ
い
橙
～
灰
褐

ナ
デ
、
ケ
ス
リ

ケヽ
メ

ナ
デ
、

対
外
面
媒
 
炭
化
物
付
声

70
7

発
17
2

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
掲

に
ぶ
い
褐

口
緑
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
～
豪
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
端
面
平
縁
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

70
8

斑
SD
ll
l1
4

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
に
パ
い
姶

に
ぶ
い
お

口
緑
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
顎
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
緑
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
媒
付
着

70
9

斐
SD
09
4

15
4

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

黄
橙

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

内
外
面
に
煤
刊
着

発
SD
∞
4

佃
礫
微
、
極
粗
粒
砂
多

並
浅
黄
橙

浅
黄
栓
～
に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
吉
[ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
郡
ハ
ケ
メ

外
面
う
す
く
保
付
着

発
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
細
礫
12
mm
～
3m
m)
多

良
灰
黄
褐

に
ぶ
い
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

内
外
面
煤
付
若

霊
SD
00
4

極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

回
縁
～
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ロ
縁
～
頭
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

菱
SD
O0
4

粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多

良
に
パ
い
褐

に
ぶ
い
貨
橙

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
部
ナ
デ

日
縁
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
外
面
う
す
く
ヨ
ゴ
レ

霊
SD
O0
4

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
褐

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ケ
ス
リ

ロ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
端
面
平
縁
 
外
画
全
体
に
煤
Il
蒐

霊
4匡

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

コ
縁
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
η同
部
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

コ
縁
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
端
面
平
縁
 
外
面
一
部
黒
斑

襲
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
少
、
細
藤
12
剛
～
3硼
,)
多
、

海
綿
骨
針
微

貞
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

コ
緑
部
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
縁
～
頭
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
書
L荒
い
ハ
ケ
メ

口
緑
端
部
平
縁
 
内
外
面
強
く
煤
付
若

71
7

発
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
多

浅
黄
沿

浅
責
橙

ヨ
縁
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
郡
板
ナ
デ

コ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
～
胴
都
ハ
ケ
メ

口
縁
端
面
平
縁
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

賓
極
粗
粒
砂
多

に
が
い
橙

に
ぶ
い
澄

ハ
ケ
メ
、
テ
デ
、
ケ
ズ
リ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

日
縁
端
面
平
縁
 
外
面
全
体
に
強
く
煤
刊
差

葵
4区

SD
Ol
14

極
粗
粒
砂
多

暗
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
尿
付
着

発
4区

SD
O0
4

極
粗
粒
砂
多

灰
IB

赤
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

身
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

甕
4区

SD
00
4

19
2

極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
～
範
吉
Б
ヨ
コ
ナ
デ
、
Я同
部
ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着

図 箇 一 四 〇

72
2

小
霊

4区
SD
00
4

44
粒
砂
多

に
ぶ
い
褐

国
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

回
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

全
体
の
形
ゆ
が
み
大
 
内
夕
1面
強
く
煤
付
着

小
菱

4区
SD
l1
4

極
粗
粒
砂
微
、
粗
粒
秒
少

黄 黄

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
接
合
痕
、
指
圧
辰
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
緑
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
一
部
黒
斑

7劉
琵

SD
00
4

極
粗
粒
砂
や
や
多

良
曽
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
画
煤
付
着
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図
面
番
号

器
 
雹

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

日 全
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
訓

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

訓
  
整

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 四 〇

72
5

墾
4区

海
綿
唱
針
多
、
極
粗
粒
砂
多

に
が
い
怜
～
果
褐

口
緑
～
顕
都
コ
ヨ
ナ
ガ
、
胴
部
ハ
ケ

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
 
胴
部
ハ
ケ
メ

72
6

甕
4区

極
粗
粒
砂
や
や
多

良
灰
褐

灰
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
媒
ll
着

甕
4区

SD
00
4

鉤
6

赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

長
浅
黄
橙
～
黒
褐

浅
責
橙
～
灰

ヨ
縁
著
ト
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
胴
剖
`ハ

ケ
メ

ヨ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

く
の
宇
日
縁
、
九
底
 
内
面
煤
付
着

発
4区

SD
O0
4

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
責
橙

黒
(黒
斑
の
色
)

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
全
体
的
に
黒
斑
、
煤
ll
着

甕
4区

SD
Ol
14

粗
粒
砂
多
、
極
粗
社
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
tg
J

灰
曽
楊

ナ
デ
、
指
圧
痕

外
面
全
体
に
強
く
媒
Il
若
、
内
面
全
体
に
炭
化
物
 
ヨ
ゴ

レ
4+
着

図 面 一 四 一

73
0

霊
4区

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
封
少

灰
黄

黒
褐
、
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
一
部
煤
付
着

甕
4区

SD
O0
4

3〕
極
粗
粒
砂
多

に
ボ
い
貢
IL
●

傷

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
底
面
ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ

底
部
I」
外
面
娯
付
A~

甕
4区

粗
粒
砂
多

灰
褐

灰
褐

ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

翌
4区

粗
粒
砂
多
、
極
粗
紅
砂
多

褐

褐 責

黒 灰
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
コ
ゲ
に
よ
る
剥
離
者
し
く
不
明

斐
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
責
橙
～
黒
4g
l

協
灰

阿
上
半
部
ハ
ケ
メ
、
下
半
部
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
、
底
面
ナ
デ

タ
ト面
煤
付
着

一 霊
4区

SD
00
4

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
や
や

多

灰
褐

明
赤
褐

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
肩
部
ナ
デ
か

外
面
赤
彩

壺
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
lm
礫
(2
～
3価
)8
個
、
海
綿

骨
針
微

褐 褐

赤 赤

明 明

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

4E
SD
00
4

極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
赤
褐
～
灰
責
褐

に
ぶ
い
赤
褐
～
赤
灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

夕
1面
全
体
赤
彩
(う
す
黒
く
変
色
x日
縁
部
内
面
上
半

赤
彩

7部
重

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
金 ‖
少

責 賞

灰 灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

4区
SD
00
4

中
粒
砂
少

良
灰
責
褐
～
黒
褐

に
ぶ
い
黄
褐
～
黒
掲

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
か

口
縁
外
擬
世
1線
10
条

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
極
多
、
海
綿
骨
針
少

良
灰
褐
、
拐
灰

灰
褐

コ
緑
那
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ミ
ガ
キ

引
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ミ
ガ
キ

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
金
,多

橙 橙

国
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

外
面
摩
滅

74
2

粗
粒
砂
多

良
灰
資
褐
、
に
ぶ
い
掲

灰
質
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
顎
部
付
近
ナ
デ
か

ヨ
コ
ナ
デ
、
噺
部
付
近
ハ
ケ
メ

74
3

壺
中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
斜

や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

灰
黄
褐

ケヽ
メ
後

ケヽ
メ
後

内
面
陸
滅

粗
粒
砂
少

明
灰
褐

明
灰
褐

ミ
ガ
キ
、
コ
コ
ナ
デ

74
5

壺
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

に
ぶ
い
貢
～
貰
灰

灰
黄
～
黄
灰

口
縁
部
ミ
ガ
キ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

74
6

SD
Ol
14

14
3

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

や
や
多

暗
仄
黄
、
赤
褐

赤
褐

口
縁
～
頭
部
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

口
縁
瑞
都
 
日
縁
有
段
部
に
連
続
刻
み
日
 
内
外
面
赤
彩

4匡
SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
多

度
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

日 面 〓 四 エ

74
8

壺
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
種
粗
粒
砂
微

良
赤

内
外
面
赤
彩
 
日
縁
内
部
摩
減

74
9

SD
ll
1 
4

粗
粒
砂
少
、
海
漏
弓
針
少

R
黄
灰

に
ぶ
い
黄

ケヽ
メ
後
ナ
デ

外
面
一
部
に
う
す
く
操
付
着

75
0

一 霊
_R
D0
04

18
6

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
袴

ハ
ケ
メ
後
一
部
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ

回
縁
～
顕
部
ミ
ガ
キ

日
縁
瑞
部
一
部
に
黒
斑

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
褐

灰
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ナ
デ

7ψ
18
2

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
割
微

浅
責
袴

灰
自
～
に
ぶ
い
責
増

ミ
ガ
キ

回
緑
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

SD
00
4

20
4

粗
粒
砂
や
や
多

灰
貢
褐

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
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当
面
番
号

恥
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

日
俗

全
長
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
訂

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

四 面 一 四 二

SD
00
4

ll
粒
砂
少

良
明
褐

明
褐

ミ
ガ
キ

SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
極
多

並
浅
黄
栓

浅
黄
橙
、
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

霊
都
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
 
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
赤
彩

台
付
壺

SD
00
4

粗
粒
砂
微

赤
～
に
パ
い
褐

所
ミ

コ
縁
ミ
ガ
キ
、
体
部
ナ
デ
、
ケ
ス
リ

ミ
ガ
キ

外
面
 
口
縁
端
部
内
面
赤
彩

霊
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
音
袴

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
郡
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

75
8

壷
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

灰
自

コ
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
面
媒
刊
着
、
内
外
面
摩
減
、
部
分
的
に
剥
離
(狩
に
外
面
)

4区
粗
粒
砂
少

良
灰
褐

灰
褐

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

タ
ト面
 
口
緑
部
内
面
赤
彩

76
0

4区
SD
00
4

lB
II
E粒
砂
多
、
lH
礫
(2
mm
～
3m
m)
少

に
ぶ
い
貰
橙

に
ぶ
い
責
澄

ヨ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ

ヨ
縁
～
顕
都
、
ヨ
コ
ナ
デ

短
敦
外
反
回
縁

壺
4区

SD
00
4

刑
l粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

灰
賓
褐

に
が
い
黄
埼

ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
都
;旨
圧
痕

コ
コ
ナ
デ
、
蒙
部
付
近
工
具
娘

壼
4区

粗
粒
砂
微

に
ぶ
い
栓

赤
外
面
赤
彩

4区
SD
09
4

粗
粒
砂
多

暗
灰
黄

黄
灰

ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
戻

ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
戻

外
面
一
部
に
う
す
く
赤
彩
痕
か

4区
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
ll
e

頭
都
無
段

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

口
辺
部
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

日
顕
部
有
段

一 霊
4区

働
00
4

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

日
辺
部
ナ
デ
、
日
4又
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
線
～
顕
部
ミ
ガ
キ

日
yl
l部
右
段

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

懇 ¨ 懇

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

図 面 一 四 〓

4区
租
粒
砂
少

月
赤
褐
～
灰
責

天
黄

ミ
ガ
キ

口
縁
外
下
端
に
擬
Ш
線
3条
 
外
面
摩
減
 
内
外
面
赤
彩

壷
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
召
,1
微

に
ぶ
い
赤
掲
～
灰
褐

明
赤
掲
、
に
パ
い
掲

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
商
赤
彩
、
内
面
一
部
に
赤
彩
戻
の
こ
る

4区
SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

黄
灰

IH
未
褐

口
T・
iハ
ケ
メ
、
下
キ
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

擁
凹
線
3条
 
口
縁
有
段
部
連
続
刻
み
目
 
外
面
赤
彩

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨

'I
微

灰
黄
褐

灰
褐

胴
部
ナ
デ
、
底
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ

ミ
ガ
キ

外
連
続
刻
み
自
 
赤
彩
痕
残
る

4区
利
1粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
や
や

並
浅
煮
橙
、
灰
菱

赤
橙

ナ
デ
、
rF
庄
痕

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
突
帝
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

突
帯
2段
 
外
画
全
体
赤
彩

4区
SD
10
1 
4

中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿

骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
灰
黄
褐

赤
橙

ナ
デ
、
指
圧
ll
t

ミ
ガ
キ
、
突
情
部
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
突
帯
(3
粂
の
擬
凹
線
)タ
ト
面
全
体
赤
彩

蓮
ll
粒
砂
少
、
海
綿
命
針
少
、
赤
色
粒
多

掲
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

塩
広
の
突
常
に
lu
縦
2粂

台
付
壺

狙
粒
砂
少

良
褐 褐

灰 灰
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

外
面
上
部
赤
彩

77
6

SD
00
4

中
粒
砂
(白
色
粒
)少
、
海
綿
召
針
や
や

多
良
灰
責

明
赤
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

外
面
全
体
赤
彩

壺
SD
00
4

1'
粒
砂
少

良
褐 彩

灰 赤

ナ
デ
、
指
圧
戻
、
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
形

SD
00
4

92
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
に
が
い
褐
～
灰
褐

に
ぶ
い
黄
橙

口
織
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
～
底
部
ナ
デ

ロ 「
I部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
～
底
部
ナ
デ

外
氏
面
の
一
部
黒
斑

SD
00
4

中
粒
砂
少

良
袴
～
赤
早

裕

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
要
部
ナ
デ

内
面
一
部
黒
Tt
l

78
0

SD
00
4

粗
粒
砂
少

良
赤
褐
～
に
パ
い
黄
橙

赤
褐
～
に
ぶ
い
責
橙

日
縁
部
ミ
ガ
キ
、
胴
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
、
日
緑
部
内
面
赤
彩

SD
00
4

中
粒
砂
少

良
掲 褐

明 明

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

SD
00
4

72
海
綿
骨

'1
や

や
多
、
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
並
橙 灰
白
～
橙

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
板
状
其
に
よ
る
ナ
テ
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雪
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
指
 
名

径 長

日 全
綿 幅

径 さ

底 庫
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

図 面

一 口 〓
SD
00
4

毎
綿
骨
,1
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
鵜

に
ぶ
い
黄
橙

顎
部
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ
、
底
部
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
調
整
痕

外
面
刻
み
日
、
直
線
文
、
波
状
文
、
膚
部
細
い
隆
帝
貼
何

(刻
み
目
)

四 山 一 口 四

壺
SD
O0
4

粗
粒
砂
少

良
灰
褐

ミ
ガ
キ

78
5

SD
Ol
14

86
中
泣
砂
多
、
粗
泣
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
女
橙
～
灰
黄
掲

に
が
い
黄
澄

板
】大
具
に
よ
る
ナ
デ
、
底
吉
[ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

SD
09
4

80
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

ミ
褐
灰
、
黒
褐

資
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

底
部
外
面
籾
殻
戻

78
7

SD
00
4

糧
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
iJ
砂
微

良
浅
黄
橙

浅
貢
澄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
正
具
に
よ
る
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

4区
程
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
褐

ナ
デ
、
一
部
板
状
具
に
よ
る
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

外
面
一
部
黒
斑

78
9

壼
中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
や
や
多

良
に
ぶ
い
橙

赤
、
明
褐
灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

外
底
面
凹
 
外
面
赤
彩
、
内
面
部
分
的
に
赤
彩
痕
の
こ
る

中
粒
砂
少

良
褐 褐

灰 灰

ハ
ケ
メ
、
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
こ
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
放
射
線
状
具
痕
、
一
部
ハ
ケ
メ
痕

ナ
デ
(一
部
ハ
ケ
メ
痕
k底
面
ナ
デ

外
底
都
凹
 
外
面
に
煤
付
着

‐ 9
2

壺
4区

SD
00
4

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
戻
賣

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

外
面
全
体
赤
彩

的
3

4区
SD
O0
4

45
粒
砂
少

戻
黄
褐

疋
責
褐

ナ
デ
、
工
具
痕
、
一
部
ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
底
部
辺
一
部
に
黒
斑
 
籾
痕
か
種
子
の
圧
fR
の
よ
う

な
も
の
あ
り

壷
4区

SD
00
4

ll
t粒
砂
や
や
多

良
ぶ
い
橙

ぶ
い
褐

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

79
5

4区
SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
泣
砂
少
、
海
締
骨
針
多

良
R黄
褐

台
部
ケ
ズ
リ
後
ハ
ケ
メ

ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
、
底
部
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
か

殉
面
黒
斑

奎
4区

SD
O0
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
ぶ
い
責
橙

ぶ
い
黄
橙
、
黒

ミ
ガ
キ
、
底
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

面ヽ
黒
斑

79
7

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
41
il
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
部
ケ
ズ
リ

面ヽ
1/
2黒
班

高
杯

4区
SD
∞
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
拿 ‖
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

高
杯

4区
SD
00
4

,粒
砂
極
多
、
組
粒
砂
や
や
多
(赤
色
粒
x

序
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
貨
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

80
0

高
杯

4区
SD
00
4

■
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

R
に
ぶ
い
黄
栓
～
褐
灰

に
ぶ
い
黄
～
黒
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

80
1

高
杯

4区
SD
00
4

“

粒
砂
多
 
海
綿
脅
針
少

R
灰
白
～
褐
灰

に
が
い
黄
澄

ミ
ガ
キ

80
2

高
杯

4区
SD
00
4

工
粒
砂
少

長
褐 褐

赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

芍
外
面
赤
彩
(一
部
黒
く
変
色
)

苗
杯

4区
SD
00
4

社
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
澄

極
粗
粒
砂
多

良
赤
～
に
お
い
黄
橙

ミ
ガ
ヤ

勺
外
面
摩
減
 
赤
彩

図 面 一 四 五

4区
SD
Ol
14

粗
粒
砂
少

良
赤
褐

勺
外
画
全
体
赤
彩

4区
SD
00
4

17
3

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微

良
赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

80
7

高
杯

SD
00
4

ワ4
0

中
粒
砂
少

良
掲 禍

明 明

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

勺
外
面
赤
彩

80
8

高
杯

SD
00
4

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
褐
灰
、
1音
灰

明
褐
灰

ミ
ガ
キ

ロ
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

内
面
煤
付
着
、
外
面
ヨ
ゴ
レ

80
9

高
杯

4E
中
粒
砂
多
、
海
編
骨
針
や
や
多

良
明
暗
褐
、
暗
赤
灰

灰
赤

ミ
ガ
キ

外
面
有
段
郡
6条
の
擬
凹
線
、
逆
統
刻
み
目
 
内
外
面
全

体
赤
彩

高
杯

SD
00
4

IL
粒
砂
少
、
極
凝
粒
砂
微

良
赤
～
に
ぶ
い
黄
橙

赤
～
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

口
縁
段
部
に
擬
凹
線
4条
 
内
外
面
赤
彩

高
杯

4区
SD
ll
14

中
粒
砂
多
、
ll
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

に
パ
い
褐

に
ぶ
い
褐

ミ
ガ
キ



Ｉ Ｉ 　 Ｎ Ｏ 　 ‐ ｌ

図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 l
lt
 
名

口
径

全
長

器
高 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 四 五

高
杯

4区
SD
Ol
14

逐
粗
粒
砂
多

良
赤
褐

赤
褐

ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

高
杯

4区
SD
O0
4

1粒
砂
少
、
海
綿
骨
釧
微

良
に
ぶ
い
貰
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

回
・r
k端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

'卜

面
全
体
赤
形
、
内
面
全
体
赤
彩
か

高
杯

4区
1粒
砂
少

良
赤
褐

赤
褐
、
黒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
煤
付
者
 
内
外
面
赤
彩

高
杯

SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
召
針
微

良
赤 赤

ミ
ガ
キ

口
縁
外
下
端
に
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
逆
統
刻
み
国
 
内
外
面

赤
彩

高
杯

SD
O0
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
締
骨
針
多

良
に
ぶ
い
黄
褐

に
ぶ
い
貨
橙
、
に
ぶ
い
黄
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
右
段
部
逆
統
刻
み
日
、
桃
回
線
3条

SD
O0
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
似

良
赤
、
に
ぶ
い
女
橙

赤

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
指
圧
痕

杯
剖
` 
脚
部
ミ
ガ
キ

杯
部
内
タ
ト
面
赤
彩
、
脚
部
外
面
赤
彩

脚
部

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
微

灰
責
褐
、
赤
～
に
ぶ
い
橙

赤

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
(ハ
ケ
メ
痕
)

外
面
 
脚
部
内
面
赤
彩

4匡
粗
粒
砂
多

ミ
灰
責
褐

赤

ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
痕

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
、
裾
端
都
早
く
変
色

82
0

脚
部

SD
00
4

粗
粒
砂
多

Et
に
ぶ
い
黄
橙
、
に
ぶ
い
褐

赤

杯
部
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

脚
部

SD
00
4

中
粒
砂
多
、
海
lR
骨
針
や
や
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
パ
い
黄
橙

杯
部
ナ
デ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
口
唇
都
ヨ
コ
ナ
デ

台
ll
鉢

中
粒
砂
微
、
極
粗
粒
砂
(2
mm
)1
個
、
海
綿

骨
針
極
多

賞
に
が
い
精
、
に
な
い
黄
橙

橙

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ
か

ミ
ガ
キ

外
面
泳
彩

脚
部

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多
、
海
綿
骨
針
や
や

多
良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
埼

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

脚
部

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良
袴
～
灰
費
褐

明
赤
褐

ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
、
内
面
う
す
く
赤
彩
戻

高
杯

4区
SD
00
4

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
微
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
黄
橙

浅
責
橙
、
褐
灰

不
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

穿
孔
4ケ
所
、
穿
イと
径
08
～
0儀
m 
外
面
煤
付
斎

82
6

高
杯

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
費
橙

赤

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

32
7

高
杯

4区
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
貨
橙

赤
タ
ト
RI
赤
彩

82
8

高
杯

4区
SD
00
4

湘
1粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

明
赤
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

円
形
透
孔
単
位
推
測
5個
か
、
Tし
径
約
Oね
em
 
外
面
赤

彩

8,
9

高
杯

4区
SD
O0
4

粗
粒
砂
少

良
橙 褐

費 赤

浅 明

交
り
戻
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

脚
部
穿
孔
(円
形
透
孔
)単
位
4、
孔
径
約
1 
lc
m 
打
苛
ト

内
面
 
脚
都
内
面
赤
彩

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
釘
少

に
ぶ
い
褐

に
ぶ
い
袴

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

図 面 一 四 六

83
1

高
杯

4区
Sつ
00
4

粗
粒
砂
少

掲 褐

ケ
ズ
リ
、
ヘ
ラ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

83
2

高
杯

4区
粗
粒
砂
少

天
黄
褐

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

ガ
キ
、
裾
端
郡
ヨ
]ナ
デ

2個
1対
の
穿
孔
単
位
3、
孔
径
約
1 
lc
n 
タ
ト面
 
杯
部

内
面
赤
彩

高
杯

4区
SD
00
4

19
6
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

に
が
い
橙
、
褐
灰

に
ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
―
部
ケ
ズ
リ

裾
部
内
面
煤
■
着

高
杯

4区
SD
Ol
14

15
5
粗
粒
砂
微
、
海
綿
骨
釘
微

に
パ
い
俗

橙

′ヽ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

岬
部
穿
孔
(円
形
透
孔
12
個
上
下
1対
で
単
位
4か
、
■

径
約
0統
m 
ク
ト
面
赤
彩
 
歴
滅

高
杯

4区
74

粗
粒
砂
多
、
海
ll
i骨
針
多

並
橙 橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か

外
面
摩
減

高
杯

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

並
に
ぶ
い
黄
橙

浅
責
橙
、
に
ぶ
い
貨
澄

ケ
メ
、
ナ
デ

ケ
メ
後
ナ
デ
、
裾
端
部
ヨ
ヨ
ナ
テ

83
7

高
杯

SD
00
4

粗
粒
砂
少

良
に
が
い
橙

橙

絞
り
痕
、
ナ
デ
、
コ
コ
ナ
デ

外
面
赤
彩
、
裾
都
一
者
[黒
く
変
色

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
に
が
い
黄
橙

灰
黄
褐

裾
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

Pr
裾
端
郡
一
部
に
黒
斑

83
9

高
杯

SD
ll
l1
4

lu
粒
砂
少

農
褐 褐

赤 赤

ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
か

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ
か

外
面
 
杯
部
内
面
赤
彩

8却
Э

高
杯

SD
ll
1 
4

粗
粒
砂
や
や
多

並
黄
灰

灰
白
、
IB
J灰

杯
部
ナ
デ
か
、
ナ
デ
、
下
半
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
媒
付
着
か
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
タ
ト面
)

備
  
考

図 面 一 四 六

高
打

4区
中
粒
砂
少
、
海
ll
tr
骨
針
多

灰
黄
褐

に
が
い
黄
橙

不
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

84
2

高
杯

SD
00
4

中
粒
砂
や
や
多
、

黄
灰
、
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
橙

不
部
ミ
ガ
キ
、
下
半
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
 
裾
端
部
構
位
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

高
杯

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
橙

明
赤
褐
～
に
が
い
橙

夜
り
/1
J、
ナ
デ
、
裾
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

円
形
透
子
し 単
位
3、
孔
径
0 
6c
m 
外
面
赤
彩
か

高
杯

4区
赤
色
疵

灰
褐
～
褐
灰

赤
褐
～
明
赤
褐

〔 部
ミ
ガ
キ
、
裾
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
赤
彩
 
内
裾
部
赤
色
戻
 
外
面
一
部
に
タ
ー
ル
状
の

早
い
物
付
着

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

校
り
痕
、
ナ
デ
、
裾
部
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

2個
1対
(機
並
び
)の
円
形
透
丁
七
単
位
3、
子
し
径
約
06

cm
 
外
面
 
杯
部
内
面
赤
彩

84
6

高
杯

4区
SD
Ol
14

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
侶
争

天
黄

天
黄
、
暗
灰

寛
部
ミ
ガ
キ
か
、
脚
郡
ナ
デ

ミ
ガ
キ

穿
孔
3個
、
穿
孔
径
06
～
0 
7c
m

高
杯

4区
中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
多

灰
白
、
明
責
褐

に
ぶ
い
黄
褐

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ

穿
孔
4個
、
穿
孔
径
13
～
1 
4c
m

器
台

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

灰
責
褐

灰
白

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
j旨
圧
痕

器
台

4匡
SD
00
4

■
粒
砂
多

良
赤 赤

ミ
ガ
キ

受
部
有
段
 
内
外
面
赤
彩

器
台

SD
00
4

79
こ
粒
砂
極
多

並
に
ぶ
い
橙

浅
責
橙

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
都
上
半
ナ
デ

ミ
ガ
キ

即
部
穿
了
し
l 
lN
4残
、
数
不
明
、
穿
子
L径
0盈
m 
外
面
歴

戯
著
し
い

器
台

SD
00
4

岨
粒
砂
多

良

褐 褐

ミ
ガ
キ
、
す
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
形
、
内
面
部
分
的
に
赤
彩

85
2

器
台

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
や
や
多

良
褐 褐

赤 赤

脚
剖
`に

ぶ
い
責
橙
髭
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

脚
部
穿
孔
単
位
3ヶ
所
、
イ
し径
1∝
n 
赤
彩
 
脚
部
内

面
一
部
黒
く
変
色

器
台

SD
00
4

粗
粒
砂
多

良
暗
灰
掲

暗
灰
褐

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

85
4

器
台

SD
00
4

粗
粒
砂
少

良
褐 褐

明 明

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
 
絞
り
浪

外
面
赤
彩
、
内
商
部
分
的
に
赤
彩

85
5

器
台

佃
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
橙
、
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
橙

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
下
半
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

内
面
回
縁
外
面
黒
斑

85
6

器
台

極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良
明
赤
褐

明
赤
褐

円
形
透
孔
(推
定
9～
10
個
か
x7
し
径
約
1 
0c
m 
内

外
面
赤
彩

85
7

器
台

粗
粒
砂
微

II

赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

体
部
に
涙
滴
型
逓
】
し
 
内
外
面
赤
彩

図 面 一 四 七

鵠
8

器
台

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
褐

赤
、
に
ぶ
い
褐

受
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

多
孔
3ケ
所
(円
形
透
孔
)孔
径
約
じ
7c
m 
外
向
赤
形
、

受
部
内
面
下
端
に
う
す
く
赤
彩
痕

器
台

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
灰
黄

黄
灰

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

86
0

器
台

SD
00
4

極
程
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

度
赤
、
に
ぶ
い
責
橙

赤

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
裾
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
全
体
赤
彩
、
内
面
ご
く
一
部
に
赤
彩
痕
、
内
面
受
け

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
赤
彩

器
台

SD
Ol
14

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

赤

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

脚
都
穿
孔
単
位
2個
1対
で
3ケ
所
 
円
形
透
孔
、
孔
径

約
1 
lc
m 
タ
ト面
赤
彩
、
内
面
一
部
赤
彩

器
台

SD
O0
4

19
5
極
粗
粒
砂
微

良
に
ぶ
い
橙

赤

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
戻
、
裾
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
裾
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

脚
部
穿
孔
1個
残
(単
位
不
明
)孔
径
約
1 
0c
m)
外
面

赤
彩
 
歴
減

器
台

SD
Ol
14

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
褐

赤

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ミ
ガ
キ

脚
部
円
形
透
子ヒ
1個
残
(単
位
不
明
X▼
し 径
約
06
5c
n

タ
ト面
赤
彩

器
台

4区
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
多

良
灰
黄
褐

灰
黄
褐

受
都
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

穿
孔
3ケ
所
、
穿
孔
径
1 
0c
m

器
台

4区
SD
00
4

中
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

良
ぶ
い
黄
橙

が
い
黄
澄

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

穿
孔
2個
1対
4ケ
所

器
台

4区
SD
00
4

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

や
や
多

良

賣 背

脚
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
裾
端
部
ヨ
コ
ナ
テ

穿
孔
3個
残
る
、
数
不
明
、
穿
了
し
径
0■
m

86
7

器
台

4区
粗
粒
砂
少
 
海
綿
骨
針
少

尺
費
褐

え
黄
褐
、
黒

受
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
荒
い
ミ
ガ
キ
、
裾
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
煤
n着
、
内
面
媒
付
着
、
裾
都
ま
で
煤
の
タ
レ
付
若

鉢
4区

97
粗
粒
砂
少

良
責
灰

ナ
デ

86
9

高
杯

4区
SD
00
4

生
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

赤

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

面ヽ
赤
彩
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図
面
番

Ih
器
穂

調
査
区

遺
構
名

口
在

全
長
絲 福

径 女
底 Ｅ

胎
 
土

焼
成

色
  
調

(■
段
内
面
/下
段
外
面
〕

調
 
整

仏
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

87
0

高
杯

4区
SD
ll
lM

勝
鬱
砂
少
、
桂
組
織
砂
少
、
海
綿
骨
針
微
良
赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩
、
外
面
二
部
黒
く
変
色

87
1

鉢
4区

SD
ll
lM

鐵
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
徹

良
に
ぶ
い
資
橙

に
ぶ
い
黄
橙

日
縁
部
ハ
ケ
'|
、

ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
都
'ヽ

ケ
メ
、
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

鉢
4区

SD
IH

26
2

触
砂
多

良
に
パ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
年
顔
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
肩
都
ナ
デ

ロ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
肩
部
ハ
ケ
メ

内
面
う
す
く
ヨ
ゴ
レ
か

87
3

鎌
SD
00
4

13
tl

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
沙

並
に
ぷ
い
種

赤
―

ミ
ガ
■

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
、
日
繰
部
内
面
に
う
す
く
赤
彩
痕

87
4

台
付
鉢

SD
00
4

極
糧
厳
砂
多
、
細
礫
微

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
ス
楯
圧
療

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

琳
面
一
部
に
黒
ぬ

87
5

台
機

4区
SD
OI
J4

12
4

精
良
、
組
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
褐

に
ぶ
い
黄
4B

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

87
8

鉢
4区

SD
00
4

14
8

粗
粒
砂
少
、
細
襟
om
m)
微

良
嚇 ］

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ

把
手
残
存
1個
Q欄
か
)、
犯
手
内
外
面
赤
彩

87
9

鉢
4区

SD
IX
X

粗
粒
砂
多

灰
貨
褐

]繰
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
郡
,デ

]縁
～
鎖
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

外
面
一
部
黒
斑

88
0

鉢
4区

SD
00
4

10
4

粗
粒
砂
多
、
極
粗
通
砂
少

橙 橙

貢 責

]縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
― ナ
デ

ヨ
縁
ヨ
ヨ
ナ
デヽ
胴
部
'｀

ケ
メ
、
ナ
デ

有
段
日
縁

88
1

鉢
4恒

SD
00
4

94
組
粒
砂
多

霞
～
浅
質

ミ
ガ
キ

]縁
部
ミ
ガ
キ
、
綱
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
面
一
部
 
外
面
赤
彩

88
2

鉢
4区

SD
鯉

6B
瓶
縦
砂
や
や
多

略 聴
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

88
3

鉢
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
多

良
灰
黄
褐

灰
黄
褐

ヨ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
部
～
1回
部
ナ
デ

章
ガ
キ
、
ナ
ス
ハ
ケ
メ

83
4

鉢
4区

SD
O0
4

精
良
、
題
湾
砂
少

良
ぶ
い
褐

ぶ
い
橙

バ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ロ
縁
～
体
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
外
面
丁
寧
な
ミ
ガ
キ

88
5

鎌
4区

SD
醒

13
B

極
粗
粒
砂
少

ミ
ガ
■
ミ
ガ
キ

内
タト
面
赤
彩

88
6

鉢
4匡

SD
00
4

10
7

粗
粒
砂
多

良
鵡 鵡

ヨ
コ
ナ
ス
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
ス
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

88
7

奎
4区

SD
00
4

12
1

vV
d粒
砂
少

良
融 艤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
●
ナ
デ

33
8

鉢
4区

Sう
00
4

・ワ
粗
統
砂
少

良
火
脅

貢
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外ヽ
面
赤
彩

88
9

鎌
4区

SD
00
4

68
螂
砂
微
、
粗
粒
砂
少

良
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

芍
外
面
赤
彩

89
0

台
付
鉢

4匡
SD
00
4

13
4

67
4お

醜
砂
多
、
極
組
粒
砂
微

良
に
が
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
ス
ナ
デ

全
体
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ョ
ナ
デ
、
外
底
面
ナ
デ

螂
椀
形
体
部
の
一
部
黒
斑
か

89
1

鉢
SD
IM

醜
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良
に
ぶ
い
寅
橙

赤
褐

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

勾
面
う
す
く
赤
彩
痕
、
外
面
a1
4に
赤
彩

89
2

台
付
鉢

SD
00
4

隣
砂
少

良
聰 朧

ォヽ
ケ
メ
、
ナ
デ
(ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

89
3

鉢
SD
醜

27
働
冊
拉
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
褐

t=
ぶ
い
資
褐

ナ
デ

チ
デ
(一
部
ハ
ケ
メ
痕
)

底
部
4T
L(
孝
L径
07
cn
)

89
4

底
部

SD
a1
4

.6
4
粗
粒
砂
少

良
灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
サ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
 
外
底
面
赤
認
、
一
部
黒
く
変
色
し
て
い
る

89
5

鉢
1区

SD
l1
4

諺
HI
殺
砂
や
や
多
、
海
鵜
骨
針
少

良
明
赤
褐

明
赤
褐

ナ
デ
ヽ
指
圧
展
後
ミ
ガ
キ
か

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

内
面
磨
滅
 
内
外
面
全
体
赤
彩

89
6

含
付
鉢

4区
SI
ll
ll
X

樫
粒
砂
少
、
赤
色
粒

度
に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
郵
笹

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ハ
ケ
メ
、
チ
ア
、
ミ
ガ
キ

89
7

脚
部

4区
SD
00
4

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
傲

農
綺 に
ぶ
い
赤
褐

体
部
ナ
デ
k台
部
内
面
ナ
デ
、
指
圧
栞

ミ
ガ
キ
、
台
部
ミ
ガ
キ

赤
彩
か
、
碑
部
内
面
に
も
赤
彩
痕
の
こ
る

e9
8

VJ
部

4区
70

極
組
粒
砂
多

良
こ
が
い
棄
種

こ
ぷ
ぃ
奮
糧

体
部
ナ
ス
脚
部
ナ
デ

体
部
ノ
、 ケ
メ
、
ナ
デ
く
台
部
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

89
9

脚
部

4区
SD
00
4

錦
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
と
ぶ
い
賀
橙

杯
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
ブ
ヽ
脚
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
亦
彩

90
0

脚
部

4区
SD
00
4

98
醜
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
く 讚
韓著
島

こ
葉
い
澄

度
船
ナ
デ
、
台
甜
ナ
デ
、
指
圧
棗

ミ
ガ
キ
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図
面
番
号

聴
器
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長

器
高

幅

底
径

厚
さ

胎
 
土

焼
成

色
 
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

脚
部

4区
SD
IX
14

精
良
、
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
、
海
綿
骨
針

少
良
ぶ
い
橙
、
に
ぶ
い
費
褐

ぷ
い
橙

体
都
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ol
12

脚
部

4区
SD
00
4

組
粒
砂
少

良
庶
享
朝
掲

尺
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

90
3

脚
部

4区
SD
l1
04

72
粗
粒
砂
少

農
ぶ
い
黄
橙

ぶ
い
蓑
橙

体
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

90
4

脚
部

4区
SD
IX
 4

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
ぶ
い
橙

が
い
褐

な
部
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

91
15

脚
部

4区
SE
10
04

鱗
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

体
部
ナ
デ
、
脚
部
ナ
デ
(ハ
ケ
メ
痕
力
残
る
)

Ⅲ
面
と
内
面
端
部
に
煤
付
着

90
6

蓋
4区

SD
00
4

霊
粒
砂
多

良
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
欠
損
 
内
外
面
赤
彩

90
7

霊
4区

II
 V
砂
多

良

爆 ］ 撼

ナ
デ

ミ
ガ
キ

90
8

蓋
4区

SD
ID
4

醜
砂
徹
、
海
綿
骨
針
徹

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ツ
マ
ミ
径
30
cm

90
9

菱
4区

SD
O0
4

It
h砂
少

良
ピ
灰
黄

隊
灰
黄

ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
1 
9c
m 
外
面
黒
班

4区
SI
la
14

醜
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

良
赤 赤

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
～
体
部
ミ
ガ
キ

為
外
面
赤
彩

蓋
4区

SD
00
4

霊
粒
砂
少

良
黒
褐

に
ぶ
い
赤
褐

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
～
体
部
ミ
ガ
キ

朴
面
赤
彩

蓋
SD
10
4

76
鮒
砂
多

良
編
灰

赤
橙
～
暗
赤
灰

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
25
cm
 
全
体
に
赤
彩
(ツ
マ
ミ
上
面
も
)

SD
00
4

粗
粒
砂
少

良
明
褐

明
褐

ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

S,
00
4

鋼
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
橙
～
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
2 
7c
m

SD
00
4

a4
中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良
褐
灰

灰
黄
褐
～
褐
灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
22
cm

蓋
SD
00
4

種
粗
粒
砂
徹

良

赤 未

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ノ
マ
ミ
径
3■
m 
内
外
面
赤
彩

蓋
SD
IX
14

極
粗
粒
砂
多

良
赤 赤

ナ
デ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
都
先
端
欠
損
 
内
外
面
赤
彩

霊
SD
00
4

謗
髄
粧
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
や
や
多

並
浅
黄
橙

浅
責
橙

板
状
具
に
よ
る
ナ
デ
(ナ
ア
、
指
圧
痕

板
状
具
に
よ
る
ナ
デ
、
す
デ

ツ
マ
ミ
径
31
Lm
 
内
外
面
部
分
的
に
燦
付
着

蓋
4区

SD
00
4

極
粗
粒
砂
微
、
組
粒
秒
や
や
多

に
ぶ
い
責
褐

暗
灰
黄

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
24
cl
n

92
0

蓋
4区

SD
ll
M

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
徴

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
2る
cm

92
1

蓋
4区

SD
00
4

種
粗
粒
砂
徴
、
組
泣
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
LA

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
1 
7c
m 
内
面
口
縁
部
と
外
面
部
分
的
に
娯
狛

着
 
外
面
剥
離

92
2

蓋
4区

SD
∞
4

種
粗
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
や
や
多

並
浅
黄
橙
～
褐
灰

浅
黄
橙
～
褐
灰

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ツ
マ
ミ
径
1 
7c
n

92
3

誕
4区

粗
地
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

明
赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
～
体
部
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
&3
cm
 
内
外
面
赤
彩

9脇
霊

4区
SD
ll
l1
4

1■
1

組
粒
秒
少

明
赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

口
縁
部
内
外
に
燦
付
着

92
5
ミ
ニ
チ
ェ
ア
壷

形
土
器

4区
SD
O悌

粗
粒
砂
少

褐 恣

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

内
外
面
赤
彩

92
6
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鉢

形
土
器

4区
SD
IX
X

■
95

粗
粒
砂
や
や
多

灰
褐

灰
褐

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

92
7
ミ
ニ
チ
ュ
ア
壷
4区

SD
00
4

粗
粒
砂
少

ぶ
い
褐

ぶ
い
橙

コ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

ヨ
縁
ナ
デ
、
体
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

92
8

底
部

4区
SD
9“

６
Ｂ

組
粒
砂
多

に
ぶ
い
橙

ナ
ア
、
指
圧
展

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

粘
土
積
上
箇
所
で
剥
離

92
9

策
4区

SD
O0
6

粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
橙

に
パ
い
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ロ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
1阿
部
ハ
ケ
メ
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93
0

高
杯

4区
SD
00
6

中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

橙 明
赤
褐

本
面
赤
彩

4区
SD
00
9

32
35

粗
粒
砂
や
や
多

褐 褐

明 明

ミ
ガ
キ
、
指
圧
痕
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ

ア ト
面
媒
付
着

底
部

SD
00
9

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微

良
灰 灰

褐 褐

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ

底
部

SD
00
9

五
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

灰
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

93
4

底
部

1区
SD
ll
19

粗
粒
砂
多
、
自
色
粒
や
や
多

良
賠
灰

に
ぶ
い
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ

主
部
内
面
渦
上
に
ハ
ケ
メ

4区
SD
00
9

粗
粒
砂
多
(自
色
粒
多
x細
礫
少

良
味 灰
白
～
浅
黄
澄

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

勺
面
の
上
部
に
細
か
い
ハ
ケ
メ
、
下
部
に
荒
め
の
ハ
ケ
メ

'1
面
黒
斑
あ
り
、
煤
付
着

疑
4区

SD
00
9

海
Ff
l骨
針
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
～
褐
灰

に
ぶ
い
蓋
猾
～
褐
灰

日
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着

霊
SD
00
9

海
綿
骨
針
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
極
粗
粒

砂
や
や
多

良
に
が
い
黄
浴

灰
褐

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
板
ナ
デ

胴
都
ハ
ケ
メ
、
回
緑
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ

回
緑
外
擬
凹
線
 
外
面
媒
何
着

琵
4区

SD
ll
l1
9

海
綿
骨
針
、
赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
や
や
多
、

網
礫
や
や
多

並
浅
黄
橙

灰
白

日
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
日
縁
ナ
デ

ロ
縁
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ

範
4区

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
黄
盗

褐
灰

口
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ナ
デ

,コ
緑
～
顕
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
緑
外
rk
tt
Ц
線
6条
 
外
面
煤
付
着

霊
4区

SD
00
9

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
や
や
多

灰
白

浅
黄
橙
、
黒
褐

口
緑
～
.l
l部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
都
コ
コ
ナ
デ
、
1阿
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

7r
面
媒
付
者

整
4区

SD
00
9

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

浅
黄
、
費
灰

浅
安
栓
、
黒
褐

口
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
ll
l剤

`ナ

デ

回
緑
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

芍
面
部
分
的
に
煤
付
着
 
外
面
煤
付
着

94
2

整
4区

SD
00
9

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
多

長
浅
黄
橙
、
灰
貨
橙

に
ぶ
い
費
In
A、
褐
灰

口
縁
～
票
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

94
3

甕
4区

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
lr
w面
ナ
デ

外
面
煤
付
斎

4区
SD
00
9

極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
徹

に
が
い
黄
橙
～
褐
灰

日
縁
～
7H
部
ナ
デ
、
指
圧
TR
、
胴
部
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

図 面 〓 五 一

94
5

霊
4区

SD
O0
9

粗
粒
砂
少

示
掲

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

94
6

高
椰

4区
SD
00
9

13
3
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
黒
褐

赤
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
残
る

タ
ト
面
赤
彩

94
7

高
杯

4区
SD
00
9

細
粒
砂
少
、
海
綿
召
針
微

灰
黄
褐

に
ぶ
い
赤
褐

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
残
る

ミ
ガ
キ

脚
部
外
擁
凹
搬
5条
、
刻
み
日
 
外
面
赤
彩
 
一
部
煤
状

の
も
の
付
着
 
脚
基
部
に
穿
孔
か

台
付
鉢

4区
SD
00
9

中
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
貨
橙
、
褐
灰

灰
白

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

有
段
都
外
擬
L4
線
2条
 
逆
統
刻
み
日

94
9
合
子
形
土
製
品
4区

19
粗
粒
砂
少

赤

ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

全
体
ミ
ガ
キ

天
丼
都
端
に
穿
孔
ll
「
」
(約
15
n田
)外
面
赤
彩
、
内
面

う
す
く
赤
彩
痕

脚
部

4区
SD
01
0

極
粗
粒
砂
多

橙
～
に
ぶ
い
橙

赤

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
両
と
内
面
端
部
に
赤
彩

台
付
鉢

4区
SD
01
0

極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

内
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
台
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
疾

台
部
端
に
う
す
く
燦
付
着

発
4区

SD
01
1

dl
粒
砂
夕
、
3m
rの
細
il
k 
l 
l固

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
取
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
外
ll
F凹
級
8条
 
外
面
全
体
に
煤
Il
落

95
3

高
杯

4区
SD
01
5

海
綿
骨
針
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少

椅
～
灰
黄
掲

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

髯
部
と
脚
部
接
合
部
の
粘
土
塊
残

篭
4区

SD
O1
7

拗
5

中
粒
砂
少
、
細
礫
微

天
黄
la
.

え
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
I.
R

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
緑
内
羽
状
オ
J突
文
 
外
面
煤
付
者

甕
4区

SD
01
8

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
費
橙

に
ぶ
い
費
橙

ナ
デ

日
縁
内
羽
状
則
突
文
 
タト
面
煤
付
着

霊
4区

SD
01
8

粗
粒
砂
や
や
多

火
日

え
白
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
猿

内
面
早
斑
、
外
面
狭
付
着

発
4区

SD
02
1

粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙
、
黒
禍

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着

95
8

甕
4区

SD
02
1

粗
粒
砂
少

良
i完
責
橙
～
に
ぶ
い
責
褐

灰
寅
掲
、
黒

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ

口
緑
外
刻
み
日
 
外
面
娯
付
痛
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95
9

誕
4区

1鰤
～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
貰
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
緑
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
全
体
に
強
く
媒
付
着

96
0

霊
4区

SD
02
1

極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多
、

海
綿
骨
針
少

澄 橙

女 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

口
唇
部
連
続
亥
1み
目

発
4区

粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多

に
パ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
媒

ハ
ケ
メ
後
横
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
単
位
の
あ
る
亥
1み
日
 
外
面
厚
く
煤
付
着

底
部

4区
SD
02
1

極
粗
粒
砂
多

黒
褐
、
浅
黄
橙

に
ぶ
い
蓋
褐
、
暗
灰

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

底
部
黒
斑
、
タ
ト
面
煤
付
寿

底
部

4区
59
5
細
礫
微
、
極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海

綿
骨
針
微

灰
黄
、
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
～
底
部
黒
斑
、
内
面
底
部
全
体
黒
斑

図 面 一 勇 〓

4区
SD
02
1

0 
5m
m～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
、
種
l■
粒
砂
多
、

海
綿
骨
針

に
ぶ
い
橙
～
褐
灰

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
と
も
摩
減
署
し
い

4区
SD
02
1

0 
5m
m～
lI
I 
mの
粗
粒
砂
多

浅
支
橙

ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
】大
刺
突
文
、
外
亥
1み
日
(大
小
)単
位
不
明

4区
0 
6m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
澄

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
ア
、
ナ
デ

口
縁
外
羽
状
刺
突
文
、
端
部
格
子
文

底
部

4区
SD
02
1

74
lm
m～
2m
mの
極
粗
泣
砂
多

良
に
ぶ
い
責
澄

橙
～
浅
黄
冶

ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
外
面
底
面
に
黒
斑
 
一
部
摩
減

9∝
SD
02
1

極
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
テ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

'卜

面
籠
回

96
9

SD
02
1

■
粒
砂
少
、
海
綿
骨

'1
、

赤
色
粒

良
橙

灰 黄

褐 浅

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

朴
面
籠
目
 
顎
部
径
10
3e
m

97
0

鉢
SD
02
1

1粒
砂
多
、
海
綿
肴
針
微

並
黄 黄

灰 灰

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
後
ナ
デ

鉢
SD
02
1

51
11
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
浅
責
橙

灰
白

ケ
メ
、
ナ
デ
(一
吉 ト
ミ
ガ
キ
か
)

ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
著
[辺
に
穿
孔
1(
2個
1対
か
)内
面
一
部
に
黒
斑
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霊
SD
09
3

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
に
ぶ
い
橙
～
浅
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
責
灰

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
加
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
灰

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕
、
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

勺
面
に
41
1い
ハ
ケ
メ
と
荒
い
ハ
ケ
メ
混
在

97
3

整
SD
02
3

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
黄
橙
～
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
に
が
い
黄
橙

ケ
メ
後
ナ
デ
、
工
具
に
よ
る
ナ
デ
か

ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
部
分
的
に
媒
付
所

菱
SD
02
3

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
灰
責
褐

に
ぶ
い
栓
、
早

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
外
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

97
5

甕
SD
02
3

lm
m～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

回
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
日
 
外
面
全
体
に
媒
付
清

97
6

誕
SD
Oお

阻
粒
砂
少

良
灰
白
、
褐
灰

褐
灰
、
黒

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
猿

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
目

97
7

甕
SD
02
3

中
粒
砂
多

並
人 灰

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
、
指
圧
痕

口
縁
内
羽
メ大
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
目

97
8

鍵
SD
02
3

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

並
灰
白
、
浅
貨
橙

浅
黄
橙
、
黒

ナ
デ
か
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
口
縁
ナ
デ

日
縁
内
三
角
刺
突
文
、
外
連
続
亥
1み
国
 
内
面
聴
減
 
タ
ト

面
全
体
媒
付
着

97
9

発
SD
02
3

粗
粒
砂
多

並
浅
黄
橙

浅
費
橙
、
黒
褐

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
猿

ケヽ
メ
後
ナ
デ

回
縁
タ
ト
連
続
刻
み
日
 
外
/k
付
着

98
0

霊
SD
02
3

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
活
、

に
ぶ
い
橙
、

灰 黒

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
部
小
波
状
 
夕
1面
媒
付
着

底
部

SD
02
3

63
細
礫
少
、
極
粗
粒
砂
多
、
41
粒
砂
多
、
海

綿
骨
針
多

良
灰
責

に
ぶ
い
橙
、
黒
褐

テ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

98
2

底
部

SD
02
3

53
互
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

並
灰
白
～
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ

外
面
煤
付
着

図 面 一 五 四
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3

粗
粒
砂
少
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海
綿
骨
針
少

農
に
ぶ
い
責
0

褐
灰
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面
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日

98
4

壺
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SD
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3

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少
、
赤
色
漑

良
灰
白

灰
白
～
淡
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

顕
部
径
13
 7
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クト
黒
斑
あ
り
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～
2血
の
極
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微
R
に
ぶ
い
赤
橙

淡
赤
橙
～
浅
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ナ
デ
ア
ケ

外
底
面
一
部
に
黒
斑
 
全
体
に
席
滅

98
6

底
部

SD
02
3

粗
粒
砂
多

R
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
澄

ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
燦
tl
着

98
7

底
部

4区
極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙
～
l■
a

浅
歯
給
～
異

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

外
面
一
部
黒
斑
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底
部

4区
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砂
多

良
掲
灰

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ
か

卜
底
面
剥
離

98
9

壷
4区

粗
粒
砂
多

並
天
黄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
外
斜
格
子
文

99
0

霊
4区

範
砂
や
や
多
、
極
刑
池
砂
徴

良
に
ぶ
い
責
澄

黒
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

Ⅲ
面
煤
付
着

甕
4区

上
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

ナ
デ

エ
具
に
よ
る
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

本
面
煤
付
着

99
2

底
部

4区
粗
粒
砂
多

良
天
白

曳
費
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

付
面
黒
班
 
外
面
煤
付
着

99
8

4区
醜
砂
少

良
赤
橙

ナ
デ

ミ
ガ
キ

コ
縁
外
擬
凹
線
7条
 
有
段
部
連
続
刻
み
日
 
外
面
赤
彩

甕
4区

21
18

1粒
砂
多

良
灰
黄

浅
黄
橙
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
日
唇
部
ハ
ケ
メ

十
面
煤
付
着

99
5

壼
4区

蜘
砂
多

並
灰
自

浅
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
部
小
波
状

99
6

斑
4区

St
鑢
砂
少

並
橙 褐

黄 黄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
涙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
煤
付
着

99
7

蔓
4区

SU
a粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
B同
部
ナ
デ

ロ
縁
～
頭
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

99
8

弩
4区

SU
16
8

Ⅲ
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
橙
、

に
ぶ
い
黄
橙
、

褐
黄 掲

灰 望

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
外
亥
」み
日
 
外
画
燦
付
着

99
9

霙
4区

SU
13
3

生
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

日
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
鎖
都
下
半
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
媒
付
着

10
1X
l

箋
4区

SU
19
6

労
5P
o～
lm
の
粗
粒
砂
多

良
え
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

'卜
面
nf
l着

菟
4区

21
5

α
ro
mm
～
lF
Im
の
粗
粒
砂
多

良
完
黄
橙

こ
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
鶴
ヽ
波
状
 
回
縁
部
外
端
に
刻
み
目
残
存
3個
 
外

国
煤
付
着

ユt
 l
12

甕
4区

SU
1画
～
加
の
粗
粒
砂
多

良
民
自

完
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
部
小
浜
状

10
03

露
4区

SU
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
こ
ぶ
い
費
橙
、
褐
灰

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
下
半
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
媒
付
着

10
04

壺
4区

SU
精
良
、
1/
2r
dB
の
中
粒
砂
少

良
莞
貢
橙

莞
黄
橙
～
浅
責
澄

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

回
縁
部
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ

回
縁
外
円
形
刺
突
文

10
95

鉢
4区

SU
極
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
(白
色
粒
多
x

赤
色
粒

並
橙 橙

黄 責

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

穿
子
と
12
個
1対

)

10
06

露
4区

)5
m～
15
4m
の
組
粒
砂
多

良
顕 萩

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
端
部
に
擬
凹
線
風
の
沈
線
1条
 
内
外
面
に
媒

10
07

羹
4区

)う
m～
ユI
mの
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
橙

ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
]ナ
デ

口
縁
部
小
波
状

ll
X1
3

発
4区

)5
m～
l 
tt
lの
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
栓

こ
が
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文

10
09

箋
4区

X5
叩
～
lm
の
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
黄
橙

こ
ぶ
い
輩
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
目
 
胴
部
外
直
線
文
、
斜

行
短
線
文
 
外
面
煤
付
着

鉢
4区

扶5
mB
I～
lm
の
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

良
こ
ぶ
い
黄
澄

こ
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指 『

症
顕
部
に
2個
1対
の
孔
あ
り
 
内
面
磨
滅
著
し

甕
4区

中
粒
砂
や
や
多

良
に
ぶ
い
黄
績

観
黄
橙

ヨ
コ
ナ
ア
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
顕
部
ハ
ケ
メ

器
台

4区
中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿

骨
針
少

並
浅
黄
澄
、
橙

浅
黄
澄

ミ
ガ
キ

内
面
磨
減
に
よ
り
調
整
不
明
簾
 
外
面
歴
減

蓋
細
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
や
や
多
、
赤
色
粒
(1
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)少

並
に
が
い
橙

浅
黄
橙
、
褐
灰

ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
23
cm
 
内
面
摩
減

琵
4区

SU
Iα
5

)5
画
～
2o
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

回
唇
部
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
ヨ
コ
ナ
デ

甕
SU

Im
の
粗
粒
砂
多

良
灰
黄
褐

に
ぶ
い
橙

日
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

日
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
1厨
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
浪

外
内
面
煤
付
着

壷
中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

虞
浅
黄
種

浅
黄
橙

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
B4
ナ
デ
、
指
庄
戻

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
B同
部
ハ
ケ
メ
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箋
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mm
～
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粗
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砂
多

良
に
が
い
橙

に
ぶ
い
俗

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

日
縁
端
部
、
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
力
1み
日
文
 
外
面
煤
l1
/・

魏
粗
粒
砂
多

減
責
E

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

発
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lm
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粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
笹

に
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い
橙

ハ
ケ
メ
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ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
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縁
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行
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線
文
4行
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外
刻
み
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20

鉢
 1
巴
手

4区
中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多

並
黄
灰

俺
、
浅
責
橙

指
圧
lR

ミ
ガ
キ
か
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手
賠
付
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穿
孔
2個
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面
摩
lA
に
よ
り
不
FF
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外
雨
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耗
?

底
部

4区
68

粗
粒
砂
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、
中
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
微
、

海
綿
骨
釘
極
多
、
赤
色
粒
微

長
に
が
い
黄
橙

ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
指
圧
涙

1/
Nl
面
炭
化
物
付
着

誕
4区

05
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mの
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泣
砂
多

に
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い
貰
橙

に
ぶ
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黄
橙

ハ
ケ
メ
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ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
庄
装

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

日
縁
外
吼
刻
み
日
 
外
面
強
く
煤
付
者

と 0
23

4区
0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
李 ‖

に
ぶ
い
活
～
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

日
縁
下
部
を
膨
去
し
連
続
の
小
突
起
状
と
な
る

艶
4区

粗
粒
砂
少

良
灰
黄
褐
、
浅
貢
橙

灰
黄
褐
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
内
斜
行
短
線
文
4条
、
タ
ト連
続
亥
1み
目

10
25

斐
1粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
要
母
微

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙
、
黒

ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕

顕
部
外
櫛
柑
lF
i線
文
 
外
雨
全
体
煤
付
着

一 望
粗
粒
砂
少

並
浅
黄
橙
、
に
パ
い
構

浅
黄
橙

口
縁
ミ
ガ
キ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ
後
ナ
デ

頸
部
外
沈
線
文
2条

10
27

発
15
5

粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
稜

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
一
部
ハ
ケ
メ
戻
か

10
28

底
部

極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
少

良
に
ぶ
い
栂

浅
黄
橙

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕
、
底
面
ナ
デ

外
底
面
に
黒
班

10
29

箋
粗
粒
砂
多

並
浅
黄
澄

炭
白

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
赤
1突
文
、
外
連
続
刻
み
目

図 面 一 手 七

10
30

蓋
粗
粒
砂
多

良
r よ

ツ
マ
ミ
郡
～
体
部
ミ
ガ
キ
、

ツ
マ
ミ
径
2 
3c
m 
内
外
山
赤
形
 
内
Im
―
m引
こ
っ
す
〈

煤
状
の
も
の
刊
着

商
杯

4区
粗
粒
砂
少

良
こ
が
い
黄
袴

斥
袴

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

杯
都
内
画
 
脚
部
外
面
赤
彩

菱
4区

粗
粒
砂
多

立
こ
ぶ
い
橙

莞
黄
構
～
に
ぶ
い
活

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
内
連
続
束
1突
文

莞
4匡

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

並
え
黄

支
黄
栓
～
に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

10
34

整
4区

SU
19
9

中
粒
砂
少

良
貢
白

天
白

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
内
羽
状
オ
J突
文
、
外
刻
み
目

10
35

壷
4区

“

粒
砂
(白
色
粒
)多

良
に
ぶ
い
橙
、
灰
白

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
チ
デ
、
指
に
泉

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ゴ
縁
外
連
続
刻
み
日

10
36

4区
17
3

ll
l 
n～
1 
5m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

′ヽ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

付
狭
合
jR
残
る

10
37

宙
杯

4匡
■
粒
砂
多

良
明
赤
褐
、
に
ぶ
い
褐

明
赤
褐

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
絞
り
、
ナ
デ

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

杯
部
内
外
面
 
脚
部
外
面
赤
彩

10
38

髭
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
メ
後
ナ
デ

ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

発
粗
粒
砂
、
極
粗
l‐
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

黒
褐
～
褐
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
端
部
1条
の
沈
線
 
頭
部
外
面
全
徳
剤
離

10
40

変
極
粗
粒
砂
多

並
浅
黄
橙
、
褐
灰

浅
黄
橙
、
黒
褐

ナ
デ
、
指
圧
兵
、
日
唇
部
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻
、
接
合
痕
残
3

外
面
娯
付
着

10
41

霙
4区

粗
粒
砂
(白
色
粒
)多

浅
黄
橙
、
褐
灰

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
縁
部
小
波
状
 
外
面
煤
ll
着

10
42

底
部

粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
(白
色
粒
)多

良
黄
灰
～
灰

灰
貨
、
灰

ナ
デ
、
指
圧
戻

10
43

霊
4匡

lm
m～
1 
5m
mの
粗
壮
砂
多

浅
黄
袴

に
ぶ
い
橙

ケヽ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

斐
4区

ta
 r
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
責
橙
～
橙

に
パ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
口
縁
端
部
上
面
を
ハ
ケ
】大
具
に
よ
る
押

圧
亥
1み
日
、
ご
く
浅
い
小
波
状
と
な
る

10
45

霊
4区

極
粗
泣
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
lJ
J灰

に
ぶ
い
褐
、
黒
褐

ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
底
部
指
圧
戻

底
部
外
面
黒
斑
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図
面
番
号

商
器
 
種

調
査
区

避
 
構
 
名

径 長

回 全

器
高 幅

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
画
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 〓 五 七

10
46

底
部

4区
61

笠
粒
砂
多
、
海
綿
骨
釧
多

良
黄
灰

灰
士
楊

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
、
底
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
面
全
体
剥
離
面
に
も
煤
付
着

10
47

髭
17
5

霊
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
橙

口
縁
著
ト
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

曰
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

図 面 一 重 八

ll
14
8

商
杯

98
廷
粒
砂
多

良
に
が
い
黄
喧

浅
黄
栓

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

10
49

発
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
増

に
ぶ
い
黄
澄

口
縁
内
連
続
刺
突
文
、
外
亥
1み
日

底
部

伍
粗
粒
砂
多

良
資
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ケ
ズ
リ
、
底
商
ナ
デ

外
面
に
媒
付
落

変
1/
2m
m前
後
の
中
粒
砂
多

良
橙 に
ぶ
い
栓

ナ
デ

口
縁
内
羽
状
芽
J突
文
、
外
刻
み
日

霊
粗
粒
砂
多

良
明
黄
褐

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、

口
lR
外
擬
凹
線
明
瞭
な
も
の
9条
 
内
面
摩
減
 
煉
fl
浩

密
SU

)5
剛
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

日
fR
タ
ト/
4統
刻
み
目

発
五
粗
粒
砂
多

良
浅
黄
橙

に
ぶ
い
橙
～
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頭
都
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

I0
55

霊
)5
nm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

日
縁
部
小
波
状
 
口
縁
部
上
面
板
状
工
具
に
よ
る
押
庄

日
緑
部
外
面
に
煤
付
着

1∝
6

巽
11
2

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
雲
母

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
～
頸
部
ミ
ガ
キ
、
1同
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ミ
ガ
キ

艶
5m
m～
lm
mの
粗
泣
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ

回
緑
内
羽
状
刺
突
文
、
タ
ト
刻
み
目
 
内
外
面
摩
減

10
58

台
付
休

4区
95
mm
～
lm
mの
ld
社
砂
多
、
海
綿
骨
針
、

赤
色
粒

良
に
が
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

勺
面
一
部
黒
斑

脚
部

4区
生
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
鵜

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ミ
ガ
キ
、
一
部
ハ
ケ
メ
痕
か

10
09

底
部

4区
50

五
粗
粒
砂
多

良
明
褐
灰

ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
画
ケ
ズ
リ

′ 卜
底
面
う
す
い
黒
II
I

脚
部

4区
粗
粒
砂
少
、
細
礫
l.
3m
m■
個

良
に
ぶ
い
黄
増

に
が
い
黄
澄

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ
 
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

4区
土
粒
砂
少

良
え
黄
褐

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ツ
マ
ミ
部
～
体
部
ミ
ガ
キ

ノ
マ
ミ
部
径
3 
1c
m

10
“

艶
4区

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
7m
m×
91
m

の
大
礫
1個
、
2m
m～
3m
mの
細
礫
多

良
に
が
い
黄
鳩

に
ぶ
い
裕

口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ロ
車
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ

'卜

面
全
体
に
強
く
煤
刊
着

図 面 一 五 九

10
64

誕
4区

生
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

長
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

コ
緑
部
小
波
状
 
タ
ト
面
煤
付
着

託
4区

hm
～
25
mの
細
礫
多

良
に
ぶ
い
責
澄
～
黄
灰

浅
責
栓

口
縁
内
羽
状
廉
1突
文
、
竹
管
に
よ
る
円
形
声
1突
文
、
外
刻

み
目
 
内
外
面
と
も
磨
減
者
し
く
調
整
不
明
隣

10
66

発
4区

5m
m～
ll
JI
の
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
壇

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
緑
内
羽
状
別
突
文
、
外
刻
み
目
 
内
面
摩
滅

4区
粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

並
灰
黄

灰
白

ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
I対
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
日

10
68

姫
頸
a

4区
P

,5
1 
fI
～
1剛
の
粗
粒
砂
多

良
赤
橙

淡
赤
橙
～
褐
灰

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
か
ナ
デ

コ
縁
外
亥
1み
日
、
沈
線
(凹
線
)は
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
も

つ
 
日
I・
i部
に
丸
い
小
突
起
 
外
面
全
体
に
摩
減
。

10
69

4区
1/
2m
m前
後
の
中
粒
砂
多
、
ln
I「
の
粗
粒
砂

少
良
箕
灰

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

筑
部
沈
線
1条
、
頸
部
最
小
径
8“
m

重
4区

P
)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

浅
黄
橙

浅
黄
袴

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

慣
部
突
帯
に
斜
格
子
文
 
頸
部
最
小
径
10
 1
cm

底
剖
`

4区
■
社
砂
傲
、
中
粒
砂
少

良
灰
黄
褐

に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
部
分
的
に
媒
れ
着
 
底
部
木
業
痕

10
72

器
台

4区
P

縁
縮
骨
針
や
や
多
、
赤
色
粒
、
粗
粒
砂
微
長
天
白

ヨ
コ
ナ
デ

回
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

器
台

4区
工
粗
粒
砂
多

良
褐 褐

明 明

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

21
0

54
m～
lm
mの
粗
粒
砂
少

良
橙 橙

黄 責

浅 浅

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
か
、
顕
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
馘
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
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圏
面
番
号

器
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

日
径

全
長

器
高 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

鍵
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

甕
4区

26
7

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

灰
黄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

10
76

器
台

4区
P

極
粗
粒
砂
多

明
赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ
、
口
縁
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
日
縁
ナ
デ

内
外
面
赤
彩

10
77

霊
4区

P
種
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
全
体
に
媒
付
着

10
78

菱
4区

P
粗
粒
砂
多

完
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
外
連
続
刻
み
目
 
摩
減
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

10
79

甕
4区

P
粗
粒
砂
少

並
橙 橙

責 黄

戌 戌

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
外
連
続
刻
み
目

10
80

高
杯

4区
極
狙
粒
砂
多
、
綿
礫
少

良
に
ぶ
い
黄
増

口
縁
端
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ロ
縁
瑞
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

粘
土
積
み
上
げ
部
分
で
割
れ
る

10
81

語
4区

遺
構
外

鯛
粒
砂
多

良
に
が
い
貢
種

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
か

10
82

霊
遺
構
外

重
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多

良
黄 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

10
83

整
遺
構
外

14
6

よ剛
～
1 
5m
ll
の
極
粗
粒
砂
多

良
鶴 褐

黄 黄

灰 灰

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
4H
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ナ
デ
、
顕
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
に
連
続
の
圧
痕
文
(押
圧
文
)外
面
全
体
に
薄
く

煤
か
ヨ
ゴ
レ

10
34

葵
遺
構
外

置
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

i0
85

菱
選
糖
外

2m
m～
3画
の
XI
E礫
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

日
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
服
都
タ
タ
キ

外
面
全
体
に
煤
付
着

10
86

箋
4区

遺
構
外

極
粗
泣
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
徹

良
灰
白
、
澄

浅
黄
橙

ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

外
面
部
分
的
に
煤
付
着

10
87

発
4区

遺
構
外

(南
側
調
査
区
)

l 
am
～
2m
の
極
線
粒
砂
多

良
ぶ
い
褐

が
い
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
胴
都
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
頸
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
全
体
に
う
す
く
媒
付
着

発
4区

通
籍
外

ュm
m～
2m
mの
種
粗
粒
砂
多

良
と
ぶ
い
寅
橙

〔
黄
褐

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
全
体
う
す
く
ヨ
ゴ
レ

10
89

甕
4区

選
轄
外

II
nd
I～
2o
 m
の
種
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
費
橙

ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

琳
画
全
体
に
媒
付
着

I0
90

霊
4区

遺
構
外

海
綿
骨
針
微
、
種
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多
良
ぶ
い
責
橙

ぶ
い
貨
橙

ナ
デ
、
接
合
戻

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

養
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

長
黄
灰

医
白
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

10
02

甕
4区

遺
構
外

14
3

1諭
m～
l 
dm
の
粗
粒
砂
少
、
1 
5m
mの
種
粗
長
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

勺
外
面
う
す
く
媒
勺
着

10
93

箋
4区

置
構
外

“

粒
砂
少
、
粗
池
砂
少
、
種
粗
粒
砂
徹
、

毎
ff
骨
針

良
黄
灰

灰
黄
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
日
縁
部
付
近
に
接
着
痕
 
煤
付
着

10
94

甕
4区

遺
構
外

lm
m～
勿
刊■
の
極
粗
粒
砂
多
、
2t
lm
～
31
1t

の
細
礫
少
、
赤
色
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
澄

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
胴
郡
ハ
ケ
メ
、
ナ
ア

ロ
鑽
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
部
外
面
媒
付
着

10
95

霊
4区

選
構
外

壬
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ

ロ
縁
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

II
面
煤
付
着

甕
4区

遺
構
外

霊
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微

良
に
ぶ
い
責
橙

棠
付
着

10
97

整
遺
構
外
 
Ⅱ
層

粗
粒
砂
多
、
種
粗
粒
砂
少

良
に
ぷ
い
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

10
98

甕
遺
構
外
 I
層

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

に
ぶ
い
黄
橙
、
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
穿
を
し
1個
 
内
蔵
黒
斑

10
99

琵
遺
構
外

`南

へ
'ル
ト 
N4
ト
レ
)

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
多
、
海
綿

骨
針

橙 橙

ナ
デ
、
接
着
戻

ナ
デ

ケヽ
メ

外
面
煤
付
着

11
00

菱
懲
構
外

1,
6

lf
lm
～
2側
の
極
粗
粒
砂
多
、
海
締
骨
針
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
ア
、
ナ
デ

日
縁
外
瑞
刻
み
日
外
面
全
体
に
煤
強
く
付
着

整
4区

遺
裕
外

(北
側
調
査
区
中
央
)

17
3

洸5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

コ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
霰
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
外
刻
み
目

菱
4区

遺
構
外

26
8

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
、
赤
色
粒

灰
自
～
橙

橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状

11
03

甕
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
微

橙
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
ナ
デ

接
着
痕

煤
付
着
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図
面
番
号

Ne
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

‖
  
考

図 面 一 六 一

11
04

4区
遺
構
外
 
■
層

)5
rm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
嗣
～
2m
mの

五
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
す
デ
、
指
圧
痕

Ⅲ
面
全
体
に
う
す
く
煤
 
ヨ
ゴ
レ
ll
着
 
全
体
席
減

4区
遺
構
外

(南
側
調
査
区
)

)5
ma
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
lm
m～
2m
mの

逐
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

長
橙 橙

胴
部
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ
か

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ

勺
外
面
産
滅

11
00

4区
意
構
外

l岡
～
1 
5m
mの
極
�
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
貢
澄

に
ぶ
い
責
橙

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
I旨
圧
反

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
疾

ヨ
縁
外
端
刻
み
日
 
外
面
全
体
に
強
く
煤
付
者

4区
遺
柑
タ
ト

,粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
Ij
タ
ト連
続
刻
み
日
 
燦
付
着

11
08

霊
4区

道
構
外

14
Ja
～
2n
Iの
極
粗
粒
砂
多

浅
賃
橙
～
に
ぶ
い
橙

浅
黄
椅

ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
兵

口
縁
外
端
刻
み
日
 
外
面
全
体
に
媒
刊
着
 
内
タ
ト
面
全
体

に
BF
減

11
09

露
4区

避
構
外

21
5

重
組
粒
砂
少
、
細
礫
少

長
灰
白

コ
縁
部
小
波
状
 
外
面
煤
ll
若

図 面 一 六 三

4区
遺
構
外

イ
調
査
区
南
lR
l)

l鰤
～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
黄
橙

口
頭
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ⅲ
面
全
体
に
強
く
環
付
着

4区
d構
外

逐
概
粒
砂
多
、
細
礫
や
や
多
、
海
綿
召
針
長
褐
灰
～
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

Ⅲ
面
媒
付
着

11
12

4区
遺
構
外

lm
tl
～
1 
5m
mの
粗
粒
砂
、
極
粗
粒
砂
多

凛
に
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
部
焼
成
後
の
穿
孔
1 
タ
ト
面
全
体
に
強
く
燦
付
着

11
13

艶
4区

世
構
外

■
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
俗
、
黒

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
爽

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

コ
縁
外
刻
み
日
 
外
面
煤
付
対

霊
4区

遺
構
外

豆
粗
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針

長
浅
責
橙
～
褐
灰

浅
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
外
刻
み
日
 
外
面
媒
Il
若

4区
避
構
外

翌
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
灰
黄

浅
黄
掩
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
縁
外
刻
み
日
 
外
面
薄
く
媒
句
着

4区
選
構
外

工
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

良
橙
、
早

橙
、
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

」
縁
部
小
波
状

図 百 三 全 と

菱
4区

選
構
外

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

ヨ
縁
内
円
形
来
1突
文
、
外
刻
み
回

4区
選
構
外

15
9

工
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
、
海
綿
骨
釧

良
灰 灰

褐 掲
¬
縁
羽
】大
本
1突
文
、
外
連
続
刻
み
日

霊
4区

毯
構
外

17
3

盟
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

並
に
が
い
資
橙

淡
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
縁
内
斜
格
子
文
、
斜
行
短
線
文
、
外
進
統
刻
み
日
 
外

『
媒
ll
芳

11
20

4匡
避
構
外

)5
fl
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多

長
に
が
い
女
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
張

ヨ
縁
内
三
角
刺
突
文
、
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
3個
、

ll
刻
み
日
 
外
面
娯
付
着

発
4区

遺
椅
外

a粒
砂
多

良
天
責
掲
、
褐
灰

え
費
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

コ
縁
部
小
波
状
 
口
緑
内
羽
状
刺
突
文

4区
選
構
タ
ト

17
0

)5
mm
～
lm
lの
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微
良
に
ぶ
い
黄
燈

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
嶺

コ
緑
内
に
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
押
引
き
の
押
圧
文
 
内
外
面

こ
煤
 
ヨ
ゴ
レ
刊
着

4区
避
構
外

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

に
な
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

日
縁
～
頸
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
内
羽
状
刑
突
文
、
垂
線
 
外
面
蝶
刊
者

11
24

糧
構
外

5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

ミ
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

口
唇
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ヨ
縁
内
ハ
ケ
状
具
に
よ
る
刑
突
文

11
25

霊
4区

選
構
タ
ト

(調
査
区
北
側

}

16
8

)5
mm
～
1動
の
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
縁
内
羽
状
非
1突
文
、
円
形
刺
突
文
、
外
刻
み
日

虞
部

4区
遺
構
夕
|

中
粒
砂
多
(白
色
粒
多
x細
礫
微

良
に
ぶ
い
黄
橙

羮
都
穿
孔

底
部

4区
遺
穂
外

極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多

長
貢
自

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
か

ケヽ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

勺
面
底
部
一
部
黒
斑
 
外
面
―
吉
[媒
何
着

11
郷

底
部

4区
遺
構
夕ヽ

海
綿
骨
針
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
多
英
に
ぶ
い
責
橙

灰
黄
褐

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ

Ⅲ
面
一
部
黒
斑
 
蛛
付
着
、
内
画
底
部
一
部
黒
斑

11
29

底
部

4区
還
襦
外

tm
a～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
女
橙

情

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ケヽ
メ
、
指
圧
痰
、
底
部
ケ
ズ
リ

Ⅲ
底
面
中
央
に
小
円
形
の
凹
み
を
作
る
 
内
外
に
黒
斑

底
部

4区
遺
ll
l外

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
少
、
海
冊
骨
針
、

赤
色
泣

良
浅
責
橙
～
灰
責
褐

に
ぶ
い
黄
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

11
31

底
部

4区
遺
構
外

72
極
粗
粒
砂
や
や
多
、
中
粒
砂
多
、
細
礫
少
、

赤
色
粒

良
灰
白
～
灰

浅
責
橙

不
明

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

■
面
煤
付
着

底
部

4区
遺
構
外

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
1 
5m
m前
後
の

五
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
割
多

良
天
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
 
外
庭
面
ナ
デ

1面
全
体
に
煤
勺
射
、
内
面
全
体
に
黒
斑
ヨ
ゴ
レ
あ
り
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

回
径

全
長

器
高

幅

底 厚
胎
  
上

焼
成

色
  
訓

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 六 四

鉢
4区

週
補
外

)5
mm
～
lI
 I
の
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
賞
橙

が
い
橙
～
褐
灰

日
縁
部
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

4区
遺
構
外

(調
査
区
北
側
Ⅱ
層
)

tm
f～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
受
貢
0
支
黄
橙

日
縁
都
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
頸
部
ハ
ケ
ノ

ロ
縁
部
コ
ヨ
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

隻
日
状
口
縁

4区
避
構
外

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
黄
灰

浅
黄
橙

ナ
デ

ナ
デ
、
指
庄
痕

一 霊
4区

題
構
外

)5
1n
m～
1剛
の
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
tl
微
良

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
庄
狼

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

4区
選
構
外

lm
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

長
i完
責
橙

浅
蓑
袴

ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

勺
面
摩
茂

11
38

4区
ll
■
構
外

重
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
多
、
海
綿
骨
針
並
浅
黄
橙
～
裕

浅
黄
橙
～
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

コ
縁
端
部
連
続
亥
1み
日

選
構
外

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙
、
褐
灰

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
か

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

コ
縁
内
円
形
浮
文
14
個
x可
洲
大
非
1突
文
、
外
亥
1み
目

選
構
外

1 
5R
In
～
3m
mの
極
粗
壮
砂
、
細
礫
多

良
灰
黄
褐
～
褐
灰

灰
黄
褐

口
縁
部
ナ
デ
、
頭
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
I1
4

ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕

口
縁
内
三
角
刺
突
文
、
外
刻
み
目

董
遺
構
外

中
粒
砂
多
、
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
則
突
文
、
円
形
浮
文
、
外
刻
み
日
 
内
面
部

分
的
に
黒
斑

赴
構
外

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針

良
浅
黄
橙

に
が
い
貫
橙

ナ
ア
、
接
着
戻

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
接
着
戻

回
緑
内
羽
状
刺
突
支

11
“

遺
構
外

)5
mm
～
ll
mの
粗
粒
砂
少

良
に
が
い
黄
澄

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
声
1突
文
、
格
子
目
内
に
円
形
則
突
文
、
外
辿

続
刻
み
目

選
構
タ
ト

(2
区
北
側
|「
l査
区
)

極
粗
粒
砂
多
、
海
ll
Pj
骨
割

良
に
ぶ
い
橙

灰
褐

ナ
デ

口
縁
内
斜
行
短
線
支
、
外
下
端
剖
;小
波
状
、
押
圧

週
構
外

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
費
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

回
線
内
羽
状
刺
突
文
 
補
修
孔
2ケ
所

図 面 一 六 五

遺
構
外

25
5

粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
円
形
浮
文
4個
1対
、
外
咳
1み
日

遺
構
外

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

R
に
ぶ
い
橙
～
褐
灰

に
ぶ
い
褐
、
褐
灰

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
羽
状
刺
突
文
 
内
面
剥
離
 
摩
滅
者
し
▼

4区
選
構
外

(調
査
区
北
側
側
滞
)

}5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

史
に
ぶ
い
黄
橙

浅
黄
栓

ケヽ
メ

口
緑
外
斜
格
子
文
 
外
面
全
体
摩
減

4区
選
構
外

)5
1F
～
ll
II
の
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
テ

口
縁
外
円
形
刺
突
文
 
口
縁
部
肥
厚
 
内
外
面
と
も
F.
k減

11
50

4区
選
穏
外

粗
粒
砂
や
や
多

灰
白
、
灰
白

橙
、
浅
責
橙

ナ
デ

日
緑
外
円
形
刺
突
文

壺
4区

巡
構
外

極
理
粒
砂
多

浅
責
橙

日
縁
部
隆
常
貼
布
 
タ
ト面
赤
彩
 
そ
の
他
訓
整
は
摩
減
に

よ
り
不
明

無
顕
壺

4区
遺
構
外

0 
5m
m～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
2個
1対
の
穿
TL
 
外
全
体
に
薄
く
ヨ
ゴ
レ
か

11
53

無
頸
義

遺
裕
外

`北

側
調
査
区
)

粗
粒
砂
少

浅
黄
橙

灰
白

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

無
顕
壷

4区
毯
構
外

極
粗
粒
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針

良
灰
黄
褐

掲
灰

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

穿
孔
2個
ユ
対
残

無
顕
箆

4区
避
構
外

05
1J
8～
lm
mの
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
赤
捜

に
ぶ
い
赤
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
か

口
縁
外
羽
状
刑
突
文
 
日
縁
部
に
2個
l対
の
穿
孔
(焼

成
前
)タ
ト面
全
体
に
摩
減

鉢
4区

選
構
外

0帥
m～
lm
mの
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微
良
え
褐
黄

天
褐
黄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
す
デ
 
ミ
ガ
キ

口
縁
外
斜
格
子
文

4区
遺
構
外

0 
5m
m～
lm
冊
の
理
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

に
ぶ
い
黄
湾

に
が
い
橙

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

頭
部
斜
格
子
文
 
内
面
う
す
い
黒
斑

11
58

選
構
外

Im
m～
15
1m
の
極
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
黄
増

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
戻

頸
部
Bu
r付
突
常
に
斜
格
子
文
、
頭
部
最
小
径
12
 6
cm

壷
避
構
外

)5
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
す
デ
、
指
圧
戻

ナ
デ

顕
部
穿
Jし
2個
4条
の
擬
凹
線
の
う
ち
上
2条
の
間
と
最

下
段
の
1条
の
下
に
連
続
声
1突
文
顕
部
最
小
径
ワ
&m

11
61
1

一 霊
遺
構
外

lr
m～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多

良
褐
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

顎
部
貼
付
突
帯
に
斜
格
子
文
 
顕
部
最
小
径
■
Oc
m

選
構
外

05
mm
～
lm
mの
lE
粒
砂
少
、
4o
mの
細
礫

1個
、
赤
色
粒
多

賞
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
● R

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

顕
部
沈
線
4条
間
に
斜
格
子
文
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目
面
番
号

器
種

調
査
区

遺
 
縛
 
名

口
径

全
長
綿 幅

底
径

厚
さ

胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

11
62

一 霊
4区

遺
構
外

ll
lt
～
2P
at
の
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良

ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、
指
圧
狼

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

回
縁
外
に
刻
み
目
 
顕
部
に
賠
付
突
帯
か
 
剥
離
欠
損

縁
部
欠
損

11
63

一 霊
4区

遺
構
外

Oう
hl
n～
1画
の
粗
粒
砂
少
、
涯
編
管
針
傲
、

赤
色
粒
少

良
音
灰
黄

璧

ハ
ケ
メ
(横
方
向
)

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

横
位
の
沈
線
1条
、
縦
直
線
文
の
間
に
波
状
文

11
64

壺
4区

遺
構
外

}5
mm
～
ll
lm
の
瓶
粒
砂
多
、
lo
r～
2伽
の

懐
粗
粒
砂
少

良
明
赤
褐

に
ぶ
い
橙
～
灰
責
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

太
い
櫛
状
具
に
よ
る
波
状
文
と
横
直
線
文

壺
4区

懲
構
外

霊
粒
砂
多
、
海
締
骨
,十
少

長
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
涙

ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
煤
付
着

11
66

底
部

4区
遺
構
外

,5
ml
～
lo
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多
良
褐
灰

に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
底
面
ナ
デ
、
中
央
凹

付
面
全
体
黒
斑
、
外
面
一
部
黒
斑

11
67

底
部

遺
構
外

`調

査
区
北
側

)

)う
mm
～
lm
mの
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

ナ
デ
、
底
面
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

Ⅲ
面
摩
滅
 
外
底
面
凹

11
68

底
部

遺
構
外

汚
剛
～
lm
al
の
粗
粒
砂
少
、
lI
Im
～
2m
の

逐
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
灰
白

に
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
底
面
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

対
面
全
体
摩
滅
剥
雄
 
外
底
面
～
底
部
辺
に
黒
斑

11
69

底
都

遺
籍
外

)5
mm
～
la
ud
の
狙
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙
～
灰
黄
褐

ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
一
部
黒
斑

4区
遺
構
外

)5
J 
o～
ll
mの
粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微
良
褐
灰

に
ぶ
い
費
橙

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
iA
面
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

外
底
部
辺
一
部
に
黒
斑

高
杯

4区
遺
構
外

15
3
中
粒
砂
(白
色
粒
)多
、
粗
粒
砂
少

並
慌
黄
橙
、
黒

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か

脚
部
竹
管
文
2列
ユ
対
6箇
所
、
沈
練
3条
、
裾
部
外
刻

み
目
 
内
面
黒
斑
 
外
面
磨
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

鉢
4区

選
構
外

)5
11
m～
lm
の
粗
粒
砂
多

橙 に
ぶ
い
橙

バ
ケ
メ
、
ナ
ア
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
外
連
続
刺
突
文
 
口
縁
部
穿
孔
Iケ
所
残
存
(焼
成

前
)2
個
1対
か

ユ1
73

鉢
4区

遺
構
外

91
〕
5n
 d
～
lm
mの
極
粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕
、
接
合
痕
残
る

ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

日
縁
部
穿
Tし
1(
2個
1対
か
)内
タ
ト面
う
す
い
黒
斑

外
面
う
す
く
煤
か
ヨ
ゴ
レ
付
着

台
付
鉢

4区
遺
構
外

1血
～
2m
mの
極
粗
粒
砂
多
、
2m
m～
3m
m

の
細
礫
多

こ
ぶ
い
橙
た
褐
灰

こ
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
ア
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

11
75

台
付
鉢

4区
選
構
外

05
m～
1 
5n
mの
粗
粒
砂
、
極
組
粒
砂
多
、

海
綿
骨
針
級

に
ぶ
い
褐

体
部
ナ
デ
、
台
都
ナ
デ

体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
台
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

11
76

鉢
4区

遺
穂
外

α
5m
m～
ll
nm
の
糧
粒
砂
多

良
灰
黄
褐

に
ぶ
い
奮
袴

日
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

口
縁
外
斜
格
子
文
 
口
縁
部
2個
1対
の
把
手
賄
布
(穿

子し
)

鉢
4区

選
構
外

)5
um
～
1 
5 
om
の
粗
泣
砂
、
極
粗
粒
砂
多

良
灰
寅
47
v～
灰

に
が
い
黄
橙
～
オ
リ
ー
デ
黒
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

外
面
に
ヘ
ラ
描
き
文
様
(直
線
文
と
曲
線
文
)、
外
底
面

に
も
文
様
あ
り

11
78
ミ
ユ
チ
ェ
ア
蔓

形
土
器

遺
構
外

)5
m～
l 
om
の
粗
粒
砂
少
、
精
良
、
海
綿
良
灰
赤

に
ぶ
い
種

ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア
壷

形
土
器

遺
構
外

粗
粒
砂
や
や
多
、
種
粗
粒
砂
や
や
多
、
海

綿
骨
針

並
灰 正

ナ
デ

ナ
デ
、
板
ナ
デ

外
一
部
黒
斑

11
80
ミ
ニ
チ
ェ
ア
蓋

遺
襦
外

極
組
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
多
、
赤
色
並

橙 澄

貢 黄

浅 浅

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

露
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

良
橙 橙

黄 黄
ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
擬
凹
線
4条

11
82

甕
4区

遺
構
外

種
粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
黄
橙

ぶ
い
黄
橙

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

全
体
に
う
す
く
煤
付
着

11
83

菱
4区

遺
構
外

赤
色
粒
、
楓
粗
粒
砂
少

良
疋
白

党
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
膀
部
ハ
ケ
メ

膏
部
連
続
刺
突
文

11
84

箋
4区

遺
繕
外

18
0

五
粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

並
え
黄
褐

完
露
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ナ
デ
、

ヨ
コ
ナ
デ
、
口
縁
部
指
庄
戻
、
胴
部
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
一
部
煤
付
藩

11
85

奎
4区

魁
構
外

寡
綿
骨
針
、
赤
色
粒
、
中
粒
砂
少
、
極
粗

↓
砂
や
や
多

貶
橙 橙

責 黄

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

コ
縁
燦
付
着
 
内
面
摩
滅

11
86

4区
魁
構
外

蠅
砂
や
や
少
、
種
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、

に
が
い
黄
橙
、

赤 赤

口
縁
～
鎮
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
1同
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

朴
面
赤
彩
、
日
縁
都
内
面
赤
彩

11
87

壺
選
構
外

巴
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
鴇
、
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

日
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

底
部

遺
構
外

海
綿
骨
針
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
や
や

多
良
灰 に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
ア

11
89

底
部

遺
構
外

10
2
海
綿
骨
針
少
、
極
粗
泣
砂
や
や
多
、
中
粒

灰 灰
白
、
暗
灰

ケヽ
メ
後
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

底
面
丸
く
ナ
デ

11
90

底
郡

4区
遺
構
外

海
編
骨
針
少
、
極
粗
粒
秒
多
、
中
粒
砂
(白

色
粒
)多

並
に
ぶ
い
橙

ナ
デ
ハ
ケ
メ
、
ナ
ア
、
底
面
ナ
デ
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当
面
番
号

軸
器
 
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

口 全

器
高

幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

器
台

遺
構
外

毎
綿
骨
針
少
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
徴

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
責
袴

体
部
下
半
ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
■

ミ
ガ
キ

11
92

高
杯

4区
越
構
外

毎
綿
骨
針
微
、
粗
粒
砂
少

良
御 褐

亦 赤

明 明

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

11
93

高
杯

4区
遺
構
外

海
綿
骨
針
微
、
赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
や
や

多
良
赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

'卜

面
赤
彩

11
94

高
杯

4区
遺
構
外

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
微

赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
口
縁
付
近
ハ
ケ
メ

芍
外
面
赤
彩

高
杯

4区
遺
構
外

2■
8

海
綿
骨
針
少
、
糧
粒
砂
徹

に
ぶ
い
黄
橙

灰
責
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
日
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ

11
96

器
台

4区
遺
構
外

中
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
微

瞥
赤
褐
～
明
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
ヤ

内
外
面
赤
彩

11
97

器
台

4区
遺
構
外

15
7

海
綿
骨
針
少
、
赤
色
粒
、
粗
粒
砂
少

麓 赤
橙

'ヽ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

器
台

4区
還
構
外

海
綿
骨
針
微
、
中
粒
砂
(白
色
粒
)多

灰
黄
橙

灰
白
～
黒

鉢
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
少

に
ぶ
い
橙

橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

口
緑
外
擬
回
線
10
条

12
00

鉢
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

に
が
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
、
指
圧
痕

底
部
穿
了
し
1個

ユ2
11

鉢
選
構
外

海
綿
骨
針
少
、
赤
色
粒
、
種
組
粒
砂
や
や

多
度
浅
資
澄

俊

口
縁
ナ
デ
、
胴
部
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

ロ
縁
ナ
デ
、
羽
部
ハ
ケ
メ

穿
子
し
1個
 
内
黒
斑
あ
り

12
11
2

有
孔
鎌

遺
構
外

中
紅
砂
(自
色
/1
)や
や
多

良
に
ぶ
い
寅
橙

に
ぶ
い
費
澄

ハ
ケ
メ

底
部
穿
子
し 径
α
∝
m

12
03

台
付
鉢

遺
構
外

海
綿
骨
針

良
褐 澄

黄 黄

鉢
部
ナ
デ
、
台
部
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
底
部
指
圧
戻

12
04

合
Il
a

4区
選
構
外

霊
粒
砂
多

良
橙 橙

黄 黄
杯
部
ナ
デ
後
ミ
ガ
キ
、
台
部
ナ
デ

1同
部
ミ
ガ
キ
、
底
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

台
付
鉢

4区
琶
構
外

赤
色
粒
、
種
粗
粒
砂
少

良
浅
黄
橙

鉢
部
ミ
ガ
キ
、
台
部
ナ
デ

底
都
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

12
06

鉢
4区

遺
構
外

延
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

口
縁
郡
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

コ
縁
部
内
面
一
部
に
赤
彩
痕
か

12
07

菱
4区

遺
構
外

lj
4■
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頻
部
ナ
デ

ロ
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ

12
08

甕
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

良
ぶ
い
澄

ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

舛
画
全
体
に
燦
付
着
、
内
面
一
部
に
媒
付
着

12
09

策
4区

遺
構
外

極
粗
粒
砂
多

良
こ
ぶ
い
黄
橙

こ
ぶ
い
歯
捨

口
縁
～
瑛
都
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ケ
ズ
リ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擬
回
線
5条
 
外
面
全
体
に
煤
付
着

甍
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
少

良
こ
ぶ
い
黄
橙

こ
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

茎
遺
構
外

(調
査
区
南
側

)

種
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

口
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
全
体
に
う
す
く
煤
付
着

甕
4区

遺
裕
外

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

日
縁
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

外
面
煤
付
着
 
摩
減

12
13

霊
4区

遺
構
外

極
粗
粒
砂
少

度
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
に
煤
付
着

甕
遺
構
外

17
11

互
組
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
澄

回
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
顕
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
～
鎖
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
頸
部
端
ハ
ケ
メ
か

外
面
煤
付
着

12
15

義
遺
構
外

16
3

露
/d
l粒
砂
少
、
赤
色
粒

良
に
ぶ
い
澄

に
ぶ
い
澄

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頚
～
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
～
顎
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
に
畢
斑

甕
4区

遺
構
外

飩
砂
少
、
極
組
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
全
体
に
強
く
煤
付
着

12
17

整
4区

懲
構
外

五
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
縁
ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
全
体
に
煤
付
着

甕
4区

齢
外

極
粗
粒
砂
多

良
に
ム
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

ロ
縁
～
瑛
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

外
面
う
す
く
煤
付
着

露
4区

選
構
外

透
粗
粒
砂
少
、
細
礫
少
、
海
綿
骨
針
多

良
/a に
ぶ
い
橙

日
縁
部
ナ
デ
、
胴
部
ナ
デ

胴
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
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図
面
番
号

器
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

回
径

全
長
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

12
20

曳
4区

遺
構
外

透
粗
粒
砂
多

良
に
が
い
赤
橙

淡
赤
橙

ナ
デ
、
底
部
辺
ナ
デ
、
指
圧
戻

ハ
ケ
メ
、
底
面
ナ
デ

外
面
一
部
摩
滅
、
媒
付
着

12
2】

趣
構
外

1粒
砂
少

良
赤
澄
～
灰
白

橙
～
浅
黄
橙

口
縁
部
ミ
ガ
キ
、
顎
部
～
胴
部
ナ
デ

全
体
ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

12
22

遺
構
外

赤
色
粒
、
種
粗
粒
砂
や
や
多
、
細
礫
や
や
良
橙 浅
黄
橙

口
縁
～
頸
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ミ
ガ
キ
、
体
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

12
閉

麗
遺
構
外

海
綿
骨
針
多
、
赤
色
粒

良
橙 熔

口
縁
～
顕
部
板
ナ
デ
、
ナ
デ
、
体
部
ナ
ア

ミ
ガ
キ

丸
底

12
И

遺
構
外

海
綿
骨
針
微
、
中
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
貨
橙

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
部
ミ
ガ
キ

12
25

壺
遺
構
外

海
綿
骨
針
少
、
極
粗
粒
砂
少
、
中
粒
砂
少
、

細
擦
級

浅
黄
橙

浅
黄
澄

ミ
ガ
キ
、
底
部
ミ
ガ
キ

霊
遺
構
外

精
良
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

浅
黄
澄

赤

板
状
具
に
よ
る
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

外
面
～
底
面
に
赤
彩

12
27

底
部

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
多

並
灰
白
、
黄
灰

灰
白
、
黄
灰

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
後
ナ
ア
か

内
外
面
黒
班
 
外
面
摩
滅

12
28

4区
遺
構
外

極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
微

良
に
ぶ
い
黄
澄

明
赤
褐

ナ
デ
、
底
部
に
工
具
痕

ミ
ガ
キ

夕
1面
赤
彩
 
黒
斑

12
29

4区
遺
構
外

粗
泣
砂
多

に
ぶ
い
橙

橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

夕
1面
赤
彩
、
内
面
極
う
す
く
赤
彩
痕
か
 
剥
離
著
し
い

12
30

4区
選
構
外

粗
粒
砂
多
、
赤
色
疵

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
底
面
ミ
ガ
キ

底
部
辺
に
擬
凹
線
H条

12
31

底
郡

4区
選
欄
外

極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
少

灰
白

灰
自

ナ
デ
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

底
郡
一
部
黒
斑

1閉
2

壷
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

明
赤
褐

橙

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
底
面
ケ
ズ
リ

内
外
面
赤
彩
 
外
面
底
部
黒
斑

12
33

4区
選
構
外

組
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

褐
灰

灰
黄
褐

ケ
メ

底
部
丸
底
 
外
面
に
黒
斑

I塞
X

4区
選
構
外

海
綿
骨
針
少
、
赤
色
粒
、
中
粒
砂
少

に
ぶ
い
橙

橙
～
に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
面
ナ
デ

内
面
ハ
ケ
の
角
の
線
状
痕
あ
り
 
外
面
黒
斑
あ
り

12
35

霊
4区

遺
構
外

種
組
粒
砂
多
、
細
礫
多

に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

阿
部
ナ
デ
、
底
部
辺
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
底
部
ミ
ガ
キ

外
面
一
部
黒
斑
あ
り

壷
4区

遺
構
外

海
綿
脅
針
少
、
極
粗
粒
砂
少

並
灰
黄

同
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

同
部
ハ
ケ
メ
修
旗
ナ
デ
、
ナ
デ
、
庇
部
ナ
デ

内
外
面
康
減
不
明
瞬
 
外
面
一
部
 
外
面
底
部
黒
斑

12
37

壷
4区

遺
構
外

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

回
線
部
ナ
デ

口
縁
内
 
端
部
刻
み
目

12
38

壺
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
板
状
具
に
よ
る
ナ
デ
か

壷
4区

選
構
外

極
理
粒
砂
多

良
浅
黄
橙

口
縁
部
板
ナ
デ
、
順
部
板
ナ
デ

日
縁
部
板
ナ
デ
、
頸
部
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ

12
40

壺
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
が
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
肩
部
ナ
デ

ロ
縁
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
鎮
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

箋
部
無
段

壺
4区

選
構
外

粗
粒
砂
少

良
に
が
い
責
種

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

12
42

蔓
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
褐

口
縁
～
頭
部
ミ
ガ
キ

ロ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

12
43

霞
4区

遺
構
外

鈍
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

口
縁
都
ミ
ガ
キ
、
体
部
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

口
縁
部
と
肩
部
に
媒
付
著

12
44

一 霊
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
少

良
灰
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
アヽ
ケ
メ

12
45

重
遺
構
外

al
i砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
赤
褐
～
暗
赤
灰

赤
褐
～
暗
赤
灰

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩
(赤
黒
く
変
色
)

遺
構
外

粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙
～
に
ぶ
い
黄
橙

赤

口
縁
部
ミ
ガ
キ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
～
顕
部
ミ
ガ
キ

内
面
う
す
く
赤
彩
戻
、
外
面
赤
彩

1%
7

壺
遺
構
外

16
8

粗
粒
砂
少

良
赤
～
に
ぶ
い
橙

赤

口
縁
部
ミ
ガ
キ
、
瑛
部
ナ
デ

ロ
縁
～
頸
部
ミ
ガ
キ

口
縁
都
内
面
 
外
画
全
体
赤
彩

12
48

壺
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
少

良
赤
～
に
ぶ
い
橙

赤

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

内
外
面
赤
彩
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電
面
番
号

器
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長
繍 幅

径 さ

底 厚
胎
 
■

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

12
49

壷
4区

遺
構
外

海
綿
骨
針
微

度
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ナ
デ
、
顕
部
ナ
デ

日
縁
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
胴
部
ミ
ガ
キ

外
面
媒
付
着

12
50

壷
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
海
締
骨
針
多

度
赤 赤

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

12
51

4区
遺
穂
外

精
良
、
粗
油
砂
少
、
海
締
骨
針
多
、
赤
色

粒
良
に
ぶ
い
澄

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ミ
ガ
キ
、
頸
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ロ
縁
部
ミ
ガ
キ
、
顕
部
ヨ
コ
ナ
デ

1%
2

壺
4区

選
構
外

粗
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
微

良
濡 瀦

ミ
ガ
キ

外
面
に
擬
口
線
3条
 
内
外
面
赤
彩
 
摩
滅

12
53

4区
選
構
外

細
礫
2個
、 種
粗
粒
砂
や
や
多
、
中
粒
砂
少
、

海
綿
骨
針
微

並
貢 黄

内
外
面
と
も
剥
離
に
よ
り
調
整
不
明
環

4区
選
構
外

種
組
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
が
い
黄
橙

ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
一
部
ハ
ケ
メ
戻
か

外
反
口
縁
 
内
面
に
黒
斑
か

12
55

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
種
粗
粒
砂
多

良
パ
い
黄
橙

回
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
胴
都
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

□
縁
ヨ
コ
チ
デ
、
Я同
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

12
56

高
杯

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
海
締
骨
針
微

良
が
い
黄
裕

ミ
ガ
キ

12
57

高
杯

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
多

良
庭
白

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

口
縁
部
下
端
に
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
連
続
刻
み
日
、
擬
回
線

〕
条

12
58

高
杯

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
多

長
ぶ
い
貢
橙

ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

駐
凹
線
4条

12
59

高
杯

4区
遺
構
外

la
粒
砂
少

長
究
貢
健

喪
黄
橙

不
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

紳
部
に
円
形
透
孔
単
位
3か
、
孔
径
約
0 
6c
m

12
60

高
杯

4区
遺
権
外

卜
色
粒
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
パ
い
責
0

赤

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

畳
孔
1個
残
、
単
位
不
明
 
外
面
赤
彩

12
61

脚
部

4区
遺
構
外

延
粒
砂
少
、
細
礫
少

良
赤
、
に
ぶ
い
澄

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

不
部
内
外
面
 
脚
部
外
面
赤
彩

12
62

脚
部

4区
遺
構
外

生
粒
砂
少
、
赤
色
粒

良
え
白

え
白

即
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
庄
痕

ミ
ガ
キ

不
部
内
面
磨
減
 
外
面
一
部
摩
滅

高
杯

4区
遺
構
外

鉦
粒
砂
少

並
月
赤
褐
、
灰
自

ハ
ケ
メ
、
板
ナ
ア
、
ナ
デ
(裾
部
内
)

ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

1翔
高
杯

4区
遺
構
外

(調
査
区
北
西
側

)

α
l
書
粒
、
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多

長
浅
黄
橙

彦
背
袴

卿
部
絞
り
、

ミ
ガ
キ
か
(ハ
ケ
メ
痕

)

不
部
及
び
脚
部
底
部
内
面
摩
滅
 
外
面
全
体
摩
滅

12
65

高
杯

4区
毯
構
外

10
1

霊
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

交
り
痕
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

十
面
に
黒
斑
、
磨
滅

12
66

高
杯

4区
選
篠
外

管
良
、
粗
粒
砂
少

長
に
ぶ
い
貢
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

即
部
絞
り
戻
、
据
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

Ⅲ
面
全
体
に
黒
褐
色
に
変
色

12
67

脚
部

4区
遺
構
外

ユO
ll
鉦
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
(ハ
ケ
メ
痕
)

ミ
ガ
キ

脚
部

4区
悪
構
外

軸
砂
多

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

卿
上
部
ナ
デ
、
裾
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

朴
面
に
媒
付
着

12
69

高
杯

4区
遺
構
外

艶
砂
多

長
に
ぶ
い
責
褐

に
が
い
黄
橙

不
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

裾
部
外
面
黒
く
変
色
、
杯
部
内
面
黒
く
変
色

12
70

高
杯

4区
遺
構
外

蜘
砂
多
、
海
綿
骨
針
徹

良
赤
褐
～
灰
褐

赤
褐
～
灰
褐

ナ
デ
、
裾
部
に
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ

円
形
透
孔
 
単
位
3(
約
α
5m
m)
内
面
に
赤
彩
、
外
面

に
赤
彩
痕
(黒
く
変
色
し
て
い
る
)

高
杯

4区
遺
構
外

培
良
、
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

長
に
ぶ
い
責
澄

灰
黄
褐

杯
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
＼
脚
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

不
部
と
の
接
合
面
が
う
す
く
剥
離
し
て
ハ
ケ
戻
が
見
え
る

12
72

脚
部

4区
遺
構
外

醜
砂
少
、
海
綿
骨
針
徴

良
え
黄
褐

天
黄
褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
痕

12
73

脚
部

4区
遺
構
外

(調
査
区
南
側
)

74
骨
良
、
粗
粒
砂
少

良
即
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

縦
、
隅
丸
の
長
方
形
の
透
し
窓
あ
り
、
単
位
3か
 
杯
剤

及
び
脚
部
内
面
康
滅
、
外
面
摩
滅

I″
4

高
杯

4区
選
構
外

20
4

赤
色
粒
、
組
粒
砂
多
、
lH
H礫
少

良
に
ぶ
い
橙

杯
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

杯
部
一
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

12
75

高
杯

遇
構
外

廷
粒
砂
少
、
中
粒
砂
多
(白
色
粒

)、
細
礫

敗
良
に
ぶ
い
褐
～
明
赤
褐

赤

部 部

杯 杯

ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ガ
キ
、
ナ
デ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

不
部
外
擬
回
線
4条
 
杯
部
内
面
赤
彩
、
杯
 
脚
部
外
面

12
76

高
杯

遺
構
外

海
綿
骨
針
微
、
種
細
粒
細
少
、
4m
礫
少

並
橙 態

黄 未

浅 田

部 部

杯 杯

ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ガ
キ
、
脚
部
ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

12
77

高
杯

遺
構
外

粗
粒
砂
多
、
赤
色
粒
多

良
に
ぶ
い
橙

部 執

杯 脚

ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
指
圧
振

碑
部
に
円
形
透
孔
、
単
位
3、
孔
径
6m
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図
面
番
号

器
 
種

調
査
区

遺
 
播
 
名

口
径

全
長
絲 幅

康
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

1"
8

器
台

4区
遺
構
外

極
粗
粒
砂
少
、
細
礫
少

良
爪 示

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

受
部
内
面
赤
彩
、
外
面
全
体
赤
彩

12
79

器
台

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
や
や
多

良
明
灰
褐

ミ
ガ
キ
、
ケ
ス
リ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

12
80

器
台

4区
遺
構
外

粗
粒
秒
多

良
炎
黄
橙
～
赤
橙

ミ
ガ
キ
か

1形
透
孔
2個
1対
、
単
位
2 
外
面
一
部
わ
ず
か
に
赤

レ
痕
 
内
外
商
と
も
摩
滅
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

12
3ユ

器
台

4区
選
構
外

翻
粒
砂
多
、
海
綿
骨
針
多

良
灰 鶴

褐 灰

受
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

穿
孔
3ヶ
所
、
穿
孔
径
lЮ
cm

器
台

4区
遺
構
外

髄
砂
や
や
多
、
海
綿
骨
針
少

並
橙 橙

黄 費

演 浅

受
部
ミ
ガ
キ
、
基
部
～
脚
部
上
半
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
IF
部
端
部
ミ
ガ
キ

`郷

3
器
台

4区
遺
構
外

C粒
砂
少
、
極
粗
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

受
部
ハ
ケ
メ
痕
、
脚
都
ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

器
台

遺
構
外

毎
綿
骨
針
少
、
細
粒
砂
や
や
多

良
増
赤
褐

蒲

脚
部
ナ
デ
、
端
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩
(剥
離
が
著
し
)口
縁
摩
減
剥
離
 
調
整

不
明
瞭

12
85

器
台

遺
構
外

海
綿
骨
針
少
、
赤
色
粒
、
極
粗
粒
砂
や
や

多
、
細
礫
や
や
多

良
橙 橙

黄 黄

浅 浅

受
部
ナ
ア
、
脚
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

受
部
内
蔵
赤
彩

12
86

器
台

遺
構
外

粗
粒
砂
多

橙 橙

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

擬
Ш
線
3条
 
円
形
透
孔
1残
、
孔
径
約
α
8c
m 
外
面

赤
彩
、
内
面
赤
彩
か

器
台

4区
選
棒
外

13
4
海
綿
骨
針
多
、
極
粗
粒
砂
多
、
細
礫
多

に
ぶ
い
橙

赤

受
部
ナ
デ
、
脚
部
板
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

透
子
し
4個
 
外
面
赤
彩

12
88

器
台

遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
徴

良
赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

段
部
に
刻
み
目
 
透
し
窓
の
形
は
不
明
 
内
外
面
赤
彩

1,
89

器
台

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
や
や
多

良
褐 褐

黒 黒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

12
90

器
台

4区
選
構
外

極
粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒
多

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

考
部
ミ
ガ
キ
、
脚
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

12
91

鉢
4区

還
褥
外

中
粒
砂
や
や
多
、
粗
粒
砂
少
、

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

日
縁
端
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

鉢
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
幾

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
痕

12
93

鉢
4区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙
～
灰
黄

口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ
、
指
圧
痕

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

タト
底
面
凹

12
94

4区
遺
構
外

1彦
3

細
粒
砂
少

猾 褐

亦 赤
ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

12
95

鉢
4区

選
構
外

種
粗
粒
砂
少
、
細
礫
1個

に
ぶ
い
0

に
が
い
黄
橙

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
工
具
戻

12
96

脚
部

4区
越
構
外

極
粗
粒
砂
多

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ
か

ミ
ガ
キ

l力
7

鉢
遺
構
外

粗
粒
砂
多
、
極
粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
多
良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

日
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
焼
成
前
の
穿
孔
1

12
98

蓋
遺
構
外

中
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
少

良
褐 褐

赤 赤

明 明

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

12
99

藷
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
径
34
cm
 
ツ
マ
ミ
部
黒
斑
 
内
外
面
体
部
に

煤
付
着

13
1X
l

轟
遺
構
外

阻
粒
砂
少
、
細
粒
砂
や
や
多

麦
橙 に
ぶ
い
赤
褐
～
黒
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩
 
外
面
一
部
黒
く
変
色

13
11
1

露
遺
構
外

`調

査
区
北
側

)

糧
粒
砂
多

度
赤 赤

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
に
連
続
刻
み
目
あ
り
 
穿
孔
1ケ
所
残
存
、
孔

径
α
45
cm
 
内
夕
1面
赤
彩

lm
2

霊
遺
構
外

(調
査
区
北
側

)

中
粒
砂
少
、
粗
粒
砂
徴

度
明
赤
褐

明
赤
褐
、
黒
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
刻
み
目
あ
リ
 
ツ
マ
ミ
径
20
ct
e 
内
面
赤
彩
、

外
面
赤
彩
イ
ー
部
黒
く
変
色
)

13
03

蓋
4区

遺
構
外

極
粗
粒
砂
多

長
に
ぶ
い
黄
橙

睫
白

ミ
ガ
キ
(荒
い
ハ
ケ
メ
調
整
痕
)

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
径
2 
5c
m 
内
外
面
口
辺
部
に
煤
付
着

13
04

蓋
4区

趣
構
外

粗
粒
砂
少

良
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
部
欠
損
 
内
外
面
赤
彩
(一
部
黒
く
変
色
)

13
05

蓋
4区

遺
構
外

14
4

粗
粒
砂
多
、
種
粗
粒
砂
少

良
が
い
橙

ぶ
い
澄

ミ
ガ
キ

ツ
マ
ミ
径
2お
cm
 
内
外
面
に
媒
状
の
も
の
付
着

13
06

蓋
4区

遺
構
外

■
粒
砂
少

良
褐 彩

明 赤

ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ⅲ
画
赤
彩
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図
面
番
号
h

器
種

調
査
区

遺
構
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成

色
 
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

把
手

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
多

橙 橙

責 黄

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

13
11
8

把
手

4区
遺
構
外

細
粒
砂
多

天
自

え
自

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

孔
径
07
cm

13
09

把
手

4区
遺
構
外

粗
粒
砂
少
、
赤
色
粒

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
捨

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

口
縁
部
に
犯
手

器
台

4区
選
構
外

海
綿
骨
針
徹
、
赤
色
粒

ミ
ガ
キ

接
合
部
剥
離
 
外
面
赤
彩
 
口
縁
部
内
面
赤
彩

14
“

露
5区

SK
IX
li

海
締
骨
針
、
1～
2闘
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
0～
頁
灰

に
ぶ
い
黄
橙

十
面
煤
付
着

I蛹
甕

5区
SK
00
8

鉤
B

27
lm
4砂
粒
者
干

良
に
ぶ
い
黄
燈

ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
縁
内
羽
状
束
1突
文
、
外
連
続
束
1突
文
 
外
面
煤
付
着

l“
7

壺
5区

欝
Ю
08

lm
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
責
橙

灰
白

ナ 、
ヶ
メ
後
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

71
.面
貼
付
突
帝
に
斜
格
子
文

14
58
ミ
ニ
チ
ュ
ア

鉢
形
土
器

5区
P5
73

lm
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

黒
褐

ナ
デ
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ
、
指
圧
痕

完
形
品

14
59

菱
SK
Ol
19

～
3m
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

橙
ケヽ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
目

14
60

壺
SK
01
0

lm
秒
粒
若
干

良
灰
黄

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

外
面
籠
目
痕
あ
り
 
媒
付
着

霊
SK
01
1

ir
 a
砂
粒
若
千

負
淡
黄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
日
 
体
部
外
面
煤
付
着

14
62

箋
SK
On

20
11

11
1砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
渡
状

霊
1～
21
fI
砂
粒
若
干

や
や

良

灰 灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

14
64

壷
SK
01
1

よШ
砂
粒
、
石
英
多

良

責 黄

灰 灰

ハ
ケ
メ

内
外
面
と
も
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

14
65

無
顕
壷

SK
01
]

14
0

自
色
粒
少

良
黄 褐

浅 黒

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
外
羽
状
刺
突
文
 
穿
孔
1ケ
所
残
存

a3
5

白
色
粒
少

度
に
ぶ
い
責
ll
a

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ

把
手
賠
付
、
穴
2個
あ
り

14
67

甕
SK
01
1

19
6

自
色
粒
少

良
に
ぶ
い
橙
、
褐
灰

給
、
黒
褐

ハ
ケ
メ
、

ハ
ケ
メ
、

メ デ

ナ ナ
外
面
媒
付
着

14
68

壺
SI
C0
16

1～
Z画
砂
粒
、
海
綿
骨
針
多

良
灰
黄
～
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ハ
ケ
メ
、
指
圧
戻

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

内
面
康
耗
著
し
い

14
69

蓋
SK
01
6

～
飾
m砂
粒
少

や
や 良

褐
灰

橙

ハ
タ
メ
ハ
ケ
メ

外
面
一
部
ハ
ケ
メ
残
る
 
剥
離
の
た
め
調
整
不
明
瞭

14
70

発
5区

SK
01
6

1～
3m
砂
粒
少

良
灰
黄
～
黄
灰

に
ぶ
い
澄
～
に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外
面
一
部
媒
付
着

外
5区

SK
00
2

海
綿
骨
針
、
ll
m以
下
砂
粒
若
干

良
灰 灰

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

内
面
底
部
付
近
康
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

14
72

高
杯

5区
P5
74

海
綿
骨
針
、
自
色
粒
少

良
月
赤
褐

児
坊
¶
傷

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
、
日
縁
部
ケ
ズ
リ
P

内
外
面
赤
彩
 
外
面
煤
付
着

14
73

翼
5区

SK
01
4

枷
1砂
粒
着
干

良
こ
ぶ
い
黄

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
目

箋
5区

1～
2m
m砂
粒
少

良
こ
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
刻
み
目
 
煤
付
着

14
75

蔓
5区

SK
01
3

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
着
干

良
B灰 完
黄
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
ア
、
体
部
ハ
ケ
メ

ユ4
76

甕
5区

SK
01
3

62
海
綿
骨
針
多
、
2～
飾
m砂
粒
少

不
良
登
、
灰
費
褐

ナ
デ
ハ
ケ
メ

内
外
面
と
も
歴
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞬

14
77

壺
5区

SK
01
8

白
色
粒
少

長
莞
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

14
78

高
杯

5区
SK
01
8

毎
綿
骨
針
、
自
色
粒
若
干

良
褐
灰

に
ぶ
い
赤
褐
～
黒
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

却
部
穿
孝
L2
ヶ
所
残
存
 
外
面
赤
彩

[4
79

甕
5区

SD
00
3

艶
砂
や
や
多

並
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

ヨ
縁
内
斜
行
短
線
2条
 
外
面
煤
付
着
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図
面
番
号

聴
器
 
種

調
査
区

遺
構
名

口
径

全
長
絲 幅

底
径

厚
さ

胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

14
80

高
杯

5区
SD
00
3

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
若
干

橙 に
ぶ
い
橙

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

高
杯

5区
SD
10
3

lH
II
a砂
粒
着
干

良
月
赤
裕

lH
赤
褐
～
黒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

14
82

器
台

5区
SD
∞
3

II
m自
色
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
か

ミ
ガ
キ

却
部
穿
孔
2ケ
所
残
存
 
外
面
赤
彩
 
内
面
摩
耗
に
よ
り

開
整
不
明
瞭

14
83

SD
ll
l1
3

8ね
鋭
砂
少

良
天
黄
褐

茉
褐
～
星
洛

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

rl
面
赤
彩

14
84

霊
海
綿
骨
針
、
1鰤
砂
粒
多

良
褐
灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
指
圧
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

勺
面
底
部
付
近
及
び
外
面
煤
付
着

14
85

箋
螂 醐

18
4

1～
2画
砂
粒
若
干

良
自 黄

灰 浅

ヨ
コ
ナ
デ
(ケ
ズ
リ

14
86

菱
SD
∞
3

～
4闘
砂
粒
多

良
に
ぶ
い
A7
EA
～
黒
褐

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

内
面
底
部
及
び
外
面
煤
付
着

14
87

霊
SD
IX
13

～
4m
m砂
粒
多

良
橙

黄 黄

淡 浅

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
媒
付
着

14
88

霙
5区

SD
00
3

lm
 a
石
英
、
砂
粒
若
千

良
暗
灰
責

浅
責

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

14
89

菱
5区

SD
O0
3

la
l砂
粒
者
千

良
浅
黄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面
接
合
痕
あ
り
 
外
面
煤
付
着

14
90

魂
5区

SD
00
3

2～
38
」
1砂
粒
少

良
者
灰
黄

黄
灰

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

14
91

養
5区

SD
IX
13

lm
m砂
粒
少

良
聴 雉

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

14
92

露
5区

SD
a1
3

29
2

37
tl

63
5
2～
3m
l砂
粒
少

良
ぶ
い
黄
澄

胴
上
部
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

胴
下
半
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

外
面
煤
付
着

14
93

箋
5区

SU
lm
mt
tl
iF
考
干

良

黄 責

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

14
94

甕
5区

SU
lm
砂
粒
少

良
ぶ
い
貢
橙

ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

箋
5区

Su
I岡
砂
粒
若
干

良
霊
責

こ
ぶ
い
責
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

14
96

整
5区

SU
18
7

ll
u砂
減
少

良
に
が
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

14
97

露
5区

SU
la
8

l則
■ 砂
粒
着
千

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙
、
黒

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

コ
縁
外
擬
四
線
7条

14
98

壺
5区

SO
当
色
粒

良
暗
灰
黄

磨
灰
昔
、
に
ぶ
い
責
澄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
縁
外
擬
凹
線
10
条

14
99

琵
5区

1～
2m
砂
粒
少

長
に
ぶ
い
貢
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

コ
縁
外
擬
凹
線
6条

15
00

憂
5区

lm
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
煮
橙

に
ぶ
い
黄
澄
、
黒
IB

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

本
面
煤
付
着

15
1】

器
台

5区
SU

75
1硼
砂
粒
多

良
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

再
外
面
赤
彩

iF
Dl
12

5区
7B

撼
綿
骨
針
、
白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
貢

澄

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

Ⅲ
面
赤
彩

Im
3

霊
5区

遺
構
外

19
75

茄
皿
砂
粒
着
干

良
灰
自

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

口
縁
内
斜
行
短
線
3条
 
口
縁
外
連
続
刻
み
文

15
04

甕
遺
構
外

21
85

2剛
砂
粒
着
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
ガ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
連
続
刻
み
目

15
05

羹
遺
構
外

%う
1～
2m
m砂
粒
少

良
灰
自

に
ぶ
い
黄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
羽
状
文
、
外
連
続
亥
1み
目
 
胴
部
内
面
磨
耗
で
調

整
不
明
瞭

lF
ol
16

琵
趣
構
外

～
4画
砂
粒
多

良
浅
黄

に
お
い
黄
橙

口
縁
内
刺
突
文
 
胴
部
内
面
庫
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

19
37

養
遺
構
外

la
o

白
色
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
か

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
外
面
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

15
08

脚
部

5区
遺
構
外

海
綿
骨
針
多

淡
黄
～
黒
褐

淡
黄
～
黒
褐

指
圧
戻
、
ナ
デ

指
庄
痕
、
ナ
デ
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コ
面
番

NO
器
 
種

調
査
区

選
構
名

日
径

全
長
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
茂

色
 
調

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

15
09

霙
遺
構
外

21
10

1～
3m
砂
粒
少

長
浅
黄

に
が
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
縁
外
連
続
刻
み
日
 
外
面
媒
付
着

15
10

巽
5区

遺
構
外

20
0

粗
粒
砂
や
や
多

灰
自

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文

弱
選
構
外

2Z
O

13
7

～
5 
aI
砂
粒
多

良

椅 ］ 普

灰 澪

ナ
デ
、
アヽ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

内
面
磨
耗
に
よ
り
jv
q整
不
明
瞭
 
外
面
全
体
的
に
燦
付
着

壷
遺
構
外

21
0

13
7

白
色
粒
多

浅
黄
澄

浅
黄
澄

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
波
状

15
13

箋
5区

遺
構
外

白
色
粒
、
1～
2r
m砂
泣
少

黄 黄

灰 灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
ア

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
摩
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

養
5区

遺
構
外

2m
m砂
粒
少

明
赤
褐

に
ぶ
い
赤
褐

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

15
15

顕
5区

遺
穂
外

30
1～
�
砂
粒
少

橙 橙

費 責

浅 浅

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

15
16

蓋
5区

遺
構
外

粗
粒
砂
少

明
赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

褒
5区

避
構
外

組
粒
砂
多

黄 黄

浅 浅

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

甕
5区

遺
構
外

48
1画
砂
粒
着
干

に
ぷ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
涙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

菟
5区

遺
褥
外

56
2～
31
1a
t石
英
、
砂
粒
若
干

に
が
い
貢

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

体
部
外
面
調
整
不
明
瞭

15
20

整
5区

遺
構
外

23
8

海
締
骨
針
、
白
色
粒
少

良
こ
ぶ
い
昔
お

ハ
ケ
メ
状
工
具
ヨ
コ
ナ
デ
、
チ
デ

ハ
ケ
メ
状
工
具
ヨ
ヨ
ナ
デ

15
21

発
5区

遺
裕
外

12
2

1剛
砂
粒
若
千

登 月
赤
褐

ナ
デ
か

日
縁
外
擬
回
線
3条
 
内
外
面
と
も
摩
耗
の
た
め
調
整
不

明
瞭

15
22

養
5区

遺
構
外

13
7

海
綿
骨
針
、
2o
o砂
粒
少

灰
黄
褐

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

養
5区

趣
構
外

15
5

海
綿
骨
針
、
1～
am
砂
粒
少

灰 圧

善 ネ 警

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

18
И

甍
5区

趣
構
外

粗
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
黄
橙

灰
責
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面
ハ
ケ
メ
少
々
残
存

15
25

5区
機
構
外

12
0

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
若
千

月
赤
褐

月
赤
掲
、
明
黄
褐

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩
、
外
画
―
都
明
黄
褐
色

15
26

壺
5区

選
構
外

海
綿
骨
針
、
白
色
栽
若
千

に
ぶ
い
責
橙

浅
黄

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

外
面
積
方
向
に
4H
か
い
ミ
ガ
キ
を
施
し
た
後
斜
め
方
向
の

幅
広
い
ミ
ガ
キ
を
施
す

15
27

無
襲
霊

5区
置
構
外

白
色
粒
若
千

良
に
ぶ
い
黄
澄

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

コ
縁
外
羽
状
粛
I突
文

15
28

箋
5区

遺
構
外

%お
la
 d
砂
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

Ⅲ
面
摩
耗
著
し
く
調
整
不
明
瞭

15
29

棗
5区

避
構
外

l 
BI
砂
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

本
面
摩
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

15
31
1

5区
逮
構
外

海
綿
骨
針
、
自
色
粒
若
干

良
灰
黄
褐

灰
黄
褐

指
圧
兵
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

15
31

高
杯

5区
遺
構
外

ほ
綿
骨
針
、
2～
3m
m砂
粒
着
干

良
褐

白 赤

灰 明

ナ
デ

ミ
ガ
キ

卿
部
穿
孔
1ケ
所
残
存
 
外
面
赤
彩

15
32

器
台

5区
遺
構
外

6」
毎
綿
骨
針
、
自
色
粒
者
干

良
褐
灰

に
ぶ
い
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ

陣
部
直
列
で
2ヶ
所
穿
孔
あ
り
 
外
面
赤
彩

器
台

5区
趣
構
外

71
1

駐
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
責
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

朴
面
赤
彩
か
、
若
干
朱
色
残
存

15
83

養
22
6

置
li
砂
や
や
多

罠
え
黄
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

内
面
胴
下
半
部
調
整
摩
滅
 
内
タ
ト面
と
も
胴
部
下
半
に
塀

付
着

6区
SX
40
1

lI
II
砂
粒
若
干

長
黄 黄

浅 浅

ケ
ズ
リ
後
ハ
ケ
メ
か

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ

外
面
黒
蔵
あ
り
 
底
部
接
合
戻
を
押
さ
え
る
よ
う
に
ミ
ガ

キ
が
入
る

15
85

鉢
働
(ω
ユ

白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

内
面
接
合
痕
あ
り
 
外
面
黒
斑
あ
り

15
86

一 望

Gゆ
く4
01

SD
21
7 
1層

遺
構
外

10
11

lm
m砂
粒
若
千
砂
粒
少

良
灰
責

明
赤
褐

ナ
デ
、
指
圧
戻

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
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図
面
番
号

聴
器
種

調
査
区

遺
 
繕
 
名

径 長

回 全
絣 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
茂

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

15
87

鉢
6区

SX
40
1

ld
ul
砂
粒
若
干
砂
粒
少

良
よ
褐

ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

Ⅲ
面
赤
彩

15
88

台
付
鉢

6区
SX
40
1

92
海
締
骨
針
、
1～
3m
m石
英
、
砂
粒
少

良
ぶ
い
責
澄

ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

15
89

器
台

6区
粗
粒
砂
少

良

黄 褐

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

却
部
穿
孔
2ヶ
所
残
存
、
元
は
3ケ
所
か
 
外
面
赤
彩

15
90

高
杯

6区
SX
40
1

伍
粒
砂
少

や
や 良

に
ぶ
い
黄
燈

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
ガ
、
ハ
ケ
メ

押
部
穿
孔
3ケ
所
斑
存
、
元
は
4ヶ
所
か
 
内
面
器
台
上

Ъ
磨
耗
し
調
整
不
明
際
。

露
6区

SD
21
1

14
0

～
3n
uH
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

器
台

6区
SD
21
1

厚
綿
骨
針
、
白
色
粒
碁
千

長

責 責

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
ヨ
コ
ナ
デ

15
93

高
杯

6区
働 饂

lm
m砂
粒
若
〒

良
赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

勺
外
面
赤
彩

15
94

養
6区

SD
21
6

lm
m砂
粒
若
干

良
貢 掲

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ

tF
y9
5

整
6区

SD
21
6

1航
砂
粒
着
千

良
浅
黄

灰
黄
～
黒
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

熊
若
干
付
着

鉢
6区

SD
21
6 
1層

序
綿
骨
針
多

良
に
が
い
黄
橙
～
灰
黄
橙

浅
黄
～
黒
褐

ヨ
縁
部
ミ
ガ
キ
、
体
部
ナ
デ
か

ヨ
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
体
部
ミ
ガ
キ

Ⅲ
面
黒
斑
あ
り

15
97

箋
6区

SD
21
6

あ
m石
英
、
砂
粒
多

良
豊 支
黄
橙

ナ
デ
か
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

将
外
面
摩
耗
し
調
整
不
明
瞭

15
98

箋
6区

SD
21
6

16
2

1～
2m
砂
粒
多

不
良

ハ
ケ
メ

勺
面
陸
耗
し
調
整
不
明
瞭

15
99

高
杯

6区
SD
21
6

91
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ

～
面
の
一
部
と
外
面
赤
彩

16
00

養
6区

SD
21
6

～
3a
tn
砂
粒
多

良
醐 鶏

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

甕
6区

働
21
6

16
11

2m
m砂
粒
若
干

良
え
黄
～
黒
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

16
02

鉢
形
上
器

0区
SD
21
6

1～
2D
IB
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
歯
澄
～
灰
黄

指
圧
痕
、
ナ
デ

指
圧
慕

16
03

露
6区

SD
21
6

SD
21
7

16
6

I剛
砂
粒
多

良
克
責
～
に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
戻
、
ハ
ケ
メ
状
工
兵
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

高
杯

6区
SD
21
7

SD
21
6

15
9

Im
砂
粒
少

良
赤
褐
～
浅
費

ホ
禍
～
望
務

研
部
ハ
ケ
メ
、
ヨ
コ
ナ
デ
、
杯
部
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

Ⅲ
面
赤
彩
、
杯
部
内
面
赤
彩

16
05

葵
6区

働
21
7

17
6

厩
綿
骨
針
多
、
2～
3m
a砂
粒
少

長
に
ぶ
い
黄
橙

黒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
メ
、
ハ
ケ
メ

1面
媒
付
着

1∞
6

整
6区

SD
21
7

16
6

血
1砂
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙
、
褐
灰

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
戻
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

16
11
7

6区
SD
21
7

13
7

-5
o」
1砂
粒
多

良
黄 黄

浅 浅

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

勺
外
面
摩
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

16
08

発
6区

SD
21
7

17
9

L 
am
砂
粒
若
ギ

良
に
ぶ
い
黄
授

に
パ
い
黄
橙
～
黒

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

Ⅲ
面
燦
付
着

台
付
鉢

6区
SD
21
7

14
8

lm
m砂
粒
多

良
明
貢
褐

に
ぶ
い
黄
澄

今
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
鉢
部

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、

指
圧
涙

ナ
デ

16
10

鉢
6区

II
 n
砂
粒
着
干

良
責 曽

浅 濃

ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

壷
6区

SD
21
7

海
綿
骨
針
、
l 
Ha
砂
粒
若
干

良
ぶ
い
黄
澄

ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

蓋
6区

SD
21
7

海
締
骨
針
、
ll
 m
砂
粒
少

良
痛 縮

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か

ミ
ガ
キ

付
面
ミ
ガ
キ
不
明
瞭
 
内
外
面
赤
彩

6区
SD
21
7

自
色
粒
着
千

良
鵜

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

れ
面
摩
耗
著
し
く
調
整
不
明
瞭
 
内
外
面
赤
彩

整
6区

SV
01
 1
層

岳
綿
骨
針
、
lm
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
燈

に
が
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
か

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

勺
外
面
著
し
く
摩
耗

器
台

6区
S▼
∝
I層

73
In
 m
砂
粒
着
千
、
海
綿
骨
針
多

良
に
ぶ
い
貢

に
ぶ
い
黄

即
部
ミ
ガ
キ
、
ヘ
ラ
ナ
デ
、
受
け
部
ミ
ガ
キ

却
都
穿
Tし
5ケ
所
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図
面
番
号

醜
器
蓬

調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

整
6区

S1
70
1(
SD
22
9)

毎
綿
骨
針
、
2～
3剛
砂
粒
者
干

良
茂
責

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
鎮
部
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

コ
縁
部
波
状

露
6区

S1
70
1 
1S
D2
29
)

遺
構
外
 1
層

S1
70
2周
灘
(S
D2
26
)

50
揃
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

卜
面
煤
付
着

鉢
St
tD
l(
SD
22
9)

毎
綿
骨
針
、
1～
3m
m砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
普

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

'ヽ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

16
19

箋
S1
70
2周
溝
(S
D2
26
)

51
】m
砂
粒
着
干

良
浅
黄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

勺
外
面
と
も
顕
部
は
ハ
ケ
メ
調
整
の
後
に
ナ
デ

16
20

謎
6区

S1
70
3

16
4

～
3h
ll
石
英
、
砂
粒
少

賞
に
が
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

16
21

器
台

S1
70
3

lm
m砂
粒
着
千

良
に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ミ
ガ
キ
、
ヨ
コ
ナ
デ

脚
部
上
部
に
刻
み
目
、
擁
回
線
5条
あ
り
 
外
面
赤
彩

16
22

壺
S1
70
3

白
色
粒
若
干

良
黄 褐

灰 赤

ナ
デ
、
指
圧
痕

外
面
赤
彩

16
23

長
頸
壺

S▼
03

白
色
粒
若
千

良
赤
褐

暗
赤
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

内
面
上
部
1/
3赤
彩
、
外
面
赤
彩

16
24

葺 軍
6区

SV
06
周
溝

in
 m
砂
粒
若
千

褐 務

赤 未

ハ
ケ
メ
、 
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

16
25

商
杯

6区
SX
40
7ト
レ

S1
70
6周
溝

lm
m白
色
粒
少

賣 寅

浅 浅

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

鉢
6区

S1
70
6周
構
 I
層

1～
幼
Ы 砂
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

内
面
調
整
ケ
ズ
リ
と
ナ
デ
混
在

16
27

鉢
6区

SX
4は
下
層

S1
7∝
 
周
溝

1側
砂
粒
少

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
接
合
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

16
23

繋
6区

Ы
70
6周
溝
(S
D2
郷
)I
層

17
3

海
綿
骨
針
、
砂
粒
多

茂
黄

戌
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
戻

内
外
面
煤
付
着
 
外
面
摩
耗
じ
調
整
不
明
瞭

16
29

弱
6区

S▼
06
周
灘
(S
D2
28
)

10
8

1～
2岡
砂
粒
若
干

に
ぶ
い
黄
澄

に
お
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

胴
部
外
面
煤
付
着

16
30

琵
6区

S1
7"
Pl
 I
層

S1
70
7 
1層

17
5

1～
�
砂
粒
少

責 褐

ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ハ
ケ
メ

口
縁
亥
1み
日
あ
り
 
外
面
一
部
煤
付
着

整
6区

S1
70
71
層

1～
2m
m石
英
、
砂
粒
少

浅
黄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
チ
デ
、
ナ
デ
、
胴
部
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

16
32

鉢
6区

S1
40
7 
PI
 I
層

lm
砂
粒
者
干

良
褐 褐

赤 赤

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

16
33

器
台

6区
S1
7"
 I
層

lm
m砂
粒
若
千

良
褐 娘

に
ぶ
い
貢

卿
部
ケ
ズ
リ
、
受
け
部
ミ
ガ
キ

�
部
直
列
穿
孔
あ
り
 
外
面
 
受
部
内
面
赤
彩

16
34

露
6区

SI
約
7周
溝
(S
�
06
)I
層

遺
構
外
 
Ⅱ
層

亀
色
粒
、
21
1p
石
英
、
砂
粒
着
千

良
に
が
い
黄
褐

16
35

甕
S印
′
周
溝
(S
X4
06
)下
層

鋭
71
7周
溝
(0
(4
06
)I
層

21
1

～
3m
nh
/N
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
底
部
ケ
ズ
リ

外
面
燦
付
着

16
36

壺
Ы
招
〕7
周
溝
(S
X4
06
)

70
5

lm
m砂
粒
若
干

良
褐

褐 赤

赤 暗

ケヽ
メ
、
ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
面
上
部
及
び
外
面
赤
彩
あ
リ
 
ー
部
歴
耗
に
よ
り
調
整

不
明
隣

1“
7

S1
70
7周
溝
(S
X4
06
)I
層

1～
2m
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
接
合
痕
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

lG
38

器
台

S,
07
周
溝
(S
X4
06
)工
層

37
少
救
少

農
橙 橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

口
縁
外
波
状
文
、
円
形
浮
文

16
39

霊
S1
71
17
周
濤
(S
X4
06
)下
層

31
15

lm
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
橙

浅
責
橙

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

無
顕
重

6区
S1
70
7周
溝
(S
X4
06
)H
層

1画
砂
粒
若
干

度
浅
黄
橙

灰
白

rB
圧
戻
、
ナ
デ

ナ
デ
か

口
縁
外
簡
描
羽
状
刺
突
文
 
外
面
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明

瞭

16
41

台
付
鉢

6区
S1
70
7周
溝
(S
X4
06
)下
層

自
色
粒
若
千

良
児
赤
褐

ミ
ガ
キ
、
脚
部
内
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩
 
磨
耗
著
し
ヽ

16
42

高
lT

6区
S7
07
周
溝
(S
X4
06
)1
層

MM
周
溝
(働
(4
06
)下
層

海
綿
骨
針
、
ln
II
白
色
粒

良
こ
ぶ
い
赤
鴇
、
黒
褐

普
ホ
褐

脚
郡
ヨ
コ
ナ
デ
、
杯
部
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

杯
部
外
面
に
3条
の
沈
線
、
刻
み
日
 
内
外
面
赤
彩

16
43

高
杯

6区
SI
Ю
7月
濤
(S
X4
06
)ト
レ

S1
70
3 
ト
レ

Ы
Ю
7周
溝
(S
X4
11
6)
I層

I 
nm
以
下
砂
粒
若
干

良
莞
黄

こ
ぶ
い
責
澄

明 明

不 不
堕
擦
著
し
し



― １ 　 ０ 『 　 ― ―

圏
面
番
号

醜
器
 
種

調
査
区

遺
構
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

16
44

甕
M"
(S
X4
07
)■
層

SI
tt
T(
SX
40
7)

51
1～
2m
石
英
、
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
状
工
具
ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
状
工
具
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

16
45

箋
舗
70
7(
SX
40
7)

白
色
粒
多
、
lm
m砂
粒
若
千

良

黄 黄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

16
46

鉢
S▼
07
(S
X4
07
)
正
層

16
2

l 
dm
砂
粒
少

良
浅
黄

に
ぶ
い
蓑

ミ
ガ
キ
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
底
割
予 板
状
圧
痕

16
47

鉢
S1
7M
(S
X4
04
)I
層

1鰤
砂
粒
多

良
頁 黄
僚 浅

胴
部
ナ
デ
、
底
部
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

16
48

麓

S1
70
7(
SX
43
7)

S1
70
76
X4
07
)

Ы
町
 (
SX
41
16
)

層 層 層

Ｉ 下 Ⅱ

lm
石
英
、
砂
粒
少

良
浅
黄

暗
灰
黄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擬
凹
線
5条

16
49

壺
6区

sl
i7
07
(S
X4
M)

S1
70
7(
SX
40
7)
■
層

57
1～
21
1n
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
日
縁
上
部
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

16
51
1

高
杯

S1
70
7(
SX
40
7)

E 
I層

27
6

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
赤
褐

赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

杯
部
外
擬
凹
線
4条
 
内
外
面
赤
彩

1“
1

高
杯

S1
70
7(
SX
4"
)

S1
70
7(
SX
4"
)下
馬

S1
70
7(
SX
40
7)
I層

14
2

lm
m砂
粒
着
干

良
責 黄

浅 浅

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

ケヽ
メ
後
ミ
ガ
キ

16
52

器
台

朗
07
(S
X4
07
)N

lm
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
責
澄

赤
褐

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

3ケ
所
穿
孔
残
存
 
外
面
赤
彩

16
53

高
杯

S1
70
7(
SX
40
7)
ト
レ

海
綿
骨
針
、
lm
m白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

赤
褐

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩

1銀
蓋

SV
∝
(S
X報
〕7
)H
層

ユ
dm
石
英
着
干

良
褐
黄 濯

明 未

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

16
55

蓋
S1
70
7(
SX
4"
)Ⅱ
層

S1
70
7(
SX
40
7)

12
4

l�
砂
粒
着
千

良
貢 黄

浅 浅
ミ
ガ
キ

SV
07
(S
X4
〕
7)
下
層

lm
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
澄

に
ぶ
い
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

擬
凹
線
4条
 
外
面
赤
彩

16
57

甕
6区

朗
∝
周
溝
(S
E1
23
1)

加
■ 砂
粒
、
海
綿
骨
針
少

良
褐 ち

黄 者

灰 匠

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擬
凹
線
7条
 
外
面
嬢
付
着

16
58

整
6区

S1
70
7周
灘
(S
D2
31
)

SK
34
5

18
4

海
綿
骨
針
、
1～
21
1n
砂
粒
少

良
褐

買 黄

概 明

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擬
凹
線
6粂
 
外
面
煤
付
着

16
59

箋
S▼
ll
i周
灘
(S
D閉
1)

解
B

17
～
3m
m石
英
、
砂
粒
多

良
浅
黄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

口
縁
外
擬
凹
線
4条
 
外
面
口
縁
～
胴
都
中
央
、
内
面
底

部
に
媒
付
着

16
C 
ll

鉢
S▼
07
周
溝
(S
D2
31
)

1剛
石
英
、
砂
粒
少

良
灰
黄

に
ぶ
い
黄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

16
61

鉢
S1
70
7周
灘
(S
D2
31
)

12
3

石
英
、
海
綿
骨
針
、
自
色
粒
少

良
責
灰

黒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
媒
付
着

16
62

菱
6区

S1
70
7周
灘
(S
D2
31
)

lm
m砂
粒
着
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
一
部
ミ
ガ
キ

16
63

器
台

S1
70
7周
溝
(S
D2
31
)

72
自
色
粒
少

褐

悔 赤

亦 明

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
凸
部
に
刻
み
日
、
沈
線
あ
り
 
内
外
面
赤
形

16
64

高
杯

SI
狗
7周
溝
(S
D2
31
)

遺
構
外

19
8

1～
2m
m砂
粒
少

赤
褐

明
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

16
65

高
杯

S7
∝
周
灘
(S
D2
31
)

S1
71
17
周
溝
(S
D2
31
)

16
7

海
綿
骨
針
、
I剛
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
澄

灰
白

ミ
ガ
キ

16
66

器
台

SV
07
周
溝
(S
E1
23
1)

茄
■ 石
英
、
砂
粒
少

良
責 費

淡 淡

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

16
67

SV
07
周
溝
(S
D%
1)

12
6

砂
粒
多

良
暗
灰
貢

黄
灰

ヨ
コ
テ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
頸
部
接
合
療

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
か
ケ
ズ
リ

外
面
媒
付
着

16
68

S1
7"
周
灘
(S
D2
31
)

SU
1～
2d
d砂
粒
多

良
黄
褐

に
ぶ
い
曽
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
,デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

タト
面
RI
・
l着

16
69

壺
SI
i0
7周
構
(S
D2
31
)

11
7

1剛
砂
粒
少
、
1～
5m
赤
色
粘
土
粒
多
や
や

不
良

褐
灰
～
に
ぶ
い
褐

橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ
か

外
面
摩
耗
著
し
く
調
整
不
明
瞭

16
70

壼
SI
約
7周
溝
eD
23
1)

飩
約
7周
溝
(S
D2
31
)

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
少

良
黄 責

浅 淡

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
指
頭
圧
痕
残
る
 
日
縁
外
擬
回
線
9条

一 霊
創
70
7周
溝
(S
D2
31
)

白
色
粒
、
lm
m砂
粒
若
干

黄 責

灰 灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
指
頭
圧
戻
残
る
 
口
縁
外
擬
凹
線
10
条
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図
面
番
号

器
種

調
査
区

遺
 
構
 
名

径 長

国 全
櫛 帽

径 さ

底 厚
胎
 
士

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
彪

16
72

壺
SI
約
7周
溝
(S
D2
31
)

I～
2m
m石
英
、
砂
粒
若
干

長
黄 黄

灰 浅

口
縁
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
部
～
胴
部
ケ
ズ
リ

16
73

箋
S▼

"周
溝
(働
29
1)

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
着
干

良
黄 黄

浅 灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

16
74

壷
SI
約
7周
溝
(S
D2
31
)

1～
2m
m石
英
、
砂
粒
多

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
顕
部
接
合
痕
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

黒
斑
あ
り

16
75

整
S1
70
1周
溝
(S
D2
31
)

～
10
 a
n砂
粒
多

に
ぶ
い
貢
橙

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

墓
6区

SV
01
周
溝
(働
23
1)

1～
2o
I砂
粒
若
干

に
ぶ
い
黄
褐

黒

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
指
圧
莱

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
全
体
に
煤
付
着

16
77

菱
6区

SI
約
二
周
溝
(S
D2
32
)

1～
5刊
■ 砂
粒
少

禍
灰

黒
褐
～
灰
黄
褐

ケ
ズ
リ
ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

外
面
煤
付
着

甕
6区

Ы
70
1周
溝
(S
D2
32
)

56
5

1画
砂
粒
少

に
ぶ
い
黄
褐

黒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

16
79

発
6区

飩
約
1周
溝
(S
D2
鬱
)

17
6

2～
3硼
砂
粒
少

良
、
黒

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
頸
都
接
合
痕

ヨ
コ
ナ
デ

全
体
的
に
産
耗
著
し
く
調
整
不
明
瞭

16
80

霙
6区

S 
B 
61
1(
SX
40
2)

lf
lm
長
石
、
砂
粒
少

天
貢

暗
灰
費

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
頸
部
接
合
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

寛
6区

S 
B 
61
1(
SX
40
2)

2～
3帥
砂
粒
、
海
綿
骨
針
若
干

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
接
合
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

コ
縁
端
郡
磨
減
の
た
め
形
状
不
明
瞭

16
82

鉢
6区

S 
B 
61
1(
SX
40
2)

白
色
粒
少

良
黄 昔

浅 匠

ヘ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、 
ミ
ガ
キ
、
接
合
痕

16
83

重
o区

S 
B 
61
1(
SX
40
2)

65
少
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

勺
外
面
と
も
歴
耗
し
調
整
不
明
瞭

茎
S 
B 
61
1(
SX
40
3)

66
砂
粒
多

良
淡
黄

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
刻
み
目

16
35

甕
6区

S3
61
1(
SX
40
4)

15
11

～
4m
砂
粒
着
干

良
浅
黄

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

16
86

蓋
6区

S 
B 
61
1(
SX
40
5)

自
色
粒
わ
ず
か

良
に
ぶ
い
黄
橙

赤
褐

天
丼
部
ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
擬
回
線
7条
 
外
面
赤
彩

16
87

SB
6■
lS
X4
05
)

97
ユ画
砂
粒
、
自
色
粒
少

良

明
灰
貨

黄
灰

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
指
庄
戻
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
波
状

16
88

蓋
S 
B 
61
1(
SX
4“
)

14
2

1～
21
dm
砂
粒
少

良
赤
褐
赤
褐

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

16
89

甕
S 
B 
61
1(
Sメ
監
05
)

12
75

2～
3「
m砂
粒
少

度
天
黄
褐

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
ア
、
現
部
接
合
痕
、
指
圧
痕
、
ハ
ケ
メ

内
面
胴
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
混
在

外
面
燥
付
着

16
∞

菱
Sk
鉤
8 
工
～
最
下
層

29
11

海
綿
骨
針
、
2m
m砂
粒
少

良
が
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
波
状

16
91

重
6区

SK
30
8

1～
2枷
砂
粒
多

良
た
黄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
ヨ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

16
92

6区
SK
30
8

石
英
、
、
自
色
粒
若
干

良
パ
い
黄
橙

ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
連
続
亥
1み
目

鉢
6区

SK
3∞
 
Ⅱ
層

SK
30
9

&弱
海
締
骨
針
、
l 
aa
自
色
粒

良
ヨ
ヨ
ナ
デ
か
、
底
部
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
底
部
ナ
デ

コ
縁
付
近
に
穿
孔
あ
り
 
外
面
底
部
付
近
摩
耗

16
94

有
孔
鉢

6区
SK
31
19

～
3m
砂
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄
褐

に
ぶ
い
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

16
95

誕
6区

SK
31
19

SK
鉤
9 
Ⅱ
層

Ⅸ
31
19
 1
11
層

17
5

I&
5

少
粒
若
干

良
に
ぶ
い
黄

浅
黄

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

ヨ
縁
外
刻
み
目

16
96

鉢
6区

SK
30
9 
H層
SK
30
9

28
0

負
色
粒
若
千

慎
に
ぶ
い
黄
澄

浅
黄

ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ミ
ガ
キ
、
底
部
ナ
デ

16
97

露
6区

SK
3■
 1
‐
V層

SK
31
l 
Ⅵ
層

拗
ll

少
粒
多

良
淡
黄

明
費
褐
～
灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
底
部
付
近
ナ
デ
か

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
部
小
波
状
 
内
面
底
部
摩
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

16
98

霊

SK
31
l 
I層

S(
31
1 
1‐
V層

SK
3■
 M
層

1～
揃
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
燈

ヨ
ヨ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ
か

'ヽ
ケ
メ
後
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
部
小
波
状
 
胴
部
内
面
磨
耗
し
調
整
不
明
瞭
 
外
面

頸
部
～
胴
部
媒
付
着

16
99

壷
6区

SK
3■
 
Ⅵ
層

説
GH
 I
層

13
2

15
4

砂
粒
多

浅
黄

に
ぶ
い
黄
種

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
ア

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
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目
面
番
号

醜
器
 
種

調
査
区

遺
構
名

口
径

全
長
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成
(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
蔵
/下
段
外
面
)

備
  
考

17
00

甕
SK
31
l 
I‐
V層

SK
3■
 
Ⅵ
層

13
3

44
少
位
多

良
灰
黄
褐

黒

ハ
ケ
メ
、
胴
部
ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

日
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
内
面
下
半
摩
耗
し
調
整
不
明
瞭

外
面
周
寸
着

17
01

〕 霊
6区

SK
3H
 I
‐
V層

SK
3■
 I
層

SK
3n
 M
層

21
1巧

白
色
粒
者
千

良
に
ぶ
い
黄
橙

灰
黄
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

内
面
胴
下
半
部
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞬
、
外
面
煤
付
着
、

磨
耗
に
よ
リ
ー
部
調
整
不
明
瞭

17
02

霙
SK
30
7 
1層

19
3

～
3m
砂
粒
少

良
虎
黄
～
畢
褐

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

内
面
底
部
剥
離
、
外
面
底
部
康
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

箋
SK
31
14

14
8

1～
2o
m砂
粒
少

良
に
ぶ
い
責
種

に
ぶ
い
黄
橙
～
黒

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
04

箋
6区

SK
32
2

14
0

lm
砂
粒
若
干

負
に
が
い
黄
澄

黒

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
ス
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

内
面
接
合
痕
残
る
 
外
画
燦
付
着

17
05

重
SK
33
0

16
2

海
綿
骨
針
、
2m
m石
英
、
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

浅
費
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ

外
面
わ
ず
か
に
ハ
ケ
メ
残
る

壼
螂

SK
34
5 
1層

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
褐

赤
褐

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ
、
ケ
パ
リ

ミ
ガ
キ

団
部
贈
付
突
帝
に
擬
回
線
4条
 
外
面
赤
彩

17
07

壼
6区

SK
34
5 
Ⅱ
層

～
3 
an
砂
粒
着
千

良
灰
黄

に
ぶ
い
黄
澄

ナ
ス
指
圧
痕
、
接
合
戻

ミ
ガ
キ
、
ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ

17
08

鉢
Ⅸ
34
b

SK
34
5 
1層

14
6

"
2～
3a
lH
砂
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
き
捨
、
畢

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

'1
面

媒
付
着

17
09

器
台

6区
SK
34
5 
Ⅲ
層

13
!8

Im
砂
粒
少

良
真 黄
残 浅

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

17
10

議
SK
94
5 
M層

自
色
粒
少

良
に
ぶ
い
封
橙

捨

ミ
ガ
キ

琵
6区

SD
勃

lm
m砂
粒
少

良
灰
自

に
ぶ
い
責
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
ア

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

顎
部
内
面
ハ
ケ
メ
後
1同
部
ナ
デ
 
外
面
媒
付
着

17
12

高
杯

SD
20
1 
V層

12
0
lm
砂
粒
若
千

良
に
ぶ
い
黄
澄

ナ
デ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

穿
孔
あ
り
 
外
面
赤
彩
 
内
面
磨
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

壼
20
2

1剛
砂
粒
少

不
長
に
ぶ
い
費
橙

ハ
ケ
メ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
目

蓋
6区

瓶
砂
粒
着
干

良
貢 責

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

指
圧
痕
、
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
15

38
ユ嗣
砂
粒
少

良
に
ぷ
い
貢
橙

ミ
ガ
キ
か

内
面
康
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭
 
外
面
赤
彩

露
15
9

48
1～
2m
砂
粒
多

良
真 エ ロ

兆 灰

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擁
凹
練
6条

甕
6区

15
8

49
価
砂
粒
多

良
ス 灰

ヨ
ヨ
ナ
デ
か

ヨ
コ
ナ
デ

口
縁
外
擬
臼
線
6条

17
18

重
SU

14
8

海
綿
骨
針
、
砂
粒
着
千

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
工
具
ナ
デ
、
指
圧
FR
、
ハ
ヶ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

日
縁
外
擬
凹
線
12
条

17
19

壷
SU

18
8

1輌
石
英
、
砂
粒
少

良
黄 黄

浅 浅
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
内
に
傷
の
よ
う
な
も
の
が
残
る

17
20

勇
6区

13
7

海
縮
骨
針
、
2口
皿
砂
粒
多

良
灰

褐 褐

灰 明

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
か

外
面
康
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

琵
SU

15
7

砂
粒
若
干

良
明
灰
黄

浅
費

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
22

鉢
6区

白
色
粒
若
干

良
赤
褐

ミ
ガ
キ

ナ
デ
、
指
圧
寵
、
ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

17
29

鉢
瓶
砂
粒
着
干

良
に
ぶ
い
橙

に
が
い
橙

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ
、
指
圧
痕

1靱
器
台

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
者
〒

良
赤
褐

赤
褐

ミ
ガ
キ
、
ケ
ズ
リ
、
ヨ
コ
ナ
デ

ミ
ガ
キ

脚
部
穿
孔
4ヶ
所
あ
り
 
内
外
面
赤
彩

17
25

高
杯

SU
1,
7

lm
砂
粒
着
干

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ
か

ミ
ガ
キ

内
面
摩
耗
に
よ
り
調
整
不
明
瞭

17
26

器
台

lm
砂
粒
着
干

褐 褐

赤 赤

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

外
面
に
3条
の
沈
線
、
亥
1み
目
 
内
外
面
赤
彩

17
27

壷
6区

海
綿
骨
針
、
自
色
粒
少

灰
黄

褐

′ヽ
ケ
メ
後
ナ
デ

ミ
ガ
キ

外
面
赤
彩
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図
面
番
号

苅
器
種

調
査
区

遺
構
名

口
径

全
長
絡 幅

径 さ

底 厚
胎
 
土

焼
成

色
  
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

17
28

整
遺
構
外

15
2

in
ln
砂
粒
少

長
橙 に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
接
合
痕

ヨ
コ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

外
面
一
部
ミ
ガ
キ
調
整
の
よ
う
な
戻
あ
り

17
29

整
遺
構
外

14
9

海
綿
骨
針
、
白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
王
具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
ア
、
アヽ
ケ
メ

口
縁
外
擬
凹
線
2条
 
煤
付
着

17
30

露
遺
構
外

2～
飾
駅
砂
粒
若
予

に
パ
い
黄
褐

に
ぶ
い
黄
褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

口
縁
外
擬
凹
線
4条
 
外
面
煤
付
着

甕
6区

遺
構
外

1～
3o
oI
石
英
、
砂
粒
若
干

良
憎
灰
黄

に
ぶ
い
黄
澄

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
32

菱
6区

遺
穂
外

51
1

砂
粒
若
干

や
や 良

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
状
I具
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

外
面
媒
付
着

17
38

琵
6区

遺
補
外

47
砂
粒
若
干

や
や 貞

灰
白

灰
白
、
黒

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ
、
接
合
戻

ヨ
コ
ナ
ア
、
ハ
ケ
メ

外
面
煤
付
着

17
34

台
付
鉢

6区
遺
構
外

2～
3硼
砂
粒
多

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

17
35

高
杯

6区
遺
構
外

10
3

血
■ 砂
粒
着
干

責 黄

浅 浅

ミ
ガ
キ
、
脚
部
指
圧
痕

ハ
ケ
メ
後
ミ
ガ
キ

17
36

菱
6区

遺
構
外

砂
粒
若
千

や
や

不
良

に
ぶ
い
黄

浅
黄

内
外
面
磨
耗
著
し
く
調
整
不
明
環

17
37

菫
6区

選
構
外

1剛
砂
粒
若
干

や 良

や 不
に
ぶ
い
奮
袴

ヨ
コ
ナ
デ
か

ヨ
コ
ナ
デ
か

曰
縁
外
縦
位
に
隆
起
突
帝
2条
貼
付
 
内
外
面
摩
耗
者
し

く
調
整
不
明
瞭

17
38

6区
置
構
外

6お
hm
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
褐
、
赤
褐

赤
掲

ミ
ガ
キ
、
ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

口
縁
外
擬
凹
線
10
粂
 
口
縁
内
部
に
楕
円
、
外
に
四
角
、

胴
部
全
面
に
赤
彩
 
胎
土
能
登
産

17
39

壺
遺
構
外

64
1～
24
1m
石
英
、
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
責
橙

に
ぶ
い
贅
橙

ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
か

ヨ
コ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

対
面
頸
部
調
整
不
明
瞭

17
Ю

蓋
遺
構
外

白
色
粒
着
干

長
明
赤
褐

黒

ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

内
外
面
赤
彩

遺
構
外

少
粒
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

17
42

土
製
円
盤

SK
31
1

44
l1
6「
D
1～
2n
 d
砂
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
質
橙

表
面
媒
付
着
、
中
心
部
使
用
に
よ
り
康
滅
。

17
43

土
製
円
盤

遺
構
外

白
色
粒
少

良
に
ぶ
い
黄
橙
、

に
ぶ
い
黄
橙
、

灰 灰

褐 窃

ハ
ケ
メ

表
薬
と
も
に
摩
耗
著
し
い

整
7区

遺
構
外

粗
粒
砂
多

並
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ

口
縁
外
刻
み
目

箋
7区

遺
構
外

(調
査
区
北
側
中
央

)

小
粒
砂
少

良
が
い
黄
橙

が
い
黄
褐

ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

17
52

7区
遺
構
外

小
粒
石

良
完
黄
橙

ナ
ア

ナ
デ

回
縁
外
刻
み
目

17
53

壺
7区

遺
構
外

(調
査
区
中
央

)

微
粒
砂
少

良
え
黄

え
黄

櫛
猫

ヘ
ラ
ナ
デ

口
縁
外
刻
み
日

17
54

高
杯

7区
遺
構
外

羅
縮
骨
針
少

良
尭
責
橙
～
澄

ケ
ズ
リ
、
ナ
デ

17
55

壷
7区

遺
構
外

写
粒

良
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ヨ
縁
外
羽
状
刺
突
文

17
60

壷
7区

議
構
外

霊
粒
砂
多

並
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
66

高
杯

7b
区

SD
2W

立
砂
や
や
多

良
色 色

褐 褐
ヨ
コ
ナ
デ

17
67

高
郭

偽
区

置
構
外

立
砂
や
や
多

良
色 色

褐 掻

17
79

鉢
8区

SZ
30
1

卜
粒
秒
少

良
領 橙

ハ
ケ
メ
ハ
ケ
メ

17
80

底
部

SZ
30
1

醜
砂
多

並
黒 橙

ナ
デ

ナ
デ

鉢
SZ
30
2

1■
5

1～
2 
Em
粒
砂
少

度
に
ぶ
い
唱

淡
費

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

17
82

壺
SZ
鉤
2

35
5

雲
母

並
に
が
い
橙

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ミ
ガ
キ

口
縁
内
羽
状
刻
突
文
、
外
連
続
刻
み
目



図
面
番
号
h

器
 
種

調
査
区

避
 
穂
 
名

径 長

口 全
絲 幅

径 さ

底 厚
胎
  
士

焼
成

色
  
嗣

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

図 面 一 九 五

17
83

8区
SZ
30
2

赤
色
粒
、
lm
m粒
砂
若
千

に
が
い
士
綺

ケ
メ
後
ナ
デ

国
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
外
刻
み
日

17
84

奏
8区

SZ
80
2

15
2

1～
3m
m泣
砂
や
や
多

に
ぶ
い
0

橙

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
後
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
 
外
ハ
ケ
エ
具
引
'圧
文
4条
、
斜
線

文
 
内
面
黒
斑
、
コ
ゲ
 
外
面
煤
ll
着

と7
85

誕
8区

SX
30
2

細
粒
砂

に
が
い
黄
掲

に
ぶ
い
黄
褐

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
指
圧
反
、
接
合
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

口
縁
内
羽
状
刺
突
文
、
外
刻
み
自
 
内
面
底
部
黒
斑
、
外

面
底
部
黒
斑
あ
り

17
86

8区
SZ
30
3

赤
色
壮
、
海
綿
骨
針

に
が
い
責
橙

に
ぶ
い
黄
橙

ケ
メ

8区
SZ
31
1

網
粒
砂
多

良
灰 灰

ケ
メ
、
日
縁
部
ナ
デ
か

ケ
メ
、
日
縁
部
ナ
デ
か
、 
ミ
ガ
キ

口
縁
外
亥
1み
日
 
外
面
顎
部
ハ
ケ
メ
の
ち
li
t凹
線
は
2条

Xl
、
6条
×
4)
、
櫛
描
波
状
文
(6
条
X3
 -
那
煤
付

着
 
全
体
に
歴
耗
 
黒
斑

※
 
単
位
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
cm
と
す
る
。

Ｉ Ь い ―

第
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管
玉

石
核

4区
SK
08
0

52
5

62
46

長
色
旋
灰
岩

淡
緑
灰

板
状
の
承
I片
を
と
り
、
そ
の
側
面
に
粒
長
の
柱
状
‐
l片
を
作
出
。
3～
4枚
を
取
る
。

答
玉

荒
割

4エ
SK
08
0

30
4

鉄
石
英

赤
褐

上
面
は
質
の
よ
い
割
れ
方
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
質
の
悲
い
ガ
サ
ガ
サ
の
面
を
し
て
い
る
。

督
エ

荒
割

4区
SK
08
0

27
8

鉄
石
英

赤
褐

一
部
に
自
然
面
を
残
し
、
初
期
的
な
段
階
で
あ
る
。

31
4

管
玉

荒
割

4区
SK
08
0

鉄
石
英

赤
褐

上
面
に
自
然
面
残
す
。
溝
は
見
ら
れ
ず
荒
割
り
段
Vt
tの
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
上
か
ら
の
剥
離
。
主
要
剥
離
面
は
l■
面
。

答
エ

形
割

4区
SK
08
0

28
7

鉄
石
英

赤
褐

上
面
に
施
泄
1粂
。
表
面
に
自
然
面
。

管
工

形
割

4区
SK
08
0

18
1

鉄
石
英

赤
褐

上
面
に
と
条
の
施
活
。

管
エ

形
割

4匡
SK
08
0

欽
石
英

赤
褐

施
溝
は
上
面
表
面
側
lヶ
所
、
面
左
右
側
面
側
2ヶ
所
。・
lr
面
積
方
向
か
ら
剥
離
。

管
王

形
割

4区
SK
08
0

18
0

08
4

泉
色
凝
灰
岩

表
面
、
右
組
1面
は
横
方
向
か
ら
3面
以
上
の
剥
離
に
よ
り
調
整
。
裏
面
、
左
側
面
は
単
―
面
。

管
エ

形
割

4区
SK
08
0

景
色
娩
灰
岩

上
面
に
2条
の
施
潜
。

管
エ

形
割

4区
07
4

鉄
石
英

赤
褐

上
面
側
面
側
に
施
溢
さ
れ
上
か
ら
下
へ
景
Jが
さ
れ
て
い
る
。
下
面
に
も
PL
澁
さ
れ
て
い
る
が
、
下
の
機
方
向
に
景
Jが
さ
れ
て
い
る
。

lψ
ユ

省
エ

形
割

4区
SK
08
0

09
5

05
6

鉄
石
英

赤
褐

上
面
長
辺
の
表
、
裏
と
も
施
活
さ
れ
て
お
り
上
か
ら
の
分
割
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
短
辺
に
も
2条
の
施
VI
が
見
ら
れ
、
左
側
緑
は
れ

を
使
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
の
泄
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

管
エ

4区
S(
03
r

14
7

鉄
石
英

赤
tE
・

上
面
の
表・
■|
に
施
海
が
見
ら
れ
る
。

望
8

管
王

形
割
4E

SK
08
0

次
石
英

赤
IB
J

上
面
3方
向
、
三
角
形
状
に
施
濫
が
見
ら
れ
る
。
全
て
上
か
ら
の
黒
1離
。

省
エ

形
割

4区
SK
08
0

08
8

赤
褐

L面
の
表
面
側
に
施
溝
が
見
ら
れ
る
。
下
半
久
損
。

管
I

形
割

4区
長
色
凝
灰
岩

正
面
上
部
に
施
・
Iが
見
ら
れ
る
。

管
玉

形
割

4区
邸

鉄
石
英

赤
褐

上
面
の
表
、
裏
に
施
濡
が
見
ら
れ
る
。

管
玉

形
割

4区
36

Oψ
鉄
石
英

赤
褐

上
面
に
表
方
向
と
側
面
方
向
と
の
2本
の
施
満
が
見
ら
れ
る
。

管
王

形
常
1
4区

SK
03
0

赤
褐

管
王

形
割

4区
SK
08
0

緑
色
凝
灰
岩

深
緑

上
面
の
4面
に
施
II
が
な
さ
た
て
い
る
。
す
べ
て
上
か
ら
の
分
割
に
よ
っ
て
章
1が
さ
れ
て
い
る
。
先
端
が
薄
く
な
り
、
形
状
坐
形
の
オ

め
の
剤
片
か
。

管
玉

形
割

SK
08
0

泉
色
凝
灰
岩

深
緑

上
面
に
施
ll
lが
2両
方
向
に
見
ら
れ
る
。
角
柱
段
階
の
剥
片
。

管
玉

研
磨

4区
SK
08
0

鉄
石
英

赤
褐

上
面
2方
向
に
施
誰
が
見
ら
れ
る
。
裳
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

13
32

管
王

研
磨

4区
SK
08
0

鉄
石
英

赤
褐

3面
を
研
藩
し
、
上
の
施
泄
よ
り
分
割
し
て
い
る
。
分
割
の
夫
販
吊
か
。
下
端
欠
損
。

管
玉

研
磨

4区
SK
08
0

09
8

鉄
石
失

赤
褐

研
磨
段
階
の
未
成
品
で
、
下
半
を
欠
損
す
る
。
全
体
に
左
下
り
の
研
磨
が
見
ら
れ
る
。
上
面
も
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

管
玉

研
磨

4区
SK
08
0

03
8

02
7

鉄
石
英

赤
褐

多
角
柱
の
研
磨
段
階
の
も
の
。
上
端
、
下
端
も
磨
か
れ
て
い
る
。

管
玉

研
階

4区
SK
08
0

03
5

01
3

鉄
石
英

赤
褐

八
角
形
。
上
面
の
正
面
側
に
施
清
が
見
ら
れ
る
。
研
贈
段
階
未
成
品
。
下
半
欠
損
。

管
王

研
階

4区
S(
08
0

鉄
石
英

ボ
褐

多
角
柱
。
研
磨
段
階
で
上
半
が
欠
損
。

決
石
英

赤
褐

上
面
の
表
襲
に
施
溝
が
見
ら
れ
る
。
下
辛
は
折
れ
て
い
る
。

図 画 一 七 四

管
五

家
色
疑
灰
石

4角
柱
状
の
も
の
で
、
4画
と
も
nl
暦
さ
れ
て
い
る
。
下
端
欠
損
。
穿
子
し
は
あ
る
が
貫
通
し
て
い
な
い

管
王

穿
孔

4区
S1
00
6

1鉤
0∞

07
7

諏
色
凝
灰
岩

緑
灰

上
下
両
面
か
ら
穿
子
と
さ
れ
、
孔
内
側
に
回
転
痕
が
見
ら
れ
る
。

84
0

管
玉

穿
孔

4区
近
構
外

05
9

鼠
色
疑
灰
岩

緑
灰

4角
柱
状
。
研
磨
段
階
の
も
の
。
円
形
の
剥
離
が
見
ら
れ
る
。

管
王

穿
孔

4区
S(
08
0

暗
緑

穿
孔
前
の
も
の
で
、 
ヒ
面
に
穿
子
と
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。

督
玉

穿
子
L

4区
SK
08
0

最
色
凝
灰
岩

緑
灰

撮
後
の
穿
孔
段
階
で
欠
損
し
た
の
か
孔
が
貫
通
し
て
い
な
い
。

管
玉

完
成
品
4区

SI
ll
ll
i 
ll
1 
2

豆
色
疑
灰
岩

上
半
を
欠
損
。

34
4

管
王

完
成
品
4区

S1
00
5

02
6

00
6
宇
色
凝
灰
岩

緑

13
45

皆
玉

完
成
品

毀
色
凝
灰
岩

深
緑

穿
孔
は
両
面
か
ら
と
思
わ
れ
、
孔
は
多
少
偏
っ
て
い
る
。
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図 面 一 七 口

13
46

管
エ

主
成
品

区
SK
01
3

鼠
色
凝
灰
岩

緑
白

多
角
状
に
見
ら
れ
る
が
 
丁
寧
に
研
か
れ
て
い
る
。

1割
7

管
エ

完
成
品

区
17
9

気
色
凝
灰
岩

緑
白

多
角
柱
。
側
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
多
角
状
を
な
し
て
い
る
。

勾
I

完
成
品

区
遺
柑
外

ネ
フ
ラ
イ
ト
(軟
玉
)
緑

穿
7日
よ
襲
面
よ
り
あ
け
ら
れ
、
日
雛
形
に
な
つ
て
い
る
。
表
面
の
窪
み
は
欠
け
を
磨
い
た
も
の
か
。

臼
エ

4区
SЮ
01
 0
02

05
0

緑
色
凝
灰
岩

自
表
面
に
線
状
戻
が
見
ら
れ
る
。

白
玉

区
S1
00
1 
 0
02

05
3

05
2

02
8

鼠
色
凝
灰
宿

緑
灰

臼
三

区
S1
00
1 
 0
02

04
4

04
3

02
5

録
色
凝
灰
培

緑
灰

襲
表
と
も
角
が
取
れ
、
歴
耗
し
て
い
る
。

13
52

日
王

区
02
5

緑
色
擬
灰
培

白
緑

白
玉

区
S1
00
5

01
5

緑
色
凝
灰
岩

深
緑

表
面
は
使
用
の
た
め
か
凹
状
に
窪
ん
で
い
る

臼
王

区
S1
00
5

00
9
緑
色
凝
灰
培

緑
灰

表
、
襄
と
も
凸
凹
が
激
し
い
。
使
用
に
よ
る
も
の
か
。

臼
玉

区
03
2

緑
ほ
ぼ
中
央
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。

白
エ

区
S1
00
5

00
6

録
色
凝
灰
岩

震
面
に
線
状
痕
が
見
ら
れ
る
。

区
SЮ
05

緑
色
凝
灰
岩

尿
灰

13
53

ロ
エ

03
2

緑
色
凝
灰
岩

淡
緑

ロ
エ

区
緑
色
凝
灰
岩

表
面
及
び
襄
面
に
紐
痕
の
よ
う
な
線
状
戻
が
見
ら
れ
る

臼
=

区
S1
00
5

0零
緑
色
凝
灰
岩

長
灰

表
面
は
使
用
の
た
め
か
凸
凹
し
て
い
る
。

臼
茎

区
SI
O0
5

緑
色
凝
灰
者

鼠
灰

表
面
は
組
の
た
め
か
線
状
痕
が
見
ら
れ
る
。

13
62

臼
玉

区
S1
00
5

緑
色
凝
灰
岩

泉
灰

表
面
に
線
状
痕
が
見
ら
れ
る

臼
エ

区
SI
∞
5

緑
色
凝
灰
岩

泉
灰

白
=

区
創
ll
1 
5

02
9

緑
色
凝
灰
岩

最
灰

表
面
に
lr
R状
痕
が
あ
る
。

13
65

匡
S肛
00
5

ガ
ラ
ス

13
66

自
エ

区
緑
色
凝
灰
岩

三
灰

石
質
の
気
れ
の
た
め
か
側
面
が
凹
凸
に
な
っ
て
い
る
。

臼
玉

区
S1
00
6

緑
色
凝
灰
岩

泉
灰

表
面
は
使
用
の
た
め
か
凹
凸
が
あ
る
。

13
68

臼
玉

区
00
9
緑
色
凝
灰
岩

長
灰

表
面
憫
」が
凹
状
に
窪
ん
で
い
る
。

36
9

小
玉

区
S1
00
6

09
1

00
4

小
玉

区
SI
00
1 
 0
02

03
3

小
形
の
断
面
が
丸
み
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。

石
鋸

区
結
品
片
岩

刃
部
を
残
す
破
片
で
あ
る

区
SK
08
0

α
73

15
3

結
品
片
岩

破
片
。
刃
部
は
見
え
な
い
。

石
鋸

区
結
晶
片
岩

刃
部
近
く
の
破
片
か
。

37
4

石
鋸

区
SK
08
0

09
6

結
晶
片
岩

下
部
に
刃
都
を
持
つ
も
の
で
、
そ
の
他
は
欠
損
。

37
5

石
針

形
割

区
07
0

06
3

安
山
岩

子
褐

上
面
に
一
方
向
の
み
施
澁
さ
れ
、
裏
面
に
は
横
か
ら
の
調
整
も
見
ら
れ
る
。
下
半
を
欠
損
す
る
。

37
6

石
針

形
割

区
SK
08
0

13
6

安
山
娼

黒
褐

裏
面
は
自
然
面
。
上
面
中
央
に
施
嵩
が
見
ら
れ
る
力`
使
用
し
な
か
っ
た
か
。

石
針

形
割

区
08
0

安
山
培

黒
禍

上
面
表
襲
2面
に
施
泄
を
も
つ
角
在
状
破
片
。
左
側
面
は
自
然
面
で
あ
る
。

形
割

区
SK
08
0

07
9

06
0

安
山
岩

黒
褐

角
柱
段
階
未
成
品
。
上
面
の
3面
に
施
構
を
施
し
て
い
る
。
下
半
は
欠
損
。

石
針

形
割

SK
08
0

α
40

03
5
安
山
岩

単
褐

上
面
に
施
溝
が
3面
施
さ
れ
て
い
る
。
下
半
を
大
き
く
欠
損
。

石
針

形
割

区
SK
08
0

05
11

安
山
岩

黒
褐

上
面
2方
向
に
施
滋
が
み
ら
れ
る
。
一
部
に
自
然
面
を
残
す
。

石
釧

形
割

区
SK
03
0

14
0

02
3
安
山
岩

黒
褐

上
面
の
表
面
側
と
左
側
縁
に
施
満
が
み
ら
れ
る
。

石
針

形
割

区
SЮ
∝

え
山
岩

黒
掲

上
面
手
前
に
施
湛
さ
れ
分
割
さ
れ
た
剥
片
で
あ
る
。

石
李
1

形
割

区
S【
08
0

13
2

黒
褐

L面
の
襲
表
方
同
に
施
IW
Iを
も
つ
。
調
整
剥
片
か
。

18
84

石

'1

形
割

区
SK
08
0

07
6

安
山
岩

妥
褐

上
画
の
P・
表
、
片
側
面
の
3方
向
に
施
・
4が
見
ら
れ
る
。

13
85

石
針

形
割

区
SK
08
0

08
6

安
山
岩

黒
褐

髪
表
に
施
油
が
見
ら
れ
る
。
調
整
剥
片
か
。

13
86

石
針

形
割

区
SK
08
0

03
0

安
山
岩

黒
褐

上
面
表
裏
に
施
議
が
見
ら
れ
る
。
す
べ
て
と
か
ら
の
剥
離
。
下
半
を
欠
損
。

13
87

石
釧

形
割

区
SK
08
0

10
2

安
山
岩

≧
褐

窪
表
の
上
面
に
施
滞
が
見
ら
れ
る
。
下
半
を
欠
損
。

13
88

石
針

研
磨

区
SK
08
0

07
0

安
山
岩

黒
褐

角
柱
状
剥
片
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

13
89

石
全
r

研
磨

SK
08
0

黒
褐

む
溝
は
裏
面
と
右
側
面
上
部
に
見
ら
れ
る
。
表
裏
は
研
磨
段
階
に
は
い
っ
て
い
る
。

ミ
褐

上
面
の
表
裏
に
施
滋
が
あ
り
分
制
さ
れ
て
い
る
。
両
側
面
は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
下
端
欠
根
か
。

凶 向 一 七 五

SK
08
0

11
0

01
5

00
5
安
山
岩

黒
褐

上
面
に
施
語
が
見
ら
れ
、
製
面
が
分
割
向
で
あ
る
。
71
t函
は
多
角
柱
状
に
な
つ
て
お
り
、枡
磨
さ
れ
た
も
の
を
さ
ら
に
分
割
し
た
も
の
か

13
92

石
針

研
産

区
SK
08
0

08
1

01
8

安
山
岩

黒
褐

裏
面
に
主
な
剥
離
面
を
も
つ
。
そ
の
他
は
研
磨
面
で
あ
る
。

13
98

研
慶

区
安
山
岩

黒
褐

研
磨
段
階
で
欠
損
し
た
も
の
で
、
先
端
の
み
が
残
存
す
る
。
縦
方
向
の
研
磨
で
六
角
柱
状
、
先
端
は
細
く
な
る

13
94

石
針

研
塔

区
SK
08
0

11
2

00
8
安
山
岩

黒
褐

花
端
は
少
し
細
く
な
る
。
回
転
痕
は
見
ら
れ
ず
 
未
成
品
で
あ
る
。
多
角
柱
状
を
な
し
、
上
半
を
欠
損
す
る
。

13
95

石
針

研
磨

区
SK
08
0

安
山
岩

黒
褐

上
下
共
に
欠
損
。

13
96

石
針

研
磨

区
SK
08
0

安
山
岩

黒
褐

先
瑞
回
転
痕
は
見
ら
れ
ず
、
米
成
品
で
あ
る
。
上
半
部
を
欠
損
す
る
。

13
97

石
針

研
磨

区
=山
岩

黒
褐

先
端
が
若
千
細
く
な
つ
て
お
り
、
上
半
部
を
欠
撮
す
る
。
回
転
痕
は
見
ら
れ
ず
、
研
磨
段
階
で
折
れ
た
も
の
か
。

13
98

石
針

完
成
品

区
S1
00
1 
0α
2

00
3

黒
褐

人
角
桂
】犬
。
先
端
回
転
痕
あ
り
、
基
部
久
損
。

石
針

完
成
品

SЮ
01
 0
02

01
0

安
山
岩

黒
褐

ヒ
角
柱
状
。
先
端
回
転
痕
あ
り
。
基
部
欠
損
か
。

石
針

完
成
品

09
8

安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
爽
が
あ
り
、
石
針
と
思
わ
れ
る
。
両
端
の
幅
異
な
る
。

完
成
品

区
SK
08
0

安
山
岩

黒
褐

下
端
に
回
転
戻
が
見
ら
れ
る
。
側
面
も
丁
年
に
磨
か
れ
て
い
る
。

14
02

石
針

完
成
品

匡
安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
爽
が
見
ら
れ
る
。
基
端
は
折
れ
た
も
の
か
。
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石
針

完
成
品

SK
08
0

11
8

01
0

安
山
岩

黒
褐

六
角
柱
状
。
先
端
に
回
転
痕
が
見
ら
れ
る
。
基
端
は
欠
損
す
る
。

14
04

石
針

完
成
品

4区
00
3
安
tと
,岩

肇
褐

七
角
柱
状
。
先
端
下
半
に
回
転
戻
が
見
ら
れ
、
黒
く
変
色
し
て
い
る

石
針

完
成
品

4区
SK
08
0

11
9

01
2

安
山
岩

黒
掲

五
角
柱
状
。
先
端
に
回
転
戻
が
見
ら
れ
、
基
部
は
折
れ
か
。

14
06

完
成
品

と 0
3

安
山
老

黒
褐

六
角
柱
状
。
先
端
に
回
転
痕
が
あ
り
、
上
半
を
欠
損
す
る
。

石
針

完
成
品

SK
08
0

08
5

01
0

安
山
岩

黒
褐

七
角
柱
状
。
先
端
に
回
転
戻
が
残
る
。
基
部
側
は
折
れ
て
い
る
。

14
08

石
針

完
成
品

S(
08
0

女
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
痕
が
み
ら
れ
る
。
上
半
を
久
根
す
る

石
針

完
成
品

4区
S【
08
0

質
山
岩

ミ
褐

長
さ
が
短
い
が
完
形
品
と
思
わ
れ
る
。
上
面
の
頭
部
に
は
施
淮
が
見
ら
れ
、
先
端
に
は
回
転
痕
が
見
ら
れ
る
。

10
完
成
品

SK
08
0

安
山
岩

黒
褐

下
半
の
先
端
部
を
欠
損
す
る
。

11
石
針

完
成
品
4区

SK
08
0

O知
0勿
Э

疼
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
痕
が
見
ら
れ
る
。
上
半
を
欠
損
す
る

石
針

完
成
品
4区

01
9

O0
5

黒
褐

表
面
櫻
1に
回
転
痕
が
見
ら
れ
裏
面
は
割
れ
た
も
の
か
。
/_
L端
も
失
椒
す
る
。

石
針

完
成
品
4区

S(
08
0

00
4

安
山
岩

黒
lg
・

先
端
に
回
転
戻
が
残
る
。
上
半
部
を
欠
損
す
る
。

石
創

完
成
品
4区

安
山
岩

先
端
に
回
転
痕
が
み
ら
れ
る
。
断
面
が
半
円
で
あ
り
、
縦
半
分
に
折
れ
た
も
の
。
必
部
も
欠
損
す
る

石
争

完
成
品
4区

SK
08
0

安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
痕
あ
り
。
/」
f面
が
半
円
形
で
は
あ
る
が
、
使
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
針

完
成
品
4区

S(
08
0

安
山
岩

黒
掲

先
端
に
回
転
痕
が
み
ら
れ
、
■
半
は
折
れ
て
い
る
。

年
成
乱
4区

SK
08
0

01
5

安
山
岩

黒
褐

六
角
柱
状
。
基
部
部
分
が
残
存
し
、
下
半
の
先
端
を
失
槙
す
る
。

06
4

01
0

黒
褐

七
角
柱
状
。
基
部
が
残
存
し
、
先
端
の
下
半
を
欠
損
す
る
。

図 商 一 八 〓

荒
割

5区
赳
構
外

90
97

鉱
津

深
緑

角
柱
状
の
大
き
な
vl
片
。
縞
状
の
互
層
を
な
す
鉱
淳
で
あ
る

15
35

管
玉

5区
18
5

鉄
石
央

赤
褐

施
澪
は
見
ら
れ
な
い
。

15
36

管
玉

託
割

5区
SK
Ol
11

15
6

09
5

鉄
石
英

赤
褐

t滞
は
見
ら
れ
な
い
。

15
37

管
三

形
割

5区
SK
00
2

11
0

鉄
石
英

赤
褐

角
柱
状
剥
片
。
上
面
に
施
溝
が
1条
見
ら
れ
る
。

管
玉

形
割

SK
00
1

録
色
凝
灰
岩

深
緑

角
柱
状
剥
片
。
表
面
上
部
に
施
溝
1条
、
裂
面
側
部
に
も
施
溝
が
あ
る
。

書
玉

形
割

07
1

08
0

12
5
鉄
石
英

赤
褐

碕
柱
状
剥
片
。
上
面
の
表
面
側
に
施
滞
が
さ
れ
て
い
る
。
側
面
は
横
方
向
に
テ
J離
面
が
見
ら
れ
る
。

管
玉

形
割

SK
00
1

緑
色
凝
灰
岩

株
緑

角
柱
状
剤
片
。
表
裏
止
面
に
施
溝
を
も
ち
 
先
端
が
薄
く
な
る
。
調
整
剥
片
か
。

會
玉

形
割

SK
00
1

04
0
緑
色
凝
灰
肴

疑
緑

角
柱
状
剥
片
。
上
面
に
2方
向
の
施
洋
を
も
つ
。
下
半
を
大
き
く
欠
損
。

管
エ

形
割

鉄
石
英

ボ
掲

表
裏
の
上
面
に
施
淮
が
見
ら
れ
る
。

省
王

研
磨

SK
00
ユ

0 
6C
j

緑
色
凝
灰
岩

宋
緑

上
面
に
表
面
の
一
方
向
に
施
滞
が
み
ら
れ
、
襲
面
は
研
l_
4さ
れ
て
い
る
。

會
I

形
割

SK
09
1

緑
色
凝
灰
岩

乳
白

上
面
表
面
側
に
施
溝
力゙
み
ら
れ
る
。

管
エ

研
磨

5区
SK
ll
ll
l

示
iC
l

角
柱
状
に
研
磨
さ
れ
、
下
半
を
欠
損
す
る

曾
エ

FT
磨

SK
00
1

02
9
鉄
石
英

赤
褐

六
角
柱
状
に
研
を
さ
れ
、
上
面
一
面
に
施
湛
が
見
ら
れ
る
。

IV
7

管
王

研
磨

09
1

02
6
鉄
石
英

赤
褐

四
角
柱
状
で
、
上
面
の
3方
に
施
継
が
見
ら
れ
る
。
下
半
が
折
れ
て
い
る
。

管
王

研
磨

08
3

03
0

鉄
石
英

ボ
褐

下
端
を
欠
損
す
る
。

管
エ

研
磨

5区
SK
ll
l1
1

03
0

緑
色
凝
灰
岩

淡
緑

■
角
柱
状
。
下
端
は
生
き
て
い
る
が
、
上
半
が
折
れ
る
。

管
王

研
磨

SK
00
2

02
9

鉄
石
喪

赤
褐

止
面
表
裏
の
2方
向
に
施
潜
を
も
つ
。
研
磨
途
中
に
入
損
し
た
も
の
か
。

管
エ

研
磨

5区
SK
00
2

02
6

Ol
18

鉄
石
英

水
褐

下
部
を
久
損
。

省
エ

研
磨

5区
03
0

鉄
石
共

赤
褐

下
部
を
欠
損
。

管
玉

研
磨

5 
FX

SK
00
2

鉄
石
英

赤
掲

H角
柱
状
で
、
上
半
が
欠
振
。

15
54

省
玉

研
磨

5区
SK
O0
2

鉄
石
英

赤
褐

角
柱
状
で
、 
L半
を
欠
損
。

15
55

管
王

研
磨

SK
00
2

鉄
石
英

多
角
柱
状
で
、
下
端
も
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
上
半
を
欠
損
。

15
56

管
エ

年
成
品
5区

SK
00
1

03
3

鼠
色
凝
灰
岩

上
半
を
欠
損
す
る
。

管
王

完
成
品

5区
02
3

鼠
色
凝
灰
岩

昴
端
か
ら
穿
孔
を
施
す
。

15
58

石
針

完
成
品

5区
SK
00
1

安
山
岩

灰
褐

角
柱
状
。
先
端
か
ら
5m
m前
後
の
と
こ
ろ
ま
で
回
転
泉
が
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
断
面
が
丸
く
な
つ
て
い
な
い
。

15
59

完
成
品

5区
SK
00
1

01
6

安
山
岩

灰
褐

角
柱
状
。
先
端
に
回
転
戻
が
み
ら
れ
、
泰
端
も
生
き
て
い
る
。
完
形
品
。

15
61
1

石
針

完
成
品

02
0

安
山
岩

灰
褐

角
柱
状
。
先
端
に
回
転
痕
が
あ
り
、
基
都
も
生
き
て
い
る
。

石
針

完
成
品

S(
00
1

00
2
安
山
岩

黒
掲

)角
柱
状
。
先
端
に
回
転
痕
が
見
ら
れ
る
。

15
62

石
針

完
成
品

5区
S率
〕Э
01

05
7

安
山
岩

灰
褐

角
柱
】大
。
先
端
に
回
転
痕
が
あ
り
、
基
部
も
生
き
て
い
る
。

石
封

完
成
品

SK
00
1

08
7

01
6

安
山
岩

黒
褐

角
柱
】夫
。
先
端
回
転
戻
が
み
ら
れ
る
。
基
部
に
は
U字
】大
の
窪
み
が
見
ら
れ
、
擦
切
施
法
の
跡
か
。

石
針

完
成
品

07
2

安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
戻
が
あ
り
、
か
な
り
丸
み
を
常
び
て
い
る
。
基
部
は
細
く
な
る
。

15
65

石

'1

完
成
品

SK
OO

07
8

O1
0

安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
爽
が
み
ら
れ
る
。
基
部
も
生
き
て
い
る
か
。

15
66

石
争
i

完
成
品

5区
11
9

安
山
岩

黒
褐

S角
柱
状
。
先
端
に
回
転
l」 ・
と
円
形
の
小
さ
な
空
河
が
み
ら
れ
る
。

石
夕
|

完
成
品

SK
00

安
山
岩

黒
褐

7角
柱
状
。
先
端
は
回
転
に
よ
り
丸
み
を
帯
び
る
。
J.
t端
も
生
き
て
い
る
か
.

石
針

完
成
品

S(
00

安
山
岩

黒
褐

先
端
に
回
転
戻
が
み
ら
れ
る
。
基
端
も
生
き
て
い
る

15
69

石
針

完
成
品

5区
SK
00
1

01
0

安
山
七

黒
褐

先
端
に
回
転
戻
が
み
ら
れ
る
。
基
端
は
折
れ
て
い
る
。

石
針

完
成
品
5区

01
2

安
山
岩

先
端
わ
ず
か
に
丸
み
を
帯
び
る
。
上
部
は
折
れ
て
い
る
。

石
針

完
成
品
5区

質
山
岩

天
褐

先
瑞
に
回
転
痕
が
み
ら
れ
る
。
上
端
は
,i
れ
て
い
る

石
針

完
成
温

I
5区

安
山
岩

天
鶴

回
転
痕
が
み
ら
れ
ず
基
端
部
が
残
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
端
の
先
端
吉L
を
矢
損
す
る
。

15
73

石
針

完
成
品

5区
SK
00
1

01
2

勲
コ
岩

天
褐

6角
柱
】大
。
基
端
部
が
残
存
し
、
先
端
部
を
欠
捩
す
る
も
の
か
。

15
74

石
針

荒
割

5区
38
0

安
山
岩

黒
IB
・

襲
面
に
自
然
面
を
残
す
。
初
期
段
階
の
荒
割
剥
片
。



コ
面
番
号

種
 
類

工
 
程
訓
 
査
 
区

遺
 
構
 
名

長
 
さ

幅
厚
 
さ

重
il

材
 
質

色
  
調

怖
  
考

図 面 一 人 三

石
針

形
割

5区
S(
00
1

09
6

安
山
岩

黒
褐

角
柱
状
剥
片
。
上
面
に
一
方
向
の
み
施
構
が
み
ら
れ
る
。
調
整
剥
片
カ

15
76

石
針

形
割

5区
SK
00
1

03
4

安
山
岩

黒
褐

角
柱
状
剥
片
。
上
面
3方
向
に
施
'議

が
み
ら
れ
る
。
襲
面
は
研
磨
面
で
あ
る
。

石
針

形
割

5区
S(
00
1

黒
褐

角
柱
状
剥
片
。
施
滋
は
ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
上
面
は
自
然
面
を
残
す
。

15
73

石
針

形
割

5区
06
7
安
山
者

里
IS

角
柱
状
承
1片
。
上
面
の
4面
に
施
溝
が
み
ら
れ
る
。
襲
面
の
剥
離
は
階
段
状
に
剥
が
れ
、
下
半
が
激
く
な
る
。

二
暑

小
エ

6区
S1
70
5

宿

図 面 一 九 二

El
構
外

彙
色
凝
灰
岩

深
緑

施
樹
は
み
ら
れ
ず
、
上
面
に
自
然
面
を
残
し
て
い
る
。

17
7⊇

管
玉

荒
割

7区
道
構
外

23
8

14
3

緑
色
凝
灰
岩

深
緑

施
溝
は
み
ら
れ
な
い
。

17
73

管
玉

形
書
J
7区

遺
構
外

(訓
査
区
東
側
中
央
)

12
8

07
0

05
2

鉄
石
英

赤
褐

角
柱
状
剥
六
。
上
半
部
を
欠
帳
。
施
i士
は
確
認
出
来
な
い
。

17
74

石
製
品

剥
片

7区
選
構
外

14
9

13
0

03
5

Oω
黄
褐

副
獅
J離
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

石
針

完
成
品

7区
SD
20
7

13
7

01
6

01
6

02
0
安
山
岩

黒
掲

先
端
に
回
転
痕
が
み
ら
れ
る
。

※
 
単
位
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
cm
と
す
る
。
重
量
は
gと
す
る
。

第
4表
 
石
器

Ｉ 　 Ｐ Ｏ ヽ ―

国
面
番
号

種
 
類
調
 
査
 
区

避
 
構
 
名

長
 
さ

li
I

重
 
こ

材
 
質

色
  
胡

術
  
考

塁
暑

石
皿

2区
SD
00
3

14
7

図 面 一 七 五

14
19

磨
製
石
鏃

全
体
に
丁
寧
に
磨
か
れ
、
基
部
は
直
線
的
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

打
製
石
鉄

区
創
ll
 1
5

50
C

打
製
石
鏃

区
10
0以
下

石
鏃

S1
00
7

安
山
岩

(下
呂
石
)

黒
禍

基
部
に
1芙
り
を
も
つ
尖
基
の
も
の
。
先
端
部
は
折
れ
た
も
の
か
。

14
23

石
包
丁

区
SK
02
6

49
57

砂
岩

尺
褐

下
端
に
僅
か
に
刃
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。
了
し
も
一
部
残
存
す
る
。
両
面
か
ら
の
穿
子
し
で
あ
る
。

14
解

磨
製
石
斧

匡
25
0

区
SD
00
1

39
Ю

ボ
ル

右
側
面
の
基
部
～
刃
菩
卜
を
久
損
。

石
斧

区
SK
01
4 
1厨

42
3

盤
部
及
び
先
端
の
両
方
を
欠
損
す
る

磨
製
石
斧

(蛤
刃
)

4区
SK
00
6 
1馬

19
19
Ю

砂
岩

差
部
の
み
残
存
。

14
郷

石
包
丁

区
SK
01
4

29
96

日
研
磨
に
よ
り
刃
部
を
作
り
出
し
て
い
る
。
穿
孔
は
見
ら
れ
な
し

14
29

磨
製
石
斧

(片
刃
)

SD
00
4

南
東
―
括

08
6
"7
3

音
緑
褐

刃
都
及
び
基
部
を
欠
損
す
る
。
丁
寧
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。

石
包
丁

EX
F

20
11
X
緑
色
凝
灰
岩

表
面
に
自
然
面
を
残
す
。
使
用
痕
あ
り

94
00

ホ
ル

図 面 一 七 六

敲
石

区
SD
00
4

砥
石

Ｏ
Ｏ 局

Ｓ
Ｄ Ш

12
25

29
00
0
花
両
岩

14
34

婚
裂
石
斧

(片
刃
)

遺
構
外

5招
9

17
0

粘
板
岩

14
35

砥
石

過
構
外

(調
査
区
南
側

)

88
0

13
61
9
凝
灰
岩

貢
褐

面
と
も
研
店
さ
れ
て
い
る
。
左
側
面
の
傷
は
現
代
の
も
の
で
あ
る
。

砥
石

13
14
2
凝
灰
岩

長
方
形
の
砥
石
で
半
分
に
欠
損
。

打
製
石
斧

遺
穂
外
 
Ⅱ
屈

20
20

71
30
0
花
両
岩

選
稽
外

疑
灰
岩

B
下
半
部
を
欠
損
。
表
面
は
自
然
面
で
あ
る
が
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
も
研
盾
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
。

石
斧

選
構
外

33
7

11
28

透
閃
石
岩

音
緑
褐

Jヽ
型
の
磨
製
石
斧
で
刃
部
は
片
刃
で
あ
る
。
右
側
面
は
直
線
的
で
擦
切
り
で
あ
ろ
う
か
。左
側
面
は
礫
面
を
反
映
し
て
い
る
の
か
丸
み
をヽ
び
て
い
る

石
父
J

遺
構
外
 
Ⅱ
月

46
0

砂
岩

両
瑞
部
を
欠
損
す
る
。

石
包
T

遺
構
外

37
6

疑
灰
岩

疋
褐

中
央
に
裏
面
か
ら
穿
子
し
が
施
さ
れ
て
い
る
。
孔
の
径
は
62
mm
。
刃
吉
[は
久
損
。

14
42

磨
製
石
斧

(姶
刃
状

)

遺
構
外

42
50
9
砂
岩

石
包
丁

遺
社
外

砂
岩



愛
面
番
号

酌
器
 
種
調
 
査
 
区

遺
 
構
 
名

長
さ

幅
厚
 
さ

重
 
景

材
 
買

色
  
調

備
 
考

石
包
丁

5区
遺
構
外

69
0

■
80

12
11

89
11
11

砂
岩

15
81

磨
製
石
斧

5区
SK
01
6

36
8

37
0

4&
75
透
閃
石
岩

軍
灰
褐

刃
郡
、
藩
部
と
も
大
き
く
欠
損
。
丁
寧
に
研
磨
さ
れ
た
大
型
の
も
の
で
あ
る

SK
01
6

46
0

17
50

07
0

■
51
1
黒
色
頁
岩

石
鏃

6区
S1
71
13

26
4

10
4

04
4

流
紋
岩

石
錐
状
の
も
の
で
あ
る
。
基
部
が
平
理
な
作
り
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
錐
の
先
端
で
な
く
基
部
と
し
た
。
丁
寧
に
調
整
さ
れ
下
部
を
欠
損
す
る
。

17
45

石
鏃

SK
30
8

26
6

白
色
凝
灰
岩

乳
白

二
等
辺
三
角
形
で
基
部
は
扶
り
を
持
つ
尖
基
と
な
つ
て
い
る
。

17
76

石
鏃

7区
遺
褥
外

あ
41

18
8

03
8

13
2
安
山
岩

(下
呂
岩
)

黒
褐

三
角
形
の
形
状
を
皇
し
、
基
部
は
わ
ず
か
に
扶
り
を
持
つ
。

17
77

打
製
石
斧

選
穏
外

刃
部
加
工
せ
ず
。

17
78

打
製
石
斧

7区
選
構
外

18
ね
O

■
70

l1
26

23
40
0
疑
灰
岩

刃
郎
使
用
痕
あ
り
。

18
25

打
製
石
鏃

9区
SD
∞
3

18
0

ll
鉤

20
0

下
呂
石

基
部
に
狭
り
を
も
つ
尖
基
の
も
の
。
基
部
を
一
部
欠
損
す
る
。

18
26

打
製
石
鏃

9区
SD
al
l

24
0

17
0

α
∞

10
0
下
呂
石

‘ １ ・ ド 〇 い Ｉ Ｉ

※
 
単
位
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
cm
と
す
る
。
重
量
は
gと
す
る
。

第
5表
 
木
製
品

図
面
番
号

醜
種
類

調
 
査
 
区

遣
 
構
 
名

長
 
さ

幅
厚
さ

備
 
考

SD
00
4 
Ⅱ
層

12
00

10
10

対
外
面
に
薄
く
漆
状
の
も
の
が
付
着
。

木
製
鐙

SI
IC
10
4 
Ⅱ
層

SD
00
4 
Ⅲ
層

33
70

25
0

弓
4区

SD
00
4

72
70

25
0

澪
部
分
の
最
大
長
約
1 
8c
m、
幅
07
11
n

弓
4区

SD
O0
4 
Ⅱ
層

44
80

25
0

置
部
分
の
最
大
長
約
2 
1c
m、
幅
10
1n
。
全
体
に
漆
を
上
塗
り
。

44
9

構
状
木
製
品

SD
00
4

遵
表
両
端
に
加
正
面
^

繕
状
木
製
品

4区
SD
00
4

51
50

95
0

震
裏
面
側
面
に
加
工
痕
あ
り

本
針

4区
SD
00
4 
11
層

31
10

2.
20

表
裏
側
面
全
体
に
加
工
痕
。
先
端
に
直
径
約
7 
5a
mの
安
子
し
あ
り
。

箆
状
木
製
品

4区
SD
O0
4 
H層

36
70

48
0

20
0
木
取
り
は
柾
目
。
把
手
～
箆
先
ま
で
丁
寧
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

不
明
木
製
品

4区
SD
00
4 
Ⅱ
層

14
30

58
0

直
径
9m
の
孔
が
貫
か
れ
て
い
る
。
下
部
を
欠
損
し
、
全
体
に
焼
コ
ゲ
る
。

不
明
木
製
品

4区
SD
00
4 
Ⅱ
層
下
位

25
40

33
0

89
2

人
形
又
は
斎
雫

10
区

SD
OH
 
砂
層

斎
串

10
区

SX
00
1

15
1

人
形
又
は
斎
甲

10
区

SD
On

頭
頂
の
み
。

89
5

人
形

10
区

SD
01
1

人
形

10
区

SD
01
1

89
7

入
形

10
区

SD
01
1朝
唇

21
5

18
98

斎
串

10
区

SD
OH
 
砂
層

15
7

斎
串

H区
SD
Om
 
地
山
直
土

斎
串

10
区

SX
00
1

先
端
の
み
残
存
。

木
簡
様
木
製
品

90
2

本
簡
様
本
製
品

10
区

SX
00
1 
V層

11

箸
H区

SD
OH
 
Ⅱ
層

独
楽
形
木
製
品

10
区

SD
01
1 
地
山
直
上

90
5

鋤
先
形
木
製
品

10
区

SD
01
1

32
7

17
9

※
 
単
位
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
cm
と
す
る
。
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第
6表
 
吉
代
土
師
器
・
須
恵
器
。
そ
の
他

図
面
番
号

醜
種
別

器
種
調
査
区

遺
 
構
 
名

口
径

全
長
編 幅

底
径

厚
さ

胎
 
上

焼
成

色
 
調

(工
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
′
下
段
外
面
)

備
 
考

87
6

土
師
器

擁
SD
00
4

Ю
ね

43
5

緒
良
、
極
粗
減
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

87
7

土
師
器

携
4区

SD
00
4

12
2

45
精
良
、
纏
組
粒
砂
少

良
褐 褐

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ
、
ナ
デ
、
指
圧
痕
、
ケ
ズ
リ

17
47

土
師
器

皿
7送

SD
20
4

故
粒
砂
少

良
黄 曽

灰 ″
内
外
面
調
整
不
明
瞭

17
48

土
師
器

椀
7区

SD
21
11

`■

0
50

中
粒
砂
少

良
需 翻

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

17
49

須
恵
器

瓶
7区

SD
20
2

鴎
自
色
石
粒
、
微
粒
砂

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
ア
、
鎮
部
付
根
に
タ
タ
キ

17
56

土
師
器

皿
7区

遺
構
外

鑢
砂

良
灰
質

に
ぶ
い
橙

]コ
ナ
デ

ョ
ヨ
ナ
ア
、
指
圧
戻

17
57

土
師
器

皿
7区

遺
緋

(調
査
区
北
側
)

海
締
骨
針
少

良
に
ぶ
い
黄
橙

黄
灰

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
指
圧
疾

17
58

須
憲
器

釜
7区

遺
構
外

12
0

a9
5

海
綿
骨
針
少

良
灰 に

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
テ

17
59

須
恵
器

杯
身

7区
遺
構
外

自
色
石
粒

灰 灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

[7
61

珠
洲
焼
す
り
鍬
7区

遺
構
外

徴
粒
砂

良
灰 灰

ナ
デ

ヨ
縁
外
端
郎
及
び
口
縁
外
に
櫛
猫
波
文

17
62

珠
洲
焼
す
り
鉢
7区

迎
構
外

(調
査
区
薄
側
中
央
)

自
色
石
粒
(徹
粒
砂

良
灰 匡

黄 昔

察
目
(1
2条
1組

)、
回
転
ナ
デ

団
転
ナ
デ

17
63

胸
器
す
り
鉢
7区

醐
搬
粒
砂
、
中
粒
砂
少

甲 醒
際
目

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
糸
切
り

17
64

珠
洲
焼
す
り
鉢
7区

遺
構
外

EH
色
石
粒
多

良
灰 灰

震
日
■
1条
1組
)

可
転
ナ
デ
、
底
都
静
上
糸
切
り
か

芍
面
康
滅

17
65

深
洲
焼
す
り
鉢
7区

遺
構
外

(調
査
区
北
側
)

31
0

自
色
微
粒
砂

良

灰 灰

司
転
ナ
デ
、
擦
目

17
68

土
師
器

椀
7b
区

翻
14
B

脚
少

弱
褐

黒
ヨ
コ
ナ
デ

17
69

灰
釉
陶
器

擁
7b
区

遺
構
外

64
微
泣
砂

ヨ
ヨ
ナ
デ

残
部
ベ
ラ
ケ
ズ
リ

17
70

BL
前

皿
7区

選
糾

イ
調
査
区
中
央
〕

自
色
石
救
少

不
良
浅
黄
橙

ロ
タ
ロ
ナ
デ

17
88

須
恵
器

蓋
8区

遺
緋

(調
査
区
中
位
西
端
)

徹
石
粒

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

17
89

土
師
器

襲
9区

SD
00
1

蜘
砂
礫
多
、
中
藤
徹
少

並
ぷ
い
離

然
い
黄
橙

証
展
、
アヽ
ケ
メ

卜
面
摩
減

17
90

上
師
器

緊
9区

SD
00
1

19
2

細
礫
多
、
中
礫
少

褐 務

黄 妾

い 　 い

ぶ ズ

ハ
ケ
メ
、
押
圧
痕

バ
ケ
メ

創 ．
土
師
器

墾
9‐
区

SD
IX
ll

砂
礫
多
、
中
礫
少

疋
質
褐

ハ
ケ
メ
、
ケ
ズ
リ
後
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
指
庄
痕

17
92

土
師
器

養
91
Z

SD
IX
ll

細
中
礫
、
占
色
粒

並
ぶ
予ヽ
責
褐

'ヽ
ケ
メ
、
1指
圧
票

外
面
媒
付
着

17
93

土
師
器

椀
9匡

SI
10
11
1

13
1

41
“

小
粒
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

Ц
縣
サ
デ

]議
ナ
デ

土
師
器

椀
9区

自
色
砂
粒
久
帥
�
の
構
2個
、
海
綿
骨
針

に
ぶ
い
黄
橙

ナ
デ
kミ
ガ
キ

|ナ
ス
ケ
ズ
リ

口
縁
部
外
面
に
曇
書
「
西
家
」

17
95

土
師
器

椀
e区

SD
∞
l

α
∝

j�
砂
少

良
に
ぶ
い
橙

に
ぶ
ヤ
篭

回
転
ナ

回
転
ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

k7
96

須
恵
器

杯
0区

SD
00
1

開
穫
砂

不
長
感 職

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

17
97

須
恵
器

林
9区

SD
∞
1

12
4

32
白
色
被
石
粒
少

不
良
職 感

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

17
98

須
恵
器

護
9区

SD
00
1

16
4

24
触
砂

良
え

回
転
す
デ

回
転
チ
デ

歪
み
に
よ
る
器
形
の
変
形
箇
所
あ
り
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鷺
面
番
号

聴
種
別

器
種
綱
査
区

遺
穂
名

窪 喜

口 仝
縮 幅

底
径

胎
 
土

焼
成

色
 
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
 
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
 
考

17
99

須
恵
器

杯
9区

SD
IX
11

船
鰤
味
自
色
粒

や
や

不
良
え
白

可
猛
ナ
デ

回
転
ナ
デ

1翻
3

須
謡

杯
9区

SD
00
1

64
1栽
砂
多

良
可
転
ナ
デ

可
競
ナ
デ

底
外
面
に
墨
書
、
釈
文
不
明

18
01

須
恵
器

杯
9区

Sつ
Ol
ll

16
4

雛
砂
少

良
研
艦
ナ
デ

Ц
敏
ナ
デ

18
02

須
憲
器

麓
0区

SD
∞
1

12
0

ζ
色
級
救
妙
多

良
天 え

回
転
ナ
デ

18
03

須
恵
器

杯
9区

SD
ll
l1
3

コ
色
救
、
海
綿
骨
針

良
司
転
ナ
デ

]厳
チ
デ
、
底
部
ナ
デ

13
04

須
恵
器

杯
9区

SD
IJ
03

負
色
小
粒
砂

長
Ц
舷
ナ
デ

司
転
ナ
デ

18
05

須
恵
器

杯
9区

SD
00
3

1"
触
砂

捜
に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
責
橙

団
転
チ
ア

回
転
ナ
デ

18
06

須
恵
器

杯
9区

SD
00
3

触
砂
少

慎
え
黄
ア
警

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
07

須
恵
器

杯
9区

SD
IX
13

色
色
徴
石
粒
少

不
良
黄 香

浅 潜

回
転
ナ
デ

団
転
ナ
デ

18
08

須
憲
器

杯
9区

SD
IX
13

86
ヨ
色
小
粒
、
微
粒
砂
や
や
多

良
た
自
 
口
縁
付
近
灰

天
白
 
口
縁
付
近
灰

回
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

18
09

須
恵
器

杯
9区

SD
tl
13

12
5

38
触
砂
多

良
え
黄

死
費
～
黄
灰

可
転
ナ
デ

]藤
ナ
デ

18
10

須
恵
器

杯
9区

SD
a1
3

割
色
少
粒

長
驚
灰

え

研
転
ナ
メ

珂
転
ナ
デ

須
恵
器

杯
9区

SD
IX
13

銀
雪
色
微
減

良
鉱 灰

回
転
ナ
ア

可
転
ナ
デ

須
恵
器

9区
SD
O腑

色
色
小
石
粒

良
可
籍
ナ
デ

可
転
ナ
デ

18
13

須
恵
器

杯
9区

SD
Ol
13

ll
18

争
色
小
石
粒
多

良
デ Ｐ

ナ ■

転 歳

須
恵
器

杯
9区

SD
IX
la

60
,粒
砂
少

良
瓢 簸

可
転
ナ
デ

H転
ナ
デ

底
部
外
面
に
墨
書
、
釈
文
不
明

18
15

須
恵
器

霊
9区

SD
00
3

毀
粒
砂

長
可
転
ナ
デ
、
頂
は
ヨ
コ
ナ
デ

器
表
は
自
然
れ
で
光
沢
が
あ
る

須
憲
器

蓋
9区

SD
IX
13

謗
駐
砂

農
え え

可
籍
ナ
デ

ユ
転
ナ
デ

外
面
に
自
然
釉

須
恵
器

壷
9区

SD
00
3

卜
粒
石
多

農
え
自

え
自

Ц
軍
ナ
デ

尉
転
ナ
デ

外
面
自
然
釉
が
剥
離
、
内
部
分
的
に
自
然
鵜

18
18

須
憲
器

体
9区

遺
緋

12
B

30
触
砂
少

良
可
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
19

須
恵
器

杯
9区

遺
構
外

触
砂

良
回
転
ナ
デ

EH
14
ナ
デ

18
20

越
中
瀬
戸

皿
9区

遺
構
外

封
色
小
粒
砂

良
鑽 錯

回
転
ナ
デ

18
21

土
師
器

箋
9区

SD
Ol
li
 t
03

97
鑢
砂
多

韮
に
ぶ
い
責
澄

に
ぶ
い
費
橙

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

人
面
墨
書
土
器
13
画
)

18
22

土
師
器

霊
SD
01
1

la
8

卜
色
粒
多

並
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ
、
底
部
回
転
諫
剪
り

人
面
曇
書
土
器
14
面
)

18
23

上
師
器

甕
10
区

SD
01
1

13
0

雪
砂
粒
少
、
海
締
骨
野

良

黄 黄

ナ
デ

ナ
デ

人
面
基
審
主
器
(3
面
か
)

18
24

土
師
器

矯
10
L区

Sp
00
3

34
8

孵
良
え
責
褐

カ
キ
ロ
、
ケ
パ
リ

カ
キ
ロ
、
ナ
チ
、
浅
い
ケ
ズ
リ

人
面
墨
書
土
器
e面

)

18
27

土
師
器

擁
SD
01
1

13
2

47
45

良
に
ぶ
い
黄
褐

司
猛
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
28

土
師
器

携
IO
区

ヨ
色
砂
粒
多

良
え
黄
褐

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
29

土
師
器

義
10
区

SD
01
1

ul
u砂

並
に
ぶ
い
責
綺

に
が
い
黄
橙

ヨ
コ
ナ
デ

ヨ
コ
ナ
デ

人
面
墨
書
土
器
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雪
面
番
号

聴
種
 
別

器
種
調
査
区

遺
構
名

径 長

口 全
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
茂

色

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

18
30

土
師
器

霙
Ⅲ
粒
砂
多

良
が
い
橙

ぶ
い
澄

ヨ
ヨ
ナ
デ

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
、
沈
線

人
面
墨
警
土
器

18
31

須
恵
器

SD
01
1

IZ
O

寡
綿
骨
針
、
徴
粒
砂
少

良
～
灰

司
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
32

須
恵
器

杯
SD
01
1

霰
綿
骨
針
、
微
粒
砂
、
自
石
粒

良
可
転
ナ
デ

]城
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
33

須
恵
器

杯
SD
01
1

録
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
Ц
転
ナ
デ

Ц
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
34

須
恵
器

SD
01
1

録
綿
骨
針
、
小
石
粒
、
徴
粒
砂

良
疋
自

え
白

Ы
猛
ナ
デ

可
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
縁
部
内
面
に
泊
煙
付
着

18
35

須
恵
器

体
10
区

SD
01
1

録
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
え
褐
～
灰

貢
褐
～
灰

Ц
転
ナ
デ

]歳
チ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
36

須
恵
器

杯
10
区

SD
01
1

録
綿
骨
針
、
lk
t砂

不
良

]転
ナ
デ

q転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
37

須
恵
器

小
粒
砂
小

長
褐 灰

黒 黄

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

底
部
外
面
に
ヘ
ラ
記
号

1圏
須
恵
器

杯
Ю
区

働
01
1

72
毎
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
え
～
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
39

須
恵
器

録
綿
骨
針
、
徴
粒
砂
や
や
多

良
え
自

天
白

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
40

須
恵
器

杯
71

毎
綿
骨
針
少

良
黄
灰

灰
、
底
郡
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
41

須
恵
器

杯
毎
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
天
～
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
42

須
恵
器

杯
SD
01
1

白
色
砂
粒
多

良
灰 灰

傷 褐

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
43

須
恵
器

杯
Ю
区

海
綿
骨
針
、
微
粒
砂
、
小
石
粒
多

不
良
貢 黄

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
44

須
恵
器

蓋
Ю
区

毎
綿
骨
針
、
徹
粒
砂
少

負
黄
灰

黄
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

18
45

須
恵
器

蓋
SD
01
1

毎
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
驚
灰
～
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
46

須
恵
器

蓋
海
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
天

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

内
面
に
煤
付
着

13
47

須
恵
器

鉢
自
石
粒
多

良
灰 匠

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

口
縁
部
 
底
部
外
面
に
自
然
釉

18
48

須
恵
器

壺
SD
01
1

微
粒
砂

良
天
自

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

外
面
自
然
釉
景
1離

13
49

珠
洲
焼

箋
10
区

SD
t0
2

自
色
石
粒
多

良
灰 灰

灰 灰

ナ
デ

肩
部
タ
タ
キ
メ
、
口
縁
ナ
デ

珠
洲
焼

菱
10
区

SD
Oψ

微
粒
砂

不
良
灰 正

責 き

ナ
デ

胴
部
タ
タ
キ
メ
、
口
縁
ナ
デ

珠
洲
焼

す
り
鉢

10
区

SD
00
2

石
粒
、
微
粒
砂

良
黄
灰

擦
目

回
転
ナ
デ

珠
洲
焼

霊
遺
穂
外

娩
砂

良
灰 序

黄 普

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
タ
タ
キ

須
恵
器

霊
遺
構
外

敗
粒
砂

良
灰 正

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

内
面
に
自
然
釉

1箭
4

須
恵
器

蓋
10
区

遺
構
外

毎
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
え

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
頂
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

須
恵
器

杯
10
区

遺
構
外

海
綿
骨
針
、
微
粒
砂
少

良
天
自

え
自

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
56

珠
洲
焼

斑
10
区

遺
構
外
 I
層

触
砂
少

良
灰
自
～
灰

灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

内
外
面
に
う
す
く
自
然
釉

珠
洲
焼

甕
10
区

遺
構
外
 I
層

微
粒
砂
多

良
灰 黄
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

内
外
面
に
自
然
釉
、
口
唇
部
に
研
磨
痕
状
の
も
の
あ
り

18
58

須
憲
器

杯
■
区

SD
Ol
l

自
色
砂
粒
少

良
灰 灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

底
部
外
面
に
墨
書
「
主
」
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目
面
番
号

聴
種
 
別

器
種
調
査
区

遺
構
 
名

径 長

口 全
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
 
調

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

18
59

須
恵
器

SD
01
1

ヨ
石
粒

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
61
1

須
恵
器

杯
H区

SD
01
1

践
粒
砂

良
天
黄

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

外
面
に
媒
付
着

18
61

須
恵
器

杯
SD
01
1

録
綿
骨
針
、
徹
粒
砂
や
や
多

良
え
自

天
白

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
62

須
恵
器

杯
自
色
石
粒
、
微
粒
砂

良
天
自
～
灰
(上
位

)
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
63

須
恵
器

杯
SD
01
1

微
粒
砂
多

良
灰
白

灰
自

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
64

須
恵
器

H区
SD
01
1

海
綿
骨
針
、
微
粒
砂

不
良
灰
責

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
ア
、
底
都
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
65

須
恵
器

杯
■
区

SD
01
1

微
粒
砂

良
灰 正

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
66

須
恵
器

杯
H区

SD
01
1

白
色
石
粒
少
、
海
綿
骨
針

良
灰 灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

18
67

須
恵
器

杯
H区

SD
01
]

徴
粒
砂
や
や
多

良
黄 警

灰 Ｆ

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
68

須
恵
器

杯
■
区

SD
01
1

白
色
石
粒
多

良
灰 黄
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

内
面
漆
が
付
着

須
恵
器

杯
■
区

SD
01
1

海
綿
骨
針
、
微
粒
砂

良
灰 灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

18
70

須
恵
器

杯
■
区

SD
01
1

海
綿
骨
針
、
微
池
砂

良
灰 灰
～
灰
(上
位
)

回
転
ナ
ア

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
71

須
恵
器

蓋
■
区

SD
01
1

自
色
石
粒
や
や
多
、
微
粒
砂

良
に
な
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
橙

回
転
ナ
デ
、
頂
部
ヨ
コ
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
頂
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
72

須
恵
器

霊
■
区

SD
01
1

微
粒
砂
、
白
色
石
粒

良
責
灰

灰

頸
部
ナ
デ
、
肩
部
タ
タ
■

頸
部
ナ
デ
、
肩
部
タ
タ
キ

18
73

須
恵
器

重
11
区

SD
01
1

白
色
石
粒
多
、
微
粒
砂

良
自
色
石
粒
多
、
灰
自

灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ

肩
部
外
面
の
自
然
釉
剥
離

須
恵
器

壷
■
区

SD
01
1

白
色
石
粒
多

灰
～
灰

ナ
デ
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

[8
75

土
師
器

皿
■
区

微
粒
砂
や
や
多

に
ぶ
い
橙

に
ぶ
い
橙

回
転
ナ
デ
、
底
部
ヨ
コ
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
都
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
縁
部
に
油
煙
付
着

18
76

須
恵
器

蓋
■
区

働
01
0

級
粒
砂
少

灰 灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

18
η

須
恵
器

■
区

SD
01
0

自
色
石
粒
少
、
徹
粒
砂

度
黄 黄

浅 浅

司
転
ナ
デ

劇
転
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り

18
78

珠
洲
焼

蓋
n区

SX
ll
C 
l

微
粒
砂

灰 灰
漿
亥
と
、
底
面
ケ
ズ
リ

18
79

土
師
器

11
区

遺
構
外

粉
質

橙
～
橙

に
ぶ
い
橙
～
澄

ヨ
ヨ
ナ
デ

ヨ
ヨ
ナ
デ

18
80

土
師
器

皿
n区

遺
構
外

海
綿
骨
針
、
微
粒
砂
小

に
ぶ
い
黄
橙

に
ぶ
い
黄
栓

可
猛
ナ
デ

可
転
ナ
デ
、
底
部
指
圧
痕

口
縁
部
に
油
煙
付
着

18
81

土
師
器

皿
■
区

遺
構
外

30
微
粒
砂
や
や
多

浅
黄
橙

]転
ナ
デ

]転
ナ
デ

18
82

須
恵
器

蓋
11
区

遺
構
外

海
締
骨
針
、
微
紅
砂

灰
自
～
灰

灰
白
～
灰

可
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ
、
項
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
83

須
恵
器

蓋
H区

遺
構
外

自
色
微
粒
や
や
多

灰 灰
、
口
縁
部
暗
オ
リ
ー
プ
已
競
ナ
デ

可
転
ナ
デ

18
84

須
恵
器

蓋
遺
構
外

微
地
砂
少

灰 灰
～
暗
灰

ヨ
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
頂
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
85

須
恵
器

杯
選
憾
外

白
色
粒
、
微
粒
砂

え
白

え
白

司
転
ナ
デ

可
転
ナ
デ
、
頂
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
86

須
恵
器

杯
選
構
外

37
微
粒
砂
少

黄 苦

可
転
ナ
デ

]転
ナ
デ
、
頂
都
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
87

須
恵
器

杯
選
構
外

白
色
石
粒
や
や
多
、
海
綿
骨
針

～
灰

可
転
ナ
デ
、
底
郡
ヨ
コ
ナ
デ

藪
転
ナ
デ
、
頂
部
回
転
ヘ
ラ
切
り



コ
面
番
号

酌
種
別

器
 
種
調
査
区

機
構
 
名

口
径

全
長
綿 幅

径 さ

底 厚
胎
  
土

焼
成

色
  
調

(■
段
内
面
/下
段
外
面
)

調
  
整

(上
段
内
面
/下
段
外
面
)

備
  
考

18
88

須
意
器

■
区

遺
構
外

13
2

娩
砂
、
海
綿
骨
針

良
回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

18
89

須
恵
器

葵
又
は
鉢

■
区

遺
構
外

亀
色
礫
、
微
粒
砂
多

良
ヨ
転
ナ
デ

]転
ナ
デ

18
90

瀬
戸

お
ろ
し
皿

遺
構
外

敗
粒
砂

長
黄 苦

お
ろ
し
目

銭
貨

皇
宋
通
費

SD
01
1

19
07

鉄
淳

鉄
淳
H区

SD
01
1

重
量
26
1g

19
08

須
恵
器

12
区

SD
03
9

毯
粒
砂
種
少

良
灰 灰

黄 黄

q転
ナ
デ

可
転
ナ
デ

19
09

須
恵
器

杯
12
区

SD
03
9

11
2

ヨ
色
石
粒
、
微
粒
砂

良
灰 灰

責 黄

回
転
ナ
デ

団
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

須
恵
器

杯
置
構
外

ヨ
色
石
粒
、
微
粒
砂

良
黄
灰

黄
灰
～
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

須
恵
器

杯
選
構
外

ヨ
色
石
粒
、
海
綿
骨
針

長
褐
灰

回
転
ナ
デ

回
萩
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

19
12

須
恵
器

杯
選
構
外

触
砂
少

良
灰
黄
褐
(厚
く
自
然
釉
)

褐
灰

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
底
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

須
恵
器

蓋
12
区

IE
B外

践
粒
砂
少

良
灰 灰

寅 黄

回
転
ナ
デ

回
転
ナ
デ
、
頂
部
回
転
ヘ
ラ
切
り

口
縁
部
外
面
に
自
然
貌

陶
器

椀
遺
構
外

敗
粒
砂

良
褐 褐

黄 黄

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

19
15

陶
器

壷
12
区

選
構
外

故
粒
砂
や
や
少

良
棘 棘

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

※ 　 ※

ｌ ｇ ｏ ｌ

単
位
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
cm
と
す
る
。

本
書
で
は
須
恵
器
出
現
期
以
降
の
上
師
器
か
ら
古
代
土
師
器
と
し
て
い
る
。
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図
面
〇
〇

一　

遺
構
実
測
図

（
１
区
～
１２
区
）

1区～ 12区遺構全体図 縮尺 1/2000



図
面
Ｏ
〇
二
　
こ塩
構
実
測
図

（
１
区
）

1区 遺構全体図 縮尺 1/400

0           1:400          20m



図
面
Ｏ
〇
三
　
遺
構
実
測
図

（
１
区
）

Z― ―

1区 溝 SD001実 測図 〔1〕 縮尺 1/200、 1/100



Z―

10m

1200m

S D001
1:黒褐色粘質土。腐植物、一部に砂を含む。
2:暗灰色粘質土と灰色粘質土の混合上。
一部に砂を含む。

4:暗灰色粘質土。地山ブロック小含む。

5〔 明灰色粘質上。

6:暗灰色粘質土。

灰色砂質土含み 3層より暗い。

7:灰色粘質上。
8:1層 と同じ。
9:明責灰色粘質土。
10:灰褐色粘質土。腐植物含む。

11:暗灰色粘質土と灰褐色粘質土の混合上。

12:明灰褐色粘質土。

13!暗灰色粘資土と灰掲色粘質土の混合上。

14:灰色砂質土。

図
面
Ｏ
〇
四
　
連違
構
実
測
図

（１
区
）

トレンチ

1 区 解野SD001 5g》削屋] 〔2〕   甜店ヂミ1/200、  1/100



図
面
Ｏ
〇
五
　
遺
構
実
測
図

（
１
区
）

9          1:100          写m

縮尺 1/1001区 溝 SD002実 測図 〔1〕



図
画
Ｏ
〇
六
　
遺
構
実
測
図
ス
■
区
）

+
|

1唇 驚 SD002実別国 E2】 縮尺-1が00



図
面
Ｏ
〇
七
　
遺
構
実
測
図

（
２
区

・
２
ｂ
区
）

20m1:400

2区・ 2b区 遺構全体図 縮尺 1/400



図
面
Ｏ
〇
八
　
連逗
構
実
測
図

（２
区
）

o               l:loo               5m

2区 溝 SD001・ SD002実測図 〔1〕 縮尺 1/200、 1/100



図
面
Ｏ
〇
九
　
迫退
構
実
測
図

（
２
区
）

＋

―

―

＋

S D001 A

呵:表土。

2!灰色粘質上。礫含む。
3:灰色粘質上。礫含む。
4:灰色粘質土。植物根・礫含む。
5:暗灰色粘質土・黒色粘質土・明責灰色粘質上の混合土。
6:暗灰色粘質土。
7:明黄灰砂質止・暗灰色粘貨上の混合上。
8:灰色粘賞上。
9:明灰色粘質止。
10:明灰色粘質土。明黄灰色粘買上の混合上。

11:黒色粘質土。

12:暗灰色粘資土。

13:明灰黄色粘質土。(地山)

12 00m

2区 溝 SD001・ SD002実 測図 〔2〕 縮尺 1/200、 1/100
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た
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S K003
1:暗灰色粘質土。

1200m 2:灰色粘質土。

図
面
〇

一
〇
　
連逗
構
実
測
図

（
２
区
）

ち＼く

SK001AHB SK002aLb
l:暗灰色粘質土。  1:晴 灰色粘質土。
2:灰色砂質土。   2:灰 色砂質土。

|＼

_

|_r_zl

―(》|―
|

S K005

1:灰色粘質土。

21暗 灰色粘質土 と黒褐色粘質土の混合上。

3!暗 灰色粘質土。

4:灰 色粘質土。

5:灰 色粘質土。

6:灰 色砂質土。

だだ‖1雪
12 00m

2:灰 色砂質土 と地山の混合土。

S K007

1:灰色砂質土。

2:明 灰色砂質上。

＼◇ ―
|

12 00m
つ    3 _ 一

時
　
〇
〇
ヨ

S K003
12 00m

1 4

1:灰色砂質土。

2〔 灰色砂質土と黄灰色砂質土の混合土。

3:責灰色砂質土。

ワ
//

―隠塗ラ
と

3:灰 色粘 質土 と暗灰色粘質上の混

合上。

4:灰 色粘質土。

S K004
1:晴 灰色砂質土。

2:暗 灰色砂質土 と黄灰色

砂質上の混合土。

1200m 3:暗 灰色砂質土 と責色砂

|

~ 3

S K009 1:灰 色砂質土。

1:灰色砂質土。
2:明 灰色砂質土。

2:灰色砂質土と責灰色砂質上の混合土。

3:責灰色粘質土。
4:黄灰色砂質土。

5:暗灰色砂質土。
6:明灰砂質土。

0               1:80               4m

2区 土坑 SK001～ SK01 0実測図 縮尺 1/80

12 00m
1      2   ~
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図
面
〇

一
一　

連逗
構
実
測
図

（
２
区

・
２
ｂ
区
）

12 00m

A

S K012

1:黒色粘質上。
2:皓灰色砂質土。

S K011

1:灰色砂質上。
2:灰色砂質上と責灰色砂質上の混合土。

三三三三二====ユ
ー
ニュ__6

4

12 00m

S D003A・ B
2:黒褐色粘質土と暗灰色粘質上の混合土。

3:暗灰色粘質土。
4:灰褐色粘質土。
5:暗灰色粘質土。
6:明灰褐色粘質上。
7:灰色粘質土。
8:灰色砂質土。礫含。

2区 土坑 SK011・ SK012、 溝 SD003実測図 縮尺 1/80、 1/100



図
面
〇

一
二
　
連逗
構
実
測
図

（２
ｂ
区
）

＞

遺物出土状況
1120

Ⅱ:現表土。水田の床土。

1:黒褐色粘資土。一部砂層を含む。
la:黒色粘質土。

2:暗灰色粘質土と灰色粘質土の混合上。

2a:2層 の暗灰色粘質土よりやや暗い。

5:暗灰色粘質土。
6:暗灰色粘質土。地山ブロック混入。

3:灰褐色粘質土。地山ブロック混入。

9:黒色粘質土。腐植物混入。

10:灰黄色粘貫土。

11:褐灰色粘質土。

12〔 灰褐色粘質土。腐植物混入。

0                1:200               10m

2b区 溝 SD001実 測図 縮尺 1/20、 1/100、 1/200
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S D002
1:黒灰色粘質土。植物遺体含む。

2:責灰色粘質土。

3:茶灰色粘質上。植物遺体含む。

4:暗茶灰色粘質土。植物遺体含む。

5:黒褐色粘質上。植物遺体含む。

A 12 00m

S D004
1:黒福色粘質土。
2:淡黒灰色粘質上。

3:淡黒灰色粘質土。
4:淡黒灰色粘賃上。

5:淡黒灰色砂質上。

12 00m

S D003

l i SD001最 終覆土。

2 i SD004覆 土。

3:黒褐色粘質土。
4:灰褐色粘質上。
5:オ リーブ黒色粘質土。

6:灰責色継質土。
7:黒色粘質土。炭化物微量混入。

3:灰黄色粘質土。
9:黒褐色粘質土。

10:黄灰色粘質土。

11:浅黄灰色粘質土。

12:責灰色粘質土。

13:浅費色粘質土。

一部黒色粘質上が下に積る。

14〔 黒色粘質上。板跡。

0               1:80               4m

2b区 溝 SD002～ SD004実測図 縮尺 1/80
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N

S D006

1:灰褐色粘質土。炭化物多少混入。

玉片・土器含む。 S D006遺物出土状況

1:40(出 土状況図)   2m

S D005
1:波黒灰色粘質土。

2:責灰色粘質土。

3:黒褐色粘質土。
4:黒褐色粘質土。

5:責灰色粘質上。

11 80m

◎
|

? 1 2

S K001

1:黒福色粘質上。

2:黒褐色粘質土。

3:黒褐色粘質土。
4:黒褐色粘質土。

5:黒褐色粘質土と責灰色粘質上の互層。

炭化物少量混入。

S K002

1:灰褐色粘質土。炭化物多量混入。

2:火床面 (2次 )。 炭化物多量混入。上器片含む。

3:灰褐色粘質上。炭化物混入。

4:暗責灰色砂質土。炭化物少量混入。

5:火床面 (1次 )。 3と 同じ。

6:暗責灰色砂質土。炭化物多量混入。

7:灰褐色砂質土。

3:晴責灰色砂質土。炭化物多量混入。

9:暗責灰色砂質土。炭化物少量混入。

10:灰褐色砂質土。炭化物微量混入。

S K003
1:暗灰色粘質土。炭化物・焼土・土器多量混入。

2:暗緑灰色粘質上。炭化物少量混入。

3:暗灰色粘質土。炭化物多量混入。

4:緑灰色粘質土。炭化物少量混入。

N

Ｎ焦

ユ
一　
∞
〇
ヨ

S D007
司:黒灰色粘質上。

トレンチ

2b区 溝 SD005～ SD007、 土坑 SK001～ SK003実 測図 縮尺 1/80、 1/40
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1時期目の河―川範口

2時期目の河川範口

3時期目の河川範嗣

縮尺 1/1500

Ⅲ

|

毘
坐
蹟

監

2図

饉
団

♂洋 /
1 頂 /鞘

/
創

型

嘲榮

I区 i2区・ 2b区 河川範囲変遷図



00t/.と1靱瘍麟嫌翔賤1望e

嚇
~~醐

   0

蝉　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　螂

（雪
母
∵
国
選
挙
鞘
議
　
￥
一
Ｑ
璽
圃



図
面
〇

一
七
　
】遅
構
実
測
図

（３
区
）

ヽ

、

キ

‐

‐

‐

‐

S D001

1:現表上。

I:礫層。
Ⅲ :黒色粘質土。

1:灰色砂質土。小礫混入。(SD001)

2:明灰色砂質上。(SD001)

3:礫層。(S0001)

1180

1:80

S D002
1:暗灰色粘質土。

クデ0

3区 溝 SD001・ SD002実 測図 縮尺 1/80
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□ 礫層範囲

4区 上層遺構全体図 縮尺 1/400
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s B001全柱穴
1:暗褐色粘質土。柱痕。
2:灰褐色粘質上と明黄灰色粘質上の混合土。

3:灰褐色粘質土と暗褐色粘質上の混合土。

地山ブロック混入。

4:明黄灰色粘質土と暗褐色粘質上の混合土。

12 40m

4区 掘立柱建物址 SB001実測図 縮尺 1/80
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S B002全柱穴
1:暗灰色粘質土。柱痕。
2:灰色粘質土。
3:暗灰褐色粘質土。明黄色粘質土ブロック混入。
4:明黄色粘質土。暗灰褐色粘質土ブロック混入。

S B003全柱穴
1:暗褐色粘質土と明責灰色粘質上の混合土。

2:灰掲色粘質土と明責灰色粘質上の混合土。

0               1:80               4m

縮尺 1/80
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4区 掘立柱建物址 S8002・ S8003実測図
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s B004全柱穴
1:黒色粘質上。柱根。
2!暗褐色粘質上と灰褐色粘質土の混合土。埋方。

3:暗褐色粘質土と明責色粘質上の混合土。埋方。

4:明黄色粘質上。

1:80

4区 掘立柱建物址 SB004実 測図 縮尺 1/80
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S1001A・ B
l:暗褐色粘質上。

2:灰色粘質土と黄色粘質上の混合土。炭化物微量。

3!暗灰色粘質土。周溝。

4:暗褐色粘質土と明責掲色粘質上の混合土。

s1001C・ D
l:灰褐色粘質土。炭微量。地山ブロック混入。

2:黒褐色粘質土。

3:灰色粘質上。

S1001E
l:暗褐色粘質上。
2:灰褐色粘質上。炭微量。

3:明灰責色粘質土。

4区 竪穴建物址 S1001実 測図 縮尺 1/80
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F        12 20m

S1002A B B
H:暗灰色粘質土。
2:明責色粘資土と黒色粘質上の混合土。貼床。

炉跡 C
l:灰褐色粘質土と明黄褐色粘質上の混合土。

2i黒褐色粘質土と明黄褐色粘質上の混合上。炭化物混入。
3:灰褐色粘質止と明黄褐色粘質上の混合土。

床上溝 F
l:灰掲色粘質土。明責色粘質土を含む。

Pl～ P3EHD
l:黒 色粘質上。

4区 竪穴建物址 S1002実 測図 縮尺 1/80
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s1003遺物出土状況

C   P01 12 10m D
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カクラン 斡
F    P06 P04 12 40m

s1003 A tt B

l:暗褐色粘質生。

2:明灰色粘質土。

3:明灰色粘質土と地山の混合上。

4!明灰色粘質土。地山ブロック混入。

5:明灰色粘質土と地山の混合上。

61柱穴P5。

7:暗灰色粘質土。周溝。

s1003床面施設

P01～ P06C・ D・ F・ GHH
呵:暗褐色粘質土。

炉 E
l:灰褐色粘質土。炭微量

2:黒色粘質土。焼土ブロック微量

G   P03 12 10m

4区 竪穴建物址 S1003実 測図 縮尺 1/80
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S1005 A L B
l:暗褐色粘質土。炭化物微量。
2:暗福色粘質土と明黄褐色粘質上の混合土。
3:晴褐色粘質土。周溝。
4:黒色粘質土と灰褐色粘質土と明責色粘質上の混合土。

貼床。

4区 堅穴建物址 S1005実測図 縮尺 1/80



C

床面施設

Pl C
l:灰褐色粘質土。柱痕。

2:暗 灰色粘質土。

3:明 責褐色粘質土。

12 20m 図
面
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連遅
構
実
測
図

（
４
区
）

P2 D
l:灰褐色粘質上。

2:灰 褐色粘質土。

黒色粘質ブロック混入。

3:明 黄褐色粘質上。

4:黄 褐色粘寛土。

P3 E
l:暗 灰色粘質土。

2:黒 色粘質土。

P4 F P5G
1:晴灰褐色粘質土。柱痕。   1:暗 灰色粘質土。
2:暗 灰色粘質土。

3:灰 褐色粘質土。

4:暗 褐色粘質土。

5:暗 褐色粘質土 と明黄色粘質上の

混合土。

2:黄 褐色粘質土と

灰色粘質上の混合土。

3:灰 色粘質土。

s1005床面施設断面実測図

劇
　

　

―

ロ

S1004 A tt B
l:暗灰色粘質上。若干赤み帯びる。炉。

2:灰色粘質土と明責色粘質土の混合土。貼床。

s1004床 面施設
S K 001 C

l:黒褐色粘質土。炭化物多量。

炉跡 D
ll暗灰色粘貿土。若千赤み帯びる。

0           1:80           4m

4区 堅穴建物址 S1005・ S1004実測図 縮尺 1/80
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0           1:80           4m s1006 A tt B

l:暗褐色粘質上。明黄色粘質上混入。畝。

2:暗灰色粘質上。周溝。

3:暗褐色粘質生。貼床。
4:黒褐色粘質上。貼床。
5:灰褐色粘質土と明責色粘質上の混合上。

貼床。

PlC
l:暗褐色粘賢土。
2:黒褐色粘質土。

S D 014 D

l:黒褐色粘質土。
2:暗褐色と明責褐色粘質上の混合土。

E 12 00m

＼
カクラン

＼
＼
＼＼
＼

＼

4区 堅穴建物址 S1006実 測図 縮尺 1/80、 1/40
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1007A・ B
:白灰色粘質土。焼土ブロック混入。

:黒色粘質土。焼土ブロック混入。

:灰褐色粘質土。焼土ブロック、炭化物混入。

:灰色粘質上。炭混入。

:明赤褐色粘質土。焼上。

:晴灰色粘質土。

:暗灰色粘質土。

:灰褐色粘質土。炭微量。

:暗灰色粘質土と炭の混合土。

:極黒色粘質土。炭化物層。

:灰褐色粘質土。

:暗赤掲色粘質土。

:褐色粘質土。

:灰掲色粘質土と明黄色粘質上の混合土。

:明責色粘質土と褐色粘質上の混合土。貼床。

S1007炉跡 C
l:黒色粘質上。炭化物層、焼土粒含む。

2:暗褐色粘質土。炭化物層。
3:灰褐色粘質土。
4:明黄色粘質土と3層の混合土。

S1007周溝 D
l:暗褐色粘質土。
2:暗褐色粘質土と明責色砂質上の混合土。

4区 堅穴建物址 S1007実 測図 縮尺 1/80



図
面
〇
三

一　
迫逗
構
実
測
図

（
４
区
）

P―

S1007東溝 日南溝断面実測図

/蒻

12 00m S1007東溝 E
l:灰色粘質土。地山ブロック混入。

2:暗灰色粘質土。炭微量。
3:灰褐色粘質上。
4:灰色粘質土と明責色粘質上の混合土。

S1007南溝 F
l:灰褐色粘質土。炭微量。
2,灰掲色粘質止と明責色砂質上の混合上。
3:明責色砂賞土。

Ｎ
Ｉ
洲
Ｎ
ド
十
１
１

0                1:80                4m

S1007炭化物範囲

0                1:40                2m

4区 堅穴建物址 S1007溝 断面図、炭化物範囲実測図 縮尺 1/80、 1/40
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S K 001遺 物出土状況

S K 001

1:暗褐色粘質土。

2:黒褐色粘質土。
3:黒色粘質土。炭化物混入。
4:白灰色粘質土。炭化物微量混入。
5,灰色粘質土。炭化物微量混入。
6:暗灰色粘質土。炭化物微量混入。

S K 003

1:灰褐色粘質土・暗灰褐色粘質土の混合上。炭化物混入。

2:灰褐色粘質土炭化物混入。
3:灰褐色粘質土・明灰褐色粘質上の混合土。炭化物混入。
4:明灰褐色粘質土。

カクラン
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S K 003遺物出土状況
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，
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S K 004

1:黒色粘質土。
2:黒褐色粘質土。責色土小ブロック混入。

3i黒褐色粘質土。
4:灰褐色粘質土。
5:黒色粘質土。責色上小ブロック混入。
6:暗灰色粘質土。炭化物微量。
7:黒色粘質土。遺物層。

8:明黄褐色粘質土。
9:灰褐色粘質土。炭化物微量。

0                1:80                4m

|

S K 004遺物出土状況

4区 土坑 SK001・ SK003・ SK004実測図 縮尺 1/80
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S K 013

1:黒褐色粘質上。地山ブロック混入。

2:黒褐色粘質土。

3:暗褐色粘質土。
4:暗褐色粘質土。灰褐色粘質土ブロック小混入。

5:黒褐色粘質土。

6:灰褐色粘質土。

7:暗灰色粘質上。炭化物微量。

8:明灰色粘質上。炭化物微量。

9:灰褐色粘質土。遺物層。

10:灰褐色粘質土。炭化物微量。

11:明灰色粘質土。炭化物微量。

12:灰褐色砂質土。

13:灰褐色粘質土。

S K 013遺 物出土状況

―

《 重

重 煮

12 20m

遊逐互ぎミ _二 ち 〔ЧO~ア ニ _珍 S K 029

1:暗褐色粘質土。炭化物微量混入、遺物層。

2:明灰色粘質土。

__― Z

S K 080

1:明灰色粘質上。

2:晴灰色粘質土と明黄色粘質上の混合土。一部白色粘質上を含む。

3:暗灰色粘質土と明黄色粘質上の混合主。炭微量。

4:晴灰色粘質土。

5:暗灰色粘質土と黒色粘質上の混合上。炭化材有。

6:明灰色粘質土。

7:灰褐色粘質土。

3:明黄色砂質土。

9:明黄色砂質土。炭微量。

10:暗褐色粘質土。焼土ブロック赤掲色粘質土含む、炭微量。

‖ :黒色粘質土。炭化物層。

12:暗灰色粘質土。焼土ブロック赤褐色粘質土含む。

13:明黄灰色粘質土。

14:明責色砂質土。

0           1:80           4m

4区 土坑 SK01 3・ SK029・ SK080実測図 縮尺 1/80



図
面
〇
三
四
　
連違
構
実
測
図

（
４
区
）

S D004A～ C
I:現表土。

工:黒褐色粘質土。遺物包含層 (古墳から古代)。

1:黒色粘質土。遺物層 (古墳)。
2:褐色粘質上。植物遺体層 (古墳 木製品中心遺物 )。

3:青灰色砂質土と小礫の混合上。遺物層 (弥生 )。

4:掲色粘質土。
5:青灰色砂質土。

|ロ

4区 溝 SD004実 測図 縮尺 1/100、 1/200
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・ 木製品

ぃ 木製品

▲ 土器
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４４７

9         ±10(木製品)    ,Ocm
O         ±100(平面園)    5m

縮尺 1/10、 1/1004区 溝 SD004遺物出上位置図 〔1〕
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1452

⑬
牌

品
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●

“

ム

● lJ00(平面園)    5m

4区 溝 SD004遺物出上位置図 〔2〕 縮尺 1/10、 1/100
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S D009A～ C
l:畝間
2:畝問
3:灰褐色粘質上。炭化物微量。
4:灰色粘質土。
5:黒色粘質土。炭化物微量。
6:灰褐色粘質土と地山の混合土。
7:黒褐色粘質上。

0           1:80           4m

4区 溝 SD009実 測図 縮尺 1/80、 1/40

1:40(出土状況図)   2m

遺物出土状況全体図

遺物出土状況①

遺物出土状況②
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5区 上層遺構全体図 縮尺イ/400
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5区 下層遺構全体図 縮尺 1/400
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④
Pl-2
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P3-3

◎
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⑩ ―P9-5
01

12 40m

0           1:80           4m

5区 掘立柱建物址 SB001実 測図 縮尺 1/80

Ｅ
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ぐ

聟
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１
０
Ｐ３．‐
⑥
Ｐ５０３①
Ｐ３．２

③
P2-2

|

ユ
博
　
一
〇
３

①
Ｐ，一４

③
四十

二

S B001

1:暗褐色シルト。粘性有り。畝埋土。

2:灰褐色シルト。粘性有り。

3:黒色シルト。粘性有り。礫含む。
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12 40m

と
｀
=13L

S K001

1〔 明黄褐色砂質シルト。粘性有り。

2:灰褐色砂質シル ト。粘性有り。
3:明灰色砂質シル ト。粘性有り。

1田

〆

〆

S K002

1:暗褐色シルト。粘性有り。礫多量含む。
2:灰褐色シルト。粘性有り。
3:黒色シルト。粘性有り。礫多量含む。

S K016

耳:黒色シルト。粘性有り。畝。

2:黒褐色シルト。
3:明灰色シルト。粘性有り。

遺物多量含む。

4:黒色シルト。粘性有り。

12 00m

飴

S K004

打:黒掲色シルト。粘性有り。土器含む。礫少ない。

2:灰褐色シルト。粘性有り。礫多量含む。炭微量含む。明黄ブロック含む。
3:灰褐色砂質シルト。粘性有り。礫多量含む。細かな礫多い。灰色砂質土含む。

S K013

1:黒色シル ト。粘性有り。
2:灰色シル ト。粘性有り。

炭微量含む。

3:暗灰色シル ト。粘性有り。
4:明灰色シル ト。粘性有り。

SK013遺物出土状況

SK016遺物出土状況

5区 土坑 SK001 ・ SK002・ SK004・ SK013・ SK016実 測図  縮炉ミ1/80



12 20m

1:黒褐色土。灰褐粒混入。炭化物微量含む。

2;黒色土。炭化物大量含む。止器出上。粘性あり。

3:黒褐色土。灰褐色土少量混入。玉砂利混入。粘性あり。

4:灰褐色砂質土。暗褐色土が層状に混入。木材出土。
5:灰褐色砂資上。地山由来と思われる。木材出土。粘性あり。

1:黒褐色上。灰褐粒混入。炭化物微量含む。

2:灰褐色上。炭化物混入。

3:灰褐色上。暗褐土少量混入。

4:黒褐色土。灰褐上少量混入。

5:黒色上。灰褐粒状に少量混入。

6:黒色上。灰褐粒状に中量混入。粘性やや有り。
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二
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構
実
測
図

（５
区
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Ｎ
ｌ
洲
Ｎ
，
十
１
１

(断面図・出土状況図)
0           1:40           2m

0          1:80(平 面図)     4m

5区 溝 SD003実測図 縮尺 1/80、 1/40

SD003遺物出土状況
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6区 上層遺構全体図 縮尺 1/400
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X=-16330

0                1:400               20m

6区 下層遺構全体図 縮尺 1/400
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12 60m

＼

12 60m D

P526C
l:褐灰色砂質シルト。

2:褐灰色砂質シルト。

P524D

l:褐灰色砂質シルト。

2:褐灰色砂質シルト。

3:褐灰色砂覧シルト。

P525E

12 40m

(地山粒、3～ 5mmの炭やや多 )

(地山粒多 )

(地山粒多 )

(地山粒少 )

(地山粒やや多 )

1:柱痕。褐灰色砂質シルト。 (地山粒少 )

2:褐灰色砂質シルト。(地山粒多 )

C

6区 掘立柱建物址 SB601実 測図 縮尺 1/40
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6区 掘立柱建物址 SB602・ SB61 0実測図 縮尺 1/80
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12 40m

S B 610 P 5023

1:黒褐色シルト。(褐灰色粒やや多、

地山粒少 )

2:黒褐色シルト。(地山粒多 )

31黒褐色シルト。(地山粒やや多 )

12 40m

S B 602 P 540

1:黒褐色砂質シルト。 (2～ 3mmの 炭少

地山粒やや多 )

2:黒掲色砂質シルト。 (地山粒多 )

3:地山相当層。(黒褐色粒やや多 )

12 40m

S B610P5022
1:黒褐色シルト。(地山粒少 )

2:黒褐色シルト。
3:黒褐色シルト。(地山粒多 )

S B 602 P 5006

¬:黒掲色砂質シルト。

2:黒褐色砂質シルト。
3:黒褐色砂質シルト。
4:黒褐色砂質ンルト。
5:黒掲色砂質シルト。

褐灰色ブロック少 )

(褐灰色粒、地山粒少 )

(地山粒多、掲灰色粒少 )

(地山粒やや多、褐灰色粒少 )

(地山粒、褐灰色粒少 )

(地山ブロック少、

12 40m

S B602P517
1,柱痕。黒色シル ト。粘性有。

2:黒 色シル トと地山混合土。粘性有。

31明 黄色 シル ト。粘性有。

4:黒 色 シル ト。粘性有。

5:黒 色 シル トと地山混合土。

0 12 40m

I 12 40m H 12 40m

LK」 12 40m

S B602 P 529

1:褐灰色砂質シルト。(3～ 5mmの 炭、

地山粒やや多 )

2:褐灰色砂質シルト。(地山粒多 )

(褐灰色粒、地山粒やや多 )

(地山粒 多 )

(地山粒少 )

(地山粒やや多 )

(地山粒少 )

12 40m

S B 602 P 5012

1:黒褐色シルト。(地山粒少 )
2:黒褐色シルト。(地山粒少 )

3:黒掲色シルト。(地山粒少 )
4:黒褐色シルト。(地山粒やや多 )

5:黒褐色シルト。(地山粒やや多 )
6:黒褐色シルト。(地山粒多 )

S B 602 P 553

1:黒褐色砂質シルト。(地山粒少、土器片やや多 )

2:黒褐色砂質シルト。(褐灰色粒やや多、地山粒多 )

N

S B 602 P 585

1:黒掲色砂質シルト。
2:黒褐色砂質シル ト。
3:黒褐色砂質シルト。
4:黒褐色砂質シルト。
5:褐灰色砂質シルト。

S B602P5011

1:黒掲色砂質シルト。
2:黒褐色砂質シルト。

3:黒掲色砂資シルト。
4:黒褐色砂質シルト。

5:黒掲色砂質シルト。
6:黒褐色砂質シルト。

7:黒褐色砂質シルト。
8:黒褐色砂質シルト。
9:黒褐色砂質シルト。

(地山粒少 )

(地山ブロックやや多 )

(地山粒少 )

(地山ブロックやや多 )

(地山ブロック多 )

(地山粒少 )

(地山粒やや多 )

(地山ブロック多 )P 12 40m

0                1:40                2m

6区 掘立柱建物址 SB602・ S8610柱 穴断面図 縮尺 1/40



図
面
〇
四
人
　
也逗
構
実
測
図

（
６
区
）

脱
‐

◎

Ｐ５０一

０

S B603実測図

P5046・ P5045F
l:黒 褐色 シル ト。地山粒少。

2:黒 灰色 シル ト。地山粒多。

S B604実測図

0               1:80               4m

縮尺 1/80、 1/40
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6区 掘立柱建物址 SB603・ S8604実 測図
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P5085E
l:黒褐色シルト。(地山粒やや多 )

2:黒褐色シルト。 (地山粒少 )

F                            12 20m

P5084F
l:淡褐灰色シルト。 (2～ 3mmの炭やや多 )

2:淡褐灰色シルト。(地山粒多 )

G

P5140G
l:褐灰色シルト。 (2～ 3mmの炭やや多、

地山粒少 )

2:褐灰色シルト。 (地山粒やや多 )

3:暗褐灰色シルト。

12 40m

P508E
l:黒褐色シルト。(地山粒やや多 )

2:地山砂覧シルト。 (黒褐色粒やや多

0         1140(断 面図)    2m

0         1:80(平 面図)    4m
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乱

S B605実測図
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6区 掘立柱建物址 SB605 i SB606実 測図 縮尺 1/80、 1/40



/ 瑠孔

S B607C
l:灰褐色シル ト。炭やや多。
2:灰褐色シル ト。地山粒やや多。

A 12 40m

B

S B607B

l:黒灰色砂質シルト。地山粒やや多。

炭化物少。

2:黒灰色砂質シルト。地山粒少。炭化物少。
3!黒灰色砂質シルト。地山と混合層。
4:黒灰色砂質シルト。地山粒多。
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測
図
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S B607A
l:黒灰色砂質シルト。地山粒多。

2:黒灰色砂質シルト。地山ブロック多。
3:黒灰色砂質シルト。地山ブロック少。

tuO, そ|

E 
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S B607実 測図

S B608実 測図
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12 40m

1180(平面図)

6区 掘立柱建物址 S8607・ SB608実 測図 縮尺 1/80、 1/40
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12 40m

P5145E
l:褐 灰色砂質シル ト。炭少。

2:褐 灰色砂質シル ト。地山粒少。

31褐 灰色砂質シル ト。地山粒やや多。

12 30m

P5146F
l:褐灰色砂質シルト。地山ブロック

12 30m

P5147G
l:褐灰色砂質シルト。地山ブロック少。

H

1彪

P5148H
ll褐灰色砂質シルト。地山ブロック少。

0           1:40           2m

P51491

1:褐灰色砂質シル ト。地山粒やや多。

12 30m

P5150」

1:褐灰色砂質シル ト。地山粒やや多。

12 30mIG

」12 30m

少。

6区 掘立柱建物址 SB609実測図 縮尺 1/80、 1/40
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/

S X402

S X403

柱根 H根巻石 B根石出土状況

B61l A“ B
黒褐色シルト。(地山粒少 )

黒褐色シルト。(2～ 3cmの礫少、地山粒やや多 )

黒褐色シルト。(褐灰色ブロック少、地山粒少 )

黒褐色砂質シルト。(2～ 5cmの礫多、地山粒多 )

暗褐灰色砂礫。(3～ 5cmの礫多 )

黒褐色シルト。

黒褐色シルト。(2～ 3cmの礫多、地山粒多 )

地山砂質シルト。(黒褐色粒やや多、2～ 5cmの礫多 )

柱痕。黒褐色シルト。(3～ 5cmの礫やや多、地山粒多、木片有 )

暗黄褐色砂礫。(2～ 5cmの礫多、黒褐色粒少、木片有 )

黒褐色シルト。(地山粒多 )

暗黄褐色砂礫。(地山粒多、2～ 3cmの礫やや多 )

6区 掘立柱建物址 SB611実測図 縮尺 1/80
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s p21'

カクラン

K312C
黒褐色砂質シルト。

黒褐色砂質シルト。

1:黒色砂質 シル ト。

P507G
l:黒褐色シルト。

(地山粒やや多 )

2:地山砂質シルト。

(黒褐色粒やや多 )

(地山粒少 )

(地山ブロック多 )

12 50m

12 40m

Ｓ

　

　

「

　

２

S'Ⅲ

1:80(平 面図 )

B

SX401

S D216・ S D217A

l:カ クラン。黒褐色粒、褐灰色粒、地山粒含む。

2:黒褐色シルト。(地山粒少 )

SD217

12 40m

SD21 6

5:褐灰色砂質シル ト。 (黒褐色粒少、地山ブロック多 )

6:淡褐灰色砂質シルト。(黒褐色粒やや多、地山粒多 )

7:黒褐色シル ト。 (2～ 3mnの 炭やや多 )

8:褐灰色シルト。(地山粒少、黒褐色粒やや多 )

9:褐灰色砂質シルト。 (地山と混合層、2～ 5mmの 炭少 )

10:淡褐灰色砂質シル ト。 (黒褐色粒やや多、地山粒多 )

11:淡い褐灰色砂質シルト。 (地山粒多 )

S K303E
l:褐灰色砂質シルト。 (遺物多、3～ 5mmの 炭やや多 )

S D21l D

l:褐灰色砂質シルト。(遺物やや多、2～ 5mmの 炭少 )

＼
4m

S X401・ S D216ヨ S D217B
l:褐灰色シルト。(3～ 5mmの 炭、黒褐色粒少 )

2:褐灰色砂質シルト。 (2～ 5mmの 炭多、黒掲色粒やや多 )

3:褐灰色砂質シルト。 (2～ 3mmの 炭、地山粒やや多、黒褐色粒多 )

4:褐灰色砂質シルト。 (1～ 2mmの 炭少、黒褐色、地山粒多 )
D

12 20m   ~

o         l:40(断 面図)    2m

E

6区 周溝状遺構実測図 縮尺 1/80、 1/40
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6区 堅穴建物址 S1701実 測図 縮尺 1/80
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K

ｏ 日 隈 刃 耐 善 岸 娑 ざ ュ 野 日 図 　 諦 カ ュ ＼ 台

S1
70
1 
A 
J 
B

l:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。

2:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
少
。
炭
少
。

3:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。
黒
褐
色
粒
や
や
多
。

4:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。

5:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。

6:
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
地
山
粒
多
。

12
 4
0m

Pl
A
l:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
黒
褐
色
粒
少
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。

2:
地
山
シ
ル
ト
。
黒
褐
色
粒
少
。

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
黒
福
色
粒
少
。

H
12
 4
0m

P2
H
l:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。

0 
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
 2
m

7:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
多
。
礫
少
。

8:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。
炭
や
や
多
。
一
部
層
状
に
。

9:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
少
。
黒
褐
色
粒
少
。

10
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
少
。

11
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。

12
:黒
褐
色
シ
ル
ト
。
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
。
畝
。

I
12
 4
0m

P3
1
1:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。

D2
25
K

褐
灰
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。

(国
0)
口
澄
�
蔀
鰍
 
田
HO
日
口

12
 4
0m

12
 4
0m

S 
K3
46
M

l:
黒
褐
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
少
。

12
 4
0m

S 
K3
47
N

l:
黒
褐
色
シ
ル
ト
。
地
山
粒
多
。

Ｑ ） 　 １

12
 4
0m

12
 4
0m

N
L

」
12
 4
0m

P4
」
1:
地
山
シ
ル
ト
。
黒
褐
色
粒
少
。

S 
D2
29
 L

l:
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。
地
山
粒
や
や
多
。



S D226E
l:淡褐灰色シルト。(地山ブロック多 )

F 12 40m

図
面
〇
五
六
　
遺
構
実
測
図

（
６
区
）

1:褐灰色砂質シルト。(地山粒少 )

2〔 暗褐灰色砂質シルト。(地山ブロックやや多 )

司:淡褐灰色シルト。(地山粒やや多 )

0          140(断 面図)     2m

12 60m

畝

12 60mB

0               1:80               4m

S D234 F

6区 堅穴建物址 S'702実測図 縮尺 1/80、 1/40



図
面
〇
五
七
　
遺
構
実
測
図

（
６
区
）

―

《Ψ
Ｐ４
　
　
　
　
　
　
◎
Ｐ３

◎
［
　
　
　
　
⑥
ｗ

0                1:80                4m

12 40m

S1703A口 B
l:褐灰色シルト。(2～ 3mmの炭少 )

2:褐灰色シルト。(地山粒少 )

3:褐灰色シルト。(地山粒多、1～ 2mmの 炭少 )

4:褐灰色シルト。(3～ 5mmの炭やや多、地山粒少 )

5:褐灰色シルト。(炭層状、地山粒やや多 )

6:地山砂質シルト。(黒褐色・褐灰色粒多 )

7:褐灰色シルト。(炭層状、地山粒やや多 )

8,褐灰色シル ト。(地山粒少 )

9:褐灰色砂質シルト。(地山粒やや多 )

P5125

10:淡褐灰色砂質シルト。 (地山粒多 )

11:地山砂質シルト。 (黒褐色粒少 )

12:淡褐灰色シルト。 (黒褐灰色粒少 )

13:地山シルト。(褐灰色ブロックやや多 )

14:地山砂質シルト。 (褐灰色粒やや多 )

15:畝。黒褐色シルト。

16:褐灰色シルト。

17:黒褐色シルト。(地山ブロックやや多 )

0          1:40(断 面図)    2m

6区 竪穴建物址 S1703実測図 縮尺 1/80、 1/40



図
面
〇
五
人
　
連逗
構
実
測
図

（
６
区
）

/

上0些

③

壁―
伊―
P6147

ヤ

≦75

一
②
Ｐ３
‐．　　　　　　（ゆ》炉

S KlK
H:褐灰色砂質シルト。(包含層 )

2:褐灰色砂質シルト。(2～ 3mmの炭少 )

3:褐灰色砂質シルト。(1～ 2mnの炭やや多 )

4:褐灰色砂質シルト。 (3～ 5mmの炭多 )

5:淡褐灰色砂質シルト。(地山粒多 )
6:地山砂質シルト。(褐灰色粒やや多 )

S D230 L

l:掲灰色砂質シルト。 (地山粒少 )

0         1:40(断 面図 )

6区 堅穴建物址 S1706実涙1図 縮尺 1/100、 1/40
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Pl
G
l:
褐
灰
色
砂
貿
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

2:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
多
)

P2
・
P5
14
5H

l:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

2:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
少
)

4:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

5:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

P3
1
1:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
5m
mの
炭
少
)

2:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
柱
痕
。
(2
～
3c
mの
礫
、
褐
灰
色
粒
少
)

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3c
mの
礫
少
、
褐
灰
色
粒
や
や
多
)

12
 3
0m
  
」
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
2 
30
m

S1
70
6A
・
B

l:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

2:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

3:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

4:
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

15
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。

16
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
床
面
。
(2
～
3m
mの
炭
、
地
山
粒
や
や
多
)

17
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(淡
褐
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

18
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

19
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

21
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
少
)

(国
0)
口
澄
別
師
L 
tt
HO
El
国

12
 4
0m

26
:黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

27
:淡
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

28
:淡
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
包
含
層
。

29
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
や
や
多
)

30
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(淡
褐
灰
色
粒
や
や
多
)

炉 1
:暗
灰
色
砂
覧
シ
ル
ト
。
(3
～
5m
mの
炭
や
や
多
)

2:
炭
層
。
(3
～
5m
mの
炭
多
)

3:
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
少
)

4:
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
、
地
山
粒
や
や
多
)

5:
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
5n
un
の
炭
少
、
地
山
粒
や
や
多
)

s1
70
7A
土
層
注
記
と
同
。

0 
  
  
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
  
  
 2
m

褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
5c
mの
礫
少
、
褐
灰
色
粒
や
や
多
)2
2:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
少
)

:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
少
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(掲
灰
色
粒
少
)

1 2 3 4 5 6P4
・
P5
」

23
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
少
)



と

S KlM
l:地山砂質シル ト。(2～ 3cmの 礫やや多、褐灰色粒多 )

S DlHS D2N
l:褐灰色砂質シルト。(地山粒多 )

2:褐灰色シルト。 (2～ 3mmの 炭少 )

3:褐灰色砂質シルト。 (2～ 3mmの 炭少、暗褐灰色粒少、

地山粒やや多 )

0         1:40(断 面図 )

ヤ
、４

と
く

○
勲

亀
ＳＫ３４

図
面
〇
六
〇
　
連逗
構
実
測
図

（
６
区
）

卜
Ｏ

Ⅶ
墨
ロロロ日日日Ｈ‐‐日 l~

＼♀3

ICIう

も

予6

壁
で)一

C   SKl    P3

D     P4

E     P4

0           1:160          8m

6区 堅穴建物址 S1707実測図 縮尺 1/160、 1/40
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SD
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S1
70
7←
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|

19
畝

S1
70
7A

ll
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
nの
炭
少
)

2:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

3:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

4:
淡
褐
灰
色
砂
賢
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

5:
掲
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

6〔
淡
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
多
)

7:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。

3:
地
山
砂
買
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

9:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
少
)

10
:褐
灰
色
砂
資
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
や
や
多
)

11
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(3
～
5m
mの
炭
多
、
焼
土
や
や
多
)

12
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

13
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。

14
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

15
:掲
灰
色
シ
ル
ト
。

16
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
床
面
。
(2
～
3m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
や
や
多
)

17
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(淡
褐
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

18
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(
地
山
プ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

19
:掲
灰
色
砂
買
シ
ル
ト
。
(
地
山
粒
少
)

20
:暗
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
nの
炭
少
)

21
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
少
)

22
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
少
)

23
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
少
)

24
:晴
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

25
:淡
褐
灰
色
砂
礫
。
(2
～
3c
mの
礫
多
、
褐
灰
色
粒
多
)

26
:黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
社
や
や
多
)

(図
0)
図
澄
�
師
に
 |
〉
卜○
副
国

s1
70
6A
・
B土
層
注
記
と
一
部
同
。

S1
70
6炉
の
土
層
注
記
は
S1
70
6A
・
Bに
記
載
有
。

ｏ 日 隈 冴 騨 善 洋 竺 ど 『 野 副 図 〔 己 　 諦 河 ュ ＼ ３
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ｏ 日 隈 鴻 耐 彗 洋 空 ど 『 野 日 園 【 鶴 　 諦 力 一 ＼ ３

K P6
K
l:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。

2:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。

31
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。

12
 3
0m

(地
山
粒
少
)

(地
山
粒
多
)

S1
70
7B

l:
決
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
周
壁
溝
。
(地
山
粒
多
)

2:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

3:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
、
暗
褐
灰
色
粒
少
、
地
山
粒
や
や
多
)

4:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

5:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

6:
暗
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(3
～
5c
mの
礫
多
)

7:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

8:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
、
暗
褐
灰
色
粒
や
や
多
)

9:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
、
暗
褐
灰
色
粒
や
や
多
)

10
:晴
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
)

¬
:暗
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

12
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

13
:炭
層
。

14
:地
山
砂
賞
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
、
掲
灰
色
粒
や
や
多
)

15
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
、
地
山
粒
や
や
多
)

16
:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
、
地
山
粒
少
)

S 
D2
31

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
、
地
山
粒
少
、
暗
褐
灰
色
粒
や
や
多
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
砂
質
シ
ル
ト
と
混
合
層
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(暗
褐
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

:暗
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
)

:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。

1 2 3 4 5 6
0 
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
 2
m

(口
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国
澄
別
師
h 
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〉
卜
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l国
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 4
0m

(図
0)
口
澄
別
師
L 
II
I>
卜
OE
l図

s 
X4
07
0

司
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。

2:
黒
褐
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
、
地
山
粒
少
)

3:
黒
褐
色
シ
ル
ト
。
(3
～
5m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
少
)

4:
黒
褐
色
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
、
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
)

S:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
、
黒
褐
色
粒
や
や
多
)

6:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
少
)

7:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
や
や
多
)

8:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

S 
X4
06
 P

l:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

2:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(3
～
5m
mの
炭
、
地
山
粒
や
や
多
)

3:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(2
～
5m
mの
炭
や
や
多
、
地
山
粒
多
)

4:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(5
～
10
mm
の
炭
多
、
地
山
粒
少
)

5:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(3
～
5m
mの
炭
少
、
地
山
粒
少
)

6:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
多
)

7:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
ブ
ロ
ッ
ク
多
)

8:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(黒
褐
色
粒
や
や
多
)

9:
褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
多
)

10
:褐
灰
色
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

11
:褐
灰
色
ン
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
、
地
山
粒
少
)

12
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
(黒
褐
色
粒
や
や
多
)

13
:地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(黒
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
多
)

0 
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
 2
m

ｏ 日 鯛 冴 耐 ざ 岸 竺 ざ 『 野 副 国 〔 巳 　 諦 河 ュ ＼ 占

:褐
灰
色
砂
資
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
少
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3c
mの
礫
、
地
山
粒
や
や
多
)

:褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(3
～
5c
mの
礫
多
、
地
山
粒
や
や
多
)

1 2 3 4

1:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
、
地
山
粒
少
)

2:
暗
責
灰
色
砂
礫
。
(3
～
5c
mの
礫
や
や
多
)

3:
暗
黄
灰
色
砂
礫
。
(2
～
3m
mの
礫
多
)

G
12
 3
0m

I
12
 3
0m

%
P3
1
1:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(2
～
3m
mの
炭
少
)

2:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(1
～
2m
mの
炭
、
地
山
粒
や
や
多
)

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
や
や
多
)

4:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。
(褐
灰
色
粒
少
)

Pl
G
l:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
少
)

2:
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
。
(地
山
粒
や
や
多
)

3:
地
山
砂
質
シ
ル
ト
。

4:
暗
掲
灰
色
砂
礫
。
(2
～
3m
mの
礫
多
)



S K345

1:黒褐色シルト。褐灰色ブロックやや多。土器片出土。礫少。

2:褐灰色シルト。黒褐色ブロックやや多。地山粒少。礫やや多。

3:褐灰色シルト。地山ブロック多。黒褐色ブロックやや多。木片出土。

4:淡褐灰色砂質シルト。地山粒多。黒褐色粒少量含む。礫少。

5:褐灰色シル ト。地山粒やや多。黒褐色粒やや多。

6:黒褐色粘質シルト。炭多。木片など有機物多。

7:地山と類似。

8:黒褐色粘質シルト。炭やや多。木片など有機物多量。

9:黒褐色粘質シルト。炭やや多量含む。木片など有機物多。礫多。

S K307

1:黒褐色シルト。遺物多。

2:黒掲色シル ト。地山粒多。

3:黒褐色シル ト。

4:黒褐色シル ト。地山粒少。

5:黒褐色シルト。地山粒多。

S K308

1:褐灰色シルト。炭やや多。土器片多。

2:褐灰色砂質シルト。地山粒やや多。

3〔 褐灰色砂質シルト。地山粒極多。

4:掲灰色砂質シルト。地山粒やや多。

5:地山。責灰色砂質シルト。褐灰色粒多。

P553

①:黒褐色砂質シルト。やや粘性有り。土器片やや多。

②:黒褐色砂質シルト。褐灰色粒やや多。地山粒多。

図
面
〇
六
四
　
連逗
構
実
測
図

（
６
区
）

一

一曽

生
12 20m

1:40

6区 土坑 SK307・ SK308・ SK345実 測図 縮尺 1/40



IIB
図
面
〇
六
五
　
連遅
構
実
測
図

（
６
区
）

S K309

1:黒褐色シル ト。

2:褐灰色シル ト。黒褐色粒やや多。

3:褐灰色シルト。
4:褐灰色シルト。炭やや多。

5,淡掲灰色砂質シル ト。地山粒多。

6:褐灰色砂質シル ト。

7:褐灰色砂質シルト。地山粒少。

8:淡褐灰色砂質シルト。褐灰色粒・地山粒少。

9:褐灰色砂質シルト。地山粒少。

S K311

1:褐色シルト。

2:淡褐灰色砂質シル ト。地山粒少。

3:褐色シルト。

4:淡褐灰色砂質シル ト。炭少。

5:淡褐灰色砂質シルト。

ltll

6:晴褐灰色砂質土シルト。炭・遺物多。

7:淡褐灰色砂質土シルト。

1田

A

生

ユ
�
　
ヽ
〇
ヨ

12 40m

0                1:40                2m
8:地山。淡褐灰色粒少。
9:淡褐灰色砂質シル ト。地山粒多。

6区 土坑 SK309・ SK311実測図 縮尺 1/40



図
面
〇
六
六
　
ｕ退
構
実
測
図

（
６
区
）

一

ゲ

メ

戸

″
／田　
　

望

／
／

一�
　
一
〇
ヨ

A

A

|ロ

舛卜彰影

12 40m

S K314

1:褐灰色砂質シル ト。炭少。
2:淡褐灰色砂質シルト。地山粒少。
3:淡褐灰色砂資シルト。地山粒多。

S K318

1:暗褐灰色シルト。炭少。
2:暗褐灰色シルト。炭やや多。
3:褐灰色砂質シルト。地山粒少。

S K315

1:暗褐灰色砂質シルト。炭少。地山粒少。
2:褐灰色砂質シルト。地山粒やや多。
3:褐灰色砂質シルト。地山粒少。
4i暗掲灰色砂質シルト。炭多。土器出上。
5:暗褐灰色砂質シルト。炭やや多。
6:淡褐灰色砂質シルト。地山粒やや多。

6区 土坑 SK31 4・ SK315・ SK318実測図 縮尺 1/40
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図
面
〇
六
七
　
遺
構
実
測
図

（
６
区
）

|ロ |ロ

1240m

ICII

S K316

1:暗褐灰色シルト。

2:褐灰色砂貨シルト。

3:淡褐灰色砂質シルト。地山粒やや多。

4:淡褐灰色砂質シル ト。地山粒少。

5:淡褐灰色砂質シルト。地山粒多。

6:渋褐灰色砂質シルト。地山粒多。

A

生

一
中
　
一
〇
ヨ

|ロ

S K334

1:暗褐灰色シルト。炭少。

2:暗褐炭色砂質シルト。炭少。地山粒少。

3:淡褐灰色砂質シルト。地山粒多。

4:淡褐灰色シルト。地山粒多。

o           l:40           2m

A

/

A

一
や
　
一
〇
こ

12 40m

6区 土坑 SK31 6・ SK334実 測図 縮尺 1/40



ブロックCの構築

第 1段階

第 2段階

ブロックAの構築

ブロックDの構築

0          1:1500         75m

縮尺 1/1500

図
面
〇
六
八
　
遺
構
実
測
図

（
４
区

日
５
区

日
６
区
）

―

― ―

4区・ 5区・ 6区 上層畝状遺構全体図



図
面
〇
六
九
　
連逗
構
実
測
図

（
７
区

・
７
ｂ
区
）

SヽU105

ss士16         ◇ヵクラン

カクラン

◎

7区・ 7b区 遺構全体図 縮尺 1/400



S D201実測図

C

1

S D201 C

l:暗褐色シルト。

B

S D201 A

l:暗灰色シルト。

(SK310平 面図・SD201断面図 )
1:40               2m

S D201 B

l:黒 色シル ト。

A

1

IEU

12 20m

S K310樹皮敷き詰め状況

0                1:20                1m

S K310A
l:暗灰、黒褐、明責色混合シルト。 (人為 )
2:樹皮層。

0               1:200              10m

縮尺 1/40、 1/20、 1/200

/
図
面
〇
七
〇
　
】違
構
実
測
図

（
７
区
）

7区 土坑 SK31 0、 溝 SD201実測図



＝
＼
£
＼
ヽ
Ｋ

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
０
０
ヨ

£
×

医

×

ス

図
画
〇
七

一　

迫逗
構
実
測
図

（
７
ｂ
区
）

W09 乙[

ICl

― ◎

吐

◎

二◎
|

r  l 目
①   ◎巧

◎  ◎―

◎   ◎―
I   J J

S B601実測図

B                                1260m

旱:目塁塁
娼HCHD{ギ

④
◎

Ｅ
Ｏ
Φ

鋼
一

一日
　
　
　
　
一日

ｌ

⑥

一

　

２ ６０ｍ

◎

日

7b区 掘立柱建物址 SB601・ SB602実測図 縮尺 1/80



SK207

¨
トレンチ

つ

臨貶u

＼
s言介

ミ
SU420

~∂°
b

⌒

Su421

οSu406

SU402
SU423

中
　
ク

ＳＵ

　

ヵ

W5x4
4`28

カクラン

SUIIliil!さ

::さ
::忘

忘さ::きョ!さ:
SU438｀

＼ §

SU432

Su435操
塞 馨
U434

SU436

図
面
〇
七
二
　
】退
構
実
測
図

（
８
区
）

8区 遺構全体図 縮尺 1/400



図
面
〇
七
三
　
連遅
構
実
測
図

（
８
区
）

A 12 70m

B 12 70m

A・ BHC         (現
表上)

S Z3011

1:暗褐色シル ト。

'ル ト。 (地山 )

卜°

           明責色砂質ラ

1:黒色シル

         Ⅳ biル ト。2:明 灰色シ

ル ト。 (炭少 )3:暗 灰色シィ

     ト。4:明 灰、明責色混合シル

,レ ト5:白 灰色シ

6:暗 灰色粘質シル ト。

シル ト。7:明 黄、暗灰色混合粘質

8:明 灰色砂質土。 (7上層がプロックで混入 )

東側周溝内土器出土状況

0               1:40               2m

12 70m

(断面図・レベリング図 )
0               1:60

12 90mC

D

キ
シ//

1779・ 1780

東側周溝内出土土器レベリング図

8区 方形周溝墓 SZ301実測図 縮尺 1/100、 1/40、 1/60



1784
,782                                           ・

1785

図
面
〇
七
四
　
遺
構
実
測
図

（
８
区
）

＼
‐

一

s Z302A・ B
l:黒色シルト。(礫含む )

2:灰掲色シルト。(礫やや含む )

3:灰褐色砂質シルト。 (明責色ブロック混入 )
3a:黒、灰褐色混合シルト。(炭微量含む )

4:灰色シルト。
5:明黄色シルト。

6:白灰、灰褐色混合シルト。

7:白灰色シルト。

灰禍色シルト。(明黄色ブロック混入 )

明黄、白灰色混合シルト。

0          1:100          5m

8区 方形周溝墓 SZ302実測図 縮尺 1/100



二

図
面
〇
七
五
　
連退
構
実
測
図

（
８
区
）

0         1140(出 土状況)   2m

東側周溝内土器出土状況

南側周溝内 (DBE)土器出土状況

南側周溝内 (F)土器出土状況

周溝内出上土器レベリング図

0          1:60(レ ベリング図) 3m

8区 方形周溝墓 SZ302土 器出土状況図 縮尺 1/40、 1/60



図
面
〇
七
六
　
連逗
構
実
測
図

（３
区
）

Ｎ
〃
４
ゝ
上
―
―

S Z303A・ B
l:黒色シルト。(礫多 )

2:灰褐色シルト。 (礫多 )

3:黒褐色砂質土。 (礫多 )
o                l:100                5m

縮尺 1/1008区 方形周溝墓 SZ303実 測図
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図
面
〇
七
七
　
遺
構
実
測
図

（
８
区
）

（
つ
佃
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。
上
ミ
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。
と
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一
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玉
寸
〇
∞
Ｎ
∽

―/

S Z304実 測図

lJ 00(平面図 )

||

12 30m

狂 二 _そ

S Z305実測図

5m

s Z305A・ B・ C
l:灰褐色シルト。 (2～ 10cmの 礫多 )

2:黒褐色砂質土。 (1～ 5cmの 礫多 )

1:60(断面図)    3m

3区 方形周溝墓 SZ304・ SZ305実測図 縮尺 1/100、 1/60



B 12 30m 図
面
〇
七
八
　
】退
構
実
測
図

（
８
区
）

澱 ＼/

s Z306B・ C・ D
2:灰褐色シルト。 (礫多 )

3:黒褐色砂質上。(礫多 )

s Z303 A・ B土層注記と同。

s Z306実測図

||

Ｎ
イ
州
Ｎ
，
十
１
１

0         1:100(平 面図)    5m

fll

S Z307A・ B・ C
l:黒褐色シルト。(礫少 )

2:灰褐色シルト。

3:灰褐色砂質シルト。(礫多 )

4:灰褐色砂賞土。(礫多 )

5:灰色シルト(礫多 )

0          1160(断 面図)    3m

s Z307実測図

8区 方形周溝墓 SZ306・ SZ307実 測図 縮尺 1/100、 1/60



S Z308実測図

S Z309実測図

デ

メ

戸
二

図
面
〇
七
九
　
遺
構
実
測
図

（
８
区
）

B 12 30m

葦 ＼ 1/笠 ノ蒻

C 12 30m

2

S Z308A・ B・ C・ D
l:黒褐色シルト。(礫少 )
2:灰掲色シルト。(礫少 西側は礫多 )
3:灰褐色砂質上。(礫多 )

B 12 30m

S Z309AHB
l:黒褐色シル ト。
2:灰褐色シル ト。 (礫多 )

3!灰褐色砂質土。(礫多 )

1:60(断 面図 )

8区 方形周溝墓 SZ308・ SZ309実測図 縮尺 1/100、 1/60



図
面
〇
八
〇
　
連逗
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1 方形周溝墓 SZ307完掘 (南 )

2 方形周溝墓 SZ307周溝内遺物出土状況 (南東)
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1.溝 SD011遺物出土状況 1(南東 )

溝 SD011遺物出土状況 2(南東)
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3.溝 SD011遺物出土状況 13(北 )
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1 調査地区全景 (南東 )
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